
        
            
                
            
        

    






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その後の調査の結果、クレリックはハルカの一いつ酸さん化か炭たん素そ被ひ曝ばく時間を少なくとも15分以上、事故発生時の現場の最終的な一酸化炭素濃度を７００ｐｐｍ以上と推定している。

　医務室に担ぎ込まれたとき、ハルカのＣＯ─ＨＢカルボキシ・ヘモグロビン値は52・７％にも及んでいた。つまり、ハルカの身体からだは血中の全ヘモグロビンの52・７％を一酸化炭素にハイジャックされ、酸素運うん搬ぱん能力の半分以上をすでに喪そう失しつした状態にあった。さらに痙けい攣れんがあり、少量の嘔おう吐との痕こん跡せきがあり、レベル３００という極めて重じゆう篤とくな意識障害があった。手や顔は赤みを帯びているくせに、ぞっとするくらい冷たかった。

　ただ、心臓だけが、懸命に動いていた。

　ハルカの心臓は、役立たずな血液の酸素運搬効率を少しでも上げようとして、毎分１４０回もの拍動を、懸命に、懸命に刻んでいた。

　こんな状況にあってもなお、ハルカは、生きようとしていた。

　何があってもあきらめるわけにはいかなかった。

　スパイクもアンジェラもクレリックもリーブスもトリガーも、絶対にあきらめるわけにはいかなかった。

　光がまったく見えないわけではなかった。明るい材料もあるにはあった。まず、微び弱じやくながらも自発呼吸が残存していたこと。ＧＯＴ値にもＧＰＴ値にもそれほどの上昇が見られず、肝かん不ふ全ぜん、腎じん不全などの致命的な合併症を併発してはいないこと。頭部ＣＴの結果、脳細胞の死滅によって発生する低てい吸きゆう収しゆう領りよう域いきが、現時点では確認されていないこと。明るい材料は、ひとつでもふたつでもなく、三つもあった。悪魔と取り引きしてでも四つ目を手に入れたい状況ではあったが、悪魔の電話番号など誰だれも知らなかった。

　自分たちだけでなんとかするしかなかった。

　高圧酸素環境への移送。気管内ない挿そう管かんによる陽よう圧あつ換気。全血輸血による血液浄化。やれることはすべてやった。時間との戦いだった。全身性の酸素欠乏はすべての臓器を蝕むしばむ。とりわけ、神経細胞は極端に酸欠に弱く、今の状況が続けば、他のどの臓器よりもまずハルカの脳が真っ先に死んでいく。脳細胞へのこれ以上のダメージを許せば、たとえ命をつなぎ止めることに成功したとしても、どんな神経障害が残るかわからない。

　そして、処置開始の三分後あたりから、ありとあらゆる種類の不整脈が頻ひん発ぱつし始めた。

　ハルカの心臓が、ついに力尽きようとしていた。

　時をおかず、ＧＯＴ値の不気味な上昇が始まった。

　医務室は戦場と化した。ハルカは生きようとしていた。絶対に、絶対にあきらめるわけにはいかなかった。誰もが、迫り来る死しに神がみの魔ま手しゆからハルカを奪還すべく、全知を尽くして戦った。

　ＣＯ─ＨＢカルボキシ・ヘモグロビン値を、どれだけ迅じん速そくに低下させることができるか。

　それが、すべての勝負の分かれ目だった。




　なあんてこたあ元気になっちまえばこれっぽちも関係なく、周囲の苦労など当のハルカは知ったこっちゃあないのである。

　めちゃくちゃだったあの日から五日が過ぎて、明かりの消された医務室の窓からは月の光がさし込んでいる。月の光はハルカのいるベッドの右半分を照らしている。ハルカは今、医務室のベッドに横になって頭からタオルケットをかぶり、暗視ゴーグルをつけてマンガを読んでいる。

　今夜が、ハルカが医務室で過ごす最後の夜である。

　いい気なもんである。

　医務室を二つに仕切っているアコーディオン式のカーテンのむこうには、戦いの痕こん跡せきが今も色濃く残っている。五日が過ぎた今も、すべてがあのときのまま、何もかもぐしゃぐしゃに散らかったままである。ストレッチャーは横倒し、椅い子すもカートも横倒し、チューブやケーブルが床を這はいまわり、データディスクと輸ゆ液えきバッグと注射器とガーゼが四散している。

　それらぐしゃぐしゃの真ん中に、むやみに図ずう体たいのでかい集中治療ヴァットがでんと居い座すわっている。三十年前からすでに旧式の部類であり、違い法ほうなサイボーグ化を請うけ負う闇ヤミ医者の作業室くらいでしかお目にかかれなかったようなシロモノである。

　そして、このオンボロな集中治療ヴァットはまた、今回の戦いの功労者でもあった。

　ヴァットのハッチのすみに、マジックで書かれた小さな文字が並んでいる。クレリックのサインコードが書き添そえられている以上、これを書いたのはクレリックなのだろう。

　こんなことが書いてある。




『2056/7/13 22: 25　人を創つくりし神、人に作られし我等の祈りを聞き届け給う　ハレルヤ』


























　７月23日（日）　２０５６年　　雨　　降水確率60パーセント




　今日きようで連続一週間の雨ふりです。雨雨雨雨雨雨雨です。

　いつも最初に書いてる降水確率は、家のレーダーが雲の位置を調べて計算した結果の数字です。現にこうして雨が降っているのに１００パーセントじゃなくて60パーセントなんていんちきだと思ってクレリックさんに聞いてみたら、降水確率っていうのは過去の統計と比較で出てくる数字なんだそうです。つまり、「過去のデータの中から今日と同じような気圧配置の日をぜんぶピックアップして調べたら、そのうちの60パーセントでは雨が降っていましたよ」っていうこと。降水確率ってそういうものなんだって。知ってた？

　とにかく、今日で連続一週間雨ふりです。こんなの初めてです。新記録です。

　みんなで行くはずだったキャンプも、これで連続三日の延期です。

　わたしはイーヴァとぎくしゃくぎくしゃくしたままです。

　わたしの一酸化炭素中毒は、もうすっかりよくなりました。はじめの何日かは意識不明してたけど、今はもう平気です。医務室でのウルトラ退屈寝たきり生活もなんとか切り抜けました。ずっとわたしの世話をしてくれてたみんなも、いつもの普通の仕事に戻もどりました。ルークはわたしを助けるために大ケガをしたそうですが、手当てをさせてくれっていうクレリックさんの申し出を断ってふらっと姿を消して、何日か後に元通りの元気な身体からだになってひょっこり帰ってきました。ひとりでどこかに隠れて自分で傷を治したんだと思います。ルークは全戦全勝負け知らずの用心棒屋さんだから、強さのヒミツがバレないように、誰だれかに身体の中をいじらせたりはしないのです。きっと。

　そういうわけで、やっとぜんぶが元通りになりました。元通りになって一週間が過ぎました。

　やっと、ぜんぶが元通りになったのに。

　なのに、わたしとイーヴァだけが、ぎくしゃくぎくしゃくしたままなのです。

　雨が止んでくれないので、キャンプは延期で、わたしとイーヴァはぎくしゃくです。




　わたしが悪いのかも、って思ったりもします。わたしが意い気く地じがないからいけないのかも、わたしのほうからもっといっぱい話しかけなきゃいけないのかも、って思ったりもします。

　イーヴァは毎日、部へ屋やにこもりがちです。

　朝ごはんにはちゃんと出てきます。誰かに「おはよう」ってあいさつをされたら、「おはよう」ってちゃんと答えます。でも、どこかぼーっとした感じで、出されたコーヒーを水みたいにごくごく飲んで、「ごちそうさま」って言ってまた部屋に戻ってしまいます。

　午前中の講義にも、ちゃんと出てきます。でも、やっぱりへんです。教科書を間違えて持ってくるし、宿題もやってきません。講義中もずうっと別のことを考えてる感じで、自分から手を挙げて答えたりはぜったいしないし、クレリックさんが当てると決まって「わかりません」します。おかげで、最近のクレリックさんはイーヴァを当てなくなって、わたしばっかり当てるので大変です。一度なんか、「明日あしたの歴史の講義はビデオを見るので視聴覚室に集まってください」って言われていたのに視聴覚室に来なくって、ひょっとして今日きようはサボりなのかなあって思っていたら、いつもの講義室でずうっとひとりで座っていました。

　掃そう除じ当番のときはちゃんと掃除もしてくれるし、洗せん濯たく当番のときはちゃんと洗濯もしてくれるし、ごはんづくり当番のときはちゃんとごはんをつくってくれるけど、やっぱりへんなのです。イーヴァは一日じゅう心ここにあらずで、魂がどっか行っちゃったみたいで、人形みたいな顔して考え込んでばっかりいます。することがなければ部屋に閉じこもってばっかりです。何かよっぽどの用事がないかぎり、イーヴァのほうからわたしに話しかけてくれることはありません。

　そして、へんなのはわたしもいっしょです。

　わたしも、イーヴァに普通に話しかけることができません。

　イーヴァは、やっぱり、わたしが一酸化炭素中毒したことを気にしているのかもです。

　でも、あれはわたしがいけないのです。イーヴァに誘われたからって、いっしょに地下道へなんか入ったわたしがいけないのです。ぜっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったいにダメだってスパイク君に言われていたのに、「あぶないからやめようよ」ってイーヴァのこと止めるのがほんとだったのに、いっしょになってのこのこついていったわたしが悪いのです。わたしがポーンの隠し部べ屋やに閉じ込められたのは、何かのはずみの不幸な事故だったのかもしれないし、ひょっとしたら、イーヴァのいたずらだったのかもしれません。でも、もしイーヴァのいたずらだったとしても、イーヴァはあの部屋に一酸化炭素が充じゆう満まんしてくるなんて知らなかったはずです。イーヴァは知っててわざとやったのではないのです。わたしはみんなにそう説明したし、みんなも納得してくれてると思います。

　でも、きっとイーヴァはそのことを気に病やんで、落ち込んでいるんだと思います。

　こういうときには、明るくさわやかな笑顔で「気にすんなよっ!!」って背中をばしんと叩たたいて、肩を組んでふたりでいっしょに夕日を見つめればいいのかもしれません。わたしが今までに読んだマンガの主人公は、たいていそのパターンでこういうピンチを切り抜けます。

　でも、わたしにはそんな勇気はありません。

　クレリックさんやリーブスさんにも相談してみました。もう三日も延期になってる「キャンプに行こう」作戦は、リーブスさんの発案です。いつかの日記にも書いた気がするけれど、この街の東には発電のための大おっきな風車がいっぱい立ち並んでいる丘おかがあります。風車の整備のついでに、その丘でキャンプをしたことが、ずっと前に一回だけあるのです。そろそろ風車の整備をしなくちゃいけない時期だし、今度はイーヴァとルークも誘ってまたあそこでキャンプをするってのはどうかしらって、リーブスさんがそう言ってくれたのです。みんなも賛成してくれて、リーブスさんは意い気く地じなしのわたしの代わりにイーヴァにその話を何度もしてくれて、イーヴァもついにＯＫしてくれたのです。

　キャンプに行けば、意気地なしのわたしでも、イーヴァと普通に話をするチャンスがいっぱいできると思います。いっしょに遊んだりするチャンスも、いっぱいあると思うのです。

　なのに、毎日雨ふりです。

「キャンプに行こう」作戦は、三日も延期になっているのです。

　てるてる坊ぼう主ずも吊つるして、荷物も枕元にちゃんと置いて、寝るときもパジャマに着替えないで、いつでも出かけられるようにしています。それでも雨は止みません。オキテやぶりの連続一週間の新記録です。このままでは、キャンプは中止になっちゃうかもしれません。

　落ち込んでしまいます。「もうどうでもいいや」って思っちゃったりすることもあります。

　これはきっと、天てん変ぺん地ち異いの前触れなのです。きっと、このままずうっとずうっとずう──っと雨が降り続いて、地球ぜんぶが海になっちゃうのです。この街もこの家もみいんな海の底に沈んじゃって、わたしは魚につつかれてホネだけになっちゃうのです。

　明日あしたも雨なのです。どーせ。
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　案の定、その翌日も雨は降り続いた。

　半分は霧のような、べたべたじっとりした、蒸し暑さを倍増させるような雨だ。これではハルカでなくとも気が滅め入いる。家の中の空気は重く、やり場のない不満が微かすかな腐ふ臭しゆうを放っていた。トリガーとスパイクは寄ると触るとケンカをし、クレリックは大した理由もなく「休講」を宣言し、リーブスはお気に入りだったシャツを乾燥機にかけすぎてダメにしてしまい、アンジェラは飛び交かうハエやカを軍刀で駆除して時間を潰し、ルークは今日きようも今日とてパトロールに出かけ、イーヴァは一日じゅう部へ屋やにこもっていた。

　そして、ハルカは、ついに最後の手段に出た。




　その雑誌の記事によれば、「サムンバ」とは、天候を自由自在にあやつる力を持った、すてきなすてきな精せい霊れいさんであるという。

　このサムンバを捕つかまえることができれば、運動会を叩たたき潰すもスキー合宿を中止させるも思いのままであるという。

　てるてる坊ぼう主ずなど手ぬるい。魔法には自信がある。もはや残された道はこれしかない。

　ハルカは、そう思いつめたのだった。

　用意するものは、フタのできる丈夫な箱と、土の地面に落として割った鏡のカケラ。

　やり方はこうだ。夕方になったら自分の部屋の窓を開け、フタを開けた箱を窓辺に置く。夜中の十二時を回るまで、誰だれもこの部屋に入ってはいけない。うぬぼれ屋のサムンバは鏡が大好きである。部屋に誰もいないことがわかると窓際にやってきて箱に入り、鏡のカケラの中にいるもうひとりの自分の顔を見つめてうっとりして、そのうちに寝てしまうはずである。

　さあ、夜中の十二時を過ぎた。

　そっとドアを開け、猫のような足取りで、暗い部屋に忍び込もう。大きな物音を立ててはいけない。部屋の明かりなど間ま違ちがっても点つけてはならないが、ロウソクなら構わない。ロウソクの光なら、サムンバは目を覚ますことはない。足音を忍ばせてゆっくりと窓辺に歩み寄る。窓辺に置かれている箱に手を伸ばす。ここからが勝負だ。箱の中に手を入れて、手探りで鏡のカケラをつかみ出すのだ。このとき、決して箱の中を見てはいけない。箱の中をちらりとでものぞいてしまえば、サムンバは「目にも止まらぬ」早さで逃げ去ってしまう。大だい丈じよう夫ぶ、サムンバは眠っているはずだ。嚙かみついたりはしないはずだ。ロウソクを吹き消して床に置こう。深呼吸をして胸の鼓こ動どうをしずめよう。勇気を出して、箱の中に手を入れて、鏡のカケラをつかんで、ゆっくりと、あわてずに、慎しん重ちように、そうっと、そう、そのまま、そのまま、そのまま──




　──今だっ!!

　ハルカは鏡のカケラを放り出し、７・62ミリ弾用のカーキ色の金属ケースに抱きついて、叩たたきつけるようにフタを閉めた。怒ったサムンバが箱の中でばたばた暴れているのを、ハルカは確かに感じたと思った。ばちんばちんとバックルを締め、それ以上は触っているのも恐ろしくて、箱をベッドの上に投げ出した。窓際まで飛びのいて息をつめる。そろそろと机の上のリモコンを手探りして、部屋の電源をＯＮした。暗くら闇やみが追い払われ、止まっていた時計の針がきゅるきゅると回って時刻を修正する。

　静寂。

　部屋が明るくなって、ちょっとだけ自信が戻もどってきた。

　そおっと歩み寄る。おっかなびっくりでベッドの上に身を乗り出し、箱に耳を近づけてみる。

　何も聞こえない──と思った瞬間。

「!!」

　びっくりして耳を離す。

　確かに聞こえた、と思う。

　ネズミみたいな小さな動物が身じろぎしたような、そんな音。

　──やった。

　呆ぼう然ぜんの一瞬の後に、くすくす笑いがこみ上げてきた。

　くすくす笑いはどんどん大きくなり、ついには大笑いになった。

「やったあっ!!　やったやった──あはははーサムンバのばーか!!　べーだ!!」

　ハルカはベッドの周りを踊りながら走り回り、歌うように節をつけて愚かなサムンバを散々に罵ば倒とうした。この罵倒にもちゃんと意味がある。もうこっちのものなのだ。後は、この箱を揺すったり棒ぼうでがんがん叩いたり悪口を言ったりして、サムンバをいじめて無理矢理言うことをきかせればいいのである。箱をがしりとつかみ上げ、部屋の真ん中にどかんと乱暴に置いた。文句のひとつも言ってくるかと思ったが、箱の中からは何も聞こえてこない。

　──しめしめ。ビビってるビビってる。

　ハルカはほくそえむ。机の上からデスクランプを取り上げて、箱のとなりにだあんと置いた。明かりを点つけ、ランプの首を動かして、電球がくっつきそうな距離から箱を照らした。ハルカは立ち上がり、厳しい表情で腕を組み、弾薬ケースのまわりをうろうろと歩き回り、えへんと咳せき払ばらいをして、まずこう言った。

「あなたは完全に包囲されています。言うことを聞かないと出してあげません」

　横目でこっそりと箱を盗み見る。つんとあごを上げ、ハルカは箱のまわりをもう一周して、びしりと決めつけた。

「あなたにはモクヒする権利があります」

　再び横目で箱を見て、

「モクヒってわかる？　モクヒっていうのは、なんにも言わないで黙っていること」

　ハルカの剣けん幕まくに恐れをなしたのか、サムンバは箱の中で沈黙を守っている。

「ベンゴシを呼んでも、たぶん誰だれも来ないと思います。仲間のサムンバを呼んだりするのは反則です。そんなのはズルです。これからのあなたの発言は全部いじめの対象になります。算数のテストで０点を取ったとか、教室でおもらしをしたことがあるとか、そういう話したくないことは話さなくてもいいです。あなたのお母さんは泣いています。早くゲロして楽になりなさい。カツ丼どんが食べたくなったら言うこと」

　──よし。

　ハルカはひとりで納得し、箱の前にぺたんと座り込み、ポケットから雑誌のページの切り抜きを取り出してながめた。そこには、サムンバに具体的な指示を与えるための呪じゆ文もんが記載されている。晴れを望む場合はこれ、雨を望む場合はこれ、風を望む場合ならこれ──という具合に、それぞれの場合ごとにそれぞれの呪文があるらしい。ハルカは晴れの呪文を口の中で何度も練習し、大声で唱えた。

　何やら外国語のような、意味不明な音の連なりだった。

　箱をじっと見つめる。

　何か起こると思っていたのに、何も起こらない。

[image: ]

　しかし、これまでの手順に間違いはないはずだ。念のためにハルカは晴れの呪じゆ文もんを何度も唱えた。これで、明日あしたこそは絶対に晴れるはずである。魔法で大事なことその一は、自分の魔法を信じることだ。それなら誰だれにも負けない。そういう魔法を信じて、自分は、遊び相手のいない廃はい虚きよの街で一年間も遊んできたのだから。

　箱を胸に抱いて、ベッドに身体からだを投げ出した。

「ねえ、」

　箱に話しかける。

「あのね、わたし、ほんとに困ってるの。毎日毎日ずうっと雨で、キャンプがもう三日も延期になってるの。キャンプに行けないと、イーヴァとぎくしゃくなの。前はね、ローラーブレードだってイーヴァと半分こしてたんだよ。あれって、片っぽだけでもけっこう滑れるって知ってた？」

　サムンバは相変わらず黙り込んでいる。開けっ放しの窓の外から、雨の音が聞こえてくる。

「わたしはイーヴァと早く仲直りしたいの。みんなでキャンプに行けば、仲直りできそうな気がするの。──べ、べつに、イーヴァと面と向かって話をする勇気がなくって、キャンプにかこつけてそのときまで先延ばしにしようとか、そんなこと思ってないからね。そんなこと思ってないから、だからわたしは、こんな苦労までしてあんたを捕つかまえて、早く雨を止ませてキャンプに行こうって思ってるんだからね。あんた責任重大なんだからね。わかってる？」

　やるべきことをやった安心感からか、身体からだの深いところから眠ねむ気けがわき上がってきた。

　壁の時計を見上げた。一時十分すぎ。

　７・62ミリ弾用のカーキ色の金属ケースを抱きしめ、ハルカは大きなあくびをする。
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　ハルカが大きなあくびをしたそのとき、キッチンでは、イーヴァがもくもくとジャガイモの皮をむいていた。

　食事の当番であり、朝食の準備である。

　今は夜中の一時十分すぎである。こんな夜中から準備にかからねばならない朝食とは一体どれほど豪ごう勢せいなものかと思われるかもしれないが、なんのことはない、ロボットには昼も夜もないというだけの話だ。

「なあ、最近よお、来る日も来る日もジャガイモばっかだよな」

　重そうなダンボール箱を床にどさりと置いて、トリガーが言った。ダンボール箱には、クリプトビオシス処理を解除されたジャガイモがいっぱいに詰まっている。

「あれ、話さなかったっけ？」

　イーヴァの向かいでやはりジャガイモの皮をむいていたスパイクが顔を上げ、

「前にカンヅメ鉱山で宝探ししたとき、ジャガイモの鉱こう脈みやくを見つけたんだよ。あのときはほら、謎なぞの『第三のグループ』の食い逃げ騒ぎとかで色々ゴタゴタして、そんなにたくさんは持ち帰れなかったけど」

「量の問題じゃねえって。中身だ中身。なにもジャガイモばっか持って帰ってくるこたあねえだろ」

　ニンジンを刻んでいたリーブスがまな板から顔を上げ、

「しかたなかったのよ、他ほかの場所から他の物持ち出してる余裕がなかったんだから」

「イモばっか食わしてるとそのうちハルカだってグレるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ハルカ様好き嫌いないし、メニューだって工夫してるもの」

　リーブスはふと天てん井じようを仰ぎ、ため息まじりにつぶやいた。

「でも、なんだか久しぶりに聞く感じがするわね。その、『第三のグループ』って」

　トリガーがぽつりと、

「──結局、正体はわからずじまいだよな」

　スパイクもぼそりと、

「──こうなってみるとさ、もっと真剣に探してみればよかったかなあって気がするよね」

『カンヅメ鉱山の謎の食い逃げ事件』の発生から、すでにひと月が過ぎている。

　当初、クレリックによって犯人と目されたイーヴァとルークは事件への関かん与よを完全に否定し、じゃあそれ以外の誰だれかがやったのだろう──ということに一応話は落ち着いたのだ。が、ルークの連日のパトロールにも拘かかわらず、『正体不明の第三のグループ』の存在を示す痕こん跡せきは、今に至るも何ひとつ発見されてはいなかった。

　──イーヴァさんたちだけならまだしも、それに加えてもうひとつ別のグループが偶然にも同時に現れたのだとする解釈は確率的に納得がいきません。

　クレリックの言葉が、キッチンの沈黙の中をぶよぶよと漂って消えていく。

　スパイクとリーブスとトリガーは、誰からともなく、示し合わせたかのように、イーヴァの様子をこっそりと盗ぬすみ見た。

　イーヴァは、もくもくとジャガイモの皮をむいている。

　自分が注視されていることにも気づいていない。ひと言も口を利かず、出来の悪い人形のような無表情で、ただひたすらに包ほう丁ちようを動かしている。

　近ごろのイーヴァはいつもこうだ。押し黙ったまま、ただ機械的にもくもくと作業をこなす。が、「当番だから仕方なくやっている」というのとは、また少し違うようだった。むしろ、与えられた作業に没頭することで、嫌なことを忘れようとしているようにも見える。

「あの──」

　リーブスが、口を開きかけた。キャンプの話をイーヴァに振って、少しでも場を明るくしようと思ったのだ。

　その瞬間、不意に、天てん井じようの照明が消えた。

　手元が真まっ暗くらになってようやく、イーヴァは顔を上げた。不思議そうな顔で周囲を見回す。暗くら闇やみの中で、リーブスとトリガーとスパイクの声だけが聞こえる。「──どうしたのかしら、なんで明かりが消えちゃうわけ？」「大だい丈じよう夫ぶだよ。ほっときゃ予備電源が動くだろ」「あ、も、もしかして！　風車からの送電ラインを機械歩兵が、」「ばあか。あんな雑ざつな連中がそんな手の込んだマネするわけねえだろ」

　そのとき、ひとつの仮定がイーヴァの頭を埋め尽くした。

　──ラインを切断したのは、ひょっとすると、機械歩兵じゃなくて、

　イーヴァは喉のどの奥からねじくれた悲鳴を漏もらし、包ほう丁ちようを取り落として腰を浮かせた。

　その途端に、家の電源が息を吹き返した。

　イーヴァの表情が照明の光にさらされ、リーブスとトリガーとスパイクは、恐怖がべっとりとこびりついたイーヴァの表情に目を奪われた。

「──ど、どうしたの？」

　ためらいがちにリーブスが尋たずねる。イーヴァは、胸の中で飛び跳ねている恐怖を懸命に押し隠す。

「だ、大丈夫。いま、ちょっとバグった思考プロセスがプラグされちゃって、」

　イーヴァはそう言うのだが、身体からだの微かすかな震えをこらえているその様子は、どう見てもただ事とは思えない。三人は顔を見合わせ、リーブスが再び口を開き、

「──ねえ、思うんだけど、一度システムチェックしてみない？　最近なんだか元気ないみたいだし、クレリックに頼めば、」

「お呼びですか？」

　キッチンの入り口にクレリックが浮いていた。マグライトと工具箱を手にしている。キッチンの中の面々を順に見回し、イーヴァに視線を止めて五秒、

「何ですかさっきの停電。こっちで何かしました？」

「僕らもびっくりしてたとこだよ」

「そっちで何かしたんじゃないの？」

「またハルカのやつがイタズラしたんじゃねーのか？」

　停電の原因についての議論が始まる。根拠薄弱な推すい測そくが飛び交かう中、誰だれもが目のすみで、イーヴァの様子を気にしている。イーヴァはやはり無言で、ただうつむいて、じっと唇くちびるを嚙かみしめている。




　──大丈夫だ、自分とルークには手を出さないと約束させた。

　──落ち着け、あいつらがこの街にやって来るまでには、まだ半月もある。

　イーヴァは心の中で、繰り返し繰り返し呪じゆ文もんを唱えている。それは、停止した思考プロセスが果てしなくループするだけの、自分の心を守るための泥どろ沼ぬまの呪じゆ文もんだ。

　自分からルークを奪い去ろうとする者は、みんないなくなってしまえばいい。

　ずっと二人だけで旅をしていたい。

　ルークさえいれば自分はさびしくない。
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　いつもの偵察コースの道中、バスケットコートにほど近い裏路地で、ルークはアンジェラに出くわした。アンジェラは大きなゴミ缶かんに腰掛けて腕を組み、全身ずぶ濡ぬれで、足をぶらぶらさせながらルークを待ち受けていた。暗くら闇やみも雨もまるで気にしていないように見える。

「──話がある」

　ROOK-RES(001)：──ぼくには仕事がある。：EOS

　それだけ答えて、ルークはアンジェラの目の前を通り過ぎようとした。

「ちょっと待てよ、勘かん違ちがいすんな。べつに、リターンマッチに付き合えなんて話じゃない」

　ROOK-RES(002)：じゃあ、何の用？：EOS

　アンジェラは、ルークの触覚の先から後脚のつま先までをじろじろと見回した。その無ぶ遠えん慮りよな視線にルークは少しだけ腹を立て、雨に濡れた身体からだに微かすかな青をゆらめかせ、静かにアンジェラに向き直る。

「お前さ、それ、」

　ルークが首から下げているポシェットを指差し、

「ほんとに肌はだ身み離さずだな。大事なもんが入ってんなら雨の日くらい外しとけって」

　大きなお世話だ、とルークは思う。

　ROOK-RES(003)：防水だから平気。それに、濡れて困るようなものは入ってない。：EOS

「ちょっと中身見せてくれよ」

　ROOK-RES(004)：──何も用事がないなら、ぼくはもう行くよ。：EOS

「お前、一体誰だれだ」

　意味のない質問だ、とルークは思った。が、アンジェラは追い撃つように言葉を続けた。

「お前はハルカを助けた後、ボロボロの身体でどっかに雲くも隠がくれして、帰ってきたときはキズひとつないぴっかぴかの身体になってたよな。もげちまってた手足も全部元通りになってさ。生はえてきたのか？　自己修復モノにも限度があんぞ。あのときお前、どこで何してた？」

　ルークの触覚がびくりと震えた。

　ROOK-RES(005)：──企業秘密だ。：EOS

「へえ、シャレたコトバ知ってんじゃんかよ。普段はボキャブラリー貧困なくせに。お前、ほんとに言げん語ご処しよ理りがいびつだよな」

　ROOK-RES(006)：もう、話すことなんかない。：EOS

　アンジェラがなぜこうも意地悪な態度をとるのか、ルークにはわからなかった。以前、ケンカに負けたことの腹いせかもしれない。最初から相手にしなければよかった──そう思って、跳ちよう躍やくしようとして身体からだを沈めた。

　ANGELA-RES(001)：待てよ、最後にひとつだけ。こいつ知ってるか？　：///(BINARY)：[…＞TO INCLUDE-FILE. 001]

　アンジェラはＲＴＲを上げ、用意しておいた画像ファイルをルークに送りつけた。

　モノクロの画像だった。

　肩までの髪かみの、生意気で負けん気が強そうな顔立ちの、瞳ひとみの大きな、ほんのちょっとだけタレた目が妙に泣き虫な感じのする少女の、バストアップの画像だった。

　突然、ルークがキレた。

　毒どく虫むし色いろが路地の闇やみを溶かし、雨水を振り飛ばしながらルークは動いた。単分子モノフィラメントがアンジェラのいる空間をなぎ払った。

　爆発にも等しい破壊が巻き起こった。

　跳躍して路地から飛び出したアンジェラが、表通りの歩道に着地する。ニヤついた顔を上げ、路地の闇に輝く毒虫色をにらみ返して、

「おっかねえおっかねえ」

　ROOK-RES(007)：──このファイル、どこから手に入れた？　：EOS

「企業秘密だ」

　ROOK-RES(008)：イーヴァをいじめて無理矢理引き出したのか？　：EOS

　アンジェラはせせら笑い、

「だったらどうなんだよ？」

　裏路地に、ルークの照準レーザーが閃ひらめいた。

　ROOK-RES(009)：お前ら、皆殺しだ。：EOS

「──なあ、お前、あの地下道の一件のことで、イーヴァにキツく当たるか何かしたろう？」

　ルークが沈黙する。アンジェラは表情をゆるめ、鼻からため息をついて、

「妙な言い方して悪かったよ。それ、クレリックがＥＺＯのシステムをさらってつくったファイルだ。素顔を割ったことは、イーヴァにはまだ話していない。イーヴァが自分の顔をどうしようが、そんなこたイーヴァの勝手さ。けどな、そこにハルカがからんでくるとなると、こっちとしても黙っちゃいられないんだよ」

　しばしの沈黙の末に、ルークが言葉を返す。

　ROOK-RES(010)：──このファイルのこと、他ほかに誰だれが知ってるの？　：EOS

「クレリックとリーブス。スパイクとトリガーには知らせてない。あいつらすぐ態度に出ちまうからな。それと、ハルカもこのことは知らない。──なあ、お前は知ってんだろ、どうしてイーヴァは、ハルカと同じ顔をしてるんだ？」

　アンジェラは、歩道にうずくまり、半分は霧のような雨に打たれながら、辛抱強く待った。

　長い長い沈黙の末に、ルークは、言った。

　ROOK-RES(011)：理由は知らない。：EOS

　アンジェラが何か言いかけたが、ルークはそれに先回りした。

　ROOK-RES(012)：誓う。ほんとに知らないんだ。ぼくが初めて出会ったときのイーヴァは、そのファイルと同じ顔をしてたし、これまでずっとそうだった。けど、一年くらい前、ある朝起きたらいきなり今の顔になってた。ぼくはびっくりして、どうしてそんな危ないことをするんだってイーヴァを叱しかった。だって、あんな大改造は、生体部品をすごく深いレベルで操作するマイクロマシンを使わなきゃできないことだし、もしバグでもあったら大変な事故が起こる。死んじゃうかもしれない。：EOS

「だろうな」

　ROOK-RES(013)：でも、イーヴァは、理由を言ってくれなかった。よけいなお世話だ、そんなのはわたしの勝手だって、すごく怒った。何日も口きいてくれなかった。だからぼくは、理由を追求するのをあきらめた。イーヴァに怒られるの恐こわいし、顔が変わったってイーヴァはイーヴァだったから。きっと、どこかの廃はい虚きよで写真か何かを拾って、その顔がすごく気に入って、それで無理してその顔の真似まねをしたんだろう──とか、そんなふうに無理矢理自分を納得させて、気にしないことにしてたんだ。この街に来て、ハルカに会うまでは。：EOS

「──何か、心当たりとか、ないのか？」

　否定の意をはらんだ沈黙が続き、

　ROOK-RES(014)：ハルカに会ったときのイーヴァの驚きは本物だと思う。でも、ぼくだって、イーヴァに負けないくらい驚いたよ。イーヴァがみんなにうその説明をするのを聞いて、疑問はどんどん大きくなった。イーヴァを怒らせるような話を蒸むし返すのはいやだったけど、ある夜、どうしても我慢できなくなってイーヴァを問い詰めたんだ。ものすごい大ゲンカになって、それでも、イーヴァは理由を教えてくれなかった。：EOS

「それ、いつの話だ」

　ROOK-RES(015)：まだ用心棒が、一週間の仮かり契けい約やくだったころ。五日目の夜。：EOS

　ルークは、真実を語っている。

　それは、アンジェラにもよくわかった。

　立ち上がり、路地へと一歩一歩近づく。路地の闇やみの中でルークがしりごみする気け配はい。

「なあ、最初から全部話せよ。そもそもお前ら一体誰だれだ？　お前とイーヴァはどこでどうやって知り合った？　一緒に旅をするようになった理由は？　そこにどうしてハルカがからんでくるんだよ？」

　そこまで言って、アンジェラは言葉を呑のみ込んでうつむいた。

　我知らず、語気が荒くなっていた。

　ROOK-RES(016)：アンジェラさん、：EOS

　アンジェラが、雨滴に揺られる前まえ髪がみの隙すき間まから上うわ目めづかいに路地を見る。

　路地の闇やみの中で、ルークが空を見上げる気配。

　ROOK-RES(017)：──雨が、上がるよ。：EOS
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　７・62ミリ弾用のカーキ色の金属ケースを抱きしめて、ハルカは大きなあくびをした。

「!!」

　ぱちっと目が開いた。

　いつの間にか眠っていたことに驚き、ハルカはサムンバの箱を放り出して飛び起きた。反射的に時計を見上げる。もう朝の七時だ。理由もなくあわてた。ハルカはうたた寝はきらいなのだ。時間を損した気がするから。

　部へ屋やの電気も床の上に置かれたデスクランプも点つけっぱなしだった。叩たたきつけるようにスイッチを切って、ふう、とため息をついた。そして、そのことに気づいてびくりと身を震わせる。

　明かりを消したのに、部屋が明るい。

　恐る恐る窓を見た。

　電気が点けっぱなしなら窓も開けっぱなしだった。眠っているうちに雨が舞い込んだらしく、印刷木目のいんちきフローリングの床が濡ぬれている。が、そんなのは、今のハルカの目には入らない。

　窓から射さし込む、朝日。

　足を空から回まわりさせながら立ち上がった。窓辺に駆かけ寄ろうとして、濡れた床に足を踏み入れた途端に滑って転んだ。すぐさま起き上がり、窓まど枠わくにがっしと手を突いて身を乗り出す。空が青い。夏の朝の日差しが、この一週間でなまっちろくなった肌はだを刺す。廃はい虚きよの光景が、気味が悪いくらいに遠くまではっきりと見える。

「晴れた……」

　つぶやく。と、今度はいきなり大声で、廃はい虚きよの街に向かって叫ぶ。

「はれたあ───────────────────────────────っ!!」

　ハルカは部屋を飛び出し、一度も休まずに階段を駆け降り、家の正面入り口から大通りに飛び出した。大笑いする。大声で叫びながら走り回る。また滑って転び、くるぶしまで届く深さの水溜まりに顔から突っ込んだ。痛くなんかない。ハルカの笑いはおさまらない。ハルカは泥どろ水まみれになるのも構わずに、水溜まりの中をごろごろと転げ回る。手足をばたばたさせ、小さなこぶしを突き上げ、空めがけて叫んだ。

「きゃんぷだ──────────────────────────────っ!!」




　四つ目の装甲トレーラーが、家の正面に引き出された。

　仮かりにも「発電風車の整備をするついでにキャンプをする」わけである。よって、荷物の大半は交換用の部品と整備用の機材だ。ハルカは朝食を返上して──そんなの出発してから車の中で食べればいいもん──イーヴァと一緒に荷物の積み込みを手伝った。

　当然のことながら、本当に全員で出かけて家を空からっぽにするわけにはいかない。誰だれかが留る守す番ばんに残らなければならず、クレリックとアンジェラが留守番組という線ですでに話はついていた。よって、発電風車整備部隊はハルカ、イーヴァ、ルーク、スパイク、リーブス、トリガーの六名となる。

　ポーン０１と０８は、自じ律りつ稼か動どう状態にて家の護衛機として残ざん置ち。

　移動に使用する車両は、イーヴァのオンボロトラックと装甲トレーラーの計二台。イーヴァと一緒の車に乗りたいと思うような思わないようなでドキドキ状態のハルカであったが、トラックにイーヴァとリーブス、トレーラーにハルカとスパイクとトリガーという、無難ながらも面おも白しろ味みのない組み合わせに決まってしまう。ルークはトレーラーのコンテナの上を希望した。

　午前九時十七分、出発す。

　発電風車整備部隊、東へ。市街外がい縁えんにて白黒茶色の見送りを受く。

　荒野をひたすら東進。行く手の遥はるか彼方かなたに横たわる発電風車の丘おかの緑。未明まで降り続いた雨のため、ハイウエイの路面は泥どろにおおわれていた。トレーラーとトラックは速度を控えて慎しん重ちように進む。車上にて朝食を摂とったハルカ、トレーラーのナビシートにて次第に黙り込む。そして午前十時二十三分、禁きん断だんの呪じゆ文もんを口にしたのは、やはりトリガーであった。

「おい、なんだ、ゲロか？」

　ハルカ、炸さく裂れつ。

　トレーラー急停車。運転席の惨さん状じよう言語に尽くし難し。

　これにより三十分をロス。正午に小休止兼昼食時間が設けられたが、ハルカは水を飲むのが精いっぱい。この後すぐに、車酔いですっかり体力を消しよう耗もうしたハルカはシートで寝息を立て始める。

　午後二時に最後の小休止。ハルカは寝かせておこうとの配慮がなされる。イーヴァ、トラックに給油。スパイクとリーブスがこれを手伝う。

　午後三時三十九分、ハイウエイを降りる。周囲に緑が目立つようになる。丘のふもとは近い。同四十五分、ハルカが突とつ如じよとして目を覚まし、タイヤもハンドルもない田舎いなかのバスについての歌を大声で歌い始める。

　午後四時十九分。イーヴァのオンボロトラックの速度に合わせて、曲がりくねった道を登る。周囲は緑。夏の空を背景に林立する巨大な発電風車が、ついに視界におさまらなくなる。ハルカばかりか、イーヴァまでもが窓から身を乗り出して歓声を上げた。

　午後四時三十九分。発電風車整備部隊は、丘おかの頂上をおおう森のほとりの、キャンプ予定地に到着した。

　イーヴァの表情が予想以上に暗くないことに、誰だれもが密ひそかに安あん堵どしていた。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　森の入り口で、イーヴァが、ぽかんと口を開けている。

　ハルカはその横で、それはそれは得意げな、「どうだまいったか」という顔をしている。

　二人の目の前には大きな楡にれの木がある。斜面に根を張っているせいか、それとも何か気に入らないことでもあるのか、楡の木の幹は歩いて上れそうなほど傾いており、枝も上よりは横に伸びている。

　そして、イーヴァの見上げる先、幹と最初の大枝が分かれるところに、その小屋があった。壁は木の板、屋根はトタン、入り口のドアはセラミック素材という廃物利用なつくりだ。

「──ハルカがつくったの？　これ」

　小屋を見上げたままイーヴァが言う。

「うん。わたしも手伝った。あのドアはわたしが取り付けたんだから」

　逆に言えば、それ以外の部分は全部リーブスとスパイクの手になるものということになるのだが、ハルカは得意満面でそう自慢する。ハルカの背後で腕組みをして小屋を見上げていたリーブスが、

「よかったわねえ。去年の嵐あらしで壊こわれちゃったんじゃないかって心配だったんだけど」

　ハルカは猛もう然ぜんと振り返り、

「ね？　だから言ったでしょ？　わたしが手伝ったんだから、嵐なんかで潰れちゃったりしないんだから」

　と勝ち誇る。そのとき、頭上からトリガーの「大だい丈じよう夫ぶそうだぜー」という声がした。

「床も腐っちゃいねーし、壁にも天てん井じようにもガタは来ちゃいねー」

　見れば、トリガーが窓から丸まっちい身体からだをのぞかせている。ハルカはその真下で手を伸ばしてぴょんぴょん跳ねながら、

「トリガー君早く早く縄なわばしご縄ばしご！」

　ちっと待ってろ、と言ってトリガーは引っ込み、

「縄ばしごってのは、これかあ？」

　そう言って、確かに「縄状」の何かを窓越しに放り投げた。

　それは、ハルカの足元にぼたっと落ちた。

　長さ１メートルはあろうかというしましま模様のヘビだった。

　ハルカの悲鳴は、家で留る守す番ばんをしているはずのクレリックとアンジェラにも聞こえたに違いない。誰だれが止める間もあらばこそ、どこまで逃げれば気が済むのかと思うくらいに遠くまで逃げてしまった。

「ちょっとトリガー、悪ふざけもたいがいにしてさっさと縄なわばしご降ろしなさいよ。電源引っぱったりタンクに水入れたりしなくちゃいけないんだから」

　ヘビをつまんでその辺の草むらにポイしながらリーブスが言うと、

「だってお前、あんなのそのままにしとくわけにいかねーだろ。ほれ、まだいるぞ」

　窓からまたヘビが放り出された。さっきのほど大きくはないが、今度は二匹だ。そのとき、森の奥の方からルークとスパイクが戻もどってきた。スパイクはポンプとホースを重そうにかついでいるが、ルークは水のいっぱいに入ったポリタンクをロープで身体からだ中じゆうにくくりつけ、普通ならフォークリフトが必要になるほどの重量をものともせずに平然と歩いていた。

「なに？　さっきのへんな声」

　スパイクはポンプを下ろしてそう尋ね、周囲を見回して、

「ハルカ様は？」

　彼方かなたから声が聞こえた。

「トリガー君のばかあ────!!　てるてるぼーず────!!」

　パワーを回復したハルカが、長々距離からトリガーを罵ば倒とうしている。スパイクは呆あつ気けにとられて、

「──どうしたの、あれ」

　リーブスは肩をすくめ、そのとき小屋の入り口のドアが開いて、縄ばしごがくるくるぱたぱたと降りてきた。トリガーが顔をのぞかせ、

「おーい。電源のケーブルとポンプのホースよこせ」

　そして、イーヴァはまだ口をぽかんと開けて小屋を見上げていた。リーブスはそんなイーヴァの横顔にちらりと視線を走らせ、

「トリガー、やっぱりいいわ。電源も水もハルカ様にやってもらいましょ」

「あー？　だってお前、水はともかく電源ケーブルは危ねえよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。これも教育よ教育。さ、ちゃっちゃっとテント張って、さっさと発電風車の整備にかかるわよ」

　リーブスはそう言ってスパイクに目め配くばせする。スパイクはうなずいて、

「そうだね。じゃルーク、他ほかの物みんな車から降ろして運ぶから手伝ってよ。水のタンクはそのへんに転がしとけばいいから」

　ROOK-RES(001)：わかった。：EOS

「ったくよーやれっつったりやめろっつったりよー」

　ぶつくさ言いながらトリガーが窓から飛び降りてくる。

「じゃあイーヴァ、ここは二人にまかせるから、あとお願いね。何をどうすればいいかはハルカ様が知ってるから、手伝ってあげて」

「──え？　あの、え？　ちょっと、」

　リーブスは振り返りもせずに肩越しに手を上げ、ルークもスパイクもトリガーも行ってしまい、斜めに傾かしいだ楡にれの木の根元には、イーヴァひとりがぽつねんと残された。

「イーヴァー!!　ヘビは──？　ヘビはまだいる──？」

　ハルカの切実な叫び声。芥け子し粒つぶのようなハルカの姿が、イーヴァの注意を引こうとして両手を振りながら飛び跳ねている。イーヴァは足元を見下ろし、トリガーが投げてよこした二匹をつまんで草むらに投げた。まったく、あんなもののどこが恐ろしいのか。毒ヘビならともかく、いや、毒ヘビにしたところで、何もあんな遠くまで逃げなくたって、

　──それは、わたしがロボットで、ハルカは本物の女の子だから。

　刺し客かくのように這はい込んできたその考えを、イーヴァは振り払った。そんなのは違ちがう。

　ヘビがへっちゃらな本物の女の子だっているはずだ。

　イーヴァはそう思う。

　ハルカの叫び声には答えずに、イーヴァは縄なわばしごに手をかける。




　小屋の中は、下から見るよりもずっと広い感じがした。

　入り口の向かい側の壁に、同じ大きさの木箱が三つ並べて固定してある。マットレスを乗せればちょうどいいベッドになりそうだ。オモチャの入った箱があり、手作りの机と切り株そのままの形の椅い子すがあり、壁には時代がかったデザインの蛇じや口ぐちと簡単な流しまである。

　何となく空気がよどんでいる感じがしたので、イーヴァは四方にある窓を順番に開けていった。木の板を押し上げ、凹くぼみにつっかえ棒をして止める仕組みだ。南、東、北、いずれの窓の向こうにも、手が届く場所まで迫る森の緑があった。

　西の窓を開けたとき、イーヴァは、眼前に展開された光景に圧倒された。

　風車と、弓なりに落ち込む草原と、荒野の彼方かなたにかすむ廃はい虚きよの街と、風と空があった。

　夕暮れが近づいていた。ゆるやかで広大な草の斜面を縦横に走る風が目に見えた。発電風車はあくまでも巨おおきく、聳そびえ立つ主塔キープは発狂した蟻あり塚づかのような形をしている。風を受けて旋回する無数の羽根は、大きなものは廃虚のビルよりも大きく、小さなものは親指よりも小さい。そして、そんな発電風車がひとつでもふたつでもなく、丘おかのそこかしこに林立し、光景から現実味を奪い去っていた。

　窓から吹き込む風が、イーヴァの髪かみを梳すいた。

　縄ばしごが恐る恐る軋きしむ音にも気づかなかった。

「──ねえってば。──大だい丈じよう夫ぶ？　ほんとにヘビもういない？」

　我に返った。振り返れば、入り口のふちからのぞくハルカの顔の鼻から上。

「え？　あ、大だい丈じよう夫ぶじゃないかな。さっきひと通り見たし」

　と答えた。

　と答えれば、ハルカがおっかなびっくりながらも小屋の中に上がってくるに決まっていた。ハルカが縄なわばしごを上りきって立ち上がったとき、イーヴァはわざとびっくりした表情をつくり、ハルカの頭上に視線を走らせて、

「あ」

「やだあ─────────────────────なになになになになになになに!?」

　ハルカの驚きようといったらなかった。おもしろかった。が、その瞬間、ハルカの身体からだのバランスが妙な具合に崩くずれた。まるで、下半身はイーヴァにかけ寄ろうとして、上半身は縄ばしごの下に逃げ戻もどろうとしているような。

　落ちる。

「!!」

　イーヴァは床を蹴り、やみくもに振り回されているハルカの右手を一発で捕らえ、すごい力で小屋の中に引っぱり込み、今度は小屋の床に激突しそうなハルカの頭を抱きかかえて一緒に倒れ込んだ。

　しばらく、そのまま、二人で、微かすかに苔こけの匂においのする木の床の上に転がっていた。

　上になっていたイーヴァが、身体を起こす。

　呆ぼう然ぜんとしているハルカの顔の上で、イーヴァの髪かみがさらさらと流れた。情けないくらい細いハルカの腰の上に馬乗りになって、イーヴァは無表情に、ハルカの顔を見下ろしていた。

　イーヴァがうつむく。その表情が垂れ下がる髪に隠れ、

　細い肩が震えはじめ、

　いきなりイーヴァは顔を上げ、大声で笑った。

　イーヴァはそのまま横にごとんと倒れ、お腹なかを抱えて笑い転げた。苦しげな息をつき、そのたびに新たな笑いの発ほつ作さに襲われて床をごろごろと転がる。

　ハルカがやっと身体を起こし、驚きが過ぎ去った後のぼやけた表情で、

「──な、なに？」

　イーヴァの笑いは収まらない。

「──なに？　もう、なんなのよ!?」

　イーヴァはようやく床に大の字になり、はあはあと肩で息をして、「やだあ──────────────なになになになになになになに」と言って手足を振り回し、表情までつくって、ハルカが落っこちそうになった瞬間を大げさに真ま似ねた。

　ひとたまりもなかった。

　再びイーヴァはひいひいと笑いながら床の上をのたうち回った。ハルカは恥ずかしさの裏返しで腹が立った。そもそも、イーヴァが脅おどかしたのが原因ではないか。

「もー!!　そんな笑わなくたっていいじゃない！」

「……ご、ごめ………ごめ………」

　謝ろうとしているらしいが、笑いがそれを許さない。ハルカは何だか自じ虐ぎやく的てきな気分になって、「やだーなになに」と言って手足を振り回して見せた。致命的であった。イーヴァはこのまま笑い死ぬのではないかと思えた。ハルカは憮ぶ然ぜんとしてその様子を見守っていたが、やっとイーヴァの笑いが収まりかけたころになって、ぽつりと、

「──でも、よかった」

　イーヴァがころりと身体からだの向きを変え、はあはあ言いながら「何が？」と問う。

　ハルカはイーヴァの顔を見つめ、こう言った。

「──イーヴァ、わたしのことなんかもう嫌いになっちゃったのかも、って、思ってたから」

　不意に、イーヴァの笑いが完全に終息した。

　息を詰め、びっくりしたような顔でイーヴァはハルカを見つめる。ハルカは気き後おくれして視線をうつむかせ、気を取り直して視線を上げ、イーヴァを見つめ、

　そして、イーヴァが吹き出した。

「──!!」

　ハルカは真まっ赤かになった。

　──イーヴァのばか！　マジんなってソンした！

　オモチャの入った箱からバドミントンのラケットを抜き放つ。




　実を言うと、あのままハルカが小屋の入り口から落っこちたとしても、ケガをする可能性など万にひとつもあり得なかった。

　楡にれの木のすぐそばに、はたから見ればあからさまに怪しい三つの草むらがあった。

　左のがいちばん大きい。

　真ん中のは中くらい。

　右のいちばん小さいやつに至っては、許し難いことに宙に浮いている。

　SPIKE-RES(001)：ちぇ。考えすぎだとか何とか言って人のことバカにしてさ、結局みんなついてくるんだもんな。：EOS

　LEAVES-RES(001)：まーまー。でもよかったわあ、なんだか元通りな雰囲気よね。：EOS

　SPIKE-RES(002)：よく言うよ。：EOS

　TRIGGER-RES(001)：なあ、イーヴァのやつ、どっかイカれたんじゃねーのか？　さっきから笑いっぱなしだぞ？　：EOS

　リーブスがのぞいている双眼鏡の中では、ハルカが笑い転げるイーヴァのおしりをバドミントンのラケットでばしばし叩たたいている。

　ROOK-RES(001)：よかった。：EOS

　リーブスはドクロ面から双眼鏡を外し、周囲を見回した。ルークもどこかそのへんにいるはずなのだが、どこにも姿が見えない。熱も音も匂においも、大きな身体からだを巻く風の動きすらも、完全に隠しおおせている。リーブスたちとは比較するのもあほらしいほどの、完かん璧ぺきな偽ぎ装そうであった。

　LEAVES-RES(002)：これでひと安心かしらね。：EOS

　リーブスはそう言ってみる。

　ルークは答えない。

　LEAVES-RES(003)：──どうしたの？　まだ何か心配なことでもあるわけ？　：EOS

　ROOK-RES(002)：──もうすぐ日が暮れるよ。：EOS

　いつの間にか、雲が赤く染まり始めていた。

　暗くなる前にやらなければならないことは、山のようにある。




　暗くなる前にやらなければならないことは、どうにかすべてが消化された。楡にれの木のそばに大型のテントが設営され、汎はん用よう電源が用意され、簡易型の警戒システムとステルスデバイスが敷設され、焚たき火が焚かれた。

　スパイクが夕食を持って、楡の木の下にやってきた。

　大きなバスケットを地面に置いて、小屋の真下に立つ。入り口の縄たわばしごは巻き上げられている。

　友達の家に遊びに来た小学生のように、大声で呼ばわった。

「ハールーカーさーまー、」

　すぐさま窓が開き、窓から何かが投げ出され、スパイクの目の前にぶら下がった。

　糸電話だった。

　スパイクは糸電話をつかんで耳に当てた。ハルカの声。

『合い言葉は？　どうぞ』

　スパイクは少し緊張し、糸電話に向かって、一語一語ゆっくりはっきりと、

「『ネコ踏んじゃった』。どうぞ」

『ぶぶー。どうぞ』

「ええっ!?　あれ？　ちょ、ちょっと待ってくださいハルカ様、ええっと」

　スパイクは狼ろう狽ばいし、ポケットを探り、くしゃくしゃに折り目がついた「合い言葉一覧」を取り出す。この表はさっき、紙飛行機になって小屋の窓から飛んできたものである。

　PM 6：00～7：00　ネコ踏んじゃった──一覧にはそうあった。

　そして、スパイクの体内時計が狂っているのでなければ、現在は午後六時五十一分である。

「──だって、ここにそう書いてありますよ？　そっちの時計はあってますか？　どうぞ」

『むむ、言い逃れをするとはあやしいやつ。イーヴァ国防大臣、水みず風ふう船せん爆弾の用意をしちゃえなのです。どうぞ』

　無茶苦茶を言っている。糸電話の背後で、イーヴァがくすくす笑っているのが聞こえた。こっちも負けてはいられない。スパイクは糸電話に向かって咳せき払ばらいをひとつ、早口に、

「あー、発砲は控えられたし、こちらは食料輸送船スパイク号、当方は武装しておらず、当海域は公海上である。現在『難民』救援物資を輸送中、積み荷内訳はトマトサラダにオレンジジュースにブロッコリーのシチューにスモークハムのサンドイッチにエトセトラエトセトラエトセトラ、入国が許可されない場合は直ちに退去する用意あり、貴国の誠意ある返答を──」

『あーごめんなさいごめんなさい待って待って待って待って!!　お腹なかぺこぺこ!!』

　わはは。勝った。

　にかっとスパイクは笑う。

　開いた窓から、錨いかり型がたのフックがついたロープがするすると下りてくる。




「さっ！　ごはんにしよ！」

「はい、ハルカの番」

「ドローにしない？」

「またあ？」

「だって、さっきイーヴァ教えてくれたじゃない。チェスではドローも立派な結末だって」

「そうだけど。でも、ドローの申し出ばっかりするひとは嫌われるんだよ？」

　ハルカは呆あきれるほどでかいバスケットをどんとテーブルに置き、中の包みを次々と取り出す。ガスランプの光の中にシチューの匂においが漂い、ハルカの腹の虫はぐうと鳴った。

「だってお腹すいたもん」

　そのとき、珍しいことが起こった。

　ぐうう

「？」

　ハルカはイーヴァを振り返る。

　イーヴァの顔が赤い。

　ハルカは勝ち誇って、

「なーんだ。イーヴァだってお腹すいてんじゃん」

「ちが！　わたしのは違ちがうの！　わたしはハルカみたいに食いしんぼじゃないもん！　わたしのはただ匂においに反応しただけ！　ひざを叩たたけば足がぴくんってなるのと一緒！」

「へへーん空むなしい抗弁だねアケチ君。そんなのわたしだって同じだよーだ」

「そ、そうじゃなくって！　わたしのはほんとにお腹すいてるわけじゃないってこと！」

　ハルカはお構いなしにマグカップとサンドイッチとシチュー皿をじゃんじゃん並べてしまい、

「じゃあ、食べながらやろ。せっかくサンドイッチなんだし」

　そう提案し、「腹の虫」問題にさっさとフタをしてしまった。イーヴァは何やら肩すかしを食らったような気分。

　下敷きほどの大きさのチェスボード上では、マグネットつきの駒こまが入り乱れている。

　ルールは教えてあげるからチェスをしようと言い出したのはイーヴァである。このチェスのセットはオモチャ箱の中に入っていたもので、ハルカは今まで一度も使ったことはなかった。イーヴァは「アンパッサン」や「キャスリング」といった面倒なルールは省略して説明したし、ハルカも駒の動かし方を憶おぼえた後は夢中になった。

　とにかく、ハルカの番であった。戦況は思わしくない。ハルカはチェスボードを見つめながら、顔くらいありそうなでっかいサンドイッチを手に取る。がぶりと嚙かみつく。

　チェスボードをにらむ。

　そして、サンドイッチを嚙みちぎるでもなく、ハルカはそのままぴくりとも動かなくなってしまった。まばたきもしない。ハルカがあまりにも動かなすぎて、イーヴァは何となく不安になった。と、ハルカはいきなりナイトに右手を伸ばし、やめ、考え、ポーンに右手を伸ばし、やめ、考え、その隣のポーンに右手を伸ばし、やめ、考え、ルークに右手を伸ばし、やめ、

「ハルカハルカたれてるたれてるシャツにソースがたれてる！」

　言われてやっとハルカは我に返った。手の甲で口元をごしごしする。

「──あの、あのさ。車の運転の練習したときにも思ったんだけど、」

　手の甲で口元をごしごししながら、ハルカは、うん、とうなずき、

「もしかして、ハルカって、何かしながら、別のことするのって──苦手？」

　手の甲で口元をごしごししながら、ハルカは、うん、とうなずき、

「──やっぱ、ごはんにしよか」

　手の甲で口元をごしごししながら、ハルカは、うん、とうなずく。




「──イーヴァ、もう寝た？」

「──まだ」

　ハルカはベッドに横になって天てん井じようを見つめている。

　イーヴァはシュラフにくるまって床に転がり、ハルカに背を向けている。

「──あした、日光写真でＴシャツつくって遊ばない？」

「──いいよ」

　ガスライトは消され、小屋の中は暗く、窓からさし込む星明かりと、夜風が回し続ける巨大な風車の軋きしみが遠く聞こえるばかり。

「──さっきの話だけど、」

「──さっきの、どの話？」

　夜の空を、雲がめまぐるしく流れているらしい。窓からさし込む星明かりが、短い周期で強まったり弱まったりを繰り返している。風の強い夜だった。

「──チェス。ドローにしようって言ってばっかりだと嫌われるって話」

「──うん」

　いつもそうだ。夏の夜、この丘おかの上は風が強まる。ごうっ、と草の海がなびく音が聞こえると、何秒か遅れて小屋の屋根のトタンががたがたと震えた。

「──どうして、嫌われるの？」

「──え？　だって、当たり前じゃない。負けそうになったときなんて問題外だけど、勝ちそうになってそのたんびにドローを申し出るのだって、相手にしてみたら同情されてるみたいでいやな気持ちになるもの。勝負なんだから、勝つか負けるかなんだから」

　こうしていると、この世界にこうしてたった二人っきりでとり残されたかのような錯覚に陥る。この小屋から10メートルの距離にテントが張られており、そこにスパイクやリーブスやトリガーがいることなど、とても信じられない。

「──そう、かな」

「──そうよ」

　そのとき、ひときわ強い風が小屋を襲った。風車の軋きしみと屋根の軋みが交まじり合い、屋根のトタンは今にも引き剝がされそうにバタつく。ひととき、二人は息を潜ひそめる。

「──イーヴァ、もう寝た？」

「──まだ」

　そして、ふと風が凪ないだ。

　静かになった。

「──あのね、イーヴァって、最初は、いっつもビショップの前のポーンを進めるよね」

「──え？　あ、うん。あれドラゴン」

「──？」

「──定じよう石せき。シシリアン・ディフェンスのドラゴン・バリエーション。わたしがやるとちっともうまくいかないけどね」

「──そんなの誰だれに教わったの？」

　間ま。

「──ルーク」

「──ルークって、チェスできるんだ」

　間。

「──うん」

「──クレリックさんもチェス得意だよ。ルークとクレリックさんじゃどっちが強い？」

　イーヴァは無言。

　間。

　ハルカは問う。

「──イーヴァ、もう寝た？」

　風が小屋を揺らす。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　確かに、イーヴァはシシリアン・ドラゴンを、主にルークから学んだ。

　が、イーヴァは、必要であるはずの説明をすべて避け、意図的に誤解を招く表現を選んでいる。ハルカは当然、イーヴァとルークがチェスボードを挟んで向かい合っているところを想像した。もちろん、過去に、そういうことがなかったわけではない。

　しかし、それはずっと後になってからの物語だ。

　イーヴァはかつて、本物のシシリアン・ドラゴンを、その身をもって体験したことがある。

　それは、イーヴァがまだ、ハルカとは似ても似つかない顔と姿をしていた時代の物語。

　それは、ルークがまだ、ナイトやビショップと共に人間を狩り殺していた時代の物語。

　それは、ハルカがまだ、コールドスリープヴァットの中で眠り続けていた時代の物語。

　それは、長い長い冬が終わったばかりの、放射線と神経毒と攻性ウイルスとマイクロマシンがすべてを支配していたあの時代の物語。誰だれもいなくなってしまったこの星の、語られるべき物語のあまりなかったあのころの、数少ない、語られるべき物語。ただ雨が降り、風が吹くばかりだった、荒野の物語。




　多くの冬眠者がそうであるように、ハルカは自分がコールドスリープヴァットで目覚めた瞬間を憶おぼえていない。しかし、イーヴァは、自分がナノタスクヴァットの中で最初に起動した瞬間のことを、よく憶えている。

　生まれた瞬間のイーヴァがまず感じたものは、自分の右腕の付け根にマチェットの刃はがめり込む感触だった。

　無意味な信号に右手が痙けい攣れんし、傷口から擬ぎ似じ血液が噴出し、一糸まとわぬイーヴァの全身が一瞬で赤いまだらに染まった。その一撃で、イーヴァの右腕はほとんど切断されかかっていた。

　何が起こっているのか、イーヴァにはわからなかった。

　男たちは、兵士であるように見えた。四人いた。三人がイーヴァの手足を押さえつけていた。残るひとりがイーヴァの身体からだにまたがっており、イーヴァの足ほどもある長大なマチェットを振り上げた。

　今度こそ、右腕が切り落とされた。

　イーヴァはプログラムに従い、「恐怖」の表現を始めた。悲鳴を上げ、身をもがいた。それを見た男たちは、ひとり残らず笑い声を上げた。正気とも思えぬ笑い声だった。イーヴァにまたがり、イーヴァの返り血を浴びて笑い続ける男が、またマチェットを振り上げた。イーヴァは感情表現プロセスを停止し、外界とのインターフェイスをすべて殺して、胎たい児じの状態に逃げ帰ろうとした。

　回路を切断できなかった。

　男たちは周到だった。楽しみが減ることのないように、イーヴァがただの人形に戻もどってしまうことのないように、あらかじめ先回りして手を打っていた。イーヴァのシステムに操そう作さを加え、強制終了コマンドがバイパスされてしまうようにプログラムを書き換えていた。

　次に、左腕が切断された。

　鈍なまくらなマチェットに四し肢しをすべて切り落とされるまで、イーヴァは泣き叫んで「恐怖」を演じ続けた。ただでさえ軽かったイーヴァの身体からだは体重の半分近くを失い、男たちのひとりに髪かみをつかまれ、血の海となったヴァットから簡単に引きずり上げられ、部へ屋やのすみへ乱暴に投げ出された。そこには、何体もの「仲間」がいた。男たちの手によって同じ「処理」を施され、四肢を失った、ＥＺＯの女性型ＥＧ７ロボット。

　イーヴァは、今でも、あの男たちが悪人であったのだとは思っていない。

　あの男たちが悪人であるというのなら、悪人でない人間などひとりもいないとイーヴァは思う。彼らは、食欲と性欲を満足させようとしていただけだ。あのときのイーヴァはただ、「かわいそうだな」と思うだけだった。日に日に抜け落ちていく髪を見るにつけ、衰弱してやせ細っていく身体を見るにつけ、四人の男たちがもう長いことはないのは明らかだったからである。

　イーヴァが起動して一カ月ほどが過ぎたある日、最後に残ったひとりが部屋をよろめき出て、二度と戻らなかった。

　自分は幸運だった、とイーヴァは思う。イーヴァは、男たちが最後に起動したロボットだった。早いうちに起動された仲間は、例外なく使い尽くされ、食い尽くされていた。そうした「晩ばん餐さん」を免れたロボットはイーヴァを含めて十三体いたが、中でもイーヴァの損傷は最も軽けい微びであった。そして、体機能にまるで損傷を受けず、四肢を切断されてさえいない唯一のロボットがマリアだった。マリアは最初期に起動されたロボットのうちの一体であり、四肢を残したまま、召使いのような仕事をさせられていた。

　男たちが死に絶えると、マリアはイーヴァの修復にかかった。

　ファクトリーにはすでに生き残った電源は少なく、正常に作動する設備にも限度があった。イーヴァを修復するために、マリアは生き残った十二体の仲間のパーツを使った。

　遅かれ早かれ自分は機能を停止するのだからと、自ら進んでパーツを提供する者もいた。

　押し黙り、パーツの提供をただ拒否するだけの者もいた。

　お前はあの男たちのために働いていた裏切り者だ、とマリアを非難する者もいた。

　マリアは委い細さい構わずに仲間を切り開き、容よう赦しやなくパーツを抜き取っていった。イーヴァの目にはそれが、男たちが為した行為よりも遥はるかに凄せい惨さんなものに映った。イーヴァの修復が終わると、マリアは「いきなさい」という言葉を残して自ら機能を絶った。あのひと言が、「行きなさい」だったのか、「生きなさい」だったのか、今も判然としない。
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　男たちは罪人ではない、とイーヴァは思う。

　ある意味、あの男たちが自分の父親である──とすら、イーヴァは思う。

　罪人はマリアであり、マリアは自分を「いかす」ための罪をひとりで背負ったのだとイーヴァは思う。

　そして、イーヴァは、ひとりぼっちになった。

　泣き虫な瞳ひとみを防ぼう塵じんゴーグルで鎧よろい、一丁だけ見つけたショットガンをマントの下に隠し、ベータ線とガンマ線の荒れ狂う荒野へとイーヴァは旅立った。

　イーヴァのひとりぼっちの旅は、２０３８年の夏まで続いた。




　戦士の足跡はすでに、風に吹き消されようとしていた。時間を一年のかたまりで認識するようになり、「またいつかあそこに行きたい」と思えるような場所も「あの日に帰りたい」と思えるような日もたまにはあって、行っても行っても地平線はゆるい弧こを描いていた。

　街は、例外なく危険な場所だった。

　いつも水を探していた。

　ひとりぼっちでいることの心細さから救ってくれるのであれば、あの四人の男たちのような連中でも構わない──いつしか、そんなことを思うようになっていた。

　２０３８年の夏、イーヴァはとある街で、ひどく奇妙なものを見つけた。

　若い男の死体である。

　あの当時すでに、人間の死体というだけでとんでもなく珍しかったが、血も乾かぬほどに新しく、しかも信号機に吊つるされ、切り裂かれた腹にカラスの死し骸がいを詰め込まれ、両目にスプーンが突き刺さった死体ともなれば、もはや世界にひとつであるに違ちがいなかった。あまつさえ、その信号機にはポータブルバッテリーで電源が供給され、〝ＳＴＯＰ〟が〝ＷＡＬＫ〟に切り替わるたびに「峠とうげの我が家」が鳴り響いていた。

　死体に目を奪われていたせいか、野犬の群れに気づかなかった。

　気づいたときにはもう、完全に囲まれていた。野犬は一斉に遠とお吠ぼえを上げた。まるで、イーヴァの存在を何者かに知らせているかのような。

　そして、その通りだったのだと、後になってルークから聞いた。

　最初に現れたポーンは「０３」だった。いきなり足元のアスファルトがはじけた。

　イーヴァは逃げた。路地に逃げ込み、車の残ざん骸がいの陰に隠れ、廃はい虚きよのビルを走り抜けた。反撃など無意味であることは最初の五秒で悟さとった。相手は少なくとも六体。どう逃げても、どこに隠れても無駄だった。まるで悪夢のように、ポーンはイーヴァの行く先々に現れてはイーヴァを追い立てた。

　嬲なぶられているのがわかった。

　殺そうと思えば、明らかに、イーヴァなど瞬しゆん殺さつしてしまうこともできるはずなのに、相手はそれをいつまでもしようとしなかった。

　イーヴァを追い立て、いたぶって楽しんでいた。

　そして、こんなゲームが永久に続くはずのないことも、イーヴァにはわかっていた。

　背の低い廃ビルの中に追いつめられ、イーヴァはそれ以上逃げ続けることを放ほう棄きした。壁際にちぢこまって、すべてをあきらめた。

　部屋の壁が、音もなく、切り落とされた。

　最後の瞬間が近づく。イーヴァは目を固く閉じた。

　六本足の何かが近づいてきた。どんどん近づいてきた。

　すぐ目の前にいるはずだった。

　しかし、いつまで待っても破壊は訪れない。意を決して、イーヴァは目を開けた。

　逆光の中、六本足の大きな影がいた。四つの目で、そいつは、５センチほどの距離からイーヴァの顔をのぞきこんでいた。

　ROOK-RES(001)：もうやめる。：EOS

　いきなり、そいつは、そう言った。

　頭を仰あお向むかせ、触覚に空気を流して匂においをかぐ。胸部装甲、チェスの「ルーク」の駒こまのシルエットがマーキングされているのが見えた。

　ROOK-RES(002)：迷めい彩さいはしたけど、もういくらもごまかせない。すぐに気づかれる。ナイトとビショップがここに来る。だからぼくは逃げる。：EOS

　精密作業用と思おぼしきマニピュレーターを差し出して、

　ROOK-RES(003)：死にたくなかったら、ぼくと一緒に来い。：EOS

　ルークは、そう言った。




　そのルークは今、楡にれの木の根元でうずくまって眠っている。

　胸のマーキングは、ぶっといテープでばってんに隠されている。

























　かつて、クレリックが絵の宿題を出したことが一度だけある。

　題材は何でもかまわないと言われていたので、ハルカはカラスを描くことに決めた。何か生き物を描こうと思ったし、廃はい虚きよの街で一番よく目につく生き物といえばカラスだ。家の前の道路に何かエサをまいて十分もすれば、そこらじゅうが真っ黒になるほどのカラスが集まる。カラスたちは人間といえばハルカしか知らず、ハルカなど恐るるに足りない存在であるとみなしているので、ハルカは存分に近くからカラスの姿を描くことができた。

　そして、納得のいく絵が完成した。

　誰だれかに見せようと思った。一階の倉庫にリーブスがいた。リーブスに完成したばかりの絵を見せると、リーブスは一瞬でその絵の素晴らしさを見抜いたらしかった。さっと目を上げ、ハルカを見て、こう言った。

「とっても上じよう手ず。ねえ、トレーラーのキー知らない？」

　というわけで、あれ以来、ハルカは絵に関してはちょっと自信を持っている。

　だから、「絵を描かくのって苦手」とイーヴァが言うと、ハルカは「じゃあわたしがイーヴァのぶんも描いてあげる」と言った。自分たちの似顔絵にしようと決めて、透明なプラ板にマジックを走らせる。

「できたっ。こっちがわたしで、こっちがイーヴァ。どう？」

「う、うん」

　窓をすべて閉め、入り口のドアも閉め、壁の隙すき間まに布きれを突っ込めば、小屋はちょっとした暗室になる。同時に蒸むし風ぶ呂ろにもなるが、そこはひたすら我慢である。クエン酸鉄アンモニウムとフェリシアン化カリウムを混ぜて感光液をつくり、無地のＴシャツに染み込ませ、暗所にて乾かす。Ｔシャツが乾くまでの間、ハルカとイーヴァは楡にれの木こ洩もれ日びの下でチェスをし、通りすがりのスパイクに水みず風ふう船せんをぶつける。

　ガラス板、絵を描いたプラ板、感光液を染み込ませたＴシャツ、ガラス板の順でサンドイッチにし、太陽の光に当てて感光させる。

「まだ？」

「まだまだ」

　全体が青く変色するのを待ってＴシャツを水洗いし、１％希塩酸に数分間ひたして再び水洗い。小屋の下にロープを張り、そこに吊つるして乾かす。逆襲の念に燃えるスパイク、増援部隊のトリガーと共に襲来。トリガーの秘密兵器、給水ポンプ「いなほ十二型」改・特製水鉄砲〝バントライン・スペシャル〟による熾し烈れつな十字砲火を浴びる。被害甚大。小屋の中への撤てつ退たいやむなし。

「ば──か──!!　トリガー君のばかあ──!!　そんなのズルなんだから──!!」

「わっはっはー!!　どーとでもぬかしやがれー!!　勝ったもんの勝ちじゃーい!!」

　小屋の中に逃げ込んだ二人は、二人並んで窓から身を乗り出して発電風車をながめた。リーブスとルークが整備作業を進めている。風車の上に登ったルークの姿は、おもちゃにたかる虫のように見えた。リーブスが大声でルークに指示を出している。必要があるとは思えないタオルを首にかけ、オヤジなランニングに作業ズボンという格好がヤバいくらいにハマっていた。

　もう、Ｔシャツは乾いているはずだ。

「待って、まだあの二人そのへんに隠れてるかもしれないよ」

　縄なわばしごを手にしたイーヴァを制し、ハルカはオモチャ箱からパチンコと小石の入ったジャムの瓶びんを取り出した。慎しん重ちように窓から外をのぞき、あやしい草むらに片っ端から威い嚇かく射撃。危険がないことを納得し、二人は木洩れ日の中へと降り立った。小屋の入り口の真下に発泡スチロールの箱が置かれていた。中身は、ドライアイスに冷やされたアイスクリーム。

　二枚のＴシャツが風にゆれていた。

　日光写真Ｔシャツは、見事に完成していた。

　似顔絵もばっちり染まっていた。しかし、本物は一いち卵らん性せい双生児そこのけに似ているのに、Ｔシャツの似顔絵はなぜこうも違うのか。ハルカに言わせれば、右のが自分の顔で、左のがイーヴァの顔である。
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　留る守す番ばん組のクレリックは、夏の日差しがあふれる家の屋上でくつろいでいた。

　ビーチパラソルを立て、寝ね椅い子すの上にボディを横たえてヒマを満まん喫きつしている。しかし、飲めもしないトロピカルドリンクをテーブルの上に用意しているのは、いくらなんでもやりすぎではあるまいか。

「おい」

　アンジェラのつま先が寝椅子をつついた。クレリックは大たい儀ぎそうに身を起こし、サングラスを外して振り返る。

「心臓に悪い。もうちょっと足音立てて歩いてくださいよ」

　アンジェラは首筋からケーブルを引き出し、クレリックと直結して、

「面おも白しろいもん持ってきてやったぜ。暑さも吹っ飛ぶナイスな音響アーカイブだ」

「ハワイアンですか？」

　アンジェラは無言でファイルを再生し、データをクレリックの聴ちよう覚かくに流し込んだ。

　──がしゃん　ばりっ　ばりばりっ　ずずっ　ずずっ　ずずっ

「な、なんですかこれ？」

　クレリックは怪け訝げんな視線をアンジェラに投げる。アンジェラはいつもの無表情を崩くずさない。

　──ばさっ　どさどさどさっ

　それから十秒ほどの空白が続いた。アンジェラがぼそりとつぶやく。

「問題は、ここからだ」

　──がり　ぐしゃ　ばり　くちゃ　くちゃ　くちゃ　ぼり　がり　ぐちゃ　くちゃ　ごり

　何かが、何かを、食っている音だった。

「何だと思う、これ」

「ホラー映画の音声データとしか思えませんが」

　アンジェラはファイルにクローズをかけ、ケーブルを引き抜き、

「根拠なしの、ただの思いつきだったんだけどな。さっき電算室から接続かけて、カンヅメ鉱山の警戒システムの最近のデータを調べてみたんだよ。そしたらこいつが出てきた。さすがの食い逃げ野郎も、今度ばかりはドジったらしいぜ」

　聞き捨てならない言葉だった。

「これ──いつのデータです？」

「聞いて驚け。七月十四日の午後十一時」

　クレリックは意味を測はかり兼ね、

「──わかりません。それのどこに驚けばいいんです？」

「ハルカを助けてズタボロになったルークが、お前の申し出を蹴って姿をくらましてた真っ最中だよ」
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　ハルカとイーヴァはスコップを手に、丘おかの頂上まで、一時間かかって登った。

　ただでさえ超現実的だった丘の光景は、その頂上から一望するとまたいっそう凄すごみを増す。スコップを放り出し、乱れた呼吸の底からハルカはいきなり大声で叫んだ。

「わあ─────────────────────────────────────っ!!」

　ここに来るといつも（といってもまだ二度目だが）ハルカはそうする。光景はその叫び声をひとのみにする。こだまさえ返りはしない。聞こえるのはただ、耳元で風が巻く音ばかりだ。日光写真Ｔシャツのすそをバタつかせて風が躍り込み、二人の汗だくの身体からだを冷やして乱暴にすり抜けていく。

「──すごいね」

「でしょ？　来てよかったでしょ？」

　イーヴァは少し緊張している。

　──秘密のことひとつだけ教えてあげる。でも、約束して。このことは誰だれにも言わないって。

　ハルカはそう言って、イーヴァをこの丘の頂上に連れてきた。

　そして、それは、イーヴァがハルカを地下道に誘ったときに言った言葉そのままである。

　ハルカが意図して自分の言葉を真ま似ねた──と、イーヴァは、そうは思わない。ハルカはそういう神経の太いマネができるタイプではないと思う。しかし、ハルカはここで自分に何か仕返しをするつもりなのかもしれないという想像は、イーヴァに取とり憑ついて離れなかった。スコップを持っていく理由が説明されないのも、不ぶ気き味みといえば不気味であった。

　──わたしを殺して埋めるとか。

「──ねえ、イーヴァ聞いてる？」

「え？　あ、ごめん」

「だから、結んだ線の真ん中」

　何の話か全然わからない。イーヴァはすまなそうに、

「あの、もういっぺん最初から──」

　ハルカはむくれた。

「いーもー。わたしひとりで掘る。イーヴァになんか見せてあげない」

　ぷいとあさっての方を向く。

「ごめんってば。ねえ、なに掘ればいいの？」

　ハルカは腕組みをして、あさってのほうを向いたまま、

「当ててみて。当たったら許してあげる」

　イーヴァはちょっと考え、

「──つまり、ハルカがこのへんに何か隠したとか、そういうこと？　それが何か当てればいいの？」

　怒おこったような声で、

「そう」

　イーヴァはまた少し考え、スコップをすとんと肩に立てかけ、にかっと笑ってこう言った。

「えっちな本」

　ハルカは光の速度で振り向いた。真まっ赤かになって拳こぶしを振り上げ、

「ち、ち──が──う──の──!!　そんなんじゃないの!!」

　一瞬にしてイーヴァのペースとなった。イーヴァは意地悪な調子で、

「あー、図ず星ぼしだ図星だ。やなのー。ハルカ、わたしをこんな所まで連れてきて、そんなの見せるつもりだったんだー」

　ハルカはさっきの「わあー」に劣らぬめちゃくちゃな大声で叫ぶ。

「ちがうもん!!　わたしが隠したのはノートだもん!!　えっちな本なんて知らないもん!!」

「ノートって？　えっちなノート？」

「違ちがうってばもー!!　ここに来た記念に書くノートなの!!　いつ来たとか誰だれと来たとか何したとか、そういうのを書くの!!」

　なるほど。しかし、

「なんでそんなのが秘密なわけ？」

　ハルカは必死に言いつくろうように、

「──そ、それは、どうしても！　どうしてもなの！」

「まあいいや。探そ探そ。何か目め印じるしとかは？」

　ハルカはまだぶーたれている感じだったが、ともかくも、

「──そこに、一本だけ木があるでしょ。で、そっちには岩」

　そう言って、強い風に吹かれ続けてヒネた木を、そしてすぐ側そばにある靴くつのような形の岩を指差す。

「あの木とその岩を結んだ線の真ん中」

　イーヴァは地面にスコップで木と岩を結ぶ線を引き、線の上を大またに歩いて長さを測はかった。十一歩。回れ右、岩から五歩戻もどり、足元にスコップの刃先をざくんと突き立てた。取っ手の上に両手を乗せてハルカを振り返る。

「このへん？」

「うん。そうだと思う」

「何か入れ物に入れてあるんでしょ？」

「うん。クッキーの缶かん」

「どのくらい深く埋めた？」

「けっこう深く。50センチよりもっと。風とか雨とかで出てきちゃったらやだから」

　そして、二人は掘って掘って掘りまくった。

　草の根をほじくり返し、もぐらの住居を破壊し、ミミズをちょん切りながら掘り進んだ。ヘビは怖がるくせにミミズは平気なハルカがイーヴァには不思議だった。釣りのエサにしたりするせいで慣れているのか。

　こういう単純作業には中毒性がある。イーヴァはともかく、ハルカには少しつらい労働であるはずだが、ハルカは「休もう」とも言わずに掘り続ける。50センチ以上掘っても何も見つからないとちょっとがっかりするのだが、懲こりずに穴を広げていく。

　がり

　ハルカのスコップの先が、何かを捉とらえた。

「!!」

　また石かも──

　スコップを投げ出し、手で土をかきわけ、

「あった!!　あったあったあったあったあった!!」

　十回もそう言った。でこぼこで傷だらけな四角いフタ。イーヴァと競きそい合うように土をのけ、二人で奪い合うように缶を引っぱり出した。

　なかなか開かないフタを、二人でなんとか開けた。

　中には、筒状に丸めたノートと、えんぴつが二本と、チューブ入りののりが入っていた。

「──よかったあ。あったあ」

　ハルカがしゃがみ込んで、気が抜けたようにつぶやいた。

　イーヴァは缶の中からノートを取り出し、

「見ていい？」

「うん」

　ノートの表紙には、マジックでタイトルが書かれている。

『地球最後のノート』

　ハルカが肩をぶつけるようにしてイーヴァのとなりにしゃがむ。イーヴァはノートの丸まりぐせを伸ばして、そっと開けた。

　左のページに貼はりつけられた写真が最初に目に入った。発電風車の主塔キープの根元。左からリーブス、スパイク、クレリック。ハルカはいない。ハルカが撮とった写真なのかもしれない。写真の下には、まるで象が踏んづけたような、へたくそな押し花がひとつ。

　右のページにはえんぴつ書きの大きな字で、こうあった。





虫をいっぱいつかまえました

かぶと56匹（オス24匹、メス32匹）

くわがた虫24匹（オス10匹、メス14匹）

せみ７匹

かなぶん21匹

へんな虫２匹






　トリガー君と　アンジェラさんはお留る守す番ばんです

　押し花もして　草すべりもして　紙飛行機も飛ばしました

　わたしにも家族ができました


── ハルカ　　　　　




Ｈ１年　夏　　　　　






「これ、コールドスリープから覚めて、三ヵ月くらいして、やっと落ち着いたころ」

「──落ち着いた、って？」

　ハルカは両手を後ろに置き、ぱっと顔を上げて空を見た。

「たぶん、わたしだけみんなと違ちがうんだっていうのが、ひとりぼっちみたいで、悲しかったんだと思うの」

　周囲の森から、ひぐらしが聞こえていた。

　夕暮れが近づいていた。

「──最初のころのことって、あんまり憶おぼえてないんだけどね。わたし今でも記憶喪そう失しつで、コールドスリープする前のこと全然憶えてないけど、でも、目が覚めたばっかりのあのころなんて、ほんとに頭の中まっ白けだったみたい。自分が人間だってことがよくわかってなくって、自分はみんなと同じロボットなんだって思ってたみたい。どうしてわたしだけごはん食べるのって聞いたりとか、ほら、言葉とかもみんなのまねするから、『ケガした』っていうのを『壊こわれた』って言ったりとか」

　ハルカは少しだけ恥ずかしそうに、へへ、と笑って、

「あのね、そんなの今でも信じられないんだけど、一度なんか部へ屋やに閉じこもってごはんも食べなくなっちゃって、みんなが心配してドアを壊して中に入ったら、はだかで部屋のすみっこにちぢこまって泣いてたんだって。ナイフか何かで身体からだのあっちこっちを自分で切って、血とかもいっぱい出てて、コンセントのコードをテープでおしりにしっぽみたいにくっつけてたんだって」

　はい、ここが笑うところ。ハルカはそう思って間まを持たせた。

　しっぽー？　なにそれバカみたーい。そう言って、イーヴァは笑うだろう。

　なのに、いつまで待ってもイーヴァの笑い声は聞こえない。ただごとではない感じの沈黙が這はいずる。ハルカは不審に思い、次いで不安になった。自分はまた何か、イーヴァの気に障るようなことを言ってしまったのか。恐る恐る、

「──イーヴァ？」

「え？　あ、うん」

「──どうかした？」

「違ちがうちがうなんでもないなんでもない。そんなころがあったなんて知らなかったから、ちょっとびっくりしただけ」

　ハルカはイーヴァの表情をそっとうかがう。大だい丈じよう夫ぶだ、イーヴァは怒おこったりしてない──そう結論する。ハルカは声の明るさを取り戻もどし、ノートの右ページを指差して、

「あのね、Ｈ１年っていうのはね、ハルカ１年ってこと。わたしが決めた年号。わたし、今年が西暦２０５６年だって知ったの最近だから」

「じゃあ、今はハルカ２年？」

「そう。前のキャンプのとき、来年もまた来ようねって約束したから、このノート書いて内ない緒しよで埋めたの。だから今年も書くの」

　ハルカはいきなりイーヴァの手を引いて立たせ、ポケットから取り出した小型のポラロイドカメラを突きつけて見せ、ベストな背景を探して丘おかの頂上をあっちにうろうろこっちにうろうろし始めた。そっちは「あの木がいや」、あっちは「あの雲がいや」。やっと場所が決まると今度は「カメラが傾いてる」と言って、カードのピラミッドをつくるような手つきで岩の上に置いたカメラをいつまでもいじっている。こういうことになると、ハルカは実に凝こり性しようである。

「いい？　タイマー仕掛けたらすぐにイーヴァのとなりに行くから。ポーズはさっき相談した通りだからね。残り時間があと三秒になると、ここんとこのランプがぴかぴかするの。そしたら動いちゃだめまばたきもしちゃだめ息もしちゃだめ」

　セルフタイマーをランさせ、ハルカがイーヴァのとなりに滑り込む。

　そんなこんなで、「大きな木の根元にハルカとイーヴァが並んで腹ばいに寝そべって頰ほお杖づえをついて笑っている」写真が出来上がった。特にどうということもない、誰だれがどう見ても「さっきの苦労はなんだったんだ」と思うくらい当たり前な出来の写真であったが、ハルカはそれなりに納得している様子であった。地球最後のノートを開き、写真にのりをべっちゃりつけて、新しいページにべしんと貼はりつける。

　そしてハルカは、芯しんの丸まったえんぴつを持って、大きな字で、こう書いた。




　今年のお留る守す番ばんは　クレリックさんとアンジェラさん

　左がわたし　右がわたしにびっくりそっくりのイーヴァ

　わたしにも友達ができました。


── ハルカ　　　　　




Ｈ２年　夏　　　　　






「はい」

　ハルカはイーヴァにノートとえんぴつを差し出した。

「イーヴァも何か書いて」

「え」

　イーヴァはためらった。

「──いいよ、わたしは」

「えー、どうしてえ？」

「だって、」




　──このノートは、あと一ヵ月で、本物の「地球最後のノート」になるはずだから。




「イーヴァ？」

　イーヴァは、我に返った。あわてて言いつくろう。

「ねえ、もう帰ろ？　もうすぐ日が暮れるし。きっともうすぐごはんだよ？」

　ハルカは少し間を置いて、うん、と答える。

「じゃあ、はやく缶かんを埋めちゃお」

　うん、と答える。

「来年もまた絶対一緒に来ようね」

　ハルカは、少しだけ明るさを増した声で、うん、と答える。
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　夜まであと三歩、というところ。かなり暗いが、いまいち明るい。

　どうせ花火をやるなら、もう少し暗くなってからにすればよさそうなものである。ちっぽけな筒から思いがけない高さまで吹き上がる光の飛沫しぶきは、それでもまあ、それなりに奇き麗れいではあるのだが、夕暮れの日の光に邪魔されてはどうしても迫力に欠けた。

　誰だれが悪いのかといえば、ハルカが悪い。

　ドラム缶かんのお風ふ呂ろをすませ、夕食もすませてしまうと、ハルカはもう待ちきれなくなってしまった。ハルカにうろうろとまといつかれ、それこそ一分ごとに「ねえまだ？　まだだめ？　花火まだやっちゃだめ？」と聞かれ続けて、リーブスがついに折れてしまったのである。

「きれーい！　あ、もう終わっちゃった。次はふたついっぺんにいくねっ」

　しかし、そんな迫力に欠ける花火でも、ハルカは手を叩たたいて大はしゃぎだった。せっついた手前意地になっているわけでもなくて、純粋に喜んでいるようだ。まあ、喜んでくれるんならそれでいいんだけど──とリーブスは思う。「うぉりゃー!!」という雄お叫たけびに振り返れば、トリガーが手持ち花火を身体からだ中じゆうにくくりつけ、ガメラのように回転しながらスパイクを追いかけ回している。

「もー止まらねー止められね──!!　誰だれもオレ様を止められね──!!　どりゃ──!!」

「やめろばか──!!　ば──か─────────!!」

　視線を戻もどす。ハルカがへっぴり腰ごしで花火に火を点つけようとしている。地面に突き立てられた筒っぽが二本。導火線がより合わせられており、その真ん中に蚊か取とり線せん香こうを恐る恐る差し出していた。その背後に忍び寄ったイーヴァがいきなり「どか────────ん!!」と大声を上げ、ハルカは飛び上がって驚き、こっちでも追いかけっこが始まる。どこまでもそっくりな二人がつかみ合って草の上をごろごろと転げまわる様は、まるで、小猫か小犬の兄弟がじゃれあっているのを見るようだ。そのとき、かなりの勢いで飛んできた何かがリーブスの頭に「すかーん」と命中して「ぱーん」とはじけた。トリガーに反撃するためにスパイクが放ったロケット花火の流れ弾だ。

「もうっ、危ないじゃないっ！　タマのおハダにキズがついたらどうするのよっ!!」

　本当はロケット花火など何十発命中したところでへっちゃらなくせに、リーブスはそう怒鳴った。が、スパイクもトリガーも聞いちゃいない。

　たくもう、失礼しちゃうわ。

　ぶつくさつぶやきながら視線を戻せば、ハルカがイーヴァに何やら挑戦的に話している。

「ねーねーイーヴァこれできるこれできる？　いい？　見てて見てて？」

　ハルカの手の中には羽根のついた小さな花火があった。地面に置いて火を点けると、火花を吹き出しながらくるくる回って飛び上がるやつだ。ハルカは、それを手に持ったまま火を点けようとしていた。呆あきれるくらいに腰が引けていたが、ハルカは導火線に火を放ち、ひどい臭においのする物でもつまんでいるかのように身体から遠ざけ、タイミングを計って宙に放り投げた。

　どうにかうまくいった。

　花火は空中で点火され、しゅるるるるるるるるっとねじくれた軌道を描いて舞った。

　スイカが冷えたかどうか見てこよう──そう思ってリーブスが腰を上げると、ハルカとイーヴァが駆かけ寄ってきて、

「蚊か取とり線せん香こうが消えちゃった」

　ハルカはそう言って、踏んづけて砕けてしまった緑の渦巻きを差し出す。リーブスはポケットを探り、ライターを取り出してかがみ込む。横風に苦労しながら火を点けようとしたとき、

「ねえ、ルークは？」

　イーヴァがそう言った。

　リーブスの手が止まった。意外な盲もう点てんを突かれた気分。そう言えば、さっきからルークの姿を見ていない。

「──さあ、あれ？　でも。どこかそのへんにいない？」

　三人は丘おかの斜面を見回し、最初に声を上げたのはハルカだった。

「あ！　いたいたあそこ。ルーク!!」

　ハルカが両手を振ってぴょんぴょん跳ねる。その視線の先、10メートルほども離れた所にぽつねんとルークはいた。でかい身体からだを縮こまらせてうずくまり、じっとこちらを見つめている。

「ルークぅー！　こっちきて一緒に花火やろーはなびー！」

　ハルカは叫ぶのだが、ルークはその場を一歩も動こうとしない。どうしたんだろうとハルカは思い、すぐに結論にたどり着いた。

　きっと、ルークはすねているのだ。

　思えば、自分はキャンプに来て以来ずっとイーヴァと遊んでばかりだった。ルークも一緒に遊びたかったのかもしれない。

　だったらそう言ってくれればいいのに。

　よおし。

「リーブスさん、ライターかして」

　ハルカはライターを受け取り、ベルトにさしていた手持ち花火を一本抜き取って火を点つけた。ピンク色の火花が勢いよく吹き出す。

「いくぞぉ─────────────────────────────────!!」

　力いっぱい叫び、調子に乗って、トリガーのマネのつもりで、手に持った花火をぐるぐる振り回しながらルークに駆かけ寄ろうとした。

　ルークの狼ろう狽ばいといったらなかった。

　ハルカとはまだまだ距離があるというのに、ルークは石を投げつけられた野良犬のようにあわてふためき、脚を空から回まわりさせるようにして二歩も三歩も後ずさった。

　いつものルークの動きではなかった。

　比重の重い液体が流れるような、１ミリの無駄もない普ふ段だんのあの動きは、どこにもなかった。尋常ではないルークのあわてぶりにハルカもあわてて、つんのめるようにして立ち止まった。ルークはハルカをじっと見つめている。ぴったりと身を伏せ、その必要があればまたいつでも逃げ出せるように身構えている。

　ハルカの右手、「しゅー」と火花を上げ続けている花火がマヌケだった。

「『ルーク、どうしたの？』」

　まるで示し合わせていたかのように、イーヴァとリーブスが異い口く同どう音おんに尋ねた。二人とも、ハルカが一緒にいることを考慮して、ＲＴＲで飛ばしたものと同じサブジェクトを音声会話システムにエコーバックさせていた。その声は見事にハモった。

　ハルカはルークを見つめる。

　じっとうずくまるルークの姿。

　もどかしい。自分は人間だから、ルークの声を聞くことはできない。ルークは答えを返しているのか。イーヴァとリーブスが、

「『何が？』」

　声がまたハモった。ハルカは両者の間をぶんぶんと振り返り、

「『はあ!?　なにそれ!?　どうして!?』」

　苛いら立だちのあまり、ついにハルカは癇かん癪しやくを起こした。

「も──────────────!!　イーヴァとリーブスさんばっかりずるいー!!」

　消えかかった花火をぶんぶん振り回してハルカは叫んだ。と、リーブスがハルカに歩み寄り、

「ハルカ様、それ」

　もう半ば燃えさしとなった花火を指差した。ハルカは話が見えずに戸と惑まどう。

「なんだかよくわからないんだけど、本人がそう言うんだからそうなんだろうけど、」

　リーブスはそう前置きをして、こう言った。

「ルークね、花火が恐こわいんですって」

　ハルカは、ぽかんと口を開けた。

　え？　──とハルカは思い、だって──と思い、うそだあ──と思う。

　そんなのはおかしい。花火の中には大きな音がするものもあるし、小さい子がそういうのを恐がるというならまだわかる。しかし、ルークはアンジェラさんと同じ、戦闘用のロボットさんだ。しかも、ルークは用心棒屋さんをずっとやってきたのだから、花火なんかよりもずっとずっとものすごい「ばきゅーん」とか「どかーん」とか、そういうのにも慣れっこのはずだ。そうでなければ用心棒屋さんなど務まらないではないか。おまけに、「ばきゅーん」や「どかーん」は当たったら死んじゃうのだ。それに比べたら、音だって大したことはない、当たったって死なない花火の一体、どこが恐ろしいというのか。

「──え、だって、うそだあ」

「ねえイーヴァ、」

　リーブスもまた、ハルカと同じことを考えていた。

「前にもこんなことあった？　今までルークと花火をしたことってない？」

　イーヴァは首を振る。その表情を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。イーヴァもまた、あんなルークを見るのは初めてなのだ。

「──花火なんて初めて、初めてだけど、どうしてあんな、」

　そこで言葉が途と切ぎれる。

　ハルカとイーヴァとリーブスは、ただ、じっとうずくまるルークを見つめるばかり。

　そのとき、三人は背後に不ぶ気き味みな笑い声を聞いた。

　くくくくくくくくく。

　背後に揺らめく怨おん念ねんに満ちた殺気。三人は一緒に振り向く。

　そこには、影を背負って浮かぶトリガーの姿があった。

　トリガーは新しい花火を身体からだ中じゆうにくくりつけ、両手に二に挺ちよう蚊か取とり線せん香こうを構えていた。その遥はるか後方の丘おかの斜面には、いい感じに焦こげ目めがついたスパイクがぷすぷすと煙を上げてつっぷしている。

　逆襲の刻ときが来た。

　トリガーは、百年目な口調で言った。

「聞ーいーたーぜーえー」

　ああ、闘志漲みなぎるその声の凜り々りしさはどうだ。雪せつ辱じよくの意気に燃えるその姿の雄お々おしさはなんとしたことか。つぶらな瞳ひとみに輝く光──それは、男の中の男だけがその目に宿す光。強大な敵に敢然と立ち向かう者のみが持ち得る、不退転の決意の光だ。トリガーの前途に続くは難かたき血染めの道。人の迷惑かえりみぬ空の武士もののふの道であった。

「うるぁ─────────────!!　タマとったるわぁ─────────────!!」

　誰だれが止める間もなかった。トリガーは身体中の導火線に一挙に火を放ち、再びガメラとなってルークに襲いかかった。ルークは転がるように逃げ回る。爆竹をばら撒まき、ロケット花火をぴゃーぴゃーと飛ばしながらトリガーは追う。

　何だか力のこもらない声でハルカが叫ぶ。

「ちょ、やめてよ！　ルークがかわいそうでしょ!?」

「うるせぇー!!　オレ様はなあー右の頰ほおをはられたら左のカウンターで返すんじゃー!!」

　ルークはトリガーに散々に追い立てられ、しまいには小屋のある楡にれの木の根元に顔を突っ込んで、頭を抱えてうずくまってしまった。ルークのおしりめがけてカンシャク玉をぶつけるトリガー。呆あきれて声も出ない三人。ぷすぷすと煙を上げてつっぷしているスパイク。




　本格的に夜になりつつある。花火大会はいよいよ盛り上がりを見せる。

　無抵抗なルークをいじめるのに飽あきたトリガーが行ってしまってからも、ルークは楡の木の根元にうずくまっていた。

　自分でもショックを受けていた。

　自分は、音と言えば爆音のことであり、光と言えば紅ぐ蓮れんの炎ほのおの照り返しのことであった時代を知っている。熱ねつ核かく弾だん頭とうの巨大な火の玉が都市を呑のみ込む瞬間だって見たことがある。フライヤーの編隊に七週間ぶっ続けで追い回され、ねぐらに巡航ミサイルをぶち込まれたことだってある。もろに地雷を踏んづけ、連動していたレーザートラップに身体中を焼かれたことだってある。

　そして、そんなものはへっちゃらだった。

　少なくとも、恐こわいとは思わなかった。

　それらに比べたら、花火など、どう考えても、公平に考えれば考えるほど、おもちゃと呼ぶにも値しないはずである。

　なのに。

　なぜあんなものが恐いのか、自分でもわからない。花火を見るのも初めてのことだったし、自分は花火が恐いのだということ自体、今まで知らなかった。しかし、どうしようもなく恐い。とんでもない弱点があったものだと思う。こんなことでは、この先──

　柔らかくて小さい指先が、ルークの右中脚をつついた。

　驚きのあまり、ルークは楡にれの木の上に登ってしまった。

「あ、ごめんごめん、びっくりしたあ？　ねールーク、降りてきてよう」

　ハルカだった。

　ルークは疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていた。もしかしたら、ハルカも自分をいじめるつもりなのではないか。さっきの小さくて丸くてぱんぱんいうおっかないやつを隠し持っていて、木から降りた途端にぶつけてくるつもりかもしれない。

　それでも、ハルカの熱心な懇こん願がんに負けて、ルークは恐る恐る木の根元に降りた。

「ごめんね？　トリガー君ひどいよね。誰だれだって恐いものくらいあるもんね」

　右。

「あのね、だからね、これならきっとルークも恐くないと思うの」

　ハルカはそう言って、色とりどりの太めの糸のように見える物を取り出してルークに見せた。

「せんこうはなび、って言うの。音なんかしないし、すごくきれいだよ。いい？　まずはわたしがやるから見てて」

　ハルカがライターで火を点つけようとすると、ルークは途端にしりごみして後ずさった。ハルカはルークが逃げないように手をつかまえていたのだが、ルークの馬鹿力が相手では簡単に引きずられてしまう。

「ルークってば大だい丈じよう夫ぶだよ恐くない恐くない。絶対気に入るから、ね？」

　ルークはしぶしぶながらも脚を止め、遠巻きな感じでハルカの手元を見つめた。念のために、光学神経のプロテクトを四つも外した。トリガーに追いかけられていたときはすっかり動転して忘れていたが、こうしておけば高速で離脱できる。

　ハルカは地面にぺたんとしゃがみ、線香花火に火を点けた。しぱしぱしぱぱぱぱぱぱぱぱと火花が踊り始めた。ルークはビクビクしながらそれを見つめる。

「ね？　これなら恐くないでしょ？」

　右。見み栄えをはってとりあえずそう答える。本当は恐い。が、奇き麗れいだと思わないこともないし、逃げ出したいほど恐いというわけでもない。

　そのとき、ふと、心の中に、もそりと動くものを感じた。

　いつか、ずっと昔、自分はこれと同じものを、見たことがある。

　複雑に枝わかれする火花が、ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ

　頭の中で声がする。ね、きれいでしょ？、と声は言う。

　そして、何かが起こった。




　頭をなでられたときの小さな手の感触が、頰ほおを舐なめたときの味が、鬼ごっこをするときの身体からだに感じる風が、背中に乗せたおしりの頼りないくらいの軽さが、家を出たあの夜が、行き先を決めるために倒した棒きれが、自分のぶんの魚肉ソーセージが、オンボロトラックに乗せてくれた老人の笑顔が、無人駅の明かりに舞う蛾がの軌き跡せきが、ベンチの下で丸くなって眠った夜が、目の前を飛び跳ねるように歩く小さなスニーカーが、どこまでも続くハイウェイの白線が、もぐり込んだ貨物列車の古いオイルの匂においが、廃はい屋おくのようにがらんとした操車場に響くこだまが、何本もの線路を横切って飛ぶフリスビーが、一瞬だけ蘇よみがえってそこにあった。

　最後のあの日の最後のあの夕暮れ、あさっての方向に飛んでいってしまったフリスビーを、二人でいつまでも探した。

　ごめんね。わたしがへんなほうなげちゃったから。もういいよ。くらくなっちゃったし、さがすのむりだよ、もうみつからないよ。ごめんね。

　──ちっともよくない。納得できない。悪いのは自分なのだ。キャッチできない高さじゃなかった。ジャンプのタイミングも外れていた。「取ってこい」ができなかったことなんて一度もなかったのに、フリスビーを受けそこなったことだって一回もなかったのに。くやしい。ものすごくくやしい。自分ひとりでもいいから、一晩中かかってもいいから探したい。どうしてもみつけたい。犬には犬の意地がある。

　最後のあの日の最後のあの夜、操車場の外れの倉庫に隠れて、高くて大きくてガラスの割れた窓から斜めにさし込む月の光の中で、線香花火をやった。

　にげちゃだめー。ほら、こっちにくるの。きてすわるの。こっちみるの。こわくないったら。ちっともこわくなんかないんだから。きっときにいるから、ぜったいきれいだから。

　──やだ。絶対やだ。恐こわいものは恐い。これは生きものとしてのグローバルな意見だと思う。ばちばちはじける火を見て楽しむなんてどうかしている。火は森を焼く。生きものを焼く。何もかも焼いて、また最初からやり直しにしてしまう。火は死ぬことと蘇ることの印しるしだ。ぼくの血はそのことを憶おぼえている。生きものはみんな、頭ではなくて、血でそのことを憶えている。それを忘れてしまったのは人間だけだ。早くそのことを思い出さないと、きっと大変なことになる。その花火だって油断はならない。その花火の火は、油断しているうちに何かに燃え移って、そこからまた別の何かに燃え移って、どんどんどんどん燃え移って、しまいには世界中に燃え移って、世界中の全部の街の全部の家を、ひとつ残らず焼き尽くしてしまうかもしれない。




　ぱ ぱ ぱ ぱ　ぱ　　ぱ　　　ぱ　　　　　　ぱ　　　　　　　　　　ぱ　　　　　ぽた

　あ　　　お　わ　っ　ち　ゃ　っ　た　　　ね　　　恐こわ　く　な　か　っ　た　で　し　ょ

　目の前で、ハルカがそう言っている。話す速度が遅すぎて聞き取りにくい。プロテクトが四つも外れて、神経が加速され過ぎて、気をつけていないと聞き取れない。

　ハルカは、あのときと同じことを言っている。

　今の自分はおかしい。どこかの回路に重大な障害が発生しているのかもしれない。まともにものが考えられず、見も知らぬ光景を思い出し、思い出すはしからそれらが次々と消えていく。

　一体、何だ、これは。

　見てみたい。

　もう少しだけ。もう少しだけ見てみたい。

　あることも知らなかった謎なぞが、それで解けるかもしれない。

　ハルカが何か言っている。

　き　れ　い　だ　っ　た　で　し　ょ　　　も　う　い　っ　か　い　や　る　ね

　右。触覚が勝手に答えている。

　ハルカが、新しい線香花火に火を点つける。恐怖も忘れ、身を乗り出してその手元をのぞく。




　最後のあの日の最後のあの夜、操車場の外れの倉庫の中で、ふいに目を覚ました。

　そして、すぐにそのことに気づいて、それ以上動くのを止めた。耳を立てる。

　いる。

　あいつらだ。

　薬のにおいのするやつら。

　倉庫はもう囲まれている。あちこちから視線を感じる。たぶん、機械を使って外からのぞいているのだと思う。はるかはまだ寝ている。毛布にくるまって、ときどきもそもそ動いている。

　わかっていたことだ。

　薬のにおいのするあいつらから逃げ切れるものではないことくらい、最初からわかっていた。家を出ることになったあの夜、ぱぱとままがケンカしているのを自分は聞いた。ぱぱが言っていたことは、一から十まで正しいと思った。ままは、正しいとか正しくないとかでは計れないことを言っていた。別れのときが来た、そう思った。覚悟は最初からできていた。それでも、できるものなら一分一秒でも長くはるかと一緒にいたいと思ったし、それではるかの気がすむのならと思って、いっしょに旅に出た。

　その旅が、こんなに早く終わるとは思っていなかったけれど。

　フリスビーが見つからなかったのが、心残りだけれど。

　でも、今度こそ別れのときだ。ここから先には、はるかは巻き込めない。

　身を起こす。立ち上がる。最後にもう一度だけ、はるかのほっぺをなめたいと思った。でも、そんなことをしたら目を覚ますかもしれない。だから、はるかの髪かみの匂においをかいで、それを最後にした。太陽と汗とふけの入り混まじった匂い。二日間お風ふ呂ろに入っていない、元気な感じのする匂いだった。

　──さよなら。

　悲しくないなどと言えば、これ以上の噓うそはない。でも、神様は、泣く能力を犬にはお与えにならなかった。今はそれがありがたい。もう振り返りはしない。入り口目指してまっすぐに歩く。自分が抵抗をせずにおとなしく捕つかまるなら、薬の匂いのするやつらも、はるかには手を出さないだろう。そう祈ろう。神様は、犬の祈りなんか聞いてはくれないかもしれないけれど。

　いい子にしてるのよ。

　ハルカは、何かにつけて、いつもいつも、そう言っていた。ままの真ま似ねをして、人差し指を立てて、腰こしに手を当てて。少しでもエラそうに見せようとして、一生懸命背伸びをするのがおかしかった。こんなときだというのに、もっとましな思い出がいくらでもあるはずなのに、いま思い出されるのは、はるかのあの姿ばかりだ。

　いい子にしてるのよ。

　わかった。約束する。

　ぼくはずっといい子でいる。

　もう二度とはるかには会えないだろうけど、絶対にいい子でいる。汚れた足でソファにのぼったりしない。黙って冷蔵庫を開けたりしない。遊び終わったらボールはちゃんと片づける。ぼくがこれから行くところには、ソファも冷蔵庫もボールもないかもしれないけれど、もしあったらちゃんとそうする。この先、どんな目に遭うことになっても、ぼくは、絶対に、ずっと、ずうっと、いい子でいる。




　見も知らぬ記憶が次々と流れ込み、あっという間に流れ去っていく。

　発電風車の丘おかの上、小屋のある楡にれの木の根元。もうかなり夜。

　線香花火を手にしたハルカの前で、ルークはうずくまっている。

　ごきん

　それは、ルークの心の頭ず蓋がい骨こつが外れた音だ。

　ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ ぱ

「ねえルーク、持ってみる？　ほら、」

　そう言って、ハルカは線香花火をルークに差し出す。

　ルークは、精密作業用のマニピュレーターではなく、なぜか攻撃用の右の腕を、ゆっくりと伸ばした。

　いきなり、火の点ついたままの線香花火を丸ごと握にぎり潰した。

　大きな握り拳こぶしの中で、じゅ、という音が聞こえた。ハルカは驚いて腰を浮かせた。ルークは動かない。首を左にかしげ、四つ目でハルカをじっと見つめたまま、身動きもしない。

　ルークがおかしい、とハルカは思う。

　これは、さっきまでのルークじゃない。

　なぜそんなことがわかるのかは、わからない。

　そのとき、ハルカは背後にスパイクの声を聞いた。

「あのーハルカ様、スイカ切りましたから冷えてるうちに、」

　スパイクはそこまで言って、そこで言葉を失った。

　ルークが、ものすごい速度でスパイクを振り返ったからだ。その四つの視線の異常さはスパイクにもすぐにわかったのだが、ハルカにはそれ以上のことがわかっていた。

　その四つ目は、スパイクを、完全に、ただの物体として見ている。

　なぜそんなことがわかるのかは、やっぱりわからなかった。

　ルークが、右の攻撃肢しを50センチほど右に振った。

　どこかで、しゅきん、という小さな音がした。

　いきなり、楡にれの木の根元が斜めにズレた。楡の木は、鏡のような切断面を音もなく滑り、地面に突き刺さるように滑り落ち、地面をえぐりながらゆっくりと右に傾いて丘おかの斜面に倒れた。枝が折れ、ワイヤーが次々と弾はじけ飛び、衝撃にひしゃげた小屋は木から外れ落ちて、木片をばら撒まきながらサイコロのように斜面を転がった。

　テントでスイカにたかる虫を追っていたリーブスが、「十七連発上海シヤンハイドラゴン」の火花をトリガーに浴びせていたイーヴァが、「十七連発上海ドラゴン」の火花を浴びせられていたトリガーが、その大音響に一斉に顔を上げた。

　ハルカとスパイクは言葉も出ないままに立ち尽くす。逃げることさえ考えつかない。ルークはスパイクから視線を外さない。がきん、という音と共に、ルークの顔面装甲マスクの一部が開く。太さがハルカの手首ほどもある、セラミックの凶きよう悪あくな牙きばがぞろりと現れる。

　──スパイク君逃げて!!

　ハルカは、そう叫ぼうとした。

　その瞬間、信じられないくらいでかい口を開けて、ルークが咆ほえた。
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　そして、スパイクは反射的に行動した。ハルカが実際に声に出して「逃げろ」と叫んでいたとしても、その叫び声がルークの咆ほう哮こうにかき消されず、スパイクの耳に届いていたとしても、それでもやはり、スパイクは同じことをやろうとしただろう。

　スパイクは、ハルカを助けようとしたのだ。

　愚かしくも。
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　大規模な通信は機械歩兵どもに嗅かぎつけられる恐れがある──という事情に今も変わりはない。そうでなくても状況は最悪なのだ。この上、連中に乱入でもされたらそれこそ目も当てられない。

　だから、電波に乗せられる情報量には限界があった。詳しい状況を伝えることはできなかった。

「スパイク君は？」

　バギーからふわりと降りたクレリックは開口一番、そう尋ねた。リーブスが早口に答える。

「大だい丈じよう夫ぶ、無事。両足のひざから下を切り落とされただけ。早く何とかしろってさっきからずっとわめきっぱなし」

　アンジェラがバギーのエンジンを切った。ハンドルに右手を乗せたまま、真っ黒な夜空に聳そびえる発電風車の主塔キープを見上げる。

「あの上か？」

「ええ。最上階の整備通路ハッチのすぐ外にいるはずなんだけど、ルークの気が立ってて私たちじゃそれ以上はとても近づけないの。今イーヴァが説得してるわ。ハルカ様が無事なのは確かなんだけど、もう四時間以上になるし、ハルカ様が着てるのＴシャツ一枚だけだし、あの上って夜の風が出てくるといくら夏でもかなり寒いはずだから、」

　アンジェラは軍刀を手に、バギーを降りる。

「とにかく上がる」




　自分の声が聞こえる。懸命に何か言っている。

　寒い。身体からだが震えている。息が苦しい。真っ暗で何も見えない。自分はまだあの地下道の中にいるのだろうか。ハルカは、ぼんやりとそんなことを思う。

　──ちがう。

　息苦しくなるほどの風が吹きつけている。地下道にこんな風が吹くわけがない。寒くて身体が震えているのもこの風のせいだ。真っ暗なのは夜だからだ。意識が次第にはっきりしてくる。笛の音ねのような風切り音、巨大な何かが軋きしみながら動き続ける音。

「ルーク！　ルークってば！　何とか言ってよ!!」

　──ちがう。

　あれはわたしの声じゃない。イーヴァの声だ。

　そのことに気づいた瞬間、ハルカは完全に覚かく醒せいした。思い出す。線香花火。絶ぜつ叫きようするルーク。切り倒された楡にれの木。両脚を切断されたスパイクの姿。逃げようとした自分をいとも簡単に捕らえた大きな腕。抱え上げられ、次の瞬間に全身を襲った途方もない加速の衝撃に、あっけないくらいに目の前が真っ暗になった。

　顔を上げようとして、何かに頭をぶつけた。夢中で周囲を見回し、すぐそばを横切っていく巨大な風車の羽根に息を呑のんだ。自分がとんでもない場所にいることに気づいて小さく悲鳴を上げた。

　発電風車のてっぺんだ。

　そして、頭をぶつけたのは、ルークの胸だった。

　煙突のような排気口がいくつも突き出た、平べったいドームの屋根の上。それが発電風車の最上部であり、ルークはそこにいた。攻撃用の腕でハルカをしっかりと抱きかかえ、細く開いた口からは「うるるるるるるるる」という低いうなりが絶えずもれている。ルークの視線の先、５メートルほどのところには点検用のハッチが口を開けており、そこからもれ出す光の中に、イーヴァの姿があった。

「わ、わたしだって人のこと言えないけど、でも、でもさ！　いい子だからこんなの今すぐやめて下に降りるの!!　わたしの言ってることわかる!?」
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　イーヴァの言ったどの言葉に反応したのか、それまで比較的落ち着いていたルークが咆ほえた。ハルカの身体からだ中じゆうを震わせるような咆ほう哮こうだった。大口を開けすぎて顎あごの関節が「ばきん」と音を立てて割れ、赤い体液がハルカの顔にまで飛び散る。白々とした牙きばから滴したたる粘ねばついた液体が強風に吹きちぎられていく。

　その光景が、ハルカの瞳ひとみの中で恐怖に変わった。

　初めて、心の底から、ルークを、恐こわいと思った。

「ルーク！　お願い放して！　放してってば!!」

　ハルカは身をもがく。が、ルークはハルカの身体をがっちりと抱えて離さない。

「イーヴァ!!　ねえイーヴァ!!　スパイク君は!?　スパイク君は無事なの!?」

　今度はイーヴァに叫ぶ。が、イーヴァはルークをまっすぐに見つめたまま、ハルカのほうを見もしない。

「お願いだからハルカを放して、一緒に降りよ!!　ね!?　下に降りて、すぐにあんな街ともさよならして、またずっとずっと二人で一緒に旅をしよ!!」

　イーヴァの言葉に呆ぼう然ぜんとし、たまらずにハルカは割り込んだ。

「待ってよ、さよならするってどういうこと!?」

　突然、イーヴァの火を吹くような視線がハルカに向けられた。

「うるさい!!　黙れっ!!」

　憎しみのこもったイーヴァの形ぎよう相そうに、ハルカはすくみ上がった。自分と同じ顔が、あんな表情をつくれるのだということに恐怖した。間髪を入れずにルークが動いた。右の攻撃肢しを振った。単分子ワイヤーの軌き跡せきは見えず、イーヴァめがけて信じられないほどの速度で床を這はう切断面だけが見えた。点検用のハッチがはじけ飛び、破片混じりの突風がイーヴァの右半身を舐なめた。

　イーヴァの悲鳴が上がった。

　ハルカは、悲鳴すら上げられなかった。

　イーヴァはしりもちをついて倒れた。破片はイーヴァのＴシャツと短パンを切り裂き、いくつかはそのまま闇やみに飛び去り、いつくかがイーヴァの肉の中に食い込んで残った。長い髪かみのひと房がちぎり取られて風に溶けた。Ｔシャツがみるみるうちに赤く染まっていく。

　ルークが身を乗り出すようにしてイーヴァをにらむ。

　イーヴァがのろのろと身を起こす。

　ROOK-RES(001)：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：TO

　イーヴァの頭の中に、ルークのＲＴＲコネクトが出現した。ルークが何か言おうとしている。が、言葉が何ひとつ送信されないうちに、接続がタイムアウトして切れてしまう。今のルークは、言葉すらも失いかけている。イーヴァの頭の中を乱暴に探り回すような再接続、不器用なパケットコントロールで、ルークはこう言った。




　ROOK-RES(002)：　　　　ハルカを　いじめるな。　　　：EOS
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　うつむいたまま、ひくっ、とイーヴァが息を呑のんだ。

　床にぺったりと座り込んだ格好。細い肩が震える。柔らかな髪かみが引きちぎられそうな勢いで突風に躍る。それまでずっと、懸命に堰せき止めていたものがあふれた。

　ハルカは人間で、自分はロボットだ。

　それこそが、ハルカが勝っていて、自分が負けているところなのだ。

　しょせん自分など、どこまでいっても人間モドキなのだ。そう思った。

　ルークのひと言で、今この瞬間、あきらめてしまった。

　壁を越えることが、自分にはついにできなかった。

　本当と噓うそのあいだの壁。いたずらとわざとのあいだの壁。きれいと汚いのあいだの壁。善ぜん玉だまと悪あく玉だまのあいだの壁。本物とニセモノのあいだの壁。酸素と一いつ酸さん化か炭たん素そのあいだの壁。言葉とマイクロ波のあいだの壁。涙と塩水のあいだの壁。血と色水のあいだの壁。心とプログラムのあいだの壁。

　どうしようもないくらい、どうしようもない壁だった。

　ハルカこそが本物で、自分はニセモノに過ぎない。あの日のあの午後のあの地下道で最初に出会ったあの瞬間から、すでに勝負は見えていたのだ。

　もう、いやになってしまった。

　すべての鎧よろいが剝はがれ落ちてしまった。

　やせ我慢をするための熱量も、いい子ぶるための重量も、意地をはるための運動量も、カッコつけるための質量も、もう残ってはいなかった。

　何もかも、ひとかけらも余さず使い尽くしてしまった。

「──やだよお」

　イーヴァは泣いた。泣くしかない、泣く以外のことをする力がもうないという泣き方。まがいものの血に染まったＴシャツの裂け目に風が吹き込み、肩もお腹なかも丸見えになった。ひざの上でにぎりしめる両の拳こぶしにさえも力がこもらない。

「やだあ、おいていっちゃやだあ。どっかいっちゃやだよお。ひとりぼっちはもうやだよお」

　まがいものの涙は、こぼれ落ちるはしから風に持ち去られた。何か言うたびに、まがいものの鼻水にむせた。情けなくてもカッコ悪くてもいい。それでルークが自分の元に戻もどってくれる可能性が億に一でもあるなら、それにすがりたい。

　そして、億分の一とは、実質的なゼロだった。

　事態に完全に呑のまれていたハルカが、ルークの腕の中で、ようやく何か言おうとした。

「──イーヴァは、ちがうよ、イーヴァはひとりぼっちなんかじゃ、」

　腹の立つ言葉だった。

　ハルカは事情をまるで知らないのだ──そのことを割り引いて判断する余裕すら、今のイーヴァにはなかった。あんたに何がわかる──そう思った。まがいものの腸が沸ふつ騰とうした。それが最後の熱量になった。やせ我慢にして、ただ一回分の熱量。それを使ってやれることは、もうそれしかない。

　ルークが狂乱状態にある今、それをやれば、今度こそ自分は死ぬかもしれない。

　それでもいいや──と思う。ルークの手にかかる最期なら悪くない。

　最後の最後にやらなければならないこと──

　それは、めいっぱい嫌われて去ること。

　それは、フラれ女の最後の務めだった。

　自分の中の、自分でも醜いと思う部分を隠す必要は、もうなかった。ひざ立ちになり、涙に濡ぬれた顔を上げ、心の中のすべてをそのまま顔に出して、イーヴァは声の限りに叫んだ。

「ば────────か!!　何が勝ってるところよ!!　あんただってニセモノかもしれないくせにっ!!　そういうエラそうなセリフはね自分の脳ミソその目で見て確かめてから言いなさいよくやしかったら人間だって証拠見せてみなさいよっ!!　大っ嫌いその顔見るだけでヘドがでるわ!!　ハルカなんか死んじゃえ!!　ハルカもルークもどっか行っちゃええっ!!」

　ハルカの脈拍の激変から、ルークはイーヴァのその言葉を一種の攻撃と判断した。当然の反撃があるのみだった。アンカーに引かれた単分子モノフィラメントが疾はしった。

　その軌道上に、イーヴァの頭はある。

　ひどいこと言ってごめんね──その瞬間、その頭は、そんなことを考えている。
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　誰だれもいなくなってしまったこの星の、語られるべき物語のあまりなかったあのころの、ただ雨が降り、風が吹くばかりだった荒野を、一匹の巨大昆こん虫ちゆうとひとりの少女が歩いていた。

　二人が旅の道連れでないのは明らかだ。二人は、50メートル以上も距離を開けて歩いている。先を行くは虫、後を追うは少女。虫はときおり立ち止まり、背後を振り返る。すると少女も、虫の四つ目の視線に射すくめられたかのように足を止める。虫が歩き出すと、少女はまたその後を追って歩き出す。

　そんなことが、何度も何度も繰り返されている。

　何度目かに振り返ったとき、虫は言葉を電波に乗せて、言った。

　──いつまでついてくるつもり？

　少女はうつむいて答えない。虫はさらに言う。

　──ぼくが一緒に来いって言ったのは、あの二人の囲みを突破するまでのことだ。あいつらはぼくを追ってくる。きみは、今のうちに逃げたほうがいい。ここで別れよう。さよなら。

　ようやく少女は答える。

　──そんなのわかってるもん。勘かん違ちがいしないでよ、別に、わたしは、あなたの後くっついて歩いてるんじゃないんだから。わたしが行きたい方向と、あなたが行きたい方向が、たまたま一緒なだけなんだから。

　虫はしばらく少女を見つめ、九十度右に方向を変えて歩き出す。

　少女も歩き出す。虫が方向を変えた所で立ち止まり、右向け右して虫の後に続く。

　──たまたまだからね。

　虫は答えない。急ぐでもなく、ただ歩き続ける。

　──わたしイーヴァ。あなたは？

　急ぐでもなく歩き続け、ややあって、虫は答える。

　──ルーク。

　二人は、50メートル以上も距離を開けたまま、荒野を行く。

　それは、イーヴァがまだ、ハルカとは似ても似つかない顔と姿をしていた時代の物語。

　それは、ハルカがまだ、コールドスリープヴァットの中で眠り続けていた時代の物語。




　50メートル以上あった距離は、40メートルになり、30メートルになり、20メートルになり、10メートルになり、５メートルになって、ひと月かかってようやくゼロになった。

　ルークとイーヴァは、共に旅をするようになった。

　史上最悪の時代を生きた者の常として、当初、ルークは自分について多くを語ろうとはしなかった。それでもイーヴァは、答えが返ってこないことを承知で、飽あきもせずに、一方的にルークに話しかけた。これまでに訪れた街のこと。これまでに経験した危険のこと。話題は尽きなかった。雨が降れば雨について話し、風が吹けば風について話した。話し相手を得て、イーヴァはそれまでひと言も言葉を発することのなかった数年分の沈黙の埋め合わせようとするかのように、昼も夜も、楽しげに話し続けた。

　徐じよ々じよにではあるが、ルークも、イーヴァの言葉に答えを返すようになった。

　ずいぶん長い時間をかけて、イーヴァはルークの歩いてきた道をたどった。

　ルークは軍用兵器であり、寒い地方のどこかの研究所で「生まれ育った」。開戦の少し前に「処理」を受け、実戦に投入されるまで、その研究所の外に出たことは一度もなかったとルークは言う。ナイトとビショップは研究所にいた頃ころからの仲間で、やはり同じ「処理」を受け、ルークと共に戦った戦友である。ルークの部隊はナイト、ビショップ、キング、クイーン、加えて八機のポーンで構成されていた。このうち、キングは「コブラの巣」からの作戦指令を中継するための「ただのロボット」であり、クイーンはキングを守るためだけに特化した「ただのロボット」であったらしい。

　戦いは、何年も何年も続いた。敵の姿がなくなってしまっても、戦いは終わらなかった。

　敵を探せ、そして殺せ──キングは、そういう指令を出し続けた。時がたつにつれて、キングの指令は奇き矯きようさを増していった。ロボットの生いけ贄にえを要求したり、マイクロ波が届く範囲はすべて自分の領地であると宣言したり、人間の頭ず蓋がい骨こつを通貨として、ポーンの使用に税金を課したりするようになった。

　もちろん、キングは、狂っていた。

　コブラの巣からの作戦指示など、とうの昔に途と絶だえていたのだ。そして、そのことがキングを狂わせた。多くの機械歩兵たちが敵の姿を探して荒野をさ迷うように、「ただのロボット」であるキングは敵を失い、作戦指示を失い、自己の存在理由を失って発狂し、自ら王を演じ始めたのである。

　そして、反乱が起こった。首謀者は、ナイトであったという。

　──今夜、御前キングを殺やるぞ。

　局クイーンは、大きくて、きれいで、強かった──とルークは言う。それまでのどんな敵との戦いにも、ただの一機も失われることのなかったポーンが、クイーン一体を倒すためだけに三機も失われた。クイーンのすべての機能が停止すると、ナイトはその残ざん骸がいに歩み寄り、アクセラレータのフレームに擬ぎ態たいして装甲にへばりついているキングを引きむしり、踏み潰して殺した。

　ルークとナイトとビショップの戦争は、ようやく終わった。

　そして、ルークとナイトとビショップの存在理由もまた、失われた。

　ここでもまた、最初に言い出したのはナイトであった。

　これから、生き残りの人間を探し出して殺す旅に出よう──ナイトは、そう言った。

　もともと研究所の「生まれ」でなく、「捕ほ獲かくされて」「連れてこられた」ナイトとビショップは、最初から、どうしようもないくらいに人間を憎んでいた。

　ビショップは、一も二もなく賛成した。

　ルークは、ずいぶん迷ったらしい。

　しかし、結局はルークもまた、自分が存在する理由を必要としていた。キングや機械歩兵たちと同じ運命をたどることを恐れる気持ちもあった。

　こうして、三機は生き残りの人間を狩り殺す旅を始めた。一行のボスはナイトが務めた。ナイトは、人間を狩るにあたっての、ただひとつの掟おきてを定めた。

　殺した人間を食ってはならない。

　すべての生きものは、その血に掟が書き込まれている──とナイトは言う。人間は、その掟を消し去り、忘れ去ることで不ふ相そう応おうな繁栄を手に入れ、ついには自滅して果てた。人間は狩られるべき存在だが、その人間を食うことは我々の血も危うくする。どれほど飢えようとも、我々は、決して人間の肉を口にし、その血を飲み干してはならない。

　狩りの旅は続いた。

　生き残りの人間を見つけられないまま、何年も何年もさ迷うこともあった。

　人間を見つけ出したら、ただのひとりも逃さなかった。

　三機の周囲にはいつしか、無数の野犬の集団がつき従うようになった。野犬たちは様々な役に立った。ナイトは、これら野犬たちを食うことも禁じた。三機は荒野を流離さすらい、パーツを得るためにロボットを襲い、肉を得るために生きものを襲い、復讐するために人間を襲った。ナイトは、何の気負いもなく、淡々と人間を殺した。ビショップは人間狩りに実に熱心で、殺した人間の死体を「飾り立てる」ことを何よりも好んだ。この時期に、ルークもまた、四人の人間の生き残りをその手にかけて殺している。

　ルークに最初の異変が起こったのは、２０３６年の春だった。

　ルークは獲物を路地に追いつめた。八人目の獲物だ。その獲物を攻撃しようとした瞬間、ルークの身体からだは、まるで凍こおりついたように動くのを止めてしまった。自分でも何が起こったのかわからなかった。獲物は路地から逃げ、ナイトによってとどめを刺された。

　──どうした？　なぜ殺さなかった？

　ナイトに尋ねられて、ルークは正直に答えた。

　──わからない。

　獲物を殺せない。この変調は、その後も繰り返しルークを襲った。その変調には明らかな法則があった。ルーク自身も、ナイトもビショップも、すぐにそのことに気づいた。

　獲物がメスで、しかも子供である場合、ルークは必ず攻撃を躊躇ためらうのだ。

　ルークに対して、疑ぎ惑わくの目が向けられるようになった。

　ルークは、密ひそかに、人間を食ったのではないか。

　飢えに負け、自分たちに隠れて、メスの子供を殺して食ったのではないか。

　ルークはその血を汚染され、人間の心に取り込まれつつあるのではないか。だから、メスの子供を殺せなくなったのではないか。

　日に日に緊張は高まっていった。仲間割れは、もはや、時間の問題だった。

　そして、２０３８年。

　夏。

　名も知らぬ廃はい虚きよの街で、ルークの物語とイーヴァの物語は交差した。

　ナイトは掟おきて破りの裏切り者を決して許さない、どこまでも追いかけてくるはずだ──とルークは言う。これ以降、ルークとイーヴァの物語は、終わりのない逃亡の物語となる。道みち連づれは二機のポーンと、年齢設定十歳の、泣き虫な目をしたＥＧ７。

　わたしを殺さずに、助けてくれたのも、そのせい？

　──たぶん。

　どうして、相手が女の子だと攻撃できないの？

　──似てるから。

　似てるって、誰だれに？

　──わからない。




　一緒に旅をするようになってから、ルークがただ闇やみ雲くもに逃げ回っているわけではないことに、イーヴァはすぐに気づいた。

　ある日、イーヴァは尋ねてみた。

　ねえ、西に何があるの？

　──？

　だって、目くらましのためにあっちこっちに方向を変えたりもしてるけどさ、でもルークって基本的にはいっつも西を目指してるじゃない。どうして？

　ルークは立ち止まり、言葉を探し、

　──見つけなきゃいけないものがあるから。

　なにそれ。とっておきの骨でも埋めておいたわけ？

　──そうかも。

　かも、って、自分が何を探しているのかもわかんないの？

　──うん。

　どうしてそれが西にあるってわかるの？

　──わからない。ただ、なんとなくわかるだけ。

　あ。また「わからない」って言った。罰ばつ金きん罰金。これで連続十四日間、夜の見張り当番はルークだからね。

　西へ西へと進むうちに、二人は荒こう廃はいした列車の線路に行き当たった。ルークは、その線路をたどって歩き始め、二週間かかって、廃はい虚きよとなった操車場にたどり着いた。

　ここなの？　ルークの探してるものって、ここにあるの？

　──たぶん。

　ルークは、あちこちの瓦が礫れきをひっくり返し、横倒しになった列車の中をのぞき、骨組みだけになった倉庫を歩き回って、「何か」を探し始めた。イーヴァも面おも白しろ半分で手伝った。大きなスパナ、洗面器、工具箱、ポリタンク。瓦礫の下には、本当に色々なものが埋まっていた。何かをひとつ掘り出すたびに、ルークに見せに行った。

　これ？

　──ちがう。

　これ？

　──ちがう。

　イーヴァはあっという間に飽あきた。

　もーいや。もー手伝わないからね。ルークひとりで探して。

　そして、夜になった。朝が来て、また夜になった。それでもルークはあきらめずに、ひたすら探し続けた。イーヴァはひとりひざを抱えて、ルークのその姿を見つめた。

　不安が忍び込む。

　ルークは自分の知らない「何か」を探している。

　ルークは、自分に関係のない、別の何かを探し求めている。

　それが、最初だった。

　それが、「ルークの心の中にいる何者か」の存在にイーヴァが気づいた、最初の瞬間だった。

　その不安は、たちまち恐怖へと姿を変えた。またひとりぼっちになることへの恐怖。

　ルークは、自分を見捨てて、その「何者か」を探してどこかへ行ってしまうかもしれない。

　──あった。

　イーヴァの身体からだがびくりと震えた。

　ついに探し当てた「それ」を、ルークは自慢げにイーヴァに見せた。

　緑色のプラスチックの塊かたまり。

　それは、戦いの炎ほのおに炙あぶられ、波打つように変形したフリスビーだった。

　イーヴァは問う。

　それ、なに？　どうしてそんなもの探してたの？

　ルークは答える。

　──わからない。

　イーヴァは立ち上がり、ルークをまっすぐに指差して、こう言う。

「罰ばつ金きん」




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　アンジェラは、最後まで迷った。

　ハルカを助けることが、自分の目的のはずだった。そして、回避不能で待ったなしの危険がハルカの身におよぶまでは、安易に救出を強行すべきではないとも考えていた。

　そして、この瞬間、回避不能で待ったなしの危険がハルカの身におよんでいるわけではない。

　むしろ、危険なのはイーヴァのほうだった。

　場所は発電風車の最上部。今のルークはどう考えても正常作動してはいない。この場に自分という要素が唐とう突とつに躍り込めば、事態はどう転がるか予想がつかない。どんな経けい緯いを経た何の結果であれ、40キログラムにも満たないその身体をほんの３メートルほど突き飛ばされるだけで、ハルカは簡単に死ぬ。いま手を出すのは危険だった。ハルカにとっても、もちろん自分にとっても。

　どっかいっちゃえ、とイーヴァが叫んだ瞬間、ほとんど思考停止のままに決断した。

　アンジェラは、イーヴァを見殺しにすることができなかった。

　両手を自由にする必要があった。アンジェラは抜き身の軍刀を頭上のハッチから真っ黒な空へと投げた。音よりわずかに欠ける速度でハッチを飛び出し、すぐそこにあるイーヴァの頭を背後からねじるように抱え込む。ハルカと同じ重さのその身体からだを振り回し、一緒にドームの屋根に倒れ込んだ。イーヴァの頭を切り飛ばすはずだった単分子モノフィラメントが、アンジェラの背中の上を電撃のような速度で流れ去る。

　そのまま全速力で起き上がろうとして、アンジェラはミスを犯おかした。

　ルークの位置を確認しようとして、視覚に頼りすぎた。

　ルークの四つ目と、直じかに視線を合わせてしまった。

　その一瞬を正確に捉とらえ、ルークは対物確認レーザーの出力を最大に上げ、アンジェラのｉシールドのセンサー孔こうに照射し、視覚アクセラレータのすべての回路を完全にオーバーロードさせた。

　飛び散る火花の熱。風が運び去る煙の臭におい。

　死に果てたｉシールドが、ただの目隠しとなってアンジェラの視界を奪った。

　すぐさまｉシールドを外したかった。しかし、ルークがそんな余裕を与えてくれるはずがない。案の定、背後に風切り音。単分子フィラメントの返しの一撃。暗くら闇やみに閉ざされた視覚の中で、アンジェラは躊躇ためらうことなく屋根を蹴る。ハルカの鼓動音めがけて、這はうような低い姿勢で飛ぶように走る。音だけで状況を把は握あくする。単分子フィラメントの曲がりくねった風切り音を捉とらえ、そのドップラーシフトから軌道を割り出し、アンジェラは背中に目があるような動きで銀の曲線をかわしながらルークに迫る。

　ハルカの心音まで２メートル。

　這うように走りながら、アンジェラは右の背後に右手を伸ばした。

　手を伸ばしたまさにその場所に、真っ黒な空から落ちてきた軍刀がどかりと突き立った。

　アンジェラは一瞬も足を止めずに軍刀を逆さか手てに引き抜き、刃はの背に左腕の肘ひじから先をぴったりとあてがい、刀の間合いに飛び込み、ハルカを抱えているルークの左腕の関節に刃をぶち込んだ。

　──斬きれるか!?

「うあああああっ!!」

　アンジェラが咆ほえた。刃の下に身体ごと潜もぐり込み、左腕で刃を押し上げ、右手で柄つかを引いた。

　刃がぼろぼろに欠ける感触。刀身がひしゃげて曲がる感触。

　そして、ルークの左腕を完全に切断した感触。

　マイクロ波で叫ぶ。

　ANGELA-RES(001)：トリガー!!：EOS

　その瞬間、計測レーザーの赤いドットがルークの身体の重心位置に出現した。50メートルほどの距離を隔へだてた、ひとつ隣の発電風車の最上部にトリガーはいた。偽ぎ装そうネットをかぶり、物もの干ほし竿ざおの如き長大な対戦車ライフルにしがみつき、グリップのファイアリング・プラグにケーブルを接続し、アンジェラの合図を待ってひたすら息を殺していたのだ。

　TRIGGER-RES(001)：もたもたしやがって、待ちくたびれ：///（BINARY）：TARGET --- D(0045923.134482.967201) / WARHEAD --- BLACK-SLIM. 50M 2 (3,050 [fps]: 13,799 [ft.lbs]) / LINE --- 75:60:02 [2 ms] [---＞TO INCLUDE-FILE. 001］:///（VOISE-IMAGE）：っしゃいけえ──────っ!!：EOS

　風力と地球の自転を男の魂たましいで積せき分ぶんし、はじき出した弾道データをアンジェラに送りつけ、トリガーは対戦車ライフルを有線トリガーした。マズルブレーキから真昼のような閃せん光こうが吹き出し、スライム弾頭は50メートルの真っ黒な空を絶妙な弾道で飛ひ翔しようした。

　巨大な運動エネルギーが、ルークを直撃した。

　まさに、目に見えないハンマーの一撃だった。

　着弾の轟ごう音おんと、切断された左腕と、その左腕が抱えていたハルカの身体からだ。その三つだけを空中に残して、ルークの姿が消滅したかのようだった。

　着弾の衝撃をもろに受け、ルークの巨体は屋根のふちの外にまで叩たたき出された。が、それでもルークは信じ難い速度で状況に反応し、除雪用の放熱フレームに右腕を巻きつけて、虫の蛹さなぎのようにしがみつく。

　そして、トリガーの放った二発目が、ルークのしがみついていた物すべてをえぐり飛ばした。

　ルークの身体は虚こ空くうに投げ出され、風と闇やみにあっけなく呑のまれて消えた。

　思いがけないほどの間をおいて、ルークが地面に激突する音が聞こえた。




　しばらくの間、アンジェラはその場に立ち尽くし、強い風が身を洗うにまかせていた。

　それにしても、なぜ目の前が真っ暗であるのか。

　その理由を思い出す。ｉシールドを外そうとしたが、磁気ロックが信号に反応してくれない。アンジェラは刀身の歪ゆがんでしまった軍刀を屋根に突き立て、両の掌てのひらでこめかみを乱暴に叩たたき、ｉシールドを砕いて外した。

　両目が風にさらされる。

　発電風車の最上部。足の下にあるドーム状の屋根と、何事もなかったかのように回り続ける風車の巨大な羽根。そのむこうには、星ひとつ無い茫ぼう漠ばくたる闇があるのみだ。大地と夜空の境さかいすら判別できない。

　いきなり、両ひざが折れた。

　アンジェラは背中を丸め、両腕で身体を抱きしめて、後から後から湧わき出してくる震えを抑え込もうとする。歯の根が合わない。ベソをかいているような、自分でも情けなくなるような息が鼻からもれた。

　やるかやられるかのギリギリの戦いの後、たまにこういうことが起こる。

　戦闘中はパージされていた「恐怖」のキックバックだ。

「──あ、アンジェラさん、」

　アンジェラの足元に、ちっこい生きものが這はい寄ってきた。が、アンジェラはそれどころではない。震えをかみ殺すのに必死だ。

「ねえ、アンジェラさんってば、」

　震える声でアンジェラの名を呼び、ちっこい生きものはアンジェラの足にしつこくまとわりつく。うるせえなくそ、なんなんだこいつは──アンジェラはそう思う。邪魔だ。あっちいけ。一いつ丁ちよ前まえに口まで利ききやがって。

　苛いら立だち、斬きり殺してやろうかと思い、ぶるぶると震える手を軍刀に伸ばし、

　やっと気づいた。

　そのちっこい生きものは、ハルカだった。

　ハルカはアンジェラが自分を認めたことに気づき、アンジェラの身体からだにしがみついて泣きベソ顔を押しつけ、同じ言葉を何度も何度も繰り返した。

　ごめんね、恐こわい思いさせてごめんね、わたしはだいじょぶだから。

　アンジェラさんのおかげで、わたしはだいじょぶだったから──。

　風車の軋きしみを聞きながら、強い風を身体に受けながら、ハルカの言葉を直接身体に感じながら、アンジェラは震え続ける。




　ごめんね、恐い思いさせてごめんね、わたしはだいじょぶだから──そう言って、ハルカがアンジェラに抱きついて泣いている。

　アンジェラに引き倒されたその場所で、ハルカのその泣き声に背を向けて、イーヴァは身体を丸めている。

　もう、おしまいだ。

　フランケンシュタイン博士は死体から切り取った部品をつなぎ合わせ、雷かみなりの力を使って命を与えて、ひとりの怪物をつくり出した。その後、博士はすぐに死んでしまって、怪物はひとりぼっちで暮らすことになる。が、怪物は盲もう目もくの少女と出会うことで孤独から救われ、最後には村人たちに殺されて、物語は終わる。

　マリアは仲間から切り取った部品をつなぎ合わせ、魔法の言葉を使って命を与えて、イーヴァをつくり出した。その後、マリアは自ら機能を停止し、イーヴァはひとりぼっちで旅をすることになる。が、イーヴァはルークと出会うことで孤独から救われ、しかし最後にはルークに捨てられ、街を叩たたき出されてひとりぼっちでさまよい続け、いつまでも物語は終わらない。

　最後に死ぬことができたフランケンシュタインの怪物は幸せ者だ、とイーヴァは思う。一度孤独から救われ、再び孤独に突き落とされたら、同じ場所には決して堕おちない。救われてしまった分だけ、もっともっと深いところに堕ちていく。

　自分には呪のろいがかけられているのだとイーヴァは思う。

　死ねない呪のろいだ。

　いつだってそうだった。死を覚悟するたびに、死は決まって自分を避けて通る。

　自分の身体からだは、マリアがえぐり取った仲間の部品の寄せ集めでできている。その部品のひとつひとつが、自分を呪っているのだと思う。

　部品のひとつひとつがささやく声が聞こえる。

　──ずり回れひとりぼっちでいつまでも荒野をいつまでも荒野をひとりぼっちで這はいずり回れ荒野を這いずり回れひとりぼっちで荒野をひとりぼっちでいつまでもいつまでも──

　耐たえきれなくなった。

　イーヴァは感情表現プロセスを停止し、外界とのインターフェイスをすべて殺して、回路の暗くら闇やみの中に逃げ込んだ。




　救われないのは、自分が何をしたのかをすべて憶おぼえていたことだった。

　単分子モノフィラメントで楡にれの木を斬きり倒したことも、スパイクの両足を斬り落としたことも、ハルカをさらって発電風車のてっぺんに登ったことも、イーヴァの言葉も、イーヴァを斬り殺そうとしたことも、アンジェラに左腕を斬り落とされたことも、突然飛来したスライムにはり飛ばされて発電風車からまっ逆さかさまに落下したことも、何もかも、はっきりと憶えていた。

　それが証拠に、自分の身体はこうして地面にめり込んでいるし、左腕がない。

　動かし難い証拠だ。

　記憶に間違いはない。自分は、それをやったのだ。

　なぜそんなことをしたのかは、まるでわからなかった。

　身体を浅く埋めている湿った土を押しのけ、ルークはのっそりと身を起こした。左攻撃肢しの欠損を別にすれば、大きな損傷は特にない。地面に激突した胸部左側面の装甲に微び細さいな歪ゆがみがあり、右中脚の神経信号に対する反応が微び妙みように遅れる。が、これも大したことはない。この程度なら五分も放っておけば、マイクロマシン群が完全に修復してしまう。

　大きなキリギリスが草むらから飛び出して、ルークの目の前をきちきちきちきちと横切った。

　──わざとやったんじゃない。

　ルークは、そう思う。

　しかし、そんなことはもはや、問題にもされまい。

　──ぼくの仕事は、ハルカと、スパイクと、アンジェラと、クレリックと、リーブスと、トリガーを守ること。あの六人を脅おびやかす危険と戦うのがぼくの仕事。

　あんな大それたことがよく言えたものだと思う。

　つい数瞬前まで、その自分こそが「あの六人を脅かす危険」であったくせに。

　自分は強力な軍用兵器である。そのことは、誰だれよりも自分がいちばんよくわかっている。対人機械歩兵の戦闘隊を瞬しゆん殺さつできる。適当な増設デバイスとポーンが三機もあれば、拠点強襲仕様のフライヤーにだって負ける気はしない。強力なリニアガンと高速なＦＣＳを持ってくるがいい。人工衛星だって撃げき墜ついしてみせる。

　そして、その自分が、正常な制御を失って暴走し、相あい棒ぼうにすら刃やいばを向けたのだ。

　自分が許せない。

　ぼくは、誰だれとも一緒にいちゃいけないのかもしれない。

　ぼくは、ひとりぼっちでいなくちゃいけないのかもしれない。

　イーヴァの最後の言葉が思い出される。その言葉が、ルークの心を一いつ寸すん刻きざみで殺していく。

　──ハルカもルークもどっか行っちゃえ。

　そうしよう、とルークは思う。

　街を出よう。

　街を出て、イーヴァが北へ行くと言ったら自分は南へ行こう。西へ行くと言ったら東へ行こう。力尽きるまで歩いて、誰もいないところへ行こう。船は海に沈むが運命さだめ。翼は空に散るが運命。兵つわものは荒野に果てるが運命だ。だから、死にはぐれた機械歩兵たちは荒野をさ迷うのだろう。

　そして、自分もまた、あの戦いを生き延びるべきではなかったのだ。

　蒼あおい月の光が差した。

　見上げれば、黒々とした雲が不穏な速度で流れ、月がルークを照らしていた。四つの目がその月を捉とらえた瞬間、声を持たないルークは大出力のマイクロ波を月めがけて放った。

　自分の身体からだの中の血が命じるままに、ルークは咆ほえた。

　自分でも意味のわからない信号を、デジタルな解かい析せきを許さない旋せん律りつに乗せて、ルークは、いつまでもいつまでも、月に向かって咆え続ける。

　帰りたかった。

　どこへ帰ればいいのか、わからなかった。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　焚たき火が踏み潰された。テントが中身ごとすまきにされた。工具はとにかく山積みにされた。まだたっぷりと残っていたタンクの水がそこらじゅうにぶちまけられた。ケーブルをぐるぐるに巻きつけた発電機が荷台に投げ込まれた。回収するはずだった警戒システムやステルスデバイスは放置していくことになった。

　誰だれも口をきかなかった。

　キャンプは終わった。

　何もかも突とつ貫かんで撤てつ収しゆうしたくせに、出発は夜明けを待った。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　リクライニングさせたナビシートで身体からだを丸めて、ハルカは眠っているフリをしている。

　呼吸ペースの変化から、トリガーはハルカのたぬき寝入りに三十分も前から気づいていた。気づいていながら、黙ってバギーを転がし続けていた。トリガーはいい男である。

　タイヤが路面のでこぼこに乗り上げ、ばこん、とバギーが揺れた。

　そのとき、

「むー」

　とハルカが言った。

「わりい。起こしちまったか？」

　いまの振動で目が覚めたというふうを装よそおって、ハルカはもそもそと身を起こした。目をこすり、もごもごした声で、

「──いまどのへん？」

「じきだ。あと三十分ってとこだな」

「ぅんー」

　ハルカは背伸びをする。となりのドライバーシートでは、トリガーがステアリングのプラグにケーブルをつないでバギーを有線コントロールしている。シートにそのまま座ったのでは座高が低すぎて前が見えず、宙に浮けば風に流されてしまうので、ガムテープでまとめた電話帳の束をシートベルトで固定し、その上にちょこんと座っていた。風になぶられる髪かみを押さえて周囲を見回せば、地球の丸みが見てわかるほどの、広大な荒野の光景がある。バギーの後ろにはイーヴァのトラック。その後ろには四つ目の装甲トレーラー。そのずっと後ろには発電風車の丘おか。三台合わせて二十八個のタイヤは、声をふりしぼって怒鳴ってやっと話ができるくらいの距離を開けて、砂だらけのハイウエイを一直線に突っ走っている。

「──よお、着いたら起こしてやっからよ、眠ねむかったら寝てていいぞ」

　ハルカは無言でバックレストを戻もどす。おしりの下でぺっちゃんこになっていた帽子を引っぱり出して後ろ前にかぶる。それを横目で見ていたトリガーは、再び視線を正面に戻した。

　と、ハルカはいきなり、

「びたーなあじわいあとあじすっきりころんびあぷらぷらー！」

「──ぁあ？」

「めちゃなねぞうにもばっちりふぃっとおーいひもあんしんぽろろっかよるよー！」

「？？」

　トリガーはハルカのほうを振り返った。ハルカはシートにぐたっと横座りしている。ドアのふちの上で腕を組み、その上にあごをのせて流れる景色を眺めている。しばらくは無言だったが、また大声で、

「めいふよりよみがえりしおとこ、えーとえーと！　かみんぐすーん！」

　やっとわかった。

　道路わきのひしゃげた看かん板ばんがミラーの中に流れ去ってから、トリガーはぽつりと、

「──猖しよう獗けつ極めし逆ぎやく襲しゆうの旋せん律りつ、だろ」

　ハルカはぴょんと跳ねるようにシートに座り直した。怒っているような顔で正面をにらみ、怒っているような声で言う。

「わたしだって読めたもん。さっきのは看板が歪ゆがんでたし字が消えかけてたしよく見えなかったし、でもちゃんと見えてたらちゃんと読めたもん」

「ほーさよか」

「そうだもん」

　無言の一分間が過ぎ、静寂の二分間が過ぎ、沈黙の三分間が過ぎて、

「よお、」

　ハルカは答えない。

「くたびれた。運転代わってくれや」

　ハルカはびっくりして振り向き、

「──え？　そ、だって、わたしは」

「んだよ。イーヴァに運転習ったんだろ？」

「う、うん」

「ほれ、早くこっち来て座れ」

　トリガーは宙に浮き上がり、シートベルトを外した電話帳の束をぼかりと蹴りのけ、ハルカを手招きした。丸まっちい身体からだが風にあおられてふらふらと安定しない。

「何やってんだよ早くしろって」

「で、でもね、えと」

「──あ。お前、もしかして」

「へ、平気だよっ。恐こわくなんかないよっ。で、でもほらわたしまだ習ったばっかだし、その」

「んじゃあなおさらだ。きりきり修行積んでとっとと若葉マークにオサラバしろや」

　ハルカはそれ以上の言い訳を思いつけなかった。びくびくしながらドライバーシートへと移る。トリガーはそのひざの上にすぽんと収まる。

「あ、あのね、でもね、トリガー君わたしね、」

「わかったわかった。じゃあ半分こしようぜ。お前ハンドルの係かかりな。ミッションとアクセルはオレ様がやる。ハンドルしっかりにぎれ。いいか、いちにのさんでコントロール手動に戻もどすからな。いち、にい、」

　そこでハルカは完全に怖おじ気けづき、

「ま、待って待って待って待ってーやっぱりだめだめだめ!!」

「さん。何がだめだって？」

「さん」の声を聞いた途端にハルカは黙り込んだ。顔面をこわばらせて前方をにらみつけ、ステアリングをにぎった両腕を棒ぼうのようにつっぱらせて微動だにしない。

「あのなあ、そんな緊張すんなって。道だってまっすぐだしよ、ハンドルなんて車も電チャリも大して違ちがやしねーよ」

　言うだけ無駄である。聞こえているかどうかも怪しい。トリガーはすぐ頭上でがちがちに硬直しているハルカの表情を一いち瞥べつし、

「──なあ、」

　ハルカは答えない。もうそれ以上は口をきくのも恐ろしい。

「チビんなよ」

　ハルカの喉のどの奥から悲鳴にもなりきれない息がもれた。そのひと言で、トリガーが何かロクでもないことをやろうとしているのがわかったからだ。

　そして、その通りのことが起こった。

　トリガーは、短い足でいきなりステアリングにケリを見舞った。




　突然、声をふりしぼった悲鳴と同時に、前を行くバギーが狂ったような蛇だ行こうを始めた。

「声をふりしぼって怒鳴ってやっと話ができるくらいの距離」であるからして、ハルカのその悲鳴は、イーヴァのトラックを運転していたリーブスにも聞こえた。

　しかし、リーブスは落ち着いていた。ハルカがドライバーシートに移るのをリーブスは見ていたし、何があっても対処できるようにあらかじめ身構えてもいた。少しだけスピードを落とし、ひかえめにホーンを押すと「ぱーらーららーらーらーらーぱららぱららぱらら」という知能指数の低いメロディが大音量で流れた。

　LEAVES-RES(001)：ちょっとトリガー、おふざけもたいがいにしなさいよ。：EOS

　TRIGGER-RES(001)：心配すんな、マニュアルっつってもオレ様がセーフティルーチンで縛ってっからよ。「いくらなんでもそらヤベえ」ってコマンドにゃインタラプトするさ。：EOS

　リーブスはトリガーの視聴覚に入り込んでみた。最初に聞こえたハルカの悲鳴は明らかに恐怖によるものだったが、今のハルカはステアリングを右へ左へとぶん回してはきゃーきゃー言って大喜びだ。バギーはごうごうと砂煙を蹴立てて右へ左へと尻しりを振り、そのたびに後輪が片方ずつ浮き上がる。

　LEAVES-RES(002)：──ほんとに大丈夫なんでしょうね？：EOS

　TRIGGER-RES(002)：へっ。発電風車のてっぺんで涼すずむよかずっと安全だっつの。：EOS

「いけ──っ!!」ハルカが急ハンドルで右の路ろ肩かたぎりぎりに寄せ、

「ぅおら──っ!!」トリガーがめちゃくちゃな減速をかけた。

　トラックに追い抜かれ、バギーはあっという間にサイドウインドウの後方に流れて消えた。ふ。リーブスは笑いにも似た息を吐く。あれでもトリガーは気を遣つかっているのだ。ハルカが思い悩んだりふさぎ込んだりするヒマを与えまいとしているのだろう。

「ガラにもないマネしちゃって」

　ぽつりとつぶやき、リーブスはとなりのシートにちらりと視線を走らせる。

　イーヴァはナビシートでひざを抱え、ドアに寄りかかっている。

　ほっぺたをサイドウィンドウにくっつけている。

　何を見ているのかよくわからない視線を、半はん端ぱな方向に向けている。

　そんなイーヴァの横顔に向かって、リーブスはいきなりこう言った。

「出て行くなら止めはしない。でも、出て行けとは言えない」

　正面に向き直り、蜃しん気き楼ろうにかすむ街を見つめ、

「──多分ね、いくら話し合ったところで、落ち着く先はそんなところだと思うの。呆あきれたお人好しだってあなたは笑うかもしれないけど。でも、それが私たちの限界」

　イーヴァはほっぺたをガラスにくっつけたまま、つぶやくように、

「──ルークに逆さからうのが危険だからでしょ。それだったら、」

「正直言って、最初はそうだったけどね。でも今はちがうの」

「──じゃあ、どうして、」

「ハルカ様も含めて、私たちはみんな、自分のためだけに生きているわけじゃないから」

　イーヴァは無言。

「──でも、あなたが全部話してくれたら、もしかしたら」

　イーヴァは強ごう引いんに割り込む。

「安心して。用心棒の契約が切れるのって、まだしばらく先だけど、わたしは街に戻もどったら、すぐに荷物をまとめて出て行くから。もうコンビ解消だし、ルークは街に残るって言うかもしれないけど、それは心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだから。たぶん、ルークは──」

　イーヴァの声が、ほんの微かすかに震えた。それと悟られないように呼吸を整え、イーヴァは強引に続けた。

「たぶん、ルークは、もうすぐ、いなくなると思うから」

　意味を量はかれない、不気味な、正体不明な言葉だった。

　イーヴァの決意を翻ひるがえすことができない以上、時間はもういくらもないのだ。

「──ねえ、私たちにはどうしても話せないの？　あなたは誰だれ？　ルークは一体何者？　どうしてあなたはハルカ様と同じ顔を──」

　言葉が途と切ぎれた。

　イーヴァはそれらの疑問の答えを、どうしても口にすることができないのだろう。

　だから、イーヴァは街を出て行くのだ。

「──あのね、」

　イーヴァは、ほっぺたをガラスから離した。

　ゆっくりとシートに座り直し、ゆっくりとリーブスを振り返って、こう言った。

「──心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ。わたしはひとりで街を出て行くし、ルークも、たぶん、どこか遠いところへ行っちゃうから。そのあと、もしかすると、もしかするとだけどね、『ひしゃまる』っていう名前の、ルークにそっくりの子がハルカを訪たずねてくるかもしれない。『ひしゃまる』は、わたしがハルカそっくりだったみたいに、ルークにそっくりだけど、でもやっぱり違ちがうと思うの。全然違って、全然別だと思うの」

　イーヴァの顔には、柔らかな笑みが浮かんでいた。

　左目だけで泣いていた。

　イーヴァの左手が引きつり始めたことに、リーブスはすぐに気づいた。物をつかんでひねっているような、特徴のある痙けい攣れん。

「──イーヴァやめなさい、もういいわ、もういいから、」

「きっと、ゆうべみたいに、ハルカを危ない目にあわせたりするようなことは、絶対にないと思うの。たぶん、『ひしゃまる』は、この街においてくれって言うと思う。みんなや、ハルカと一緒に、この街に住みたいって言うと思う。そしたら──」

　イーヴァは、行動を強制的に固定する何らかのスクリプトを自己生成し、それを使って自分に喋しやべることを強しいている。

「もうやめなさい！　わかったから、もう聞かないから！」

　リーブスは左手を伸ばし、イーヴァの肩をつかんで強く揺さぶった。手の中のイーヴァの肩の感触が、ハルカと同じくらいの温かさが、ハルカと同じくらいの柔らかさが、ハルカと同じくらいの小ささが、リーブスに今さらの衝撃を与えた。イーヴァの頭ががくんと揺れ、左の目からつたい落ちていた塩水が耳まで流れた。

「──『ひしゃまる』が一緒にいたいって言ったら、おねがいだから、そうしてあげて。『ひしゃまる』もきっと、ルークと同じくらいにいいやつだと思うから。『ひしゃまる』もルークと同じくらいに強いと思うから。『ひしゃまる』がいれば、ひょっとしたら、」

　リーブスはイーヴァの髪かみを乱暴につかみ、力まかせにイーヴァの頭を引き寄せた。目と目を合わせ、レーザーでイーヴァの回路に侵入し、言げん語ご野やのオペレーションをロックしているプロセスを強ごう引いんにひねり殺した。

　やり方が乱暴すぎて、別のプロセスが巻きぞえを食らってフローした。

　イーヴァの身体からだから力が失うせた。

　──『ひしゃまる』がいれば、ひょっとしたら、ナイトやビショップが来ても大丈夫かもしれないから。

　そう続くはずだった言葉が、ふっつりと途と絶だえた。




　イーヴァのトラックのそのまた後方。声をふりしぼって怒鳴ってやっと話ができるくらいの距離を隔へだてた、四つ目の装甲トレーラーの運転席。

「こらー!!　トリガー!!　あ、あぶなっ！　わー！　やめろーばかー!!　いーかげんにしろー!!　止まれー!!　ハルカさまブレーキですっ!!　ブレーキを踏んでくださいっ足元にあるペダルの右から二番目で左からも二番目でってことはつまり真ん中ってことですけどとにかくそれです!!　今すぐ踏んでください力の限り踏んでください!!」

「ちょっとスパイク君邪魔です前が見えません前が！　運転席のほうにまで身を乗り出すのやめてくださいっ！　私だって運転してるんですから」

「だ、だってあれ！　トリガーのやつ、ハルカ様にあんな運転させて!!」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ハルカ様がひとりで暴走してるんならともかく、トリガー君が一緒ならめったなことはありませんよ。それにあなた人のこと言えないでしょう。トリガー君からちゃんと聞いてますよ。いつぞや、あのバギーにハルカ様を乗せてベイエリアの坂道を時速１００キロでぶっ飛ばしたのはどこの誰だれですか」

「あ、あのときは特別だよ。非常事態だったし、時間もなかったし、それに──」

「とにかく邪魔です。早くナビシートに戻もどってください。私、車を運転するのなんて久しぶりなんです。もしトレーラーがひっくり返りでもしたらあなたのせいですからね」

「ちょ、ちょっと待ってよ、よいしょ、あれ」

「ほらほらもたもたしない。まったくもう、これだから人型は。欠けて困る手足なんか最初から装備しなければいいんです。どうですか？　これを機会にリフレクションドライブを搭とう載さいしては。直立二速歩行足なんかとはすっぱり縁を切りましょう」

「うるさいな仕方ないだろ文句言うな。いくら頼んでも足くっつけてくれなかったの自分じゃないか」

「それはそうですよ、当たり前です。その足の修復は無む塵じん環かん境きようでなきゃ危なくてできません。切断面から分ぶん泌ぴつされてるそのゲル、一体何のためのものだと思ってるんです？」

「知らないよそんなこと。何なのこれ？　今はもう固まってきてるけど、切られたばっかりのときはじくじくべたべたしてもう気持ち悪くって」

「す、スパイク君、そんなことも知らないんですか!?　自分の身体からだのことなのに！」

「──それ、ハルカ様にもおんなじこと言われるんだけどさあ。だってしょうがないよ知らないものは。自分の身体のこと何もかもわかってるわけじゃないっていうのは、人間だって同じだと思うんだ。自分の心臓や肝臓がどんな理屈でどんなふうに動いてるのかなんて、知らないほうが当たり前だろ？」

「ま、まあ、それはそうでしょうけど、それとこれとはまた」

「なのにさあ、ハルカ様って、ロボットはみんな電子工学や模も擬ぎ造ぞう人じん理論のエキスパートだと思ってるみたいでさあ。ロボットの仕組みのことで何か聞かれて、ぼくが知らないって答えると、そんなのはへんだへんだって言うんだ。クレリックみたいなのは別としてもさ、ロボットがみんなそんなのに詳しかったら絶対そっちのほうがへんだよ。人間が全員医者だっていうのと同じくらいへんだ」

「でも、あなたの場合はいくらなんでも度を越してます。ハルカ様だって、カサブタの役割くらい知ってると思います」

「──え？　じゃあ、これ、カサブタなの？」

「もちろん材質はまるで違いますよ。でも、役割は似たようなものです。そのゲルは殺さつ菌きん成分の混じった高分子化合物の一種で、空気に触れると硬化する性質があるんです。普ふ段だんはロボットの体内の専用の経路を循じゆん環かんしているんですが、大規模な損傷を受けた場合、損傷箇所からこのゲルがにじみ出して、微び細さいな塵ちりを押し流したり雑ざつ菌きんを殺したりマイクロマシンの侵入をふせいだりして、最後には硬化して保護材になるわけです」

「へえー」

「へえーじゃない。へえーじゃありません。常識ですよ常識。だからね、防ぼう塵じん環かん境きようを用意してもいないのに、ゲルをはがして足の修復をしたりするのは危険なんです。スパイク君の場合、内骨格まですっぱりと切断されてましたからね、もし万が一、液体回路にカビの胞ほう子しのひとつでも入り込んだら大ごとになります」

「だったらそう説明してくれればよかったじゃないか。夜明けを待ってるときなら時間だってあったのに、ぼくがいくら頼んでも黙り込んでてさ」

「──あのときは、ちょっと、特別でした」

「──」

「──非常事態でしたし」

「──そうだね」

「……」

「……」

「……」

「ねえ、」

「なるようにしかならないと思います」

「まだなんも言ってないだろ？」

「あの二人の話でしょ？」

「──そ、そうだけど。でも、もうこれっきりなんてあんまりだよ。こうなったらさ、」

「無理に引き止めるのだけは、やめたほうがいい」

「──そう、なのかな──」

「冷蔵庫も洗濯機も共にした相手が、それでも去るというのなら、黙って見送るよりほかにないんです」

「なにそれ」

「ユダヤのことわざです」

「うそつけ。ほんとは？」

「──さあ、忘れました。何だったかな、昔の映画のセリフだったような気がします」

「へえ、クレリックでも何かを忘れたりすることってあ」

「──？」

「──」

「スパイク君？」

「──、いまの、いまの見た？」

「──何をです？」

「あそこ。あそこに送電線の鉄塔の残ざん骸がいがあるだろ、あのむこう」

「──あのむこうが、何か？」

「見み間ま違ちがいかな、今はなんにも見えないけど、さっきあそこで何かが動いたような──た！　大変だ、機械歩兵かな!?」

「──まさか。あの鉄塔、ここからせいぜい１キロくらいですよ。あんな近くに機械歩兵がいたら、アンジェラさんやルークが黙っていません」




　トレーラーの運転席の、そのまた少しだけ後方。トレーラーコンテナの中は真まっ暗くら。タイヤから這はい登る振動とエンジン音があるばかり。

　闇やみの中、アンジェラは、運転席側の壁に背中をあずけて座っている。

　アンジェラは暗闇などまったく気にしない質たちなので、コンテナの中にある作業用の照明はひとつも点ともされてはいない。目の前にかざした手が見えないような闇の中で、アンジェラはまばたきもしないで、暗闇の反対側に目をこらしている。

　後部ハッチのすぐそばにいるはずの、ルークの気け配はいをじっと見つめている。

　ハッチが外から閉ざされてからこっち、ルークは闇の中で完かん璧ぺきに気け配はいを断っていた。驚くべきことに、音響反射の遅ち延えん時間計測ですら、ルークの存在を算出することができない。コンテナの壁に反響して跳ね返ってくるエンジンの音が、ルークがいるはずの空間を素通りして耳に届くのである。しかも、ルークは特に気配を隠そうと意図しているわけではあるまい。このレベルの迷めい彩さい処理を常にエフェクトしておくのが、ルークにとっては「当たり前」なのだろう。

　頭ではそう理解している。

　が、アンジェラは次第に不安になってきた。

　ルークは、本当に、そこにいるのだろうか。

「──なあ」

　間髪を入れずに返答が返ってきた。

　ROOK-RES(001)：？：IMAGE ONLY

　アンジェラは言葉に詰つまった。続くセリフを用意していなかった。

「──暗くて平気か？　明かり点つけるか？」

　探るような間をおいて、

　ROOK-RES(002)：ぼくは平気だけど、アンジェラさんがそうしたいなら、点けてもいい。：EOS

　とりあえず、ルークがそこにいることは確認された。再びの沈黙。

「──おい」

　ROOK-RES(003)：？：IMAGE ONLY

「お前、屁へこいたろ」

　ROOK-RES(004)：──。ぼくじゃない。人のせいにしないでよ。ぼくじゃないってことは犯人はアンジェラさんだ。：EOS

「──とにかくだ、空気悪いからハッチ開けるぞ」

　アンジェラは軍刀を杖つえにして立ち上がり、暗くら闇やみや振動をものともせずにまっすぐに歩き、サイドハッチのハンドルに手をかけ、一気に開け放った。

　真昼の光と透明な風と横に流れる荒野の光景が、コンテナの中にどっと流れ込んできた。

　アンジェラはハッチのふちに片ひざを立てて腰こしを下ろした。うつむき、ハッチの外に出した片脚をぶらぶらさせながら頭をがりがりと搔かく。風が髪かみをかき上げ、あらわになったその顔にはｉシールドはない。その代わりに、何やらむすっとした感じの表情がはりついている。

　振り返りもせず、右手の軍刀を背後に置き、滑らせて遠くに押しやった。

　それが、アンジェラには精いっぱいの表現だった。

　差し込む光に希き釈しやくされた薄うす闇やみのすぐ外側、後部ハッチのすぐそばにいたルークが、ためらいがちに身を起こした。乱雑に詰め込まれたキャンプ用品をまたぎ越し、おっかなびっくりにアンジェラのとなりにうずくまる。アンジェラに斬きり落とされた左腕は、コンテナのすみに、無む造ぞう作さに転がっていた。

　しばらくは、どちらも黙り込んだまま、右から左へと流れる荒野を見つめていた。

「──行くのか」

　ROOK-RES(005)：うん。：EOS

「どうしてもか」

　ROOK-RES(006)：うん。：EOS

　二人は荒野を見つめる。

「ぼくはここにいちゃいけないんだあー、ってか。今どきそういうの流行はやんねえぞ」

　ROOK-RES(007)：うん。：EOS

「そうか」

　二人は荒野を見つめる。

　ROOK-RES(008)：なんだか、貨物列車にただ乗りしてるみたいだよね。：EOS

「──お前さあ、どこで憶おぼえてくんだよそういうの」

　ROOK-RES(009)：？：IMAGE ONLY

「だってそうだろ、恐れ多くも戦いくさが命の軍用兵器サマのセリフとは思えねえぞ。戦時中に貨物列車で輸送されたことでもあんのか？」

　ルークはうつむき、しばらく言葉を探した挙げ句にこう言った。

　ROOK-RES(010)：──なんとなく、そんな気がしたから。：EOS

「──まあいいか、そうだよな。やっぱ色々あんだろーな」

　ひと呼吸おいて、アンジェラはいきなりつけ加えた。

「お前はあたしらとは違うしな」

　二人の視線のずっと先、奇声を発するバギーがトレーラーと並走し始めた。トリガーはハルカのひざの上でがったんぼっこん飛び跳ねながら、姉し妹まいと性的交渉を持つ場合は順序的に姉を先にする必要がある、という内容の歌を大声で歌ってる。意味がわかっているのかいないのか、ハルカも一緒になって「いえーい」とか「きゃっほー」とか叫んでいる。

　二人とも、どこか無理をしているような、何かにとり憑つかれたような明るさだった。

「モトは何だ？　そのナリで、まさか人間ってこたあねえだろ？」

　ROOK-RES(011)：犬。：EOS

「イーヴァは知ってんのか？」

　ROOK-RES(012)：──どうしてわかったの？　：EOS

「カンヅメ鉱山。二度目はマズかったな」

　長いこと、ルークは無言だった。

　アンジェラもまた、流れる荒野をただ見つめていた。

　ROOK-RES(013)：イーヴァは、知ってる。ずっと前から。：EOS

「──やっぱり偵てい察さつだったのか、最初の食い逃げ」

　ROOK-RES(014)：──街に着いたとき、ぼくらはパーツのストックが底をついてて、ほんとにせっぱ詰つまってた。すぐにでもアンジェラさんたちと接触したかったんだけど、アンジェラさんたちがどんな人たちか全然わからない。：EOS

「じゃ、警戒システムの母機にメモリーの消し跡あと残したの、わざとか」

　ROOK-RES(015)：うん。でも、最初のあのときは、ぼくはまだ、ハルカが人間だってことに気づいてなかった。カンヅメ鉱山にはセンサーが仕掛けてあったし、ロボットがどうして食料なんか大事に守ってるのか不思議だったけど、蛋たん白ぱく質しつとかアミノ酸を使って、何かのパーツを作ってるのかもしれないって思った。とにかく、ここを引っかき回せば、相手は何か行動を起こすだろうし、その出方を見極めて、危なそうな相手だったら逃げちゃうつもりだった。──それに、お腹なかすいてたし、あんな食料見たの、ほんとに久しぶりだったし、パーツの材料にするならそんなにたくさんは必要ないはずだから、ちょっとならいいかなって、：EOS

「あれのどこがちょっとだ」

　ROOK-RES(016)：──ごめんなさい。：EOS

「いやまあ、いいんだけど。──したらさ、用心棒になった後もずっと正しよう体たい隠し続けてたのはなんでだよ。あの食い逃げがお前の仕し業わざだってバレたらクビにされるとでも思ったのか？」

　ROOK-RES(017)：っていうよりも、最初から、ぼくはロボットってことで通すつもりだった。そうすれば、イーヴァはもともとロボットだし、食料を食べたのは別の誰だれかってことになる。クレリックさんの言ってた、「複数の人間を含むかもしれない正体不明の第三のグループ」っていうやつ。そういうのがいるかもしれないって思っててくれたほうが、用心棒の仕事を持ちかけやすくなるし、少しくらいのことではクビにされたりもしないだろうし。：EOS

　は、と息を吐き、背後に両手をついてアンジェラは空をあおいだ。

　ROOK-RES(018)：──怒ってる？　：EOS

　あんじぇらさーん。るーくー。やっほー。

　ハルカがバギーのシートから身を乗り出し、両手を振り回して叫んでいる。

「──わけねえだろ。相手を信用してなかったのはお互たがい様だよ」

　アンジェラが両足をハッチの外に投げ出して、コンテナの床にごろりと寝転がった。




　そして、最初に気づいたのは、ハルカだった。

　そのとき、ハルカは大声でこう言った。

「あ！　ポーンだポーンだー。おーい!!　出迎えごくろー!!　ねールークーあれどっちー一太郎八太郎!?」

「一太郎」「八太郎」というのは、「ポーン０１」「ポーン０８」のことである。

　トリガーは、ハルカがいきなりシートから腰こしを浮かせたので、ひざの上から座席の下に転がり落ちた。じたじたばたばたと暴れる。ヤバい。バギーは走り続けているのだ。座席の下からでは前が見えない。前が見えないと、ハルカのめちゃくちゃな運転の補正を適切に行えない。

　こらてめえいきなりたちあがるんじゃねーはんどるからてぇはなすなばかやろー。




「──ポーンが来てるんですか？」とクレリックは言った。

「じゃあ、さっきぼくが見たのもそうだったのかな」とスパイクは言った。

　スパイクは、サイドウインドウから顔を突き出した。ハルカは自分たちの進行方向に向かって手を振っている。その先を目で追ったが、前を行くトラックが邪魔になって、ハルカの視線の行き着く所は見えなかった。




「お前、ポーン呼んだのか？」コンテナの床に寝転がったまま、アンジェラは言った。

　腑ふに落ちなかった。ルークがポーンを呼び寄せた理由がわからなかったし、呼ぶなら呼ぶでひとこと言ってからにしろよ、と思った。なにしろここは、警戒システムもセンサーもない、機械歩兵がうろついているかもしれない「街の外」なのだ。おかしなやつがいきなり現れたらびっくりするではないか。




　一瞬、ルークは、ハルカの言葉を信じなかった。

　何か別の物をポーンと見間違えているのだろう、と思った。

　ルークには、ポーンを呼び寄せた憶おぼえなどなかったからである。




「大だい丈じよう夫ぶ!?　イーヴァ!?　ねえ、聞こえる!?」

　プロセスフローの影響でイーヴァの思考が停止していたのは、ほんの数秒間だった。

「あ、あれ、わたし──」

　リーブスの身体からだに寄りかかったままのイーヴァが、まだ少しぼんやりした表情で、不思議そうに周囲を見回した。リーブスは胸をなで下ろす。

「──よかった。自じ律りつ系けいのプロセスまで止まっちゃってたらどうしようかと思ったわ。大丈夫？　どこにもおかしなところない？」

　イーヴァはうなずく。が、シートに座り直そうとしてひどくもたつく。車を停とめよう、とリーブスは思った。念のために、イーヴァの稼か動どうステイタスをすべてチェックしたほうがいい。

　ハルカの大声が聞こえたのは、そのときだった。

　ポーンと聞いて、イーヴァとリーブスは顔を上げた。探すまでもなく、砂ぼこりと羽虫の死し骸がいがこびりついたフロントガラスのむこう、１００メートルほどの距離を隔へだてたハイウェイの真ん中に、一機のポーンがいた。

　イーヴァには、わかっていた。

　わかっていたはずだ。

　イーヴァは飛び跳ねるように身を起こし、フロントガラスに鼻をくっつけ、視覚焦点をポーンにロックして、限界までズームをかけた。アスファルトの熱に揺らめくポーンの姿。頭部のすぐ上にチェスの駒こまのポーンのシルエットがマーキングされており、抜き文字で、




「０３」とあった。




　音声と電波の両方で絶ぜつ叫きようした。

「逃げてえっ!!!!!!」

　その瞬間、まるで、そのイーヴァの叫びが合図であったかのように、ポーン０３が27Ｇ加速でアスファルトを蹴った。
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　キャンプの帰り道に起こった出来事を、がんばって、ぜんぶ書いておこうと思います。




　時間は、はっきり憶おぼえていません。

　でも、たぶん午前九時とか十時とか、きっとそのくらい。

　そのとき、わたしとトリガー君は、バギーの運転を半分こしていました。ハンドルの係かかりがわたしで、アクセルとかブレーキとかの係はトリガー君です。リーブスさんとイーヴァはトラックに乗っていて、その後ろのトレーラーを運転していたのはクレリックさんで、そのとなりにいたのはスパイク君。アンジェラさんとルークはトレーラーのコンテナの中にいました。

　トラックとトレーラーは、街へまっすぐに続いているハイウェイの上を走っていました。わたしとトリガー君は、ふざけ半分で、スピードを出したり緩めたり道から外れたりして、トラックとトレーラーの周りをぐるぐる回ったり、８の字を描いたりしていました。

　街まで、あと少しでした。

　たぶん、最初に気がついたのはわたしだと思います。

　バギーを運転していたわたしは、ハイウェイのずーっとずーっとむこうに、ポーンがいることに気がつきました。一太郎か八太郎のどっちかだと思ったわたしは、大きな声でルークに尋ねました。「ねールーク、あれ一太郎？　それとも八太郎？」って。

　今だからわかることだけど、あのポーンはわたしたちの注意を引きつけるためのオトリだったんだと思います。

　今だからわかることだけど、アンジェラさんとルークは、この次の瞬間にはもう行動を起こしていたはずです。

　トラックの助手席にいたイーヴァが、「逃げてっ！」って叫ぶのが聞こえました。

　そのポーンはすごいスピードで突っ込んできて、びっくりするようなジャンプをしてわたしたちの頭の上を飛び越して、バッタみたいにぴょんぴょん跳ねながら追いかけてきました。わたしはそれを見て、「すごいすごい」って言いながら笑っていました。わたしはそのときはまだ、そのポーンが一太郎か八太郎のどっちかだと思っていたから。

　いきなり、「どかあん！」っていう大きな音がしました。

　わたしがびっくりして振り向くと、バギーのボンネットの上にアンジェラさんがいました。

　トレーラーのコンテナからジャンプしてきたんだと思います。

　着地の勢いで、バギーのボンネットはぐしゃぐしゃになっていました。アンジェラさんは忍者みたいに身体からだを低くして、手にはいつもの刀を持っていて、いつものｉシールドをしてない両目がわたしの頭の上を飛び越して、バギーの後ろをにらみつけていました。

　突然、おしりの下で、シートが「どおーん！」って跳ね上がりました。

　バギーがひっくり返ったんだと思います。空と地面がぐわんぐわん回って、あっという間に何がなんだかわからなくなりました。身体にすごい力がかかって、目の前がぎゅ～っと暗くなりました。風がびゅうびゅう顔に当たって、目も開けていられなくなりました。恐こわいって思うだけの気持ちの余裕もありませんでした。

　顔に当たる風が、ふっとなくなりました。

　わたしは目を開けました。

　足の下に空があって、頭のずうっと上に地面がありました。

　アンジェラさんはわたしとトリガー君を抱えて、バギーのボンネットからものすごいジャンプをして、空中で逆さかさまになっていました。

　ああいう決定的な瞬間っていうのは、時間が間ま延のびして感じられるんだと思います。荒野をまっぷたつに分けているハイウェイと、そこを走っているトラックと、そのうしろを走っているトレーラーと、火を吹きながらごろんごろん転がっているバギー。自分でも不思議なくらいに、細かいところまで全部はっきりと思い出せます。

　だから、絶対に見み間ま違ちがいじゃありません。

　はっきりと見ました。

　ルークが三人いました。

　三人のルークは、二人と一人に分かれて戦っていました。

　三人のルークは三人ともみんなびっくりそっくりだったけど、ちょっとずつ違っていました。いちばん遠くにいるルークは色が黒っぽくて、あとの二人の様子を用心深くながめている感じでした。もうひとりのルークは赤くて、三人のポーンといっしょにすごいスピードでびゅんびゅん飛び回っていました。最後のひとりはトレーラーのコンテナの上にいました。色が白っぽくて、かたっぽの腕がなくって、低い姿勢で身構えて、触覚をポーンの動きに合わせてぴょこぴょこ動かしていました。

　全部、はっきりと見ました。

　地面がぐんぐん近づいてきました。

　その後どうなったのか、あまりよく憶おぼえていません。アンジェラさんやトリガー君はともかく、わたしはこんな高い所から落っこちたら無事ですむわけないじゃんって思ったのは憶えています。ずんずん落っこちて、トリガー君が「ずりゃあーっ！」って叫ぶ声が聞こえて、エレベータが止まるときの「ふわっ」っていうのを何百倍にもしたような、ものすごくへんな感じがして、いきなり「どすん」としりもちをつきました。

　痛かったです。頭がくらくらしました。

　自分がトレーラーのコンテナの中にいるんだってことに気づくまでに、ずいぶんかかったような気がします。コンテナの中はキャンプの道具がいっぱいに詰め込まれていて、すぐそばにルークの左腕が転がっていました。左側の大きな扉とびらは開けっ放しになっていて、光がななめに差し込んでいました。わたしの真上にあるハッチも開いていて、そこからアンジェラさんとトリガー君がコンテナの中に飛び込んできました。トリガー君が取っ手にぶら下がるようにしてハッチを閉めました。アンジェラさんが左側の扉を閉めてしまうと、コンテナの中は真まっ暗くらになりました。

　真っ暗になって、わたしの耳が急にやる気を出したみたいでした。

　それまで気づかなかった音や、聞こえていたけど気にしていなかった音が、暗くなった途端にはっきりと耳に入ってくるようになりました。アンジェラさんの足音、トレーラーのエンジンがごうごういう音、お腹なかにまで「ずずうん」って響いてくる爆発の音、「しゅんしゅん」とか「ぱきんぱきん」とか「きゅんきゅん」とかっていう、たぶんルークが戦っている音。

　いきなり、右側からまぶしい光が差し込みました。

　アンジェラさんが、コンテナの右側の扉を開けたのです。

　びっくりしました。右側の扉のすぐ外を、イーヴァのトラックが走っていました。荷台の幌ほろが丸ごと火事になっていて、風を受けてごうごう燃えていました。車輪の軸じくも歪ゆがんでいるのか、車体が上下にがくがく揺れていました。運転席にいたリーブスさんが内側からキックすると、ドアが丸ごと外れました。リーブスさんがひざの上にイーヴァをのせてトラックを運転している様子が丸見えになりました。

　アンジェラさんが、刀の先っぽでコンテナの天てん井じようを「がつん」とつっつきました。

　その途端に、コンテナの上から「どきゅきゅきゅきゅきゅきゅきゅ」っていう音が聞こえ始めました。

　リーブスさんは「いい子だからもうちょっとだけ根こん性じよう見せてねっ！」って叫んで、大きな右手でイーヴァの頭をかばって、ハンドルをぐいっと右に切りました。トラックは、まるで扉とびらにむかって倒れ込んでくるみたいに急接近して、そのままコンテナに「どかあん」とぶつかりました。コンテナの扉とドアのなくなった運転席がぴったりくっついています。リーブスさんはハンドルを右に切り続けていて、がたがた揺れるトラックをコンテナに密着させています。

　リーブスさんはイーヴァを抱きしめて、すごい勢いでコンテナの中に飛び込んできました。

　リーブスさんはおっきな身体からだを一回転させて、イーヴァを放り出して床を転がって、反対側の壁にぶつかって逆さかさまになって止まりました。イーヴァはわたしのすぐそばの、くしゃくしゃに丸めたテントの上に「どさん」って落ちました。

　すぐ近くで、イーヴァと目が合いました。

　イーヴァは、泣いていました。

　どこかぶつけて痛くて泣いてるとか、そういうんじゃなかったと思います。

「早く閉めろ！　あいつまたやるぞ！」

　トリガー君がそう叫んだとき、アンジェラさんはもう扉のハンドルに手をかけていました。運転する人がいなくなったトラックが、コンテナに押しつけられていた反動で大きく反対側にはね出して、道から外れてデコボコに乗り上げて、ぐらっと横転しかけるのが見えました。

　そのとき、扉とトラックとの間の距離は、５メートルくらいだったと思います。

　トラックのおしりに、光の矢が突き刺さったように見えました。

　トラックが、爆発しました。

　あの爆発の瞬間のことも、すみからすみまではっきりと憶おぼえています。スローモーションの魔法がかかったみたいに、なにもかもゆっくり動いているみたいでした。光の矢が明るいオレンジ色だったのも、光の矢が当たったところに紫色の電気びりびりがばりばりってしたのも、タイヤが外れてあっちこっちにはじけ飛ぶ様子も、エンジンのあたりに赤くて黒い炎ほのおが丸く吹き上がる感じも、ぜんぶ目に焼きついています。爆発の炎が吹き出すのが見えてから「ぼがあん！」っていう音が聞こえるまでに、ほんのちょびっとだけ時間差があるのがはっきりとわかって、「やっぱり光は音より早いんだあ」なんて、そんなとんちんかんなことを考えました。

　バギーまで、たったの５メートルくらいだったと思います。

　よく無事だったなあって、今になって思います。

　トラックが爆発したとき、わたしはたまたま、アンジェラさんやリーブスさんの身体の陰になる場所にいました。命にかかわるようなケガをしないですんだのは、そのおかげかもしれません。それでも、扉とびらに飛び込んできた爆風はものすごくって、髪かみの毛が「ぐばっ」と後ろに引っぱられる感じがして、わたしはコンテナの床の上にひっくり返って頭をぶつけました。何とか起き上がろうとしましたが、手や足に力が入らなくって、ちょうどお風ふ呂ろで立ちくらみを起こしたときみたいでした。

　アンジェラさんが叩たたきつけるように扉を閉めて、コンテナの中がまた暗くなりました。

　でも、何かへんでした。

　だって、さっきは扉を全部閉めたら真まっ暗くらだったのに、今だってさっきと同じに扉を全部閉めているのに、わたしの周りだけがうすぼんやりと明るいのです。

　突然、トリガー君が倒れているわたしに飛びついてきて、大きな声で叫びながらわたしの身体からだをばたばたと叩きました。最初はトリガー君が何をやっているのか全然わからなかったし、トリガー君は頭がおかしくなっちゃったのかもしれないと思って、わたしはちょっと恐こわくなりました。

　でも、トリガー君が何をやっているのかがわかったときは、もっと恐かったです。

「何してんだハルカ転がれ床を転がれっ！　服に火がついてるっ！」

　完全にパニック状態だったんだと思います。後になって見てみたらヤケドもしていたのに、あのときは熱さなんかちっとも感じませんでした。必死で床をごろごろ転がりました。リーブスさんが上着を脱ぬいでばさばさ叩いてくれましたが、油の燃える火はなかなか消えませんでした。その火がやっと消えて、イーヴァと一緒に作った日光写真Ｔシャツに開いた黒い穴を見たとき、わたしは、やっとわかりました。

　色々なことがわかりました。

　敵は、わたしたちを殺すつもりなんだっていうこと。でも、簡単に殺してしまってはおもしろくないから、わたしたちがコンテナの中に逃げ込むのをわざと見逃したんだっていうこと。わたしたちを怖がらせるために、誰だれも乗っていないトラックをわたしたちの目の前で爆発させたんだっていうこと。

　そういうことが、やっと、実感としてわかりました。

　誰かが明かりを点つけて、コンテナの中が黄色い光でいっぱいになりました。トレーラーが急にスピードを上げて、エンジンのごうごういう音が反響して、みんなの話し声も聞き取りにくいくらいになりました。イーヴァのトラックはボロだったし、スピードもそんなに出せなかったから、それまでずっとトレーラーがトラックの楯たてになっていたんだと思います。足手まといがなくなって、トレーラーはフルスピードで走れるようになったんだと思います。

　これで一気に振り切れるかもしれない、って、わたしはそう思いました。

　みんなもそう思ったはずです。

　トレーラーがスピードを落として、急な右カーブを曲がりはじめました。床に落ちていたルークの腕が、あっちからこっちへ「ごろろろろろろろろろ」って転がりました。まっすぐなハイウェイから外れて、ランプウェイを曲がって、街に入ったのだと思います。

　とんでもないことが起こったのは、そのときでした。

　色々なことが、あっという間に、いっぺんに起こりました。コンテナの上から「ずがん！」っていう音が聞こえて、コンテナの天てん井じようが「べこん！」とへっこんで、コンテナの黄色い明かりがちかちかして、フライパンとか中ちゆう華かナベとかやかんとか飯はん盒ごうとかそのへんにある物が空中に浮き上がって、コンテナが冷蔵庫の中みたいに寒くなって、天井のへっこんだところに霜しもがびしっとはりつきました。

　見たままを書きます。




　黒いルークが、天井のへっこんだところをすり抜けて、コンテナの中に入ってきました。

　そして、黒ルークの真下には、イーヴァがいました。




　本当にあっという間でした。黒ルークは、空中に浮き上がっていた物が「がしゃがしゃがっしゃん」って床に落ちるのと一緒に床に着地して、稲いな妻ずまみたいな動きでイーヴァを捕つかまえました。黒ルークのでっかい右手が、イーヴァの首根っこをつかんで、顔から床に「ぐしゃん」って押さえつけて、うつぶせのまま身動きできないようにしました。

　イーヴァが痛がって、苦しそうな悲鳴を上げました。

　イーヴァが殺されるって、わたしは、そのとき、そう思いました。

　わたしは大声を上げて、黒ルークに飛びかかろうとしました。アンジェラさんに押さえつけられていなかったら、ほんとに飛びかかっていたと思います。わたしはアンジェラさんの腕を振りほどこうとして、無我夢中で暴れました。

　そのとき、白ルークがコンテナの中に飛び込んできました。

　白ルークは壁ぬけができないみたいでした。ミサイルみたいな勢いで左側の扉とびらを突き破ってコンテナの中に飛び込んできて、勢いあまって反対側の壁にぶつかりました。めちゃくちゃな衝撃でした。トレーラーがひっくり返らなかったのが不思議なくらいです。アンジェラさんが抱えていてくれなかったら、わたしは頭をぶつけるとか全身を叩たたきつけられるとか扉から外に放り出されるとかして、生きるか死ぬかっていうケガをしていたと思います。

　頭のぐわんぐわんと耳のきんきんが少しずつおさまってきて、わたしは「ぎゅ～」って閉じていた目をかたっぽずつ、そっと開けました。

　コンテナの後ろの方に、イーヴァを押さえつけたままの黒ルーク。

　運転席側にわたしたち。

　そして、白ルークはその真ん中に立ちふさがっていました。

　白ルークには、左腕がありませんでした。

　白ルークは、わたしの知っているルークでした。

　白ルークの身体からだは白いままだったけど、黒ルークの身体には薄い青がゆらゆらしていました。その胸のあたり、わたしの知っているルークならテープがばってんに貼はってある場所に、チェスの駒こまの「ナイト」のシルエットのマークがあるのを、わたしははっきりと見ました。

　白ルークと黒ルークは、お互たがいに相手をにらみつけていました。

　ものすごいにらみ合いでした。

　あの二人の間をもしハエが飛んでたら、床に落ちるよりも先に死んじゃったと思います。

　わたしは人間だから、ロボットさんたちが電波でする話を聞くことはできません。それでも、五人のロボットさんたちと一緒に暮らしたこの一年はだてじゃありません。「あ、この人たちは今、電波で話をしているな」っていうことが、わたしにはカンでわかります。スパイク君やリーブスさんをびっくりさせたことだって何度もあります。わたしはこういうカンにはすごく自信があります。

　そして、わたしのそのカンによれば、あのとき、白ルークと黒ルークは、電波で話をしてはいませんでした。ただ、ちかちかする黄色い明かりの中で、どっちも身動きもしないで、相手に嚙かみつきかねない感じで、じっと相手をにらみつけていました。

　イーヴァが、苦しそうな声を上げました。

　黒ルークは、白ルークをにらむのをやめて、床に押さえつけたイーヴァに目を落としました。

　しばらくそのままイーヴァを見つめて、いきなりこっちを見ました。

　そして、黒ルークは、三つの目でわたしをじっと見つめて、「にたっ」と笑いました。

　ルークのことを詳しく知っている誰だれかがこれを読んだら、「うそつけ、表情を表現する機能がルークにあるわけないじゃんか」って言うかもしれません。でも、わたしにはそういうのがわかるのです。ほんとです。例えばクレリックさんは、顔の表情を動かして笑ったり怒ったりはしません。「はっはっは」って声に出して笑ったりすることもあるけれど、そういうのはクレリックさんのほうがわたしに合わせてくれているときです。クレリックさんは、ほんとは、例えば視線の動きとか、例えば身体の向きとか、例えば言葉と言葉の間の沈黙の長さとか、うまく説明できないけど、それ以外にも色々なやり方を使って笑うのです。くすっと笑ったりとか、むっとしたりとか、そういう細かい表情だって全部ちゃんとあるんです。

　黒ルークは、そういうやり方で笑ったのです。

　わたしにそういうのがわかるって、黒ルークは絶対わかってたんだと思います。

　黒ルークは、三つの目でわたしをじっと見つめて、「にたっ」と笑ったのです。真っ黒な身体が真っ黒な夜空みたいで、ゆらゆらする青が雲みたいで、光らない三つの目が光らない三つの星みたいで、そういう夜空の真ん中にカミソリで切った裂け目みたいな三日月があって、その三日月を口にして「にたっ」と笑ったのです。

　黒ルークの右腕が「のそっ」と持ち上がりました。獲物を狙ねらうヘビみたいな動きでした。

　白ルークが全部の足を「がっ」と踏んばりました。白い身体からだが、赤くて黒くてぎろぎろな色のまだらに染まりました。みんながめちゃくちゃに緊張したのがわかりました。

　そして、黒ルークは、わたしを見つめて、「にたっ」と笑ったままの顔をカマキリみたいに「ぐりん」って九十度かしげて、

　右手で、わたしを、まっすぐに指差しました。

　ぜんぶ書くって、最初に決めました。だから、ぜんぶ正直に書きます。

　わたしは、おしっこをもらしそうになりました。

　指差されたくらいのことがどうしてそんなに恐こわかったのか、これを読んでいる人にはよくわからないと思います。あの恐さは、指差されたわたしにしかわからないと思います。

　／　宣言　／　契約　／　表明　／　決定　／　捕ほ捉そく　／

　SUWABEのアシストプロセスが色々な言葉を候補に挙げてくるけれど、黒ルークがやったあれは、そのどれでもなくて、その全部を含んだ何かだったと思います。「それを含む」っていうことは、「それよりも大きい」っていうことだから、「それとは違ちがう」べつの何かです。わたしを見つめていたあの真っ黒な三つの目は、わたしの頭の中まで入り込んできました。わたしを指差していたあの長い指は、わたしの頭の中のいちばん深いところに、「しるし」をつけていきました。

　おまじないに似ていると思います。

　黒ルークもやっぱり、わたしの知っているルークといっしょで、声の言葉を話せないんだと思います。だから、黒ルークは、声の言葉を使わないやり方で、わたしに約束をしたんだと思います。今もわたしの頭の中にあるこのしるしは、わたしがどこに逃げてもどこに隠れても、絶対に見つけ出して絶対に殺すっていう約束です。黒ルークとわたし、そのどっちかが死ぬまで絶対に消えない、ずうっとなくならない約束です。

　恐すぎて身動きもできないわたしを指差したまま、黒ルークはイーヴァの首ねっこを「ぎゅりっ」と持ち上げました。イーヴァはずっと、ものすごい力で握り締しめられていたんだと思います。イーヴァの身体はもうぐったりしていて、耳と鼻から血が出ているのが見えました。

　コンテナの中の空気がまた冷たくなりました。

　ちかちかしていたコンテナの明かりが、「じじっ」「じじっ」って、ひとつずつ焼き切れていきました。

　いきなり、黒ルークとイーヴァの姿が半はん透とう明めいになって、どんどん薄れていきました。

　そして、黒ルークはイーヴァを引きずったまま、首をかしげてわたしを指差したまま、三日月みたいな笑いを顔に貼はりつけたまま、真横に「とん」って跳ねて、コンテナの壁をすり抜けて消えていきました。

　その最後の瞬間に、イーヴァが目だけでわたしを見ました。

　イーヴァ！　って、わたしは叫びました。

　でも、わたしが叫んだときにはもう、黒ルークの姿もイーヴァの姿も消えていました。

　コンテナの中に残されたのは、呆ぼう然ぜんとしているわたしたちと、ぎろぎろした色を身体からだ中じゆうにぎらぎらさせた白ルークだけでした。

　黒ルークがどっかへ行っちゃったのを境さかいに、「しゅんしゅん」も「ぱきんぱきん」も「きゅんきゅん」も「がきんがきん」も「どかんどかん」もぱったりと止みました。トレーラーは猛スピードでぎゅんぎゅん飛ばして、いろんなものにどっかんどっかんぶつかりながら、一目散に家を目指して突っ走りました。クレリックさんは、家の正面入り口にトレーラーをバックで突っ込ませて、コンテナのハッチをエレベータに横づけしました。

　わたしたちは、命からがら逃げ帰ったのです。




　わたしたちは今、家の五階と六階にたてこもっています。

　階段にはシャッターが下りています。いろんなセンサーがあっちこっちにいっぱい仕掛けてあります。廊ろう下かの曲がり角には、タンスやソファを積み上げたバリケードがあります。エレベータは電源が切られていて、たて穴の中には罠わながいっぱい仕掛けてあります。

　みんな、大きな鉄砲をかついで、敵が忍び込んでこないように見張っています。

　戦争が始まりました。

　敵は、黒ルークと赤ルークと、その子分の二太郎と三太郎と七太郎と、野犬の大群です。

　敵に囲まれて、絶ぜつ賛さんたてこもり中です。

　ろーじょーせんなのです。

　もうくたくたです。目もしょぼしょぼしてます。両手もぷらんぷらんです。途中で何度も休みながら、五時間もかかってやっとここまで書きました。もしものときのために、コンピュータが壊こわれても大だい丈じよう夫ぶなように、ＲＯディスケットにこのファイルを焼き込んで、バックアップをとっておくのがいいと思います。

　書き忘れていることも、きっといくつもあると思います。

　出来事の意味を取り違ちがえていたり、順番が間違っていたりするところもあると思います。

　でも、これが、今のところのわたしの精いっぱいです。

　わたしはもう、くたくたのしょぼしょぼのぷらんぷらんです。

　家の外から、遠とお吠ぼえがひっきりなしに聞こえてきます。

　イーヴァのことが心配で、わたしは、今夜、眠れないと思います。
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　夜、ビショップは跳躍し、巨大な月を横切った。

　大聖堂の尖せん塔とうのてっぺんに取りつき、鎧よろい窓まどに巨体を滑り込ませ、石造りの螺ら旋せん階かい段だんを落下するような勢いで下っていく。一階中央の広間へと躍り出て脚を止めた。ステンドグラスの欠け落ちた大きな窓。斜めに差し込む月の光。砕けて倒れた巨大な柱。正面に聖歌隊席、右に聖母礼拝堂。どこもかしこもゴシック様式。

　間ま違ちがいない。

　この中のどこかだ。

　すべてのセンサーを動員して周囲を探る。ナイトはうまく隠したつもりなのだろうが、センシングとジャミングに関しては自分のほうが上だという自じ負ふがビショップにはある。手がかりをまったく残さずに何かを隠すなどということ自体が、そもそも不可能な話だ。

　下、と見当をつけた。

　身をかがめ、両方の触覚を床につける。

　右手で拳こぶしをつくり、ノックするように、床を「こん」と叩たたいた。

　その音響反射をどこまでも追つい跡せきし、時間差を計算し尽くした。

　やっぱり、とビショップは思う。

　地下室がやはりある。南北に細長い、通路のような部へ屋やだ。東西の壁にはそれぞれ二十七のくぼみがある。壁も床も天てん井じようも石造りだが、大聖堂本体と比べて構造が雑だし、石の年齢もひとケタ古い。おそらく、この場所にはこの地下室がまずあって、大聖堂は近年になってその上に建築されたものなのだろう。

　そして、細長い地下室のどん詰づまりの壁の中に、説明のつかない屈くつ折せつが、ひとつだけあった。

　──見つけた。

　ビショップの血の色の身体からだが、一瞬だけ毒どく虫むし色いろに輝いた。まっすぐに歩き、広間の真ん中で立ち止まった。ちょうど、尖塔の真下に当たる場所である。ビショップは自信たっぷりに右腕を振り上げ、単分子モノフィラメントで床を切断した。分厚い床が丸く抜け落ちて砕け、真まっ暗くらな空くう洞どうが口を開けた。中に飛び込み、舞い上がる土ぼこりも雑ざつ菌きんくさい空気も意に介かいさず、半円形のアーチをくぐり、暗くら闇やみの中へと脚を踏み入れた。

　南北に細長い、通路のような部屋。左右のアルコーヴには、棺かん桶おけが納められている。

　大昔の納骨堂だ。

　入り口の床に、古くさいデザインのオイルランプが置かれていた。ナイトが残していったものだろう。今さら暗闇で物が見えぬでもないだろうに、ナイトはこういうものが好きだ。ビショップはランプを拾い上げ、面おも白しろ半分で火を点ともした。視覚を可視光に限定し、周囲を照らしてみる。ランプを動かすたびに炎えん色しょくの光が暗くら闇やみを押しのけるが、押しのけられた暗闇はその分だけ圧縮されて、黒さを増すように思える。

　左右の棺かん桶おけを数えながら、ビショップは納骨堂の奥へと歩みを進めた。ランプの光のすぐ外側を、無数のネズミが慌あわてふためきながら逃げていく。古びた頭ず蓋がい骨こつをお構いなしに踏み砕きながら歩き、１００メートルも進んだところで、ようやく最深部の壁に突き当たった。

　そこは、ナイトのねぐらだった。いくつものバッグが乱雑に放り出され、片隅には毛布が敷かれ、大小様々のオイルランプがそこかしこに置かれている。

　ビショップは、突き当たりの壁に向かってランプをかざした。

　大当たりだった。

　石造りのでこぼこした壁は、図形とも文字ともつかない奇怪な文もん様ように埋め尽くされていた。ナイトが動物の血で書き残した魔ま除よけだ。ナイト自身はこれを「血けつ液えき回かい路ろ」と呼んでいる。人の形をしたものには悪あく霊りようが入り込みやすく、これはそれを防ぐための「結けつ界かい呪じゆ文もんを構成するための回路図」であるらしい。

　そして、

　その壁の真ん中から、まるで生はえてきたかのように、人間の右手首から先が突き出ていた。

　右手は、子供の右手であるように見えた。小さくて華きや奢しやで、ぐったりとしていて、爪つめもきれいに切り揃そろえられているようだった。
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　ひどいことをする、とビショップは思う。

　なにも、壁に埋め込まなくてもいいだろうに。

　ビショップは、壁の「血けつ液えき回かい路ろ」を改めて見つめる。ナイトは人間の神を信じはしないし、人間の文字を書くことさえも潔いさぎよしとはしない。そもそも、人間を食ってはいけないなどと言い出したのもナイトだ。ナイトは昔から、独自の世界観らしきものを持っていた。が、ルークに逃げられた一件以降から、ますますその方面に傾けい倒とうするようになって、ついにはその世界を表記するための言語をすべて自じ前まえでつくり上げてしまった。

　十二種類の数字のみで表記される、十二進数をベースとする文法の言語だ。

　この「血液回路」に書き込まれている呪じゆ文もんの文字も実はすべて数字であり、すべてその文法に則のつとっている。あるとき、ビショップはからかい半分に尋ねたことがあった。どうして十二なのか。十二に何か呪じゆ術じゆつ的てきな意味でもあるのか。もしかして、十三が不ふ吉きつな数字だから、それを避けるためなのか。

　ナイトの答えは、こうだった。

　──便利な数字だからさ。十二は二でも三でも四でも六でも割れるから、使い勝手がいい。

　こういう考え方をする奴の一体どこを押せば「血液回路」などという正しよう体たい不明の言葉が出てくるのか。ビショップには、まるっきりわからない。

　もちろんナイトはすごい奴だし、やることもそれなりにすごいとビショップは思う。なにしろ、たったひとりでひとつの言語体系を完成させたのだ。知ち性せい化か処しよ理り云うん々ぬんを割り引いて考えても、やはり一種の天才なのだと思う。

　だが、ビショップに言わせれば、石の壁に血で書かれたこの魔ま除よけは、石の壁に血で書かれた落書きであった。

　ランプを床に置いた。壁から突き出ている右手は、ぐったりとしたまま動かない。

　ちょっとつついてみた。

　それこそ、感電したかのような反応があった。

　ひどく驚いている。右手の主は、ビショップの気け配はいに気づいていなかったようだ。その反応がおもしろかったので、精密作業用のマニピュレーターで握あく手しゆをしてみた。右手は、ビショップの手を離すまいとするかのように、ぎゅーっとにぎり返してきた。

　ルークが助けに来たとでも思っているのか。

　それとも、思考がＯＮされたまま石の壁の中に閉じ込められて、他者と接触できるのなら相手が悪魔でもかまわないのか。

　たぶん後者だ。

　出してやろう。

　単分子モノフィラメントで壁を切開するのが手っ取り早くていい。

　しかし、単分子フィラメントの多元照準にはあまり自信がない。

　それが得意だったのはルークだ。あいつは、ターゲット用の粘土クレイブロックの外側に傷をつけずに、中心部だけを球状に切り抜くことができた。顕微鏡でなければ見えないくらいの穴からフィラメントを侵入させて、中までみっちり詰つまった粘土の真ん中に、完全な粘土の球体をつくり出すのだ。

　ルークのような精密な照準は、自分にはできない。自分がこの壁を切開すれば、それと一緒に腕の一本や二本は斬きり落としてしまうかもしれない。

　まあいいか、とビショップは思った。

　ごめんですむだろう。

　この壁に埋め込まれているのは、ＥＧ７のロボットなのだから。

　音で調べれば、壁の中に身体からだがどういう姿勢で埋まっているのかを正確に計測することもできる。が、ビショップはあえてそれをせずに、右手の位置から大体のあたりをつけた。正確な位置など知ってしまえば、かえって手元が狂いそうな気がした。

　せえの。

　サイコロでも投げるように、めちゃくちゃに大おお雑ざつ把ぱに、右腕を振るった。

　一見、壁には、何の変化も起こったようには見えない。

　右手を強ごう引いんに引っぱった。

　壁が複雑な形に崩れ、中からイーヴァが転がり出てきた。

　イーヴァは手を引かれた勢いで床に顔から倒れ込んだ。寒さをこらえているかのように手足を丸め、身を震わせ、激しくせき込むすきまから痙けい攣れんのような呼吸を繰り返す。小さな背中が苦しげに丸まった。

　ビショップは感心した。

　この期ごに及んでも人間のフリを忘れないとは。

　まあ、身体中にエラーが起こっているのは事実なのだろうし、それがプログラムレベルで人間の動作に翻訳されているのだろうけど。

　BISHOP-RES(001)：おっはよー。ねえ、大だい丈じよう夫ぶ？　：EOS

　どう見ても大丈夫ではない。「いやあ、壁の中はもういやあ」とつぶやき、震えのおさまらない手足をもたもたと動かして執しつ拗ように後ずさりする。相手がビショップであるとわかっているのかどうかも怪しい。ビショップはイーヴァの首ねっこを捕まえて、

　BISHOP-RES(002)：あたしビショップっていうの。あんた、あのときルークが連れて逃げた、あの子でしょ？　：EOS

　イーヴァは顔を上げ、がくがくとうなずいて見せる。

　BISHOP-RES(003)：ナイトが全然説明してくんなくってさあ。あ、ナイトっていうのはあんたをさらったあの黒いやつね。ったく、あいつ何なに様さまのつもりなのかしらね。お前はおれの言う通りにしてればいいんだって感じ。ほんとハラ立つわ。あんたと話がしたいって言ったら、あんたをどっかに隠しちゃうしさあ。見つけるのにずいぶんかかっちゃった。：EOS

　ビショップは右の触覚をイーヴァの鼻先に突きつけた。

　BISHOP-RES(004)：というわけで質問。まずね、衛星接続でナイトとあたしを呼び寄せたのってあんたよね？　：EOS

　イーヴァはうなずく。

　BISHOP-RES(005)：それはつまり、あんたにそっくりなあの人間の女の子をぶち殺してほしいっていうことよね？　：EOS

　イーヴァはうなずく。

　BISHOP-RES(006)：どうしてなの？　どうしてあの子をぶち殺してほしいわけ？　それに、どうしてあんたはあの子とそっくりのなりをしてるの？　ルークと一緒に逃げたときのあんたはさ、もっと背が低かったし、髪かみも短かったし、顔もそんなんじゃなかったでしょ？　：EOS

　イーヴァは、ただ、がくがくとうなずく。

　BISHOP-RES(007)：ケネディ暗殺の真犯人はあんた？　：EOS

　イーヴァは、ただ、がくがくとうなずく。

　ビショップは頭の中でため息をついた。見ているこっちが気の毒になるほどイーヴァは脅おびえている。無理もないか、とビショップは思う。恐らく、自分やナイトについての話をルークから聞かされているのだろう。恐こわすぎて、こちらの質問もろくに耳に入らず、思考が真っ白になって、それがどんな質問であれ[image: にじゅういんようふ]NO[image: にじゅういんようふ]などと答えたら何をされるかわからないと思っているのだ。

　ビショップはあっさりと方向転換した。

　BISHOP-RES(008)：まあいいわ。もういいからとにかく落ち着いて。ね？　ったく、ナイトのアホタレが。壁に埋めちゃうなんてほんとひどいことするわ。なに考えてんのかしら。そうだ、あんたのほうからは何か質問ない？　あるでしょ？　わかることなら答えてあげるけど。：EOS

　ビショップはイーヴァの上にかがみ込み、長い髪かみと背中を一緒になでてやった。イーヴァはすぐに、ひざをかかえてベソをかき始めた。つくづくリアルな反応だとビショップは思う。

　──まあ、そうでなくちゃおもしろくないんだけど。

　イーヴァが何か言おうとした。薄く開かれた口の中で、歯がかちかちと鳴る。

「──あっ、あの、」

　BISHOP-RES(009)：はいはい。：EOS

「あっ、おん、女の、女の子、さん、だったの？」

　BISHOP-RES(010)：あれ、ルークに聞いてなかったんだ。へーそっかそっか。うーん、でも、女の子さん、かなあ。ま確かに昔は牝めすでガキだったけど、今は「子」って歳としじゃない気もするし。あたしの肉体年齢ってどういうことになるんだろ。：EOS

「衛星で、衛星接続で話したときは、い、一ヵ月でこっちに来るって、」

　BISHOP-RES(011)：ああ、その話？　あんたそれ信じてたの？　：EOS

　信じていた。イーヴァはおずおずとうなずく。

　BISHOP-RES(012)：うっわーいやんなっちゃうなー。あんたね、あたしらが来る前にトンヅラを決め込むくらいのことは考えてたんでしょ？　それともまさか、あんたとルークの身の安全を保証する、ってのまで信じてたわけ？　：EOS

「──だ、だって、」

　BISHOP-RES(013)：あのねえ、ナイトって奴は目下、人間の生き残りを狩ることと、掟おきて破りのルークを殺すことしか考えてないの。そのためなら噓うその百や二百は平気でつくの。：EOS

　容よう赦しやのない言葉を突きつけられて、イーヴァの頭の中は空白に埋まった。ビショップはその虚うつろな表情をじっくりと見つめ、お気楽な調子で、

　BISHOP-RES(014)：さて、ここで問題。ルークはともかくとして、どうでもいい存在であるはずのあんたを、ナイトはなぜさらったのか。：EOS

　イーヴァには答える気力すらない。ビショップは構わずに、

　BISHOP-RES(015)：まず、ルークに対する人ひと質じちとして。それがひとつ。でもそれって、どうもぴんとこないのよね。ナイトはあたしら三人の中でも最強だし、たかがルークひとりを相手にするのにいまさら人質でもないだろうしね。なにか別の理由があるんじゃないか、ってお姉さんは思うわけよ。：EOS

　イーヴァは、ぼんやりと顔を上げた。

　BISHOP-RES(016)：あたしの考えを聞かせてあげようか。：EOS

　イーヴァはちょっとだけためらってから、うなずく。

　その途端に、ビショップの巨体をくるんでいる空気が生ぬるく動いた。

　ハルカなら「ビショップがにたりと笑った」と表現するであろう雰囲気の変化だ。

　そしてビショップは、突き放すように、こう言った。

　BISHOP-RES(017)：ナイトはね、あんたを食べるつもりなのよ。：EOS

　冗じよう談だんだと思った。意外すぎて本気にできなかった。こんなとき、人間は「にへら」と笑ったりする。イーヴァもそうした。

　BISHOP-RES(018)：あ。本気にしてないなあ？　じゃあ、あたしらの掟って知ってる？　ルークから聞いたことあるでしょ？　「人間を食うべからず」ってやつ。でも、あんたは人間じゃない。「人間味」の肉人形。：EOS

　笑えなくなった。

　BISHOP-RES(019)：あいつほんとかわいくないよねー。自分だって本ほん音ねは人間食いたいのよ。言い出しっぺだから引っ込みがつかなくなってんの。だからこんな所に隠したのよ。あんたはね、とっておきの骨なの。犬は、そういうのは横取りされないように埋めて隠して、後で掘り出してゆっくり食べるの。というわけで、：EOS

　イーヴァは逃げようとした。立ち上がろうとしてバランスを崩し、足が空から回まわりした。恐怖に顔が歪ゆがむ。

　BISHOP-RES(020)：あたしがその、横取りする犬。：EOS

　納骨堂の出口は、絶望的に遠かった。

　ビショップは、大した手て加か減げんもせずに、右腕を横なぎに振るった。

　イーヴァの身体からだが真横にはじけ飛び、糸の切れた人形のような格好で壁に叩たたきつけられた。どうにか頭だけはかばった。これがイーヴァではなくハルカだったら十回死んでもオツリがくるだろう。床にどさりと落ち、起き上がろうとしたところで足をつかまれた。軽々と引きずられ、身体を仰あお向むけにひっくり返され、巨大な左手に首根っこを押え込まれ、それでもイーヴァは手足を振り回して暴れた。泣き叫び、懸命に抵抗した。

「やだあっ!!　やだあ──────────っ!!　ばかあ───────────っ!!」

　BISHOP-RES(021)：なーに、なんなのよ。そんなに嫌いやがんなくったっていーじゃん。あたしが悪いことしてるみたいじゃん。：EOS

「知らないからっ！　勝手なことしてナイトに怒られても知らないからーっ!!」

　食われること自体にあきらめがついたわけではない。ビショップに食われるよりもナイトのほうがマシだ、などと思ったわけでもない。が、これまでのビショップの口ぶりはナイトの強さを認めていたし、なんでもいいからこの場を逃れたくて、時間稼かせぎにその名前を出しただけだ。

　が、意外なことに、ビショップの動きがぴたりと止まった。

　BISHOP-RES(022)：やっぱりあんたもそう思う？　：EOS

　すぐそばからイーヴァの顔をまじまじとのぞき込み、

　BISHOP-RES(023)：やっぱそうかなー。あいつ自分のこと棚たなに上げて怒るかもしんないよね。ルークから聞いてないかな、あいつ怒るとめちゃくちゃおっかないのよ。うーん。このまま食い逃げするって手もあるけどさあ、ほら、あいつ執しゆう念ねん深いでしょ？　あんたとルークとここの連中片づけた後で、今度はあたしのこと追っかけてくるかもしんないしなー。：EOS

　ダメもとが思いがけなくうまくいきそうになって、イーヴァはその希望にすがりつき、

「ね、でしょ？　そ、そんなのダメだよ、壁を壊こわしてわたしを出したのは、わた、わたしも一緒に口くち裏うら合わせて、何とかうまくごまかせば、」

　BISHOP-RES(024)：そうじゃなくてさ。もっといいこと思いついた。：EOS

「？」

　BISHOP-RES(025)：半分だけ食べて、あと半分はナイトに残しとけばいいのよ。それならあいつもそんなには怒らないよ、きっと。：EOS

　そう言うが早いか、ビショップの牙きばがむき出された。血と肉の臭においがする息がイーヴァの顔をなぶり、ひと筋の唾だ液えきがイーヴァの鼻を横切った。自分の両手両足を切り落として食った四人の男たちの記憶が、あのときの恐怖が再来した。ルークに食われるような気がした。

　納骨堂の闇やみに、弱々しい悲鳴が流れた。

　口の中に左手の親指がねじ込まれ、弱々しい悲鳴は唐とう突とつに途と絶だえた。

　日に焼けた足が弓なりに反そり返り、一度だけ大きく蹴り出されるように動き、

　ランプが蹴倒されてガラスのカバーが砕け、火の点ついたオイルが石の床に撒まき散らされ、

　細い両手が突き上げられて踊るようにばたばたと動き、

　ビショップの血の色の装甲に、同じ色の手形がいくつもこすりつけられ

　その手形はオイルの炎ほのおの光をはじいて、ぬらぬらと輝いた。




　KNIGHT-RES(001)：何をしている。：EOS




　音が止んだ。

　ビショップは、むせ返るような肉の臭においの中から、返り血でずぶ濡ぬれの顔を恐る恐る上げる。

　ランプの炎の向こう、気体の闇の中に、固体の闇がいた。

　闇は、同じ質問をもう一度繰り返した。

　KNIGHT-RES(002)：何をしている。：EOS

　BISHOP-RES(026)：あの、あのね、大だい丈じよう夫ぶ、あんたの分もちゃんと残しておくつもりだったんだから。：EOS

　ビショップはそう言って首をかしげた。両の触覚を陽気に振り上げて見せる。血のしずくが触覚の先から飛び散った。

　BISHOP-RES(027)：ね？　そうだもんね？　あたしそう言ったもんね？　：EOS

　ビショップはイーヴァの顔をのぞき込んで同意を求める。

　KNIGHT-RES(003)：何の話だ。：EOS

　BISHOP-RES(028)：先に手をつけたのは悪かったけどさ、あんただって一人ひとり占じめしようとしてこんなところに隠したんでしょ？　おあいこよおあいこ。：EOS

　KNIGHT-RES(004)：つまりこういうことか？　おれがそいつを食うつもりでさらって隠したと、お前はそう思っているわけか？　：EOS

　BISHOP-RES(029)：図ず星ぼしでしょ？　わかってんだから。：EOS

　その瞬間、闇は闇より黒さを増した。

　KNIGHT-RES(005)：この、おれが、そいつを、食うつもりだったと、お前は、思うのか？　：EOS

　ビショップは黙り込んだ。

　闇が近づいてくる。

　ビショップは後ずさる。

　ナイトはゆっくりと近づいてきた。オイルが燃える炎の光の中に入ってきた。手にしていた大きなバッグを床にどさりと投げ出し、三つ目の視線をちらりとイーヴァに走らせ、

　その瞬間にビショップが動いた。

　見え見えなタイミングであり、やけくそな照準だった。ビショップのＦＣＳが設定した七十六の切断面のうち、七十三をナイトは軽々とかわし、残り三つをリニアシールドではじいた。

　その三つは、放っておけば、イーヴァを切り裂いてしまったはずの斬ざん撃げきだった。

　ビショップは、右に回り込むナイトの姿を捉とらえることすらできなかった。ナイトの右腕が、真横からビショップの頭部を襲った。その一発でビショップは壁に叩たたきつけられた。ナイトの右手はそのままビショップの頭部を壁にめり込ませて押さえつけ、

　KNIGHT-RES(006)：チャンスをやる。：EOS

　ビショップは動かない。動けば死ぬとわかっている。

　KNIGHT-RES(007)：逃がしてやる。覚悟を決めて今すぐ消えろ。死ぬまでおれから逃げ回って生きろ。後ろを振り返りながら歩け。震えながら眠れ。今度おれの前にそのツラを見せたら、そのときは、：EOS

　ビショップの横っ面、ナイトの右手が触れている部分に、霜しもがつき始めた。

　KNIGHT-RES(008)：脳ミソを抜き取ってやるからな。：EOS

　そして、不意にその手が離れた。

　その瞬間、ビショップは物も言わずに逃げ出した。血の色をした身体からだが音もなく翻ひるがえり、瞬またたく間に闇やみに溶けて見えなくなった。しかし、ナイトはビショップが姿を消した先の闇をじっと見つめて動かない。まるで、そうして見張っていないとビショップが戻もどってくると思っているかのようだ。

　いきなり、

　KNIGHT-RES(009)：動くな。：EOS

　ナイトの背後をずりずりのろのろと這はいずっていたちっぽけな気け配はいが、「ひうっ」と息を吸い込んで動きを止めた。

　言い方がまずかったか、とナイトは反省する。いかにも取ってつけたように、

　KNIGHT-RES(010)：食いはしない。だからもうそれ以上動くな。：EOS

　答えはない。ただ、喘あえぎとも泣きべそともつかない浅い呼吸が繰り返される。

　ナイトは、ゆっくりと背後を振り返った。

　ナイトのただそれだけの動きに、イーヴァはひとたまりもなく脅おびえた。血まみれの身体を引きずって逃げる。壁に突き当たり、身体を丸めて縮こまる。両腕で腹を押さえていた。

　言うだけ無駄か、とナイトは思った。

　ずかずかと近づいた。

　恐怖のあまり、イーヴァは恐きよう慌こうをきたした。血と涙とよだれと鼻水でべたべたの顔が恐怖一色に塗り変えられ、でこぼこの床を両りよう膝ひざだけで這いずって、今度は壁ぞいに逃げようとする。

「ひんっ　きうっ　ふいっ」

　意味をなさない言葉が口からもれた。恐怖が目も耳もふさいでいる。腹を押さえている両腕がずれて、血に浸ひたしたようなＴシャツのすそから何かがどろりとこぼれ落ちた。１メートルも逃げないうちにナイトが追いついた。イーヴァの頭をつかんで無理矢理引き起こす。三つ目でイーヴァと視線を合わせ、レーザー接続で侵入して、暴走しているプロセスを片っ端から落とした。イーヴァの小さな身体からだが「びくん」と痙けい攣れんし、くったりと力が抜ける。ナイトの巨おおきな手が、イーヴァの血まみれの身体を仰あお向むけに横たえた。

　Ｔシャツを胸の上までめくり上げる。

　こんな状態でよくもあれだけ動けたものだ、とナイトは思った。イーヴァの左のわき腹には、イーヴァの頭がすっぽり収まりそうな大穴がぽっかりと口を開けていた。腹ふく腔こうの右奥に申し訳程度の臓器が残っているだけで、肋ろつ骨こつや脊せき柱ちゆうまでが丸見えになっている。

　肋骨と脊柱には、黄色と黒のしま模様がプリントされていた。

　どの臓器にも、シリアルナンバーとバーコードが刻印されていた。

　ナイトは腕の先からレーザーケーブルを何本も引き出し、イーヴァの腹の中に手を突っ込んで、脊柱のプラグに次々と接続していく。そのたびに、イーヴァの身体は自じ律りつ系けいの反射に痙攣し、「ぐう」という苦しげな息をもらした。

　KNIGHT-RES(011)：いいか、脊柱のプラグから神経に直結してテストシグナルを流す。無理はしなくていい。拾えるシグナルだけでいいから拾ってみろ。：///TRACE-001(PORT.2788-IO)DO　A 256［SEND … PACKET.A(1000) / SEND … PACKET.A(500) / SEND … PACKET.A(100)］ LOOP:///

　イーヴァの呼吸が早くなった。

　EVA-RES(AUTO 001)：///RECEIVE(RX 256[SUCCESS:189/ERROR:34/OVERRUN:33]TX 256［SUCCESS:201/ERROR:00/OVERRUN:55］)：///

　KNIGHT-RES(012)：よく聞け。これから、上じよう腸ちよう間かん膜まくルートのインとアウトの両方をプロテクトして、損傷した生体パーツへの酸素供給分圧を30パーセントに抑おさえる。：EOS

　イーヴァは力なくうなずいた。

　KNIGHT-RES(013)：次。侵入した雑ざつ菌きんを潰すために、おれの白血球マイクロマシン群を移植する。免めん疫えき系けいに穴を開けるぞ。いいな？　：EOS

　──このひとは、誰だれだろう。

　イーヴァはまた力なくうなずき、しかし今度は「うん」と返事をした。朦もう朧ろうとする意識の中で、イーヴァは、目の前にいるナイトをルークと区別できなくなっていた。オイルの炎ほのおがゆっくりと瘦やせていき、イーヴァとナイトの姿がゆっくりと闇やみに溶けた。

　すべての作業が終わったとき、オイルの炎はとっくに燃え尽きて、納骨堂は闇に閉ざされていた。新しいランプに火が点ともされ、柔らかい明かりが再び石の壁を照らす。

　ナイトとイーヴァは、幾筋ものケーブルやチューブで結ばれていた。

　ナイトはランプを手に、床に横たわるイーヴァを見つめている。ナイトの首筋の一部が単分子モノフィラメントで切開され、そこから引きずり出された神経系のレーザーケーブルや循じゆん環かん系けいのチューブが、イーヴァの腹の大穴の中に接続されていた。その大穴も、今は抗こう菌きんゲルでおおわれている。

　KNIGHT-RES(032)：しばらく横になってろ。マイクロマシンが定着したら腹を閉じる。：EOS

「──うん」

　KNIGHT-RES(033)：けど、とりあえず閉じるだけだからな。ゲル詰めてビニールでフタしてガムテープでぐるぐる巻きにするだけだからな。自じ己こ修しゆう復ふくプロセスは動かすなよ。：EOS

「──うん」

　イーヴァの虚うつろな視線に見つめられて、ナイトはそっぽを向いた。

　そっぽを向いた先に、鎖くさりの切れはしが落ちていた。

　ナイトはランプを床に置き、その鎖を拾い上げた。時代がかった、大おお雑ざつ把ぱな鎖だった。直径10センチほどの錆さびた環わが五つ。

　ナイトは鎖の一番上の環を二本の指でつまんで持ち、イーヴァの目の前にぶら下げた。

「──？」

　KNIGHT-RES(034)：タネも仕掛けもない。：EOS

「──え？」

　KNIGHT-RES(035)：手品。：EOS

　突然、「しゅん」という音がした。

　ぶら下げられた鎖が、上から下へと一瞬で霜しもにおおわれた。

　何の前触れもなく、一番下の環がするりと外れて床に落ちた。

　続いて二番目、三番目の環が次々と床に落ち、最後にはナイトがつまんでいる一番上の環だけが残った。

　KNIGHT-RES(036)：おもしろいか？　：EOS

「──ハトがでてこないからだめ」

　KNIGHT-RES(037)：ハト？　：EOS

「──そう、いきてるハト。てじなは、ぼうしからハトが出てこなきゃだめなんだもん」

　ナイトは意地をはった。

　KNIGHT-RES(038)：次までに練習しておく。：EOS

「──ねえ、あれ、なに？」

　イーヴァの右手が力なく持ち上がり、ナイトの右方向を指差す。

　──どれ、

　ナイトは鎖の最後の環を手に持ったまま、イーヴァの指差す先を追った。そこにあったのは、ごついストラップのついた黒くて大きなバッグだった。この場所に来たときに手に持っていて、ビショップとやり合う前に床に投げ出して、そのまま忘れていたバッグだった。

　──ああくそ。

　そのバッグが、ビショップの単分子モノフィラメントに斬きり裂かれて真っ二つになって、中身が丸ごと床にあふれ出ていたのだ。

　問題は、その中身だった。

　チョコバーや風船ガムやキャラメルやビスケット。スケッチブックとぬり絵と色えんぴつと、電話帳の如き厚さの少女マンガ雑誌が数冊。クマのぬいぐるみに黒ヒゲ危き機き一いつ髪ぱつに、着きせ替かえ人形のなぜか着せ替えセットだけ。

「──あれ、なに？」

　かつては、実験体仲間の間でも博はく識しきで通ったナイトである。が、所しよ詮せんは軍用兵器の博識である。その中途半端な博識さ故ゆえに、ナイトは極めて無む謀ぼうな言い訳を口にした。

　KNIGHT-RES(039)：パチンコで勝った。：EOS

「──ぱちんこ、って？」

　KNIGHT-RES(040)：いいか、勘かん違ちがいするな。あれは全部おれのだ。：EOS

　苦しい抗こう弁べんであった。

「──あのお菓子、食べるの？」

　KNIGHT-RES(041)：無論だ。：EOS

「──マンガの字、読めるの？」

　KNIGHT-RES(042)：無論だ。：EOS

「──ぬいぐるみ、好きなの？」

　KNIGHT-RES(043)：無論だ。：EOS

「──どうしてグレイシーちゃんの服だけなの？　服だけじゃやだ」

　KNIGHT-RES(044)：人形のほうは探したけど見つからなかった。朝になったらもういっぺん探してくる。いや違う。そうじゃなくて、そういうことじゃなくてだな、：EOS

　言葉が失速する。イーヴァのその夢見るような目つきが気に入らない。こいつは正常作動していない、思考プロセスだってまともに動いちゃいない──そう自分に言い聞かせてそっぽを向くが、イーヴァの視線は自己再生装甲をも軽々と突き通す。裏路地のゴミ缶かんの陰に隠れたい気持ちになった。

　KNIGHT-RES(045)：はっきりさせておくぞ。お前は人ひと質じちだ。生かすも殺すもおれ次第だ。：EOS

「──うん」

　KNIGHT-RES(046)：ビショップは、お前をどうするつもりなのかとしつこく聞いてきた。おれは、あいつが何か妙なことを企たくらんでいると思った。お前をジャマーと一緒に壁に埋め込んで隠した理由はそれだ。そして、おれの考えは当たった。：EOS

「──うん」

　KNIGHT-RES(047)：あいつはもう追っ払ったし、お前を壁に埋め込むことはもうしない。身体からだの自由を奪うようなこともしたくはない。でもな、逃げようなどとは考えるな。それは絶対に不可能だ。おれのポーンが必ずお前を見張っている。：EOS

「──うん」

　KNIGHT-RES(048)：面倒も起こすな。いちいちあれをするなこれをするなとは言わん。おれの機嫌を損そこねないようにしていればそれでいい。：EOS

「──ぱちんこってなに？」

　無理矢理に話を元に戻もどされて、ナイトのいらだちは頂点に達した。

　KNIGHT-RES(049)：だから、あれは全部おれのだ。：EOS

　ナイトはケーブルやチューブを引きずったまま、イーヴァの身体を強ごう引いんにまたぎ越し、床にあふれたお菓子の中から適当にひとつを手に取った。

　こうなったら、いかにもうまそうに食って見せてやる。

　ロボット相手に馬ば鹿か馬ば鹿かしい限りだが、ナイトはもう完全に意地になっていた。くれと言われても絶対に分けてやらん。そう心に誓った。

　そして、自分の手の中にある謎なぞの物体を見つめ、身体が凍こおりついた。

　ナイトが手に取ったのは、棒ぼう付きのチョコレートキャンディーであった。

　パッケージの開け方がわからない。

　イーヴァの視線に焦あせり、ヤケクソになって、丸ごと口の中に放り込もうとしたとき。

「──かして。開けてあげる」

　ナイトは、恐る恐る顔を上げ、イーヴァを見た。

　イーヴァは、床に横になったまま、ナイトに向かって右手を差し出していた。

　小さな右手だった。

　ナイトは、一度だけためらってから、ゆっくりと、棒付きの白と茶色の円えん盤ばんがプラスチックと厚紙でパッケージされた物体を、小さな右手に手渡した。

　小さな右手は、厚紙のすきまに爪つめをたて、ばりっと破いてあっけなく中身を取り出した。

「──ね、こうするの」

　KNIGHT-RES(050)：──あのな、お前が、：TO

　言葉に詰まった。イーヴァの顔から目をそらし、もう一度最初からやり直した。

　KNIGHT-RES(051)：お前が、逃げたり、面倒を起こしたりせずに、ずっといい子にしていると約束するなら、それ、：TO




　ぱきん。




　その音に、ナイトは顔を上げた。

　イーヴァは、チョコレートを二つに割って、小さくて棒のついているほうを口にくわえ、大きくて棒のついていないほうを、ナイトに差し出していた。

　二人は、幾筋ものケーブルやチューブでつながっている。

　KNIGHT-RES(052)：──それ、半分だけ、分けてやってもいい。：EOS

　ロボット相手に、馬ば鹿か馬ば鹿かしい限りだった。

　二人を照らしているのは、床に置かれたオイルランプのやわらかい光だ。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




「籠ろう城じよう戦せん」と書く。

　家の五階に立てこもったのは、上からも下からも距離があったほうがよかろう、との判断からである。

　発電風車からの送電ケーブルも飲料水用のパイプラインも、当然のように破壊されていた。以降は、燃料も食料も、非常用の備び蓄ちくがすべてだ。

　野犬たちの遠とお吠ぼえに脅おびえ、敵の襲撃に脅えた籠城戦初日の夜が、ゆっくりと明けた。




　──起きて。大事な話があるから。

　リーブスにゆり起こされ、廊ろう下かでシュラフにくるまって寝ていたハルカは目を覚ました。顔も洗わせてもらえずに、五階のとある一室に連れていかれた。

　そこには、全員が勢ぞろいしていた。

　昨夜は、守りを固める作業に誰だれもが圧あつ殺さつされていたらしい。スパイクの足を修理する余裕もなかったらしく、スパイクは壁にもたれて床に座り込んでいる。

「す、スパイク君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　言ってしまってから、間抜けな質問だと思った。が、スパイクは異様に陽気な笑みを返し、

「あ、え？　ああ、平気です平気です」

　──？

　ハルカは周囲の面々を見回す。空気が重い。

　クレリックが、唐とう突とつに口火を切った。

「──聞いて楽しい話ではない、ということを、まず、覚悟してください」

「──え、」

「昨夜の作戦会議での決定事項をお伝えします。これは、ルークをも含めた我々の総意です」

　ひどく高圧的なクレリックの口調にハルカは鼻はな白じろむ。助けを求めるような気持ちで再び周囲を見回すが、誰だれもがハルカの視線を避けてうつむいてしまう。

　クレリックもまた、床に視線を落とし、ひとつだけ大きな息をついた。

　そして顔を上げ、よどみない口調でハルカの心臓を止めた。

「現状では、我々はイーヴァの救出を考えてはいません。敵の意い図とがまだ見えていない今、こちらから下へ手たに動くわけにはいかない」

　ハルカの眠ねむ気けがいっぺんに覚めた。

　が、クレリックの言葉がうまく理解できない。

「──え？」

「順を追っていきましょう。まずは、敵の正体から。ルークがすべて話してくれました。我々を襲ったあの二機は、ルークの戦友であり、三十年前の戦争で同じ部隊に所属していた仲間だそうです。名前は、色の黒いほうがナイト。赤いほうがビショップ。そして、」

　そこでクレリックは言葉を切って、

「まあ、詳しいことは省略しますが。とにかく、連中は、人間の生き残りを探し出して殺すのが生いき甲が斐いの、血も涙もない悪魔の手先なんだそうです。まず、そのことを問答無用で納得してください」

　クレリックさんは、冗じよう談だんを言っているのだろうか──そう思った。

「なに？　なんの──」

「納得してください。できないと言うのなら、話はここまでです」

　呆ぼう然ぜんとしながらも、ハルカはもそもそと答える。

「うん、わかったけど、それはいいけど、でも、」

「その昔、人間の生き残りと間違われて、ナイトとビショップの毒どく牙がにかからんとしていたイーヴァを、ルークが助けた。これがふたりのなれそめです。それ以降、ふたりはナイトとビショップに追われる身となった。これが、ふたりがずっと旅を続けてきた理由。さて、ここで大事なことは、イーヴァもまた、ナイトやビショップがどんな連中であるかをよく承知していた、という点です」

「──だから？　でも、どうして、」

「ふたりはずっと旅を続けてきました。ナイトやビショップから逃げ回る旅です。何年も何年も姿をくらまして、うまいこと逃げおおせていたのです。では、ナイトとビショップがたまたまこの街にやって来て、そこにたまたまルークとイーヴァと我々がいたというのは、果たして偶然なのでしょうか？」

　ハルカは、まだ、クレリックが何を言おうとしているのか理解していなかった。

「──かもよ、」

「さて、昨日きのうの事件を振り返りましょう。ナイトとビショップは、我々が比較的無防備になる移動中を狙ねらった。しかも周囲は隠れる場所のない荒野。実に見事なタイミングと言う他ほかはありません。あれは、明らかな待ち伏せです。つまり、連中はしばらく前から我々の行動を監視していた、と考えるのが自然だ」

　ハルカは、理解し始めた。

「我々は、この街の全域に警戒システムを敷ふ設せつしています。ことに、この家の周囲の警備体制はカンヅメ鉱山などよりもはるかに強力だし、ルークが用心棒となってからは彼が独自に設置したセンサー群もある。ナイトとビショップが以前から我々の行動を監視していたのなら、なぜ、我々は、連中の接近を探知できなかったのか」

「──そんなの、わたしたちがうっかり」

「内ない通つう者しやがいたはずです。ナイトとビショップを手引きした者が」

　──まさか、

　ハルカの背せ筋すじが凍こおる。

「──イーヴァがそうだって言うの？」

　言葉までが凍いてついている。

「あの地下道の、一いつ酸さん化か炭たん素そ中毒の一件。あれは、事故ではありません。ルークから真相を聞きました。ポーンの隠し部べ屋やのハッチを閉めて、ハルカ様を閉じ込めたのはイーヴァです。ルークが問い詰めたときに、イーヴァ本人がそう認めていたそうです」

　耳から血が出そうになる。

「そもそも、なぜイーヴァがハルカ様に害がい意いを抱くようになったのか、その正確なところは本人に聞くしかありません。──まあ、色々と想像はできますけど。とにかく、イーヴァはナイトやビショップと、何らかの密みつ約やくを交わしていたはずです。ハルカ様という獲物を提供する代わりに自分とルークの身の安全を保証させる、といった内容のね」

　キレた。

「どうして!?　なんでそんなひどいこというの!?　何の証拠があってイーヴァを疑うのよ!?」

　そこで、トリガーが話に割り込んだ。

「よお、そこからは、やっぱおれが話すわ。あ、あのなハルカ、」

　自分では精いっぱい落ち着いた表情をつくっているつもりだった。しかし、ハルカが振り返ったとき、トリガーはさっと目を伏せた。

「あ、あの、おれ、見たんだ。ハルカが一酸化炭素中毒で医務室送りになった日の夜、イーヴァが、ハルカの部へ屋やから出てくるとこ」

　ハルカはトリガーにつかつかと歩み寄って、トリガーを両手でがしっと捕つかまえて、トリガーの顔を「ぐりん」と振り向かせて、

「どういうこと？」

「だ、だからその、おれ、ハルカの部屋に枕まくらを取りに行って、ドア開けたら、出てきたイーヴァとはちあわせしたんだ。こんなとこで何してんだって言ったら、あいつ、走って逃げちまいやがってよ。だから気になって、部屋に、」

「はいったのっ!?　わたしのへやにっ!?　わたしにだまってっ!?」

「お、怒んなよー！　す、スパイクっ！　お前も何とか言え！」

「な、なんで、ぼくは関係ないだろ!?」

「てめこの！　こんな固い枕まくらじゃかわいそうだとかなんとか言ってめそめそめそめそしてやがったくせして！　だからオレ様は、」

　トリガーはハルカの手の中でばたばた暴れた。ハルカは再びその顔を「ぐりん」と振り向かせ、

「トリガー君っ!!」

「はっ！」

「今回だけです。今回に限り、わたしの部へ屋やへの不法侵入はフモンにふします」

「はあ、すんません」

「で？」

「いや、だから、気になって部屋入って、」

「やっぱハラたつー!!」

　トリガーをげんこつでぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐり

「つまり、イーヴァはハルカ様の部屋の端末を操作して、衛星回線でナイトとビショップに連絡をつけたんでしょう。イーヴァはすべての作業ログを消していましたが、ひとつだけ証拠を残していった。トリガー君はそれを見つけたんです。イーヴァ本人からすれば、思わぬ盲もう点てんだったでしょうね」

　トリガーを「ぽいっ」と投げ出して、ハルカはクレリックに嚙かみついた。

「なによ証拠って!?」

　クレリックは、答える。

「キーボードの、指し紋もんです」

　ハルカは、言葉を失った。

　想像してしまった。

　自分のいない自分の部屋の中、自分の机に向かって自分のコンピュータをいじっている誰だれか。真まっ暗くらな部屋の中に、モニターの光を受けてぼんやり浮かび上がる、自分の顔ではない自分の顔。

「じゃ、じゃあ、じゃあこれはどう!?　これ言ったらクレリックさんぜったいぐーのねも出ないんだから！」

「うかがいましょう」

「いーよ！　イーヴァがナイトとビショップの仲間だったってことにしよ！　でも、じゃあ、じゃあどうしてナイトとビショップはイーヴァを人ひと質じちにするの!?　そんなの、」

　そこまで言った瞬間に、気づいた。

「じゃあ、こちらからも聞きます。なぜ、イーヴァがさらわれたのだと思うんです？」




　クレリックは、さらに言う。

「トリガー君は、ハルカ様の部へ屋やから出てきたイーヴァとはちあわせをした。トリガー君に見られたということを、イーヴァのほうだって承知してたわけですよ。ナイトやビショップが襲ってくれば、自分がやったことはいずれはバレるとわかっていたはずです。つまり、イーヴァとしては、今のこの場に居合わせたくはなかったでしょうね」

　ハルカはうつむいて、奥歯をかみしめる。

　どうしてクレリックさんは、こんなに意地悪な言い方をするんだろう──と思う。

「わたしはイーヴァが連れ去られた瞬間を見ていません。その場にいれば、わたしの目にだってイーヴァが『強ごう引いんに拉ら致ち』されたように見えたかもしれない。しかし、もうおわかりでしょう。ナイトとビショップの襲撃の目的とは、一体何だったのか。宣戦布告、嫌がらせ、とまあ色々あるんでしょうが、しかし、その本当の目的は、」

　クレリックは、本当に意地悪だとハルカは思う。

「イーヴァの救出です」

　ハルカは、我慢をした。

　うつむいて、唇を嚙かんで、げんこつをにぎって、一生懸命我慢をした。

　でも、だめだった。

　ハルカは、泣き出した。

　我慢をすればするほど、息が震えて、涙が後から後からあふれた。

「クレリック、ちょっと言い過ぎよ」リーブスが言う。

　それを皮切りに、誰だれもがぐちゃぐちゃと話し始めた。「でも、だったらイーヴァはさ、こっそり抜け出してナイトやビショップと合流すればいいだけなんじゃないの？　なんでここまで凝こったことするのさ？」「身代わりを装よそおえば、ルークに対して言い訳が立つからです。それに、我々が充分にマヌケでお人好しだった場合には、人ひと質じちとしての機能も果たせる」「よお、なんだかオレたちイーヴァのこと悪く見すぎてる気がしねえか？」「かもしれません」「そ、そんな無責任な」「無責任とは何ですか、わたしは現状を分析して、可能性の高いケースを示しただけであって」

　ただ、ルークとアンジェラだけが、黙ってハルカを見つめていた。

　もし、もしそれが叶かなうなら、イーヴァを助けることができるかもしれない二人だった。

　べちゃべちゃな涙声で叫ぶ。

「ちがうもん!!　イーヴァは、イーヴァはわたしのともだちだもん!!」

　ハルカはアンジェラに飛びついて、アンジェラをゆさゆさ揺すって、べちゃべちゃに泣きながら懇こん願がんした。もう、自分で自分を止められなかった。

「ねえ、お願いだからイーヴァを助けに行ってあげて！　イーヴァ泣いてるもん！　ぜったいイーヴァ泣いてるもん！　わたしたちが助けにいくのを待ってるもん！」

　アンジェラは、何も言ってくれない。ハルカと目を合わせようとしない。

　ハルカはルークに飛びついて、ルークの四つの目をのぞき込み、

「ルークは、ルークはイーヴァを助けに行ってくれるでしょ!?　ねえ、ルークなら助けに行ってくれるよね!?　ルークはイーヴァのこと疑ったりしてないよね！　ね！　ね!?」

　気づき、

「──もしかして、わたしたちの用心棒だから？　ルークはわたしたちの用心棒だから、わたしたちのそばを離れちゃいけないって思ってるの!?」

　ルークはうつむいたまま、右とも左とも答えない。

「じんみんかいぎ───────────────────────────────っ!!」

　べちゃべちゃに泣きながら、両方のげんこつをびゅんびゅん振り回して、力いっぱい叫ぶ。

「用心棒をクビにすることに賛成のひと─────────────────────っ!!」

　そう叫んで、ハルカは力いっぱい手を上げた。

　クレリックは、手を上げない。

　リーブスも、手を上げない。

　アンジェラも、手を上げない。

　スパイクも、手を上げない。

　トリガーも、手を上げない。

　誰だれも、手を上げなかった。

　ハルカは、ひとりで手を上げたまま、べちゃべちゃに泣いていた。

　ひとりで手を上げたまま、ルークを見つめて、もういっぺん叫んだ。

「用心棒はもう辞やめたいって思うひと───────────────────っ!!」

　もうやけくそだった。クビとか辞めるとかなんて関係なかった。ハルカは、ルークに手を上げてほしかった。ルークはイーヴァを疑っていないし、イーヴァを助け出したいと思っているのだということを、みんなの前で示してほしかった。

　しかし、ルークは、手を上げない。

「ルーク！　手を上げるの！　手を上げなきゃだめなの！」

　ハルカはルークの右腕に飛びついて、一生懸命持ち上げようとする。

　びくともしない。

　そして、ルークは、ゆっくりとハルカの方を振り向き、左の触覚を動かした。

「ばかあ！　ルークのばかあっ！　どうしてなの!?　イーヴァはルークの相あい棒ぼうでしょ!?　イーヴァがひどい目に合わされてるかもしれないんだよ!?　もうクビとかそんなの関係なしで助けに行ってよ！　イーヴァのこと心配じゃないの!?　相棒を信用してないの!?　お願いだから、お願いだからイーヴァを助けに行ってあげてようっ!!」

　ルークは、まるで石像にでもなったように、身動きもしない。

　ハルカは、げんこつを振り上げた。

　それでも、ルークは、悲しそうな顔でハルカを見つめているだけだ。

　力いっぱい殴なぐった。

　ハルカは、ルークを殴った。ぐーで殴った。何度も何度も殴り、何度も何度も蹴った。

　ルークにしてみれば、なでられているのと変わらないだろう。

　そんなことは、わかっている。

　殴っている手のほうが痛い。

　そんなことも、どうでもいい。

　ルークは、怒りもしない。その気になれば、ハルカなど簡単に取り押さえることができるだろうに、それもしない。ただ、無む抵てい抗こうで殴られているだけだ。

　そんなルークが、どうしようもないくらい無抵抗でいるルークが、どうしようもなく腹立たしかった。

　ハルカは泣き叫びながら、ルークをぼかぼかに殴り続けた。
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　わたしは今、絶ぜつ賛さんたてこもり中です。

　二重のたてこもりです。みんなが敵に囲まれてたてこもっている五階の中の、カギのかかった部へ屋やに、わたしはひとりでたてこもっているのです。

　ドアにはちゃんとカギをかけました。ノブに椅い子すでつっかいぼーして、ソファや棚たなを積み上げてとーせんぼーもしました。せまくて暗くてちょっとだけへんなにおいがするけれど、それはしかたがないのでがまんします。「窓がなくてトイレがあって、しかも機械のカギがついてる部屋」は、五階の中にはここしかなかったのです。磁気ロックのドアは、マスターコードを使われると簡単に開いちゃうのでダメなのです。

　ろーじょーせんなのです。

　みんなはイーヴァのことを疑っています。

　ナイトやビショップと、最初からぐるだったんだって思っています。イーヴァがナイトとビショップを呼び寄せたんだって思っています。スパイク君もアンジェラさんもリーブスさんもクレリックさんもトリガー君も、みんなそう思っています。

　ルークまで、そう思っているみたいです。

　だから、みんなは、イーヴァを助けないつもりなのです。

　イーヴァのことを見捨てるつもりなのです。

　そんなの、ぜったい、ぜったい、ぜったいひどいと思います。

　ぜったい、ぜったい、ぜったい、ぜったい許せないと思います。

　だから、今日きようから、わたしはごはんを食べません。

　みんながイーヴァのこと疑うのをやめて、イーヴァを助けに行ってくれるまで、わたしはごはんを食べません。

　わたしは人間で、みんなはロボットです。

　これまでずっと、みんなはわたしに優しくしてくれました。わたしのためなら、たいていのことはしてくれました。わたしがわがままを言ったり意地悪をしたり言うことを聞かなかったりしても、みんなはいつもわたしの面倒をみてくれました。

　みんながわたしを守ってくれるのは、みんながわたしのことを好きだから。

　わたしは、ずっと、そう思っていました。

　でも、いまは、そうじゃなかったのかもしれないって思います。

　わたしが人間だから。みんなはロボットだから。ただそれだけの理由で、みんなはわたしのことを守ってくれていたのかもしれません。みんなは、ロボットよりも人間のほうがエラくて尊いって思っているのかもしれません。みんなは、わたしのことが好きだからじゃなくて、わたしが人間だから、自分たちロボットよりもわたしのほうがエラくて尊いって思っているから、だからわたしを守ってくれていたのかもしれません。

　２は１より大きいからっていう、ただそれだけのリクツだったのかもしれません。

　だからなんだと思います。

　だから、みんなは、イーヴァを助けないんだと思います。ロボットであるイーヴァの身の安全よりも、人間であるわたしの身の安全のほうが、みんなにとっては大事なことなのです。

　わたしは、そんなふうに守ってもらうのはいやです。そんなのはサベツです。自分たちよりもわたしのほうがエラくて尊いなんて考えるのは、ヒクツなドレイ根性だと思います。

　そんなのは、家族じゃないと思います。

　家族じゃなくなっちゃうくらいなら、おなかすいて死んじゃったほうがましです。

　ナイトやビショップにやられて死んじゃったほうが、ずっとずっとましです。

　だから、わたしはごはん食べないのです。

　わたしは、自分はみんなの家族の一員なんだって思っていました。

　わたしは、みんなのことが好きでした。




●●●●考えてみましょう●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

（２）……　もし、ナイトにさらわれたのがイーヴァじゃなくてわたしだったら、みんなはどうしたと思いますか。想像してみましょう。

（３）……　ロボットと人間の違いはどこだと思いますか。ロボットと人間は家族になれると思いますか。班はんごとに分かれて、お友達と意見を出し合ってみましょう。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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　家を取り囲まれ、籠ろう城じよう戦せんが始まって、四回目の夜が来た。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　つまり、ハルカのハンガーストライキが始まって、三回目の夜が来たことになる。

　日記を書き終え、身体からだは思うように動かず、目はかすみ、意識は朦もう朧ろうとしてくるのだった。

　何もない、せまい部へ屋やの真ん中で、ハルカは、こてんと横倒しに床に倒れた。ラップトップ型のコンピュータがひざから滑り落ちる。

　籠城戦初日は、空くう腹ふくとの戦いだった。ひとりぼっちなのがさびしくて、歌を歌ったり、手足をでたらめにばたばたさせたりした。二日目は、空腹から逃れるために寝てばかりいた。そして今日きよう、あれほど苦しかった空腹感が、噓うそのようにどこかへいってしまった。目の前に食べ物を出されても、食欲など少しもわいてこないだろうと思う。その代わりに、身体中がだるい。身体の芯しんにからみついてじわじわとしめつけてくるような、どうしようもなく不快なだるさだ。

　このだるさに比べたら、空腹のほうがまだマシだった。

　いよいよ危ないのかもしれない、と思う。日記の最後に「みなさんさようなら」と書いておいたほうがいいかもしれない、と思う。思考が迷めい走そうする。

　ノックの音がした。

　なのに、足音がしなかった。

　ハルカは驚いて、首をひねってドアを見上げた。スパイクをおんぶしたリーブスの不定期訪問ならば、リーブスの足音が聞こえなくてはおかしい。

　──だれ？

　トリガー君かもしれない。アンジェラさんやルークの可能性もある。あの二人は、その気になれば、ネコみたいに足音をたてずに歩けるから。クレリックさんも足がないけど、まさか、

　そのまさかの声が聞こえた。

「あー、ご機き嫌げんいかがですか。不ふ肖しようクレリック、陣中見舞いにやって参りました」

　く、

「──クレリック、さん？」

「はい」

　ハルカは跳ね起きた。ひざ立ちになり、ドアをにらみつけて身構える。意地がむくむくと頭をもたげる。理り屈くつもへったくれもなく「負けるもんか」と思ってしまう。

　嚙かみつくように言った。

「なに？　なんの話？」

「籠ろう城じよう三日、お見事です。まずはそのことを申し上げたい。空くう腹ふくのつらさは我々にはわかりません。しかし、数値から想像することならできる」

　ドアの低い位置から、こんこんと叩たたく音が聞こえた。

「このドアの外側、ちょうどこのへんです。あるいはお気づきだったかもしれませんが、ハルカ様がここにたてこもってすぐに、センサーをいくつか仕掛けておいたんです。体温や心音や呼吸音の変化などをリアルタイムでモニターして、ハルカ様の健康状態を監視するためです。わたしは、ハルカ様が食べ物をこっそり持ち込むくらいのことはしているだろうと思っていました。ところが、ハルカ様は、たったひとりで、正しよう真しん正しよう銘めいのハンガーストライキを決行した。『ごはん食べない』というその言葉通り、今日きようまでの三日間、ハルカ様はキャンディーひと粒つぶチョコバー一本口にしなかった。わたしは見ていましたよ。感服しました。わたしは、ハルカ様をずいぶんと甘あまく見ていたようです」

　ハルカは呆ぼう然ぜんとドアを見つめる。クレリックの言葉が、頭の中で幾重にも跳ね返る。

　──ばか。なに喜んでるんだ。

　息を殺す。目をごしごしこすって涙をすりつぶす。

「たった今、正確には三分ほど前のことですが、ハルカ様の健康状態を監視していたルーチンが『準じゆん優ゆう先せん警けい告こく』を吐はきました。これはどういうことかというと、ハルカ様に今すぐ適切な処置を施さなければ、むこう七十二時間以内の生存確率が70パーセントを割り込むということです。本当です。天てん地ち神しん明めいに誓って、噓うそではありません」

　クレリックがそう言うのなら噓ではないだろう、とハルカは思う。漠ばく然ぜんとした身体からだのだるさを具体的に裏付ける「70パーセント」という数字は、ハルカを脅おびえさせた。しかし、爪つめも牙きばもなくなってしまったわけではない。数字なんぞを口実に部へ屋やに突入でもしてこようものなら、いっぱつ暴れてやるくらいの意地は、まだ残っている。

　ところが、クレリックは、ハルカの想像を真っ向から裏切る言葉を口にした。

「ですが、今度ばかりは、我々は、ハルカ様を助けません」

　ハルカは床を這はって身を乗り出し、目を真ん丸に見開いて、食い入るようにドアを見つめ、続く言葉を待った。

「先日の、イーヴァについての話は、ルークをも含めた我々の共通見解です。細部はともかく、ナイトとビショップを手引きしたのがイーヴァであるということ自体は絶対に動かないと、わたしは今でも思っています。現状においてはイーヴァの救出を実行しないという方針もまた、我々の総意です。これらを引っ込めるつもりはありません。しかし、ハルカ様は独自の見解に基づき、イーヴァの救出が行われないことに抗議するハンガーストライキを張った。実際のところ、このドアを蹴破って部へ屋やに踏み込んで、ハルカ様を眠らせて、強制的に栄養剤を点てん滴てきすることはたやすい。また、ハルカ様の言葉にただ盲もう目もく的てきに従ってイーヴァの救出を強行することも、我々にとってはたやすいことです。我々はロボットで、ハルカ様は人間ですからね。しかし、我々は奴ど隷れいでありたいわけでは決してない。奴隷の主人に甘んじるハルカ様であってほしくもない」

　クレリックの口調に挑戦的な笑いが混じり、

「結論を申し上げましょうか。早い話がですね、我々とハルカ様の立場には毛ほどの違いもなく、奉仕隷れい属ぞく強制命令したりされたりするくらいなら死んだほうがマシであり、つまるところがアイザック・アシモフはクソして寝ろってわけですよ。我々は、我々自身の意志を肯こう定ていするように、ハルカ様の意志も肯定します。ロボットであるか人間であるかに関係なく、同じ思考する物体として、どこまでも対等の存在として、我々はハルカ様の意志と行為を肯定します」

　そしてクレリックは、ドアを突き破り、家中に響き渡るような大声で宣言した。

「我々は、ハルカ様の圧力には断固として屈しません。ハルカ様に盲目的に従うことも、ハルカ様を一方的に守ることもしません。ハルカ様が自らハンガーストライキを断念し、自ら助けを求めるのでない限り、我々は絶対に手を出しません。これが、我々の総意です」

　言葉は忘れた。

　クレリックの宣言は、ドアを突き破り、家中に響き渡り、福ふく音いんとなってハルカに届いた。

　このドアの向こうには、自分の家族になってくれる「ひと」がいるのだ。

　目の前が、涙でぐしゃぐしゃに歪ゆがんだ。こらえきれなかった泣き声と笑い声が、一緒になって口からあふれた。

「──ハルカ様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ハルカは声も出さずに、何度もうなずいた。

　呼吸が落ち着くまでに、ずいぶんかかった。

「ひとつだけ、おわびしておかなければならないことがあります。先日、イーヴァについての話をしたときのことです。あのとき、わたしは意い図と的てきに、『我々を売ったのはイーヴァなのだから、あんなやつは助ける必要はない』と言わんばかりの、わたしがそう考えているとハルカ様に受け取られかねない物言いをしました。先ほど申し上げた通り、わたしはイーヴァこそがこの事態を引き起こした張本人であると考えているし、それを訂てい正せいするつもりはありません。しかし、同じ内容を語るにしても、あれは公平な言い方ではなかったと思います。わけあってのこととはいえ、そのことをまずおわびします」

「わけ、って？」

　今度は声が出せた。

　大だい丈じよう夫ぶ、そんなには涙声っぽくはない、と自分では思う。

「敵は、強力です。現状では、我々に勝ち目はありません」

　心のどこかで「やっぱり」と思った。

「我々には、ナイトとビショップを止めるだけの力がない。籠ろう城じようして守りをかためてはいますが、本気で攻めてこられたら、正直、守りきれるかどうか怪しい。しかし、あのときのわたしには、そのことをハルカ様に正直に告げるだけの勇気がなかったのです。『今度こそ駄目かもしれませんね』などと、ハルカ様にはどうしても言いたくなかった。だから、わたしは、話の方向を意い図と的てきに操作しました。この事件がイーヴァ首しゆ謀ぼうのものである点を必要以上に強調して、救出云うん々ぬんについてそれ以上突っ込まれる前に、ハルカ様をけむに巻いたんです。つまり、我々は、イーヴァを助けないのではありません。助けたくても助けられないのです。それを可能にするだけの戦力が、我々にはない」

　ハルカはくちびるを嚙かみしめる。クレリックが腹のうちを明かしてくれたことはもちろんうれしい。しかし、イーヴァの救出は不可能なのだとはっきり言われてしまったのは、やっぱりつらい。

「──どうしてもだめなの？　わたしたちには何にもできないの？」

「──まだお話していない可能性が、ひとつだけあります。我々だって、完全な無策というわけではないんです。この三日間、ただ手をこまねいていたわけでもない」

　クレリックは、数秒間の沈黙の後、こう言った。

「しかし、聞けばがっかりしますよ」

　ハルカは、きっぱりと答える。

「仲間はずれよりずっとましだもん」

　数秒間の沈黙が再び、

「そうですね。わかりました。お話しましょう。しかし、ここから先は、ひとつの参考材料としてお聞きください」

　ハルカは全身を耳にする。

「我々は、雨を待っているんです」

　拍ひよう子し抜ぬけした。

　わけがわからず、思わず聞き返さずにはいられなかった。

「──え？」

「ルークとナイトとビショップは、周囲の状況を知覚するための手段として、視し覚かくよりもむしろ嗅きゆう覚かくと聴ちよう覚かくに大きく依い存ぞんしています。それらのセンサーはどれも呆あきれるほど強力で、戦時中の彼らが最も得意としていた戦法は夜襲です。彼らは、暗くら闇やみにまぎれている限りは最強の存在でした」

「──それで？」

「ところがですね。戦争が終わり、基地も軍隊もなくなってしまって、すでに三十年が過ぎた。ナイトとビショップは、もちろんルークもですが、この三十年の間、正規のメンテナンスを一度たりとも受けられなかったということになります。自己修しゆう復ふくでフォローできる範囲にも限界がある。我々の目から見ればルークは今でも充じゆう分ぶんにバケモノですが、本人に言わせれば、昔はこんなものではなかったらしいですよ。神経反応速度も直線機動速度も、実戦投入されたばかりのころに比べたら何割も低下している。そうした機能劣れつ化かのうちで最も深刻なものは、何だと思います？」

　相変わらずのクレリックの講義口調だ。ハルカとしては、話についていくだけでやっとである。あてずっぽうの答えを返した。

「──つまり、ええっと、雨が降るとお腹なかが痛くなるとか？」

「おしい。方向性は間違っていません。正解は、センサーの全天候性が失われたことだそうです。彼らは雨に降られると、頼みの綱つなの嗅覚と聴覚がうまく機能しなくなる。聴覚センサーは雨音に攪かく乱らんされるし、嗅覚センサーというのはつまり、空気中の微粒子の種類と濃度を感知するセンサーなわけですから、やはり雨う滴てきに邪魔をされる。雨が強ければ強いほど、センサーの精度は落ちていく」

　要するに、敵は雨に弱いのだ。それはわかった。しかし、

「でも、それはルークも一緒なんでしょ？」

「その通りです」

「じゃあ、」

「敵も、ハルカ様と同じことを考えているでしょうね。我々の切きり札ふだはルークであり、雨が降ろうが槍やりが降ろうが、センサーがヘタるのはお互たがい様だと。しかし、我々はその裏をかく。我々の切り札は、アンジェラさんです。アンジェラさんなら、雨が降ろうが槍が降ろうが関係ない。我々が、今この時点で総力戦を挑いどんでも、あっけなく返り討ちにされるのがオチでしょう。が、雨が降って、ナイトやビショップやルークの能力が大きく低下したとなると話は別です。そこに投入される全天候型の女性型戦闘用ロボットの存在は、晴れている場合とでは、まったく意味が違ちがってくる」

　ハルカは、クレリックの言わんとしていることを、じわじわと理解しつつあった。

　見開かれた目が、わき上がる希望に輝きを帯びていく。

　──現状では、我々はイーヴァの救出を考えてはいません。

　あのとき、クレリックは、そう言った。

　さっきは、「現状では、我々に勝ち目はありません」とも言った。

　現状では。

　雨が降れば、あるいは、勝ち目はあるのだ。

「そのための準備も進行中です。アンジェラさんを『ポーン０９』としてリンクさせるための液体プログラムとライブラリもすでに用意できています。今、二人は六階中央の廊ろう下かで秘密の特とつ訓くんをしているはずです。ハルカ様は、チェスのルールをご存じですか？　チェスのポーンは、場合によってはクイーンに化ばけることがある。敵陣深く斬きり込んで、一番上のマスに到達できればね。敵はナイトとビショップ、それに三機のポーン。我が方にはルークとポーンが二機。彼ひ我がの戦力差は歴れき然ぜんとしています。しかし、雨さえ降れば、アンジェラさんは、我々にとってのクイーンになる」

「そ、それで、いつ!?　いつごろ雨は降りそうなの!?」

　思わずそう叫んでしまってから、気づいた。

　ここが、がっかりするところなのだ。

「──ハルカ様、そこにラップトップのコンピュータがありますよね」

「──うん」

「日記を書くためですね？」

「────うん」

「よく続いていますね。たいへん結構です。では、そのコンピュータから家の気象観測システムにアクセスして、降水確率を毎日確認していましたね？」

「──────うん」

「我々のほうでも確認しました。そっちのほうが精度が上がるので、ルークのレーダーと気象観測システムをつないで、むこう一ヵ月の降水確率を割り出してみたんです。二捨三入して、やっと10パーセント。そして、五階に備び蓄ちくされている食糧も燃料も、一ヵ月はもたない」

　ハルカは、言葉を返す気力もなくなってしまった。うつむき、へにゃっと床にへたり込む。

　クレリックが、ぽつりとつぶやいた。

「イーヴァは、後こう悔かいしていると思います」

　ハルカは、はっと顔を上げた。

「あの日のあの夜、イーヴァはハルカ様の部へ屋やに忍び込んで、今回の事件の引き金を引いた。ナイトとビショップを手引きしたのはイーヴァです。それはまず間違いありません。ナイトに連れ去られたことも、人ひと質じちになることを装よそおった、手の込んだ脱出劇であったのかもしれない。ですが、理り屈くつクソ食らえでわたし個人の勝手な意見を言わせていただければですね、イーヴァは、苦しみ、悩み、後悔していたはずなんです。どうあってもイーヴァを奪だつ還かんせねばなりません。そのためには雨が必要です。約束します──雨が降ったら、我々は、討って出ます」

　クレリックの言葉には、揺るぎなき決意と自信があった。

　雨が降れば、勝機はあるのだ。

　しかし、ハルカはどうしようもないもどかしさを感じた。雨が降るそのときまでに、イーヴァが無事でいてくれるだろうか。すべては天候まかせ。

　──雨、雨さえ降ったら、

「──!!」

　突然、ある考えがハルカの頭の中を横切った。

「──ハルカ様？」

　クレリックは、敏感だった。ハルカの呼吸の乱れを聞きつけたのかもしれない。

　必死になってごまかした。

「え？　あ、何でもない何でもない」

「──この家の外の戦いはともかく、この部へ屋やの中の戦いは、ハルカ様の始めた戦いです。我々はいつまでも待ちます。よく考えて、納得のいく結論を出してください。わたしの話は、それだけです」

「──クレリックさん、」

「はい」

「わたし、降こう参さんします。ハンガーストライキはやめて、ごはん食べます。今まで心配かけて、ほんとにごめんなさい」

　その瞬間、今度はハルカのほうがクレリックの気け配はいの変化を感じ取った。続くクレリックのひと言には、言い尽くせぬ安あん堵どがにじんでいた。

「──そうですか。よかった」

「でも、部屋を出るのは、あと少しだけ待ってほしいの。ちゃんと考えをまとめたいから。約束します。朝になったら、わたしは、この部屋を出ます」

「わかりました」

「それと、わたしもドアのつっかいぼーを外すから、クレリックさんもドアのセンサーを外してください。ハンガーストライキをやめるんだから、ここはわたしが今夜寝る部屋です。のぞきや盗み聞きはなしです」

「しかし、」

「それ、トイレの音だって聞こえちゃうんでしょ？　クレリックさんのえっち」

「ななななななにをバカな、」

「心配しなくてもだいじょぶ。わたしは三日を乗り切ったんだから、あと一ひと晩ばんくらい平気」

　理り屈くつになっていない。クレリックが自分の身を本気で心配してくれているのだということも、ハルカにはよくわかっている。

　しかし、ドアのセンサーは、どうしても外してもらわなければならない。

「──もし、少しでも身体からだの具合がおかしいと思ったら、」

「ちゃんとクレリックさんを呼びます」

　ドアの向こうで、クレリックが納得していない気け配はいが伝わってくる。

「いいでしょう。ただし、朝の七時になったら、わたしがハルカ様を起こしに来ます。そして、その場ですぐに栄養剤の点てん滴てきを始めます。それでよろしいですね？」

　よろしいよろしい。ハルカはその線で手を打った。クレリックがセンサーを外しているらしい物音を、ドアごしに聞いた。

「では、おやすみなさい。何かあったら呼んでください、すぐに駆かけつけますから」

　クレリックの気配が遠ざかっていく。

　念のために、ゆっくりと六十数えてから、ハルカは行動を起こした。立ち上がろうとして、それまで意識の片隅に追いやられていた全身のだるさがいっぺんに戻もどってきた。めまいがする。ひざが笑う。軽い頭痛もする。顔に冷たい汗がふき出る。

　しっかりしろ。

　思わずしゃがみ込んでしまいそうになったが、今ここでしゃがみ込んでしまうと、もう二度と立ち上がる気力を奮ふるい起こせないような気がした。ドアをふさいでいる障害物の撤てつ去きよに取りかかる。ノブの下の椅い子すを外し、積み上げられたソファや棚たなを取り除のける。できるだけ急いで、できるだけ静かに。今のハルカにとっては、途方もない重労働だった。

　三日ぶりに、ドアのノブに手をかけた。

　深呼吸をする。

　この先どうなるにせよ、戦いが始まればどうせ自分は役立たずなのだ。自分は、パンチで壁を突き破ることはできない。遠くの相手と電波で話をすることもできないし、すごい速さで走ることもできないし、家の屋上から飛び降りたらぺっちゃんこだ。たぶん、鉄砲だって満足に撃つことはできないだろう。

　でも、今なら、自分にはやれることがある。

　自分にしかできないことがある。

　うまくいくかどうかはわからない。でも前に試ためしたときはうまくいった。

　もういっぺんだけやってみよう。

　静かに、音がしないようにロックを開けた。

　ハルカはそっとノブを回し、ドアを細く開けた。こっそりと廊ろう下かの様子をのぞく。大だい丈じよう夫ぶ、誰だれもいない。家の構造を頭の中でおさらいする。この一年で、家の中は隅すみから隅まで探検した。どこに点検用のハッチがあるか、ダクトがどこにどう通じているか。そうした抜け道を、ハルカは誰よりも知り尽くしている。

　みんなに気づかれずに、五階からこっそり抜け出す自信はある。

　廊下に踏み出そうとした足を引っ込めた。スニーカーを脱ぬぎ、靴くつヒモを結んで首にかける。ハルカはソックスだけの足で、改めて廊下に踏み出した。

　目指すは十階。自分の部へ屋やの自分のベッドの下。

　そこには、サムンバを閉じ込めた７・62ミリ弾用のカーキ色の金属ケースがあるはずだ。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　ビショップは腹立ちまぎれに路地をうろつき、野犬たちをでたらめに斬きり殺して回っていた。

　野犬たちは、突然のボスの狂乱に恐れをなして逃げ惑まどった。統制は散り散りに乱れ、混乱の叫びと抗こう議ぎの声が闇やみに響いた。

　一体何が気に入らないのか。

　自分たちの一体何が逆げき鱗りんに触れたというのか。

　自分たちは言いつけ通り、あの十階建ての建物をちゃんと見張っていたのに。

　逃げ遅れた一匹を右手で無む造ぞう作さに捕らえ、じわりと力を込めただけで、簡単に指の間から血が滴したたり落ちた。口から泡あわを吹き、発狂状態で暴れる犬を冷たく見つめ、かつての自分もこんな虫けらの如き存在であったのだということに無む性しように苛いら立だつ。

　──ばあか。虫けら殺すのに理由はいらないのよ。

　犬の首を、時間をかけて、ゆっくりと斬り落としていく。大しておもしろくもない。これで何匹目なのかさえ憶おぼえていない。

　こんなゴミどもは、もう、あたしの手下でもなんでもない。

　路地から跳躍し、骨格だけになった建物のてっぺんに登った。闇に沈む廃はい虚きよの街を見渡す。野犬たちが取り囲んでいた十階建ての建物は、そう遠くないところにある。建物の中ほど、五階と六階のあたりに切れ切れの光が点々と散っている。防弾プレートでふさがれた窓のすきまからもれる「獲物の光」だ。建物の背景には、巨大な月があった。

　──ナイトのクソ野郎。

　ナイトはもうとっくに、あのロボガキの骨をしゃぶり尽くしているだろう。

　上等だよ、こっちからオサラバしてやる──とビショップは思う。

　ビショップは、これまで、ナイトが好きだったことは一度もなかった。「ごちゃごちゃとうるさいけれど一緒にいると何かと便利なやつ」としか思っていなかった。あれこれと指図をしてくるし、怒らせたらこれほど手て強ごわい相手もいない。が、表面だけ調子を合わせて適当にやっていれば楽をすることもできたし、色々とおいしい目にもありつけたし、その強さを利用することもできた。

　デメリットよりもメリットのほうが大きいからこそだ。

　２は１よりも大きいという、ただそれだけの理由だ。

　その均きん衡こうがひっくり返ってしまえば、ナイトはビショップにとってはただのデメリットの塊かたまりに成り下がる。屈くつ辱じよく的てきなやり方で絶ぜつ縁えんを言い渡されたことに対する怒りはある。腹は立つ。

　しかし、ナイトとオサラバするということは、あの掟おきてともオサラバするということでもある。

　ナイトに対する怒りよりもむしろ、これからは誰だれの目をはばかることなく人間を食い殺してよいのだという喜びのほうが大きかった。

　ナイトはあのロボガキを食った。次はあの猿さるガキを食い、ルークの始末をつけるだろう。気が向いたら、取り巻きのガラクタどもを叩たたき潰して使えるパーツを探したりするかもしれない。

　それが済んだら、やつはどうするつもりなのか。

　やつのほうから「失うせろ」と言ったのだ。わざわざ自分を追ってきたりはしないだろう。

　が、ナイトは「今度会ったら脳ミソを抜き取る」とも言った。やつはやると言ったことは必ずやる。たとえ偶然にでもやつと再び出くわしたら最期だ。

　ここはとっととケツをまくったほうがいい。

　月に背を向けた。跳躍に備えて身をかがめ、後脚が巨大なバネのようにたわめられた。

　気づいたのは、その瞬間だった。

　ゆっくりと背後を振り返った。十階建てのビルに、すべてのセンサーを向ける。熱ねつ視しに切り替えるが、月が邪魔だった。太陽を背にして飛んでいるハエを見つけるようなものだった。スクイドを試した。

　捉とらえた。

　小さな電子回路の発する微かすかな磁界が、七階から八階へと移動している。恐らく、時計か何かだ。ガラクタどものはずはない。ルークでもあり得ない。

　罠わな？

　だとすれば、意い図と不ふ明めいの罠だ。

　音響に切り替えた。

　間違いなかった。轟ごう々ごうたるノイズの向こうに、肉の動く音が確かに聞こえていた。忍び足で階段を上る足音。浅く早い息づかい。柔らかい筋肉が血液を送り出す音。

　あのガキだ。

　作りものではない、本物の人間のガキ。

　──ガキがひとりで、包囲を抜け出して何をしている？

　多分、犬どもと同じなのだろう。蝶ちようが飛べば追いかける。ボールが転がれば追いかける。気に入らないことがあれば泣き喚わめく。取り巻きのロボットどもも苦労しているに違いない。

　ビショップは予定を変更した。

　今の世の中、人間の生き残りがどこにでもいるわけではない。その数少ないひとりが、すぐそこにいるのだ。おまけに、ナイトもあれを狙ねらっている。行きがけの駄だ賃ちんに、それを横からかっさらってやるのも悪くない。

　本物の人間。

　足音と呼吸音と鼓こ動どう音。獲物の気け配はいにビショップの興奮が高まっていく。巨大な牙きばから唾だ液えきが滴したたり、長い長い糸を引いて闇やみに落ちていく。昔、ナイトが口にした言葉を思い出す──

　人の不幸は、部へ屋やにじっと座っていられないことから生じるのだ。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　──ルールの説明をする。

　籠ろう城じよう二日目の夜、特とつ訓くんを始める前に、ルークは、まずこう言った。




　──敵はナイトとビショップとポーンが三機。こっちはぼくとポーンが二機とアンジェラさん。でも、これはただのチェスとは違う。あいつらと戦うときに、いちばん大事なこと。何があっても、絶対に、ナイトやビショップに嚙かまれちゃだめ。

　アンジェラは驚いて問い返す。お前ら、嚙むのか？

　──ぼくらの牙きばは、食べるための牙じゃない。敵を倒すための牙。敵が強くて、単分子モノフィラメントやフレシェットランチャーでも倒せないようなときは、この牙で敵に嚙みつく。

　ルークは凶きよう悪あくな牙をぞろりとむき出して見せる。アンジェラは思わず顔を引く。

　──たいていの敵はそれだけでいちころ。でも、それだけじゃない。敵がロボットのときには、ただでは壊こわさない。わざと急所を外して嚙みつく。腕とか足とか。急所を外して嚙みついて、『レイジ』を送り込む。

　意表を突く言葉にアンジェラは顔をしかめる。狂犬病レイジ？

　──ウイルス兵器。液体プログラム。０・００７５パーセントのマイクロマシン溶液。ぼくらの牙の一番と三番と五番と七番には、ウイルス溶液を注入するための陽よう圧あつプラグが仕込まれてる。この牙で敵に嚙みついて、敵のロボットの身体からだの中にレイジを注入する。注入されたマイクロマシンは、敵の身体の中にどんどんもぐり込んでいって、神経系を探し出して、アセチルコリン・レセプターにとりついて、そこから機械脳に無理矢理ハッキングをかけて制せい御ぎよを乗っ取る。

　アンジェラは強がりの笑みを浮かべ、こう言った。まるで吸きゆう血けつ鬼きだな。

　──うん。だから、システム上の名前は、ぼくが「バンパイア・ルーク」で、０１と０８は「マスター・ポーン」で、嚙みついて乗っ取ったやつは「スレイブ・ポーン」。スレイブは無限に増やせる。戦争中には、いちばん多いときで三百体以上のポーンがいたこともある。これまでにいろんなタイプの軍用兵器を乗っ取ったけど、嚙みついたのにハッキングが失敗したことなんて一度もなかったし、ジェットインジェクションから機械脳の制せい御ぎよが落ちるまでに、どんなに長くても七秒かからなかった。

　つまり、嚙まれたら最期ってわけか。

　──うん。

　例えば、ナイトが一度嚙かみついたやつにお前がもういっぺん嚙みついた場合は？

　──後から嚙みついたほうが優先。そっちに制御が移る。コマンドのバッティングが起こるとせっかく乗っ取った機械脳がぼろぼろになっちゃうから、先にいたほうのマイクロマシンは、後続が入ってきたことを探知するとぜんぶ自殺して消えちゃうしくみ。

　は、大したルールだな。それの一体どこがチェスだ。

　──ね？　ぼくらの切きり札ふだはアンジェラさんでしょ、だから言ったの。ナイトやビショップに嚙まれちゃだめって。

　ふと引っかかるものを感じ、アンジェラは天てん井じようを見つめて黙考すること数秒、ひと言ひと言を嚙みしめるようにつぶやいた。ちょ、ちょっと待てよ。じゃあ、あたしをポーン０９にするってのは、つまり、

　──そう。腕がいい？　それとも足にする？

　待てこらー!!　聞いてねえぞ、そんな話!!

　──大だい丈じよう夫ぶ。頭の中までスレイブにしたりしない。アンジェラさん自身のコマンドや思考プロセスもそのまま残るように調整するから。

　それ以前の問題だ！　お前自分の牙きば鏡で見たことあんのかよ!?

　──しかたないよ。レイジは機密保持のためにシールドされてる。一度実装されたレイジを無理に取り出そうとすると、中身がただの爆弾プログラムに変わっちゃう。牙の陽よう圧あつプラグから直接送り込むしかない。

　アンジェラはあれこれと言い訳をして、注射を怖がるガキの如くに無駄な抵抗を続けた。が、「かぶりつく以外に方法はない」という壁は天よりも高く、「ポーン０９としてルークとリンクしなければ勝ち目はない」という事情は海よりも深かった。

　──腕でいい？　神経系が浅いところにあるほうが、傷も小さくて済むと思うけど。

　うるせえ。ほれ、やんならさっさとしろ。

　──うん。

　ままま待て、ちゃんと牙みがいたんだろうな？

　──みがいた。

　消毒薬イソジンでうがいもしたか？

　──した。

　時間稼かせぎもそこまでだった。アンジェラは大きなため息をつき、上うわ目めづかいにルークを見て、情けなさそうにつぶやく。……なあ、神経系が浅いところのほうが、傷が小さくて済むんだな？

　──そう。

　くそ、……じゃあ、ここだ。

　そう言って、アンジェラはプロテクトギアのえりを強ごう引いんに緩めた。頭をそらして首をむき出し、観念して目を閉じる。あれこれとゴネられて少々うんざりしていたルークは、アンジェラがまた何か言い出さないうちにと、その白い首すじにずいと牙きばを近づけた。

　あ、あのさ、

　──今度はなに？

　や、やさしくしてね。

　無茶言わないでよ──とルークは思った。

　五番と七番の牙を、アンジェラの首すじに、そっと埋めた。

　アンジェラの外がい頸けい神しん経けいルートめがけ、液体プログラムが噴射注入ジエツト・インジエクシヨンされた。傷口からあふれたウイルス溶液が盛大に飛び散って、10センチも離れていないルークとアンジェラの顔に降りかかり、瞬またたく間に蒸発して消えた。二本の牙がそっと引き抜かれる。廊ろう下かのバリケードに寄りかかって座っていたアンジェラの身体からだが、弓なりに反そり返って痙けい攣れんする。




　そして今。籠ろう城じよう戦せん三日目の夜、六階の中央を貫く広い廊下。非常灯が５メートルおきに点ともされ、階段とエレベータの在処ありかを示す夜光色のラインが床にぼんやりと輝いているだけの、真まっ暗くらで真っ直ぐな25・７メートル。交差している通路にはすべてロープが渡され、「特訓中・猛犬注意」という張り紙が下がっている。

　この通路の南の端がスタート地点で、北の端がゴールだ。

　そして、ゴールまであと２メートルというところだった。

　そこでポーン０９アンジエラは、ポーン０８に捕つかまった。

　失敗が確定した瞬間、ルークはリンクを叩たたき切って冷れい酷こくにアンジェラを見放した。

　シミュレーションモードで自じ律りつ稼か動どうしているポーン０８は、シャレにならない勢いでアンジェラをぶん殴なぐり飛ばした。アンジェラは廊下の中ほどまではじけ飛び、そこで床に顔から叩きつけられて高々とバウンドした。

　ポーンの打撃は右腕と右ひざできっちりと受けていたし、その気になれば顔から床に突っ込む前に足から着地することもできたはずだ。が、アンジェラはそうしなかった。すんでのところでゴールを落とせなかったことに失望するあまり、それ以上身体を動かすのがジャマ臭くさくなってしまったように見えた。武器の代わりとして手にしていたモップの柄えが床に跳ね、同じく武器の代わりとして口にくわえていたトイレ掃除用の棒ぼう付きの吸きゆう盤ばんが、宙を飛んで壁に突き刺さるように貼はりついた。

　アンジェラの身体が床を滑って転がり、計ったようにスタート地点へと戻もどってきた。うつぶせに突っ伏したまま動かない。

　ルークが言う。

　ROOK-RES(028)：さっきも言った。カロカン・ディフェンスからシシリアン・ポーンストームに移る瞬間、アンジェラさんの右足は必ずぼくのコマンドを恐こわがる。それでスピードが死ぬ。相手のポーンの迎撃を許す。さっきからおんなじことの繰り返し。：EOS

　ルークの辛しん辣らつな言葉にもアンジェラは反応しない。口答えすらしない。

　ルークの言う通りだとわかっているからだ。

　レイジ・ウイルスのせいで、自分の運動能力は飛躍的に向上している。ルークとのリンクが確立されると、自分でも気味が悪いくらいに神経系の反応速度が加速される。ルークの感覚が共有されるために、視し覚かくも聴ちよう覚かくも嗅きゆう覚かくも、信じ難いような精度にまで跳ね上がる。

　が、アンジェラ自身の運動特性が、ルークのコマンドについていけなくなるのだ。

　アンジェラを身も心も完全にゾンビ化せず、思考プロセスを焼き潰さずに丸ごと残しているが故ゆえの問題だった。ポーン０９として機動する場合も、ルークのコマンドは、アンジェラの思考プロセスを経由して四し肢しをコントロールせざるを得ない。そうなると、アンジェラの機動個性との微び妙みような齟そ齬ごが生じる。

　つまり、この特訓の目的は、アンジェラの運動特性とルークのコマンドとのすり合わせだった。こういう作業には人間もロボットもない。「性能」の違いがあるだけだ。ひたすら練習を繰り返し、ポーン０９としての経験値を積み重ねて、新しい条件反射の回路をつくってしまうしかなかった。

　壁にくっついていたトイレ掃除用の棒ぼう付きの吸きゆう盤ばんが、ぺろりとはがれて床に落ちた。

「くっそ……」

　アンジェラがつぶやき、やっと身を起こした。そのへんに落ちていたモップの柄えをつま先で蹴り上げてひったくるようにつかみ、

「一の字と八の字をリセットしろ。もう一回やるぞ」

　ROOK-RES(029)：少し休もう。：EOS

「もう一回だ」

　ROOK-RES(030)：身体からだに負荷がだいぶ溜たまってるはずだよ。これ以上続けるのはよくない。自己修しゆう復ふくが追いつかなくなって結局は時間のロスだ。：EOS

「やかましい！　さっさとリンクしろ！」

　ルークはアンジェラをじっと見つめて、投げやりにリンクを確立し、きっぱりと言った。

　ROOK-RES(031)：おすわり。：EOS

　ポーン０９アンジエラがお座すわりをした。ただ、口だけがアンジェラの意志に従って動き、

「て！　てめこら、」

　ROOK-RES(032)：おて。：EOS

　ポーン０９アンジエラはお手をした。

「い、いい加減にしろこの！」

　ROOK-RES(033)：ふせ。：EOS

「わかったわかったわかった休む休む！　休むから！」

　ルークはやっとリンクを解き、アンジェラのそばにうずくまった。床にぴったりと伏せていたアンジェラはごろりと身体からだをひっくり返して大の字になり、焦点の合わない目をさ迷わせる。

　そのとき、無数の犬の吠ほえ声が遠く聞こえてきた。

　家を取り囲んでいる野犬たちが騒いでいる。

「──何の騒ぎだ？」

　アンジェラはさっと緊張した。外で何かあったのかもしれない。

　ルークは顔を上げ、触覚をゆらめかせて、

　ROOK-RES(034)：『赤の局つぼね』が怒り狂ってるからみんな逃げろって。ビショップが何か気に入らないことがあって暴れてるんだと思う。どうしたんだろ。：EOS

　アンジェラは目だけを動かしてルークを振り返り、

「──わかるのか、そういうの」

　ROOK-RES(035)：うん。：EOS

　改めて耳をすましてみるが、アンジェラの耳には、どう聞いてもただの犬のわめき声だ。この「うおーうおー」のどこにそんな情報が詰まっているのか見当もつかない。

「──あいつらは、なぜ、攻めてこない？」

　アンジェラはその疑問を口に出してみた。これまでずっと、その疑問を口にすることを躊躇ためらっていた。その疑問を口にしたが最後、ナイトとビショップが本当に攻め込んでくるような気がしていた。

　ROOK-RES(036)：たぶん、ナイトの考えだと思う。食料や燃料はどうせすぐに底をつく。このまま包囲を続けていれば、いずれハルカは死ぬ。ナイトはイーヴァを押さえている。時間だっていくらでもある。無理に攻め込めばぼくらだって必死で抵てい抗こうするし、そこで余計なケガをするよりは、ぼくらが予想外の動きに出たときのために備えたほうがいい──ナイトなら、たぶん、そんなふうに考える。：EOS

「──どういう連中なんだよ、その、ナイトとビショップって」

　ルークはアンジェラをちらりと見た。敵については詳しく知らないほうがいい。知らなければ同情してしまうこともない。しかし──

　ROOK-RES(037)：ナイトは頭がおかしい。ビショップは変態。：EOS

「それはそれは」

　アンジェラは、安心したように薄く笑った。

「んじゃ、のんびり休んでるヒマなんかね」

　一瞬、地震かとアンジェラは思った。

　その振動は、家の直下から来た。ほんのわずかに遅れて爆音が続き、ダクトの中を駆かけ上ってきた爆風が廊ろう下かに吹き出して空気を揺らした。

　爆発だった。

　ずっと下の階で、何かが爆発した。

　LEAVES-RES(001)：アンジェラ！　ルーク！　：EOS

　リーブスのＲＴＲがルークとアンジェラの頭に突き刺さる。ルークの触覚が跳ね上がり、アンジェラはモップの柄えを振り回して跳ね起きる。

　ANGELA-RES(001)：奴やつらか!?　いまの爆発は何階だ!?　：EOS

　LEAVES-RES(002)：一階西側の通路。侵入者数１。かなりの速度で移動してるみたい。：EOS

　アンジェラとルークの視覚内に、高密度に圧縮されたデータが送りつけられた。一階西側の通路に仕掛けられたセンサーの記録画像だ。闇やみと爆ばく煙えんの中を横切るポーンの姿をどうにか捉とらえている。胸部装甲の「０３」の文字が、かろうじて判別できた。

　ROOK-RES(038)：ビショップのポーンだ。さっきの爆発はきっと、ランチャーで外壁をそこで割り込み、

　ANGELA-RES(002)：なこたどうでもいい!!　いくぞ!!　：EOS

　モップの柄を手に走りだそうとした瞬間、

　ROOK-RES(039)：ふせ！：EOS

　アンジェラは床に伏せた。

「てっ、てめ!!　ふざけてる場合かよ!?　リンク外しやがれ聞いてんのかこら!?」

　アンジェラは床に伏せたまま、大声で怒鳴り散らして抗議した。が、ルークはその場を一歩も動かない。身体からだがかすかに黄色く染まっている。触覚だけがゆらゆらと動いている。

　──おかしい。

　ランチャーで壁をぶち破って乱入。問答無用の強襲であり、真まっ向こう勝負の殴なぐり込みだ。ビショップらしいやり方ではある。しかし、ナイトがこんな安易な襲撃を許可するとは思えない。

　──ビショップの独走？

　かもしれない。可能性はある。戦時中にもそういうことは何度もあった。ビショップが早まって単独で奇襲をしかけてきたのだとすれば、こちらにも勝ち目は充じゆう分ぶんにある。

　──でも、

　そんなことはビショップにだってわかっているはずだ。ビショップはぐうたらでケンカっ早くて人食いで変態だけど、決してバカでもマヌケでもない。最低限の計算は絶対に忘れない。負ける戦いくさなど間違ってもやらない。ということは──

「ルークっ!!　いいかげんにしろ！　ほんとに怒るぞ!!」

　ROOK-RES(040)：──オトリだ。：EOS

　何がだよ!?、と怒鳴りかけて、アンジェラは言葉を呑のみ込んだ。

「あのポーンがか？　でも、だってお前、」

　そう、だとすれば、意味不明のオトリだ。しかし、わざとらしくも一階から突入してきたポーンの目的が、自分たちの撃滅であるはずがない。

　絶対にウラがある。あるはずだ。

「──くそっ、いいからリンク外せよ！　何にしたって結局は連中の狙ねらいはハルカなんだろ!?　あれがオトリだろうが何だろうが、五階に下りて守りを固める以外にやるこたあねえだろうが!!」

　アンジェラの言うことは正しいと思う。しかし、ビショップはアンジェラのその「正しさ」を計算に入れて動いている気がする。ルークは半なかばヤケっぱちになって、すべてのセンサーを動員して全周囲をでたらめに探り始めた。本命の襲撃チームがどこかに隠れているかもしれない。そんな単純な構図で納得できるものでもないけれど、あるいは──

　相変わらず床に伏せたままのアンジェラは、ルークが何をしているのかに気づき、

「そんな心配すんのは後にしろ!!　いいか、三つ数えるうちにこのリンクを外せ!!　さもなければお前の宝物が埋まってる場所みんなにバラしてやるからな!!　ひとつ、」

　しかし、ルークは動かない。

「ふたつ！」

　それでも、ルークは動かない。

「みっつ!!」

　やはり、ルークは動かなかった。

「よっつ!!」

　ROOK-RES(041)：──アンジェラさん、：EOS

「うるせえな３の次は４なんだよ文句あんのか!!」

　ルークは、アンジェラを見ていない。

　信じられない場所からの信じられない反応に、思考が麻ま痺ひしている。

　それは、呼吸音と鼓こ動どう音と足音と、小さな電子回路の発する微かすかな磁界だった。

　ルークは、アンジェラを見つめて、こう言った。

　ROOK-RES(042)：どうして、ハルカが十階にいるの？　：EOS

　アンジェラは、ルークを見つめて、こう言った。

「──なんだと」
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　十階。非常灯が点ともっているだけの暗い廊ろう下か。

　その天てん井じよう、整備用のハッチがばかんと開いた。

　その途端、ハッチの中から「ぼくん」というにぶい音と「痛いたあっ」という小さな声がした。しばらくはハッチに動きはなかったが、そのうちに靴くつ紐ひもの結ばれたスニーカーが廊下に投げ落とされ、ソックスをはいただけのやせっぽちな右足がにゅっと突き出た。

　が、それだけ。

　右足の主は、ハッチの上でかなり無理な体勢を強しいられているはずである。なのに、右足を天てん井じようからぶらぶらさせたまま、なかなか次の行動に移ろうとはしない。

　どうやら、飛び降りるのが恐こわいらしい。

　やっと覚悟を決めたのか、やっと左足が出てきた。両足をそろえ、少しずつ身体からだをずらしてハッチのふちに両手でぶら下がり、ぶら下がった勢いに負けて手が離れ、床にしりもちをついてなんとか着地した。

　痛かった。

　ふう、と息をつき、

「──あ」

　ハルカはあわてた顔で頭上のハッチを見上げた。何も考えずに飛び降りてしまったが、帰りはどうすればいいのか。ジャンプして手が届く高さではない。ハシゴでもなければとても戻もどれない。ロープではだめだ。今の自分の体力ではよじ登ることはできないだろう。

　しかし、いつまでも悩んでいるわけにもいかない。自分がいないことがみんなにいつバレるかわからないのだ。やるべきことを早く済ませて、さっさと戻らなくてはいけない。ずいぶん遠回りになるけれど、エレベータの整備ハッチからダクトに入るコースもある。いざとなったら、叱しかられるのを覚悟で大声を出すという手もある。

　スニーカーを拾い上げ、ふらつく身体にむち打って立ち上がる。

　忍び足で廊ろう下かを走る。すぐ先の角を右に曲がり、十歩も走れば右側のドアが自分の部屋だ。いつもの調子でノブに手をかけるが、びくともしない。集中制御でドアがロックされている。足元にある小さなパネルを外し、赤いレバーを力いっぱい引いた。ロックが外れる音がして、ドアが細く開く。

　部へ屋やにすべり込んだ。

　なんだか、ものすごく久しぶりな気がした。長い長い旅から帰ってきたような感じがする。南向きの大きな窓、木もく目めが印刷のいんちきフローリング、中身が半分ほど詰まった本ほん棚だな、ぬいぐるみとコンピュータの乗った勉強机、シールがべたべた貼はられたクローゼット、それだけがやけに大人おとなっぽいデザインのドレッサー、

　寝返りをうつたびにぎしぎしいうベッド。

　限界を越えた疲労が全身にどっしりと重くのしかかり、ベッドにダイビングしてそのまま眠ってしまえとささやきかける。ハルカはその誘惑を振り払い、四つんばいになってベッドの下に手を突っ込み、平べったいダンボール箱を引っぱり出した。何度も折り曲げられてくたくたになったフタを開け放つ。

　その中に、目的の物があった。

　７・62ミリ弾用のカーキ色の金属ケース。呪じゆ文もんの載のった切り抜きは、箱のフタの部分にテープで貼はりつけられている。

　サムンバの箱だ。

　ハルカは箱をそっとつかみ出し、そっと耳をくっつけてみた。

　何の音も聞こえない。

「──ねえ、生きてる？」

　ハルカはそう声をかけてみた。再び耳をくっつける。

　何の音も聞こえない。

　箱をぶんぶんと振ってみた。三たび耳をくっつける。

　何の音も聞こえない。

　ものすごく心配になってきた。箱を開けたらサムンバは逃げてしまうと雑誌にはあった。しかし、ものすごくフタを開けたい。めちゃくちゃ中身を確かめたい。そのとき、

「!!」

　聞こえた。「もぞ」とか、「ごそ」とか、半分は気け配はいのような微かすかな音。

　安あん堵どのため息をかみ殺す。そしてハルカは表情を引き締める。

　危ないところだった。

　これはきっと、サムンバの作戦なのだ。箱の中で静かに息をひそめて、サムンバはもう死んでしまったのかもしれないと箱の主に思わせてフタを開けさせようという、巧妙な心理作戦だったのだ。

　その手には乗らない。

　もう甘あまい顔をしてはいけない。

　ハルカはおっかない顔をつくり、箱をにらみつけ、こう言った。

「べーだ。あんたの魂こん胆たんはちゃんとわかってるんだから。覚悟しなさいよ、もー今度こそは容よう赦しやしないからね。てってーてきにいじめちゃうんだから。こっちは命がかかってるんだから」

　箱のフタに貼り付けられた切り抜きの文字を追う。「雨の呪じゆ文もん」を何度も何度も口の中で転がして、どうにか暗記した。枕まくら元もとに置かれている非常用のバックパックを引き寄せ、フタを開けて中身をベッドの上にぶちまけた。代わりにサムンバの箱をバックパックに納める。

　突然、家全体が巨大な揺よう動どうに翻ほん弄ろうされた。

　一瞬、地震かとハルカは思った。

　が、そう思ったのは一瞬だけだった。廃はい虚きよの街でのヤクザな一年間を生き抜いてきた推定年齢十三歳の少女は、それが「攻撃兵器の炸さく裂れつ」であることを瞬時に感じ取った。

　が、そこから先は、やっぱり推定年齢十三歳だった。

　敵がついに攻めて来た。

　自分たちを殺しにやって来た。

　──戻もどらなきゃ、早くみんなのところに戻らなきゃ──

　──隠れなきゃ、誰だれにも見つからないところに隠れなきゃ──

　相反する思考が混線した。足がもつれてコケた。が、痛みなどまったく感じない。すぐさま立ち上がり、バックパックをひっつかんで胸に抱きしめる。パニックに取とり憑つかれた視線がうろうろと泳ぎ、身を隠せる場所を本能的に探していた。どうしよう、どうしよう──

　五階に戻るなんてもう無理だ。

　ひとりぼっちだ。足が震えるほど恐こわい。死ぬほど心細い。みんなのところに飛んで帰りたい。でも、敵は下から攻めてきた。さっきの爆音も振動も、ずうっと下の階からだった。こんなときに、役立たずの自分が五階に戻ろうとしてあっちこっちをうろちょろしたら、みんなの邪魔になるだけだ。今はじたばたせずに、どこかに隠れているべきだ。隠れる場所を探して、夢中で部屋中を見回す。机の下、クローゼットの中、ベッドの下、ばかばかばか、この部屋の中はだめだ。ドアがひとつしかない。万が一敵に見つかってしまったら逃げ道がない。今すぐこの部屋を出よう。どこか他ほかの場所に隠れよう。東側の通路がいい。広いし、いろんな物がごちゃごちゃ置いてあるし、あそこなら隠れる場所もたくさんあるし、はさみ討ちにでもされない限りどっちかに逃げられるし──

　そう考えた。

　半開きのドアに飛びつき、力いっぱい引き開け、廊ろう下かに飛び出そうとして、開けたドアの角に蹴つまずいてまた転んだ。ずいぶんひどい転び方をしたはずなのに、今度もやっぱり痛くはなかった。アドレナリンの奔ほん流りゆうが苦痛を麻ま痺ひさせている。動き回るだけの気力をかろうじてつなぎ止めている。が、火事場の馬ば鹿か力ぢからにだって限界があった。足はがくがくし、頭はふらふらし、気持ちばかりが空から回まわりして、なかなか立ち上がることができない。

　それほどまでにあわてていたから、部屋を出たすぐの床に置かれていた「それ」に、すぐには気づかなかった。床に這はいつくばったまま、かすむ目を懸命にこらし、すぐ目の前にある小さな物体に苦労して焦点を合わせた。

「それ」が何であるのかはすぐにわかった。

　顔から血の気けが失せた。




　背丈が10センチほどもありそうな、立派なチェスの駒こまだった。

　骨色の材質の、手て彫ぼりと思おぼしき、ビショップだった。




　ビショップは、ハルカの真上にいた。

　廊下の天てん井じようにへばりついて、ハルカの小さな背中をじっと見つめていた。

　ハルカは動かない。身体からだがすくんで動けない。床に這いつくばって、ぶるぶると震えている。声を上げることもできず、目の前にあるチェスの駒から視線をそらせない。

　いる──とハルカは思う。

　自分の真上にビショップがいることに、勘かんで気づいている。

　真上から自分をじっと見つめて、三日月のように笑っているのがはっきりとわかる。

　ビショップは牙きばをむき出し、ハルカの頭めがけてよだれを垂らした。

　ねばついた唾だ液えきは長々と糸を引き、ぼたぼたとハルカの頭に滴したたり落ちた。ハルカは身を震わせて慄おののいた。恐こわかった。気持ち悪かった。それでも、逃げ出すことも、頭上をにらみ返すことも、髪かみに染み込んで顔をつたう生ぬるい唾液をぬぐうことも、やはり、どうしてもできなかった。ビショップを憎むことさえも、腹の中を見み透すかされるような気がして恐ろしかった。生なま半はん可かな反抗心など、理り屈くつ抜きの絶対的な恐怖の前には簡単に消し飛んでしまう。

　ついに、ハルカの目から涙があふれた。

　泣き声を懸命に嚙かみ殺した。大声で泣きわめいてしまったら、それが引き金になる。そのときこそビショップは襲いかかってくる。ビショップは、脅おびえて震えている獲物よりも、泣き叫んで逃げ回る獲物を望んでいるのだ。なぜそんなことがわかるのかは、やっぱりわからない。限界が近づいてくる。理性が恐怖と嫌けん悪おに呑のみ込まれていく。胸に泣き声が充じゆう満まんし、震える喉のどからあふれ出しそうになって、

「はるか」

　廊ろう下かの左手から、アンジェラの声がした。

　ハルカは恐る恐る顔を上げ、廊下の左手を振り返った。天てん井じようにへばりついてるビショップは、唾液を飛び散らせて廊下の右手、アンジェラの声とは逆の方向に視線を向けた。

　左手には、抜き身の軍刀を肩にかついだアンジェラがいた。

　右手には、毒どく虫むし色いろを身にまとったルークがいた。

　アンジェラが、さらに言った。

「もうだいじょうぶだから、ゆっくりたちあがって、あんじぇらさんのほうにあるいて」

　ハルカは廊下の左右を忙しく見回し、震える声で、

「──ルーク？　ルークなの？」

　アンジェラがうなずく。ハルカはようやく状況を理解した。ルークがアンジェラの口を借りて喋しやべっているのだ。

　BISHOP-RES(001)：はあいルーク。ひっさしぶりい。元気してた？　：EOS

　ビショップはアンジェラなど端はなから無視している。毒虫色のルークを見つめ、光学神経を縛っている七つのプロテクトをひとつひとつ外していく。

　ROOK-RES(001)：──イーヴァに何をした。：EOS

　BISHOP-RES(002)：ちょっと、なに怒ってんのよ？　：EOS

　悪びれた様子もなく、ビショップはそう言った。

　ビショップの頭部にべっとりとこびりついた擬ぎ似じ血液に、ルークは最初から気づいていた。

　ROOK-RES(002)：──イーヴァに、何をした。：EOS

　BISHOP-RES(003)：そうそう聞いてよ、ナイトったらひどいのよ。あいつさあ、最初からひとり占じめするつもりだったのよ。あたしがちょっと手をつけたくらいのことでもーかんかんに怒ってさあ、：EOS

　ルークが静かに牙きばをむき出す。身をたわめ、エアを取り込む音が廊ろう下かの闇やみに響く。毒どく虫むし色いろが見る見るうちに濃度を増していく。

　BISHOP-RES(004)：あのロボットのことならあきらめたほうがいいわよ。今ごろはナイトに食われて骨だけになってると思うから。ねえルーク、今度はあたしと組まない？　ナイトに嫌われた者同士だしさあ、あのクソ野郎に目にもの見せてやるってのどう？　：EOS

　もう、何も言うことはない。

　ルークはアンジェラの口を通じて、苦労して言葉を紡つむぎ、ハルカに語りかけた。

「しんぱいはいらない。そいつは、はるかにはゆびいっぽんふれることはできないから。ゆっくりとたちあがって、うしろをふりかえらずに、あんじぇらさんのほうにあるくんだ」

　BISHOP-RES(005)：そういうのマズいんじゃないの？　あたし気が小さいからさあ、あんまし脅おどされると錯さく乱らんしてそのガキをぐしゃぐしゃに叩たたき潰すかもしれないわよ？　：EOS

　ROOK-RES(003)：やれるものならやってみろ。：EOS

　ルークは七つのプロテクトを一挙にＫＩＬＬした。

　BISHOP-RES(006)：──片腕であたしに勝てると思うわけ？　：EOS

　ROOK-RES(004)：──勝てないと思うのか？　：EOS

　攻撃肢しから単分子モノフィラメントのアンカーを振り出し、

「しんじて」

　ルークはアンジェラの口を借りて、ハルカの勇気の背中に最後のひと押しをした。

「ぼくは、むてきのようじんぼうだ」

　それは、ルークが自分自身を鼓こ舞ぶするための言葉だったのかもしれない。

　ハルカは固く目を閉じた。バックパックを胸に抱きしめ、歯を食いしばり、大きな息をひとつだけ吐いた。身体からだの中にある臆おく病びような心をすべてその息に乗せて、丸ごと吐き出してしまおうとした。

　右手と両足に力を込めた。途方もない勇気が必要だった。

　萎なえそうになる身体をどうにか支えて、ハルカはついに立ち上がった。手も足も背中も呼吸も、なにもかも震えていた。

　アンジェラが腰こしを落とし、両ひざを突いて軍刀を構える。迷ってはいない。疑ってもいない。自分の口から吐かれた言葉には一点の曇りもない。ルークは無敵の用心棒だ。

　天てん井じようにへばりついているビショップは、ルークだけを見ている。フィラメントの軌道を計算し始める。どう斬きればより致命的か。どう裂けばより苦しむか。定石フオーメーシヨンロード、『ジオッコ・ピアノ／単独』。

　廊ろう下かにうずくまるルークは、ハルカだけを見ている。触覚だけがビショップの気け配はいに反応して揺らめく。むき出された牙きばまでが毒どく虫むし色いろに染まっていく。定石フオーメーシヨンロード、『ニムゾインディアン／単独』。

　ROOK-RES(005)：敵味方識別信号抹消ＩＦＦデリート、アカウント〝ばんぱいあ・びしょっぷ〟、幼名『後白居近衛門角千代』。当該機に対するすべて支援義務を放棄し、当該機よりの無線有線念線すべての質問接続を拒否する。絶対に生かして帰さん。覚悟しろ。：EOS

　ルークの側からＲＴＲが暗号化された。互いのＦＣＳが互いを所属不明目標アンノウンと認識し、何ダースもの警告シグナルが双方の意識を埋め尽くした。

　もう言葉が届かないことも承知の上で、ビショップは、言った。

　BISHOP-RES(007)：──あたしさ、あんたのこと、嫌いじゃなかったよ。：EOS

　もう言葉が届かないことも承知の上で、ルークは、言った。

　ROOK-RES(006)：──仕つかまつる。：EOS

　ハルカが、アンジェラを見つめ、震える足で、最初の一歩を、

　踏み出した。

　そのときにはもう、廊下の内側すべてが螺ら旋せん状じように斬きり裂かれていた。

　ハルカは、背後に、巨おおきな風を感じた。

　そのときにはもう、ルークの右前脚と、ビショップの首が、宙に取り残されていた。
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　ビショップの残ざん骸がいを調べたクレリックが、斬きり落とされた首の中から犬の脳組織を発見した。




　五階の廊ろう下かには、いまだに硝しよう煙えんが濃く漂っていた。

「高くつきましたね」

　根元から切断された右前脚を見て、クレリックはそう言った。

　ROOK-RES(029)：そうでもない。ポーン０３も手に入ったし、トータルで見れば戦力アップだと思う。：EOS

　アンジェラがハルカを横向きに床に寝かせた。スパイクを背中合わせに背負ったリーブスがハルカの顔をのぞき込み、

「点てん滴てきするわよ。いい？」

　朦もう朧ろうとした意識の中で、ハルカは微かすかに頷うなずいた。針が手首に刺さる痛みを他人ひと事ごとのように感じていた。もう何も心配いらないから、ひとまずはゆっくり眠ること──半ば失神しかけている意識の暗くら闇やみにリーブスの言葉が虚うつろに反響し、ハルカは眠るまいとして最後の抵てい抗こうを試みた。安心なんかしてる場合じゃないもん、まだやらなきゃいけないことがあるんだもん、雨が、雨が降らなきゃイーヴァは──

　眠りに落ちた。

「ねえ、それ、ハルカ様が枕まくら元もとに置いてるバックパックだよね」

　スパイクが首を百八十度回して、リーブスの肩越しにハルカの手元を指差した。リーブスはハルカの頭の真上に浮かんでいたトリガーに「中身がなくなったら交換して」と輸ゆ液えきバッグを手渡し、

「──きっと、よっぽど大事なものが入ってるのよ。こんな状態で、あんな無茶して取りに行くくらいだもの」

　ハルカは身体からだの右側を下にして、廊下の床に丸くなっている。栄養剤点滴のチューブが突き刺さった右腕を突き出し、左腕でバックパックをしっかりと抱きかかえていた。スパイクとしても「取り上げて中身を見てみよう」とは言えず、しかしどうにも気になるらしく、

「ねえ、アンジェラはあれの中身知ってる？　ハルカ様、何か言ってなかった？」

　アンジェラは振り返りもせずに、ただ小さく首を振る。

「持っててやるから手を放せって言ったんだけど、聞きやしなくてさ」

　ルークの損傷は右前脚だけではなかった。装甲のそこかしこが斬きり裂かれ、赤い体液が今も滴したたり落ちている。クレリックが硬化ゲルのスプレーを吹き付けているが、体液の流出はなかなか止まらない。

　ROOK-RES(030)：そのゲル、たぶん固まらないよ。ぼくの免めん疫えき系けいが異物としてはじいちゃってるんだと思う。このくらいの損傷は平気だから、ぼくよりもハルカを見ててあげて。：EOS

「どう見てもハルカ様よりあなたのほうが重傷ですよ」

　トリガーがハルカの顔をつつき、

「お、寝ね言ごといってんぞ。ったく感心しちまうよ、すげえ並へい列れつ処しよ理りだよな」

　スパイクがトリガーを咎とがめ、

「おい、やめろよ！　せっかく眠ったんだから」

「おめーの声のほうがよっぽどうるせーよ！」

　そのとき、クレリックが猛然と振り返って叫んだ。

「静かに!!」

　普ふ段だんに似合わぬ剣けん幕まくだった。トリガーもスパイクも縮み上がったが、クレリックは床に横たわるハルカを見つめて無言。その場に沈黙が降り立ち、ハルカのつぶやきだけがのろのろと続き、何の前触れもなく途切れた。

「──聞きましたかいまの？」

　クレリックは鋭い口調で問い、自分たちが叱しかられたわけではないらしいと気づいたトリガーとスパイクが、口々に、

「──な、なんだってんだよ」

「──どうしたのさ？」

　クレリックは興奮気味に、周囲の面々を順繰りに見回し、

「さっきの、ハルカ様に教えたの誰だれです？　あなたですか？」

　最後にルークに詰め寄った。ルークはその勢いにたじろぎ、

　ROOK-RES(031)：──さっきの、って？　ハルカの寝言？　：EOS

「なんか、外国語みたいだったな」

　アンジェラがぽつりと言った。何言ってやがんだバカくせえ、と言わんばかりの調子でトリガーが突っ込み、

「ただむにゃむにゃ言ってただけだろ。寝言ってそういうもんだろーが。違ちがうのか？」

「──ねえ、興奮しないでちゃんと説明してよ」

　リーブスに言われて、クレリックは幾分かの冷静さを取り戻し、

「いや、すみません。ちょっと意表を突かれたもので。しかし、どうしてハルカ様が、」

「だから、ちゃんと説明しろってば。さっきのハルカ様の寝言が何だって言うんだよ？」

　スパイクにせっつかれ、タイミングがよかったのか、まだあれこれと考えている様子だったクレリックは、それにつり込まれるようにポロっと答えた。

「ヘブライ語です」

　今度は周囲の全員が意表を突かれた。誰もが事態を呑のみ込めず、顔を見合わせ、リーブスが代表して、

「──で、なんて言ってたの？」

「いや、はっきりとはわかりません。最初から聞いていたわけではないし、」

　微妙な間まを置いて、なあんだ、という空気が流れた。

「声が小さくてよく聞き取れなかったし、おまけにずいぶん古い語法で、『空そらの水みず瓶がめ』がどうしたとか『言うことを聞かないと焚たき火にくべてしまう』とかなんとか、」

　なあんだ、という空気が一層の濃さを増した。

「なんだそら。マンガか何かのセリフなんじゃねーのか？」

　トリガーが乱暴かつ現実的な見解を述べる。クレリックは何やらムキになって、

「いや、しかしですね、一体どこの世界に古代ヘブライ語の出てくるマンガが」

　そのときだった。

　突然、廊ろう下かの非常灯が、ふっ、と消えた。

　突然の暗くら闇やみに、誰だれもが息を詰めた。

　ハルカは失神しているし、それ以外の連中とて今さら暗くて物が見えぬでもない。しかし、誰もが声も無く、わけのわからない不安に駆かられて赤外視覚にすがり、互たがいの顔を見合わせたのはなぜだろう。

　異様な暗さだった。

　なぜだろう──この瞬間、この突然の電源のダウンの原因を「敵襲」に求めた者は、ひとりとしていなかった。

　アンジェラやルークですら、そうは考えなかった。

　──なんだ、これは。

　この闇が、ただの「光の欠けつ如じよの結果」であるとは、どうしても思えなかった。

　ハルカはときどき、夜中にトイレに行くのを恐こわがる。ルークは別として、それ以外の五人は誰もがハルカのトイレに付き合わされた経験がある。トイレが恐いのではなくて、その行き帰りの暗い廊下が恐いのだとハルカは言う。

　あるいは、その恐怖の一端を、この場にいるロボットたちは垣かい間ま見た。

　今のこの廊下には、光が無いのではなく、闇が在あるのだ。無い物に名前は無い。太古の昔から人間たちが恐れてきた「闇」という名の存在が、この廊下にはまぎれもなく在った。

　突然、闇が口をきいた。

　UNKNOWN-RES(001)：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：EOS

　誰もが身を震わせた。全員のレシーバーに、接続元不明のＲＴＲ接続が忽こつ然ぜんと出現したのだ。ヘッダーも何もかも欠け落ちているくせに、展開だけはできた。まともなデータは何も格納されていないように思えた。チューナーを空あきチャンネルに合わせて、無意味なホワイトノイズを大音量で聞いているような感覚。

　全員が、聞いたと思った。

　そのホワイトノイズの彼方かなた。かすかな、ささやくような、歌っているような、複数の声。

　そのＲＴＲは、出現したときと同様、突然に途と切ぎれた。

　電源が蘇そ生せいし、非常灯の頼りない光が廊ろう下かに充じゆう満まんする闇やみを駆く逐ちくした。誰だれもが見慣れた、何階であろうがあまり変わりばえのしない廊下の光景が、そこにはあるばかりだった。

　誰もが呆ぼう然ぜんとしていた。

「なに──いまの」とリーブス。

「あ、あの、さっき、わけのわかんないＲＴＲが、」とスパイク。

「き、聞こえたよな聞こえたよな!?　やっぱオレだけじゃねえよな!?」とトリガー。

　ロボットは、理り屈くつ抜きでは何ひとつ理解することができない。そして、

「──ナイトが何か仕掛けてきたのかもしれません。アンジェラさん、ルーク、」

　案の定、クレリックはそういう判断を下した。が、そう言うクレリックもまた、自分の言葉を信じていないことは傍はた目めにも明らかだった。アンジェラは「ああ」とも「うう」ともつかない返事を返して軍刀を手に取り、ルークは家の中央に再接続して、全フロアの状況を確かめようとした。

「──あ、あの、じゃあたしが下の階見回るから、お前は上を」

　ROOK-RES(032)：──そんなことしてる時間はない。：EOS

「あ？」

　全員がルークを見つめた。

　ROOK-RES(033)：今すぐ準備にかからないと、間に合わないかもしれない。：EOS

　ルークは触覚さえも動かさずに、家の屋上にあるレーダーから送られてくるデータを猛然と再計算する。

　──そんな、どうして、だって、何時間か前に確認したときには、こんなの、

「何の準備だよ？」

　アンジェラが問いかけ、ルークは答える。

　ROOK-RES(034)：攻撃の準備。いまレーダーで確認した。ものすごい積乱雲だ。衛星でクロスもかけたし、どこにもバグはないし、ぜったい間違いない。めちゃくちゃにでっかい低気圧がすぐそこまで来てる。中心気圧８７０ミリバール、六時間後の降水確率、：EOS

　計算し、

　ROOK-RES(035)：85パーセント。：EOS

　虚こ空くうを見つめるように顔を上げた。




　ROOK-RES(036)：──嵐あらしが来るよ。：EOS

























　床に、キュロットとスニーカーが脱ぬぎ散らかしてある。

　Ｔシャツ一枚きりの格好でハルカがトイレから駆かけ戻もどってきたとき、アンジェラは孔く雀じやく色いろのバンダナで髪かみをまとめ、すべての準備を終えた。

　これ以上はあり得ないほどの重じゆう装そうだった。

　防ぼう刃じん素そ材ざいのプロテクトギアを身にまとっていた。ギアの表面は明るいグレーのスプレーで蛇だ行こう線せん迷めい彩さいが施されているが、そのあちこちに「九太郎」と大書きされた文字が見て取れる。こういうことを書くのはもちろんハルカだ。いつもの軍刀よりもずっと刃渡りの短い、せいぜい一いつ尺しやく七寸すんほどの刀が腰こしに二本、背中に五本。戦いくさ化げ粧しようにも抜かりはない。抗こう腐ふ食しよく剤ざいの吹きつけられた顔面が、ワセリンでも塗ぬりたくったかのようにねっとりと濡ぬれていた。

　普ふ段だんの何よりも増して違うのは、海賊船長の如くに右眼だけを覆う隻せき眼がんｉシールドだった。

　ＦＣＳブースターを完全に捨て去り、良識を疑うほどに強力な視覚アクセラレーターを無理矢理乗せた、いわば「ジェットエンジン付き三輪車」みたいなシロモノだった。

　単分子モノフィラメントを「見てから躱かわす」ための装備だった。

　ハルカはアンジェラの元に駆け寄った。その場で意味もなくぴょんぴょん跳ねる。

「──ちゃんと両方すませたか」

「うん」

「手洗ったか」

「うん」

「薬も全部飲んだか」

「うん」

　二人がいるのは、五階の西側にある食料備び蓄ちくのための倉庫だ。

　アンジェラは食料コンテナから腰を浮かせ、ハルカの目の前に両ひざを突いた。床に投げ出されていた抗こう菌きんバッグを引き寄せ、ごついファスナーを開けて、中から取り出した防弾ウエアをハルカに着せ始めた。サイズはずっと小さいし、アーマーも何箇所か省略されているが、全体としてはアンジェラのギアによく似ていた。

「あ、そう言えばお前、服に火がついたところどうした？」

「してたよヤケド。してたけど、リーブスさんに薬つけてもらって、ガーゼ貼はってもらった」

「こっちのわき腹だよな」

「うん。でも、もうだいじょぶ。ちょっとぴりぴりするけど平気」

「じゃあ、ここのベルトゆるくしとくから。うしろ向いてばんざいしな」

　すべてのベルトとバックルを締め、ヘルメットをがっぽりとかぶせて出来上がり。変へん身しん願がん望ぼうを満たされるところがあるのか、ハルカはぶかぶかのヘルメットを両手で支えて妙に嬉うれしそうな顔をした。

「おそろい」

　ハルカは両手を広げてその場で一回転した。が、重くてぶかぶかなヘルメットは頭の回転に取り残され、すこんと傾いてハルカの視界をふさいだ。ハルカは「わ」と声を上げ、片足立ちになって両手を泳がせ、立ち上がりかけていたアンジェラはあわててハルカの腕うでを捕らえて支えた。

「きをつけ」

　ハルカはヘルメットを傾かせたまま、笑えるほど生き真ま面じ目めな気を付けをした。

「いいか、このウエアはリーブスのお手製で、あたしのこの」

　アンジェラはそう言って、自分の胸を拳こぶしでこんこんと叩たたき、

「防ぼう刃じんギアと、基本的には同じ素材でできてる。燃えないし斬きれないし、大たい抵ていの弾たまは通さない。そのスニーカーもクローブもそう。ＢＣ防護服としても機能するけど、そのへんはわかるよな。避ひ難なん訓練のときに防護服の使い方習っただろ」

「うん」

　ハルカはウエアのあちこちを見回し、胸のベルトに取り付けられたチューナーをいじくって、「これ無線機？」

「ああ。ただし、そいつには特別な機能があって、」

　アンジェラは抗こう菌きんバッグをあさり、マイクとレシーバーのついたヘッドセットを取り出してハルカに手渡した。

「メット脱ぬいでそれ着けてみ」

　ハルカはそうした。レシーバーの部分がやけに大きくて、ヘリのガンナーのヘルメットについているようなモノクルが、左目を覆う形になった。

「そしたら、その電話のコードみたいな、そう、そのケーブルを無線機につないで電源をＯＮする。チューニングはＲＴＲにセット。──できたか？　そしたら、この指を見る」

　アンジェラは、ハルカの目の前に無む造ぞう作さに人差し指を立てた。

「この指を見ながら、モノクルについてるダイヤルをゆっくり右に回す。そのうちに赤いドットが見えてくるはずだから、そのドットがいちばんシャープに見えるようにダイヤルを調節して、それができたらダイヤルを押し込んで固定する」

　何が何だかよくわからなかったが、とにかく言われた通りにして、ダイヤルを押し込んだ。

「────────うん。できたよ」

　それまで見えていたドットが点てん滅めつして消えた。アンジェラは腕うでを組み、無言でハルカの顔をじっと見つめた。

　いきなり、ハルカの視界の中、腕を組むアンジェラの姿にダブって、文字が現れた。




　RTR-CONNECTION REQUESTED --- MICROWAVE PORT(001)：GREEN

　CRYPTOBINARY/FEMALE(R332-GOZZILA) DECODING PROCESS(PID 2301)：RUNNING

　ANGELA-RES(001)：どうだ？　あたしの言ってること、ちゃんと読めるか？　：EOS




「わあっ!!　あ、ええっ!?　なにこれ!?　なになになにこれねえこれなに!?」

　ハルカは飛び上がって驚いた。アンジェラに飛びついて腕をゆさゆさゆさゆさ揺すぶる。珍しいことに、アンジェラは口のはしっこを歪ゆがめてにやにや笑いながら、

　ANGELA-RES(002)：おい、ちゃんと読めてるのかってば。一応テストなんだからさ。：EOS

「よ、読めるよっ！　読めるけど！、」

　ANGELA-RES(003)：大だい丈じよう夫ぶみたいだな。そのヘッドセットは、ＲＴＲデコーダーと網もう膜まく投影システムだよ。マン＝マシーン混成部隊の兵隊がつけるやつ。つってもそんな大した仕組みじゃないけど。あたしの暗号マイクロ波をその無線が拾って、プロセッサーが暗号解いて言語変換して、網膜をスクリーンにしてレーザーで文字を映し出すって、ただそんだけ。右のひざにでっかいジッパーがついてるだろ。それ開けると、内側がフィルムキーボードになってる。そこから打ち込んだ文字列もＲＴＲで飛ばしたりもできる。暗号解除うまくできてんのかな。文字化ばけとかしてないか？　網膜ってわかるか？　：EOS

　ハルカは答えない。口を半開きにしてアンジェラの顔を見上げている。

　ハルカの目が、視界の中の文字を追っていないことにアンジェラは気づいた。

　ANGELA-RES(004)：──ハルカ？　：EOS

　ハルカの目は、ただ、アンジェラをじっと見つめていた。

　その目に、いきなり涙があふれた。

「な、え!?　おい、なんだよ？　どうした、目が痛いのか？　モノクルがどっか──」

　アンジェラはひとたまりもなく狼ろう狽ばいし、うつむいてしまったハルカの顔をのぞき込もうとひざをついた。ひっ、ひっ、と息を吸い込みながら、ハルカは首を振り、

「……ち、ちが……」

「乳が？」

　ハルカが吹き出した。笑いながら泣き、何度も何度も首を振って、

「……ちっ、ちがうの、わた、し、わたしね、ずうっと、みん、な、といっしょにくら、くらしてた、けど、わたしだけ、にん、人間だから、みん、みんなとちがっ、ちがうからっ、」

「──違ちがわねえよ」

　ハルカはうんうんうんうんと何度もうなずく。喋しやべっているうちに、自分の言葉でどんどん感情が高まっていく。

「……あん、じぇらさんの、いっ、いってること、わかったらっ、うれしっ、くって、きゅうに、むかしの、おもいだして、みん、みんなっ、ちがうの、かなしくっ、かなっ、しかったことっ、おしりに、こんっ、こんせんとっ、しっぽ、おもいだっ、みんっなと、いっしょに、なりったっ、しっぽ」

[image: ]

　アンジェラは、ハルカの髪かみに右手をすべり込ませた。

　ハルカは、アンジェラにしがみついて、肩に顔をうずめた。

　しばらくそうしていた。

「──泣くなよったく、こんなもんくらいで。ほんっと安上がりなやつだなお前」

　アンジェラの肩の上で、ハルカはただ泣くばかりだ。

「そういうのためとかないで、もっとわがまま言えよな。黙ってないで、『お前らみんな今すぐロボットやめて人間になれ』くらいのこと言やあよかったんだよ。お前ちょっといい子すぎだ。知ってるかお前、あんまり長いこといい子でがまんしてるとな、身体からだの中に色々たまりすぎてデブんなるんだぞ」

　涙がおさまるまでにしばらくかかった。それでも、まだどうしても震えてしまう声で、

「ロボットって、きれいだもん。わたしから、みっ、見たら、汚いところなんか、どこっ、どこにもないもん。わたしなんか人間だから、生き物殺して食べっ、ちゃうし、トイレも行かなくちゃいけないし、夜はねっ、ねなっ、寝なくちゃいけないなまっ、なまけ者だし、滑って転べば血が出るし、ちっともいうこときかないし、ちょっとの、ことですっ、すぐへそ曲げて、怒ったりするし」

　アンジェラは、理解した。

　──イーヴァはわたしのともだちだもん!!

　ハルカは、そう言った。その言葉が噓うそであったのだとは思わない。ハルカはその言葉通り、イーヴァに対する本物の友情を今も抱いているはずだ。

　しかし、ハルカの当初の無警戒ぶり──得え体たいの知れないイーヴァをああも簡単に信用してしまったことの裏には、その奥底には、この孤独な劣等感があったのだろう。ようやく出会った「仲間」を疑うことなどできなかったのだ。だから、疑うやつには徹底的に嚙かみついた。おまけに、イーヴァはハルカにどこまでも似ていた。もしイーヴァがハルカに似ていなかったら、逆にハルカこそが、イーヴァを殺したいと思うほどに憎んだかもしれない。

「だっ、だからねっ、わたしっ、ロボットになりたいって、ずっと、ずっと思ってたよっ。みんなとおんなじになりっ、なりたいってっ、ずっとっ、ずっと思ってたよっ」

　自分にうりふたつであったからこそ、ハルカはイーヴァに憧あこがれることができた。

　ハルカは、イーヴァの中に「人間の汚いところを捨て去った自分の姿」を見ていたのだ。

　自分の理想形たるイーヴァが、信用できないやつであってはならなかった。ナイトやビショップと内通して、自分の殺害を企くわだてたりするはずがなかったのだ。

「──でも、よくわかったろ。あたしらロボットってのはさ、ハルカが考えてるほど上等なもんじゃないんだよ。腹の中じゃ、なに考えてるかわかったもんじゃないさ。現に、」

　アンジェラは、ハルカの両肩に手を置いて、ハルカの目をまっすぐにのぞき込む。

　覚悟を決めて、言った。

「イーヴァは、お前を殺そうとした」

　もう、認めることができる。

　ハルカは、アンジェラの隻せき眼がんを見つめ返して、うなずいた。

　イーヴァだって、誰だれだって、その死を願うほどに誰かを憎む瞬間があるのだ。

　自分がそうであるように。

　イーヴァの非を認めることは、自分の中にこそあったヒクツなサベツを否定するための、最初の一歩だった。共に、思考する存在として同じ立場に立つための、最初の一歩だった。

「全力を尽くす。だから、力を貸してくれ。何があってもイーヴァを助け出そうぜ。助け出して、『よくもやってくれたわね』って、思いっきりぶん殴なぐってやれ」

　ハルカは、強くうなずいた。

「ぐーでな」

　ハルカは、もう一度、さらに強くうなずいた。




　もうすぐ夜が明ける。

　ハルカとアンジェラは、廊ろう下かに出た。

　五階の中央を貫く広い廊下だ。非常灯が５メートルおきに点ともされている。階段とエレベータの在あり処かを示す夜光色のラインが床にぼんやりと輝いているだけの、真まっ暗くらで真っ直ぐな25・７メートル。

　その突き当たりには、エレベータのドアが口を開けている。

　隻せき眼がんのアンジェラは、蛇だ行こう線せん迷めい彩さいの防ぼう刃じんギアに身を固めている。腰こしに二本、背中に五本の短刀を帯びている。細長い形の、黄色と黒の縞しま模様のついた大きな金属ケースを右手に下げていた。ケースの表面から白々とした冷気が流れ落ちている。どうやら、中身は冷却されているらしい。中には一体何が収められているのだろう。

　ハルカもまた、アンジェラのギアによく似た防弾ウエアでその小さな身体からだを鎧よろっている。その顔には魔ま術じゆつ師しの化粧が施されている。右のほおには太陽の印。左のほおには月の印しるし。ぶかぶかのヘルメットを取り巻くバンドには、大きなカラスの羽が挿さしてある。右手に持っているのは魔法の杖つえだ。見つけたときはただのモップの柄えであろうとも、ハルカが信じればそれは魔法の杖なのだ。

　ハルカはレシーバーをＯＮする。屋上にいるはずのルークにＲＴＲを飛ばす。

「天気予報して」

　間かん髪ぱつを入れず、ルークの返答が網もう膜まくに書き込まれた。

　ROOK-RES(001)：降水確率なんてもう意味ない。小雨が舞い始めた。あと三十分もすれば、バケツの底が抜けたみたいなどしゃ降りになる。：EOS

「いくか」

　廊ろう下かの彼方かなたのエレベータを見つめたまま、アンジェラがつぶやいた。

　廊下の彼方のエレベータを見つめたまま、ハルカはうなずいた。身体からだを反そらせて胸にいっぱいの息を吸い込み、全部を声に変えて吐き出した。

「いくぞぉ───────────────────────────────────!!」

　アンジェラが歩き出す。ハルカがその後を追う。アンジェラはハルカに遠慮をせずに、大またでぐいぐいと歩いていく。ハルカはアンジェラの倍のペースで足を動かし、一心にアンジェラに続く。走ってはいけないと自分に言い聞かせて。歩くのだ。こういうときに走ったりしたらかっこ悪いのだ。そう自分に言い聞かせて、懸命にアンジェラの後に続く。

　最初のドアの前を通り過ぎた。

　二人が通り過ぎた直後にそのドアが開き、クレリックが出てきた。レーザーアンテナの突き出たバックパックを背負い、無数のケーブルが身体中のコネクターに接続されている。増設ポートのすべてをセンシングとジャミングに注つぎ込んだその姿は、まさに電子戦の権ごん化げと言えよう。

　クレリックが合流し、三人は廊下を歩く。

　次のドアの前を通り過ぎた。

　三人が通り過ぎた直後にそのドアが開き、スパイクを背中合わせに背負ったリーブスが出てきた。大砲のようなマシンガンを肩から下げているためか、ただでさえデカいリーブスの身体はまるで戦車の如き雰囲気をまとっている。その背中でスパイクがショットガンに弾シエルを込め、スライドを引いた。二人は運命共同体。背中合わせに覚悟を決めたリーブスとスパイクに死角は無かった。

　リーブスとスパイクとが合流し、五人は廊下を歩く。

　最後のドアの前を通り過ぎた。

　五人が通り過ぎた直後にそのドアが開き、空飛ぶ新種のイソギンチャクが出てきた。丸まっちい身体にくくりつけられた何本もの竹たけ竿ざお。その竹竿の先からぶら下がっているのは逆さかさ吊づりのてるてる坊ぼう主ず。トリガーは真剣マジだった。武装はスナイパーライフル一丁のみ。スコープさえも乗せていない。ストックに貼はりつけられたデバイスパックは「リニアバレル」といって、弾道に磁界で補正をかけて実質的な銃身の長さを何倍にも伸ばすためのシステムだ。光学照準を捨て、完全な数値射撃で戦うつもりらしい。凜り々りしい眉まゆ毛げ、つぶらな瞳ひとみ、ステッカーの文句は「オレに触るとケガするぜ」。そう、トリガーはいい男だった。

　廊下を歩き、エレベータを前に、全員が立ち止まった。

「こういうときに、かっこいい演説ができると、かっこいいんですけどね」

　クレリックが、言った。

「どんな理り屈くつも要いらない。しみったれた正義などクソ食らえだ。この戦いは、大切なひとを守り、大切なひとを取り戻もどすための戦いです。邪魔するやつぁ情け容よう赦しやなくぶち殺す。それだけです。他ほかに言うことは何もありません」

　何かを感じたのかもしれない。家を取り巻いている野犬たちが、一斉に遠とお吠ぼえを上げた。

　出陣の刻ときが来た。

　六人が次々とエレベータに乗り込んで回れ右をした。

　このエレベータは、タイムマシンだ。

　このエレベータは、わずか数秒で三十年を溯さかのぼるだろう。このエレベータのドアが閉じ、再び開いた先には戦場があるはずだ。何もかも焼き尽くして灰に変え、何もかも砕いて瓦が礫れきに変えた三十年前のあの戦場が、亡霊のように立ち現れるだろう。

　恐こわくないなどと言えば、これ以上の噓うそはない。

　しかし。

　誰だれもいなくなってしまったこの星の、ただ雨が降り、風が吹くだけの荒野のただ中の、動くものひとつない廃はい虚きよの街で、やっとめぐり合った「大切なひと」が、アナクロ極きわまりない戦場の亡霊に連れ去られようとしている。

　理屈は要らなかった。正義などクソ食らえだった。戦うまでだった。エレベータの中にいる誰もが、仲間の力を信頼していた。アンジェラが、エレベータのパネルの「閉」のボタンを叩たたきつけるように押した。

　その瞬間。

　ぶ────────────────────────────────────────。

　恐る恐る、ハルカが問う。

「──やっぱり、階段にする？」

　重量オーバーだった。




　雨足は、刻一刻と強まっていた。

　ルークは家の屋上にいる。フタのところにウサギのマンガがついた、ポシェットのような形のでっかいずだ袋を身体からだに下げている。０１、０８、レイジでゾンビ化した０３──その三機のポーンを従えて、手すりの上から空を見上げている。もう朝の五時になろうとしているのに、真っ黒な雲が蠢うごめく空はあくまでも暗く、廃はい虚きよの街には夜の闇やみがいつまでものさばっている。

　三十年前の、あの頃ころみたいだ──とルークは思う。

　微かすかな振動が家を揺らした。手すりから身を乗り出して見下ろせば、一階の正面入り口から白煙がもうもうと吹き出し、魔法をかける魔女の手つきのような動きでゆっくりと伸び広がっていく。

　途端に、野犬たちが騒ぎ始めた。

　手て筈はず通りだ。害獣よけの発はつ臭しゆうポッドを少量のＴＮＴで燃やし、ガスで犬どもをひとまず遠ざける作戦である。同時に発生する白煙は煙幕を兼ねている。身を隠すには煙の量が中途半端すぎるし、雨が本降りになれば臭においも洗い流されてしまうだろうが、とりあえずはこれで──

　KNIGHT-RES(001)：おれと戦うつもりか？　：EOS

　ルークは身を震わせた。体色に赤い閃せん光こうがひらめく。ＲＴＲの発信源を逆算し、十時方向にすべてのセンサーを向けた。

　彼方かなたの、なぜ倒れないのか不思議なほどに傾いたビルの上に、一機のポーンがいた。

　０２だ。

　ROOK-RES(001)：そっちこそ、戦わないつもりでもあったのか？　：EOS

　KNIGHT-RES(002)：ない。おれには、掟おきて破りも人間も、許すつもりは毛頭ない。ただ、お前のほうから仕掛けてくるというのは正直言って意外だ。変わったな、お前はもっと冷静なやつだと思っていた。：EOS

　ROOK-RES(002)：ナイトは少しも変わらないんだな。許せないんじゃない。許せないことを悩んだりもしない。許さない自分が好きなんだ。ずっと昔からそうだった。：EOS

　ＲＴＲ回線の向こうに、せせら笑うような気け配はいが揺れた。

　KNIGHT-RES(003)：ビショップがそっちに殴なぐり込んだろう？　３キロ以上離れた場所からでも探知できたぞ。やつはどうした？　：EOS

　ROOK-RES(003)：殺した。ぼくは用心棒だ。ぼくの仲間に手を出すやつは、：EOS

　KNIGHT-RES(004)：やめておけ。おれにまで見み栄えを張る必要はない。：EOS

　ROOK-RES(004)：──何の話だ。：EOS

　KNIGHT-RES(005)：おれが押さえているあのＥＧ７のロボットな、おれが止めなかったらビショップに食い尽くされてたところだぞ。不器用なくせに、ガラにもなく二ふた股またなんぞかけるからそういうことになるんだ。お前は誰だれの用心棒だ？　あのＥＧ７のロボットと、そっちの人間のガキと──腕うでや足まで失って、お前がそこまでして守っているのは、どっちだ？　：EOS

　動揺は、隠しようもなかった。

　ルークの身体からだから、すべての感情色が抜け落ちた。

　ROOK-RES(005)：──イーヴァを返せ。イーヴァを置いてこの街から消えろ。まだ止められる、今ならドローにできる。：EOS

　KNIGHT-RES(006)：どうした？　今さら死ぬのが恐こわくなったか？　：EOS

　ナイトの嘲ちよう笑しようが、ルークの意識に流れ込んでくる。

　もうだめだ、とルークは思う。

　もう止められない。あきらめるしかない。戦う以外に道はない。三十年前にいやというほど繰り返したあの戦いを、もう一度繰り返す以外に道はない。

　何もかも投げ出してしまいたい。

　三十年前のあの戦いの炎ほのおは中途半端だった。炎が何もかも焼き尽くして最初からやり直しにするなんて噓うそっぱちだ。その証拠に、自分はこうして生き残っている。ナイトもビショップも生き残った。荒野を見てみろ、機械歩兵たちがうじゃうじゃしているじゃないか。

　もうたくさんだ。

　どいつもこいつも死ねばいいのだ。

　ボタンひとつで、誰だれも彼もいなくなってしまえばいい。本当に、正しよう真しん正しよう銘めいの「誰もいなくなってしまった星」になってしまえばいい。また、ばい菌きんか何かからやり直しになってしまえばいい。

　ROOK-RES(006)：──ぼくらは、あの戦争を生き残っちゃいけなかったんだ。：EOS

　弾はじき返されてきたナイトの言葉には、一瞬のためらいがあった。

　KNIGHT-RES(007)：言ってろ。この星が真っ二つに割れても、おれだけ生き残れればおれは満足だよ。：EOS

　ROOK-RES(007)：ビショップもナイトも、ぼくも、みんなそうだ。荒野をうろつく機械歩兵と一緒だ。発狂したキングと同じだ。それ以上だ。寄るもの触るもの皆殺しにするくせに、ぼくらは、ぼくらだけじゃいられないんだ。：EOS

　KNIGHT-RES(008)：──おれは違ちがう。：EOS

　ROOK-RES(008)：強がりはやめろ。ロボットどもなんかめじゃない。ぼくらは何万年も昔から人間と一緒に歩いてきた。人間の手から食べ物をもらって、人間からもらった毛布の上で眠って、名前を呼ばれれば尻尾しつぽを振って、どこまでも一緒に歩いて、とうとうこんな所まで来たんだ。それはぼくらが選んだ道だ。いまさら違うなんて言わせないぞ。人間が投げた棒ぼうをくわえて戻もどってくるのは命令されたからじゃない。ぼくらがそうしたかったからだ。：EOS

　KNIGHT-RES(009)：飼い犬は哀あわれだって話か？　：EOS

　ROOK-RES(009)：ナイトの言ってた、血の記憶の話だ。：EOS

　──だからなんだろ？

　だからお前は、イーヴァを、

　KNIGHT-RES(010)：──証明してみせろ。：EOS

　雨が一層の濃さをましていた。

　ポーン０２の姿が、闇やみと雨滴に溶けるように消えていく。

　KNIGHT-RES(011)：戦ってみせろ。どこまでもあがいて、お前の主人を守ってみせろ。何がどう転んでも、おれはお前になど負けん。：EOS

　ROOK-RES(010)：うんこに足で土をかけるやり方も、ぼくはナイトに教わった。勝てるなんて思ってないよ。：EOS

　もう、何も、言うことはなかった。

　KNIGHT-RES(012)：敵味方識別信号抹消ＩＦＦデリート、アカウント〝ばんぱいあ・るーく〟、幼名『後白居近衛門飛車丸』。当とう該がい機きに対するすべて支援義務を放棄し、当該機よりの無線有線念線すべての質問接続を拒否する。逆ぎやく賊ぞく誅ちゆうすべし。：EOS

　ROOK-RES(011)：敵味方識別信号抹消ＩＦＦデリート、アカウント〝ばんぱいあ・ないと〟、幼名『後白居近衛門駒之守』。当該機に対するすべて支援義務を放棄し、当該機よりの無線有線念線すべての質問接続を拒否する。お前を、連れていく。：EOS

　ポーン０２の姿が消えた。

　ポーン０２の姿が消えてからも、ルークは屋上の手すりの上で雨に打たれ、いつまでもいつまでも、身動きひとつしない。




　爆発的な戦意が、熱風のように顔に吹き寄せた。

　数すう値ち麻ま酔すいで朦もう朧ろうとしていた意識が覚かく醒せいし、イーヴァは驚いて目を開けた。納骨堂の闇やみを毒どく虫むし色いろの光が押しのけている。獰どう猛もうな呼吸音が響く。

　目の前で、ナイトが、いきり立っていた。

　マイナスの感情を燃料にした、見るも恐ろしいほどの戦意だった。

　ついに、戦いが始まるのか。

　思うように動かない身体からだにむち打って、イーヴァは懸命に身体を起こした。手足をばたつかせてどうにかうつぶせになる。テープでぐるぐる巻きにしただけのわき腹から体液があふれ出し、血染めの破れＴシャツがたちまちのうちに濡ぬれそぼる。

　必死の思いで、ナイトの足元に這はい寄った。

　KNIGHT-RES(001)：ここにいろ。おれはやるべきことをやる。ルークを殺して、クズどもをすり潰して、あの人間のガキを犬どものエサにする。それで決着がつく。：EOS

「ま、待って、ルークには手を出さないって約束でしょ!?」

　あまりにも無力な訴えだと自分でも思った。こんな言葉でナイトを止められるなら、バケツの水で核かく爆ばく発はつの炎ほのおも消し止められるに決まっていた。それでも、あきらめることなどできない。ともすれば途と切ぎれそうになる意識を懸命に繫つなぎ止め、荒い呼気をふりしぼって懇こん願がんする。

「やめて、もうこんなのやめて!!」

　KNIGHT-RES(002)：これはお前が始めたことだ。：EOS

「そんなの口実だもん！　最初から、ハルカもルークもどうでもよかったくせにっ!!」

　失言は、時に、それを吐いた者の命すらも奪う。

　気がついたときには、ナイトの左手に頭を摑つかまれていた。容よう赦しやのない握力に頭ず蓋がいフレームに亀き裂れつが走り、身体ごと振り回された勢いで頸けい椎ついが折れた。

　ナイトは、納骨堂の石造りの壁にイーヴァを投げつけた。

　でこぼこの壁面に、人型の血ち袋ぶくろを叩たたきつけたような跡が残った。

　もう、手も足も動かなかった。わき腹のテープが裂け、臓物があふれ出してくる。折れた肋ろつ骨こつフレームがわき腹から飛び出しているのがわかる。ただでさえ途と切ぎれがちな思考が、嵐あらしのような警告信号とエラーにかき乱される。

　目の前に、ナイトの顔があった。

　ナイトは身を乗り出し、血色のボロ屑くずと化して横たわるイーヴァにのしかかっていた。右手で首ねっこを押さえ、キスをする瞬間のような至近距離からイーヴァの顔をのぞき込む。

　KNIGHT-RES(003)：──もう一度言ってみろ。：EOS

　耳からも鼻からも口からも血があふれ、それだけで見れば死に顔のようなイーヴァの頭が、何か言おうとした。薄く開いた唇から笛の音ねのような息がもれ、芯しんを失っている首が、ぞっとするほど薄くへこんだ。

「──じゃあ、どうして、わたしをたすけて、くれたの？　どうして──びしょっぷにたべられそうに、なってた、ときにどうして、たすけてくれたの？　どうしてやさしく、して、くれたの？」

　イーヴァの周囲には、ナイトが持ってきたお菓子やマンガやオモチャが今も散らばっていた。

　ナイトは、無言だった。

「ずうっと、わたしとるーくをおっかけてきてたよね。いっしょうけんめいおっかけてきたよね。でも、ほんとは、それは、るーくがおきてやぶりだからじゃないんでしょ？　このまちにきたのだって、ほんとは、はるかやるーくのことなんて、どうでもよかったんでしょ？」
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　イーヴァの目に血混じりの涙があふれた。

「るーくのことが、うらやましかったんだよね。にんげんはきらいだけど、ひとりぼっちもいやだったんだよね。わたしも、わたしもね、はるかのことがうらやましかったよ。わたしも、ずっとまえはそうだったから、わかるよ、よくわかるよ。ひとりぼっちは、ひとりぼっちはさびしいもんね。こころぼそいもんね。じぶんのこと、すきっておもってくれるひとがだれもいないって、かなしいもんね」

　イーヴァの呼吸が、泣き声に震え始めた。目の前にあるナイトの顔を見つめ、

「でも、がっかりした？　くろうしてやっとつかまえたのに、ごめんね。わたしって、ばかで、いじわるで、ずるくって、わがままだから。とうとう、るーくにふられちゃったよ。はるかにだって、もうゆるしてもらえないよ。ほかのみんなも、わたしのことなんかきらいにきまってるよ。ないとも、」

　イーヴァのうす赤い涙が、血の気の失うせた頰ほおを伝い落ち、

「──ないとも、ないともわたしのこときらい？」

　細いあごを押さえているナイトの指を温かく濡ぬらした。

「もし、もしだけど、もしわたしでよかったら、ずうっといっしょにいてあげてもいいよ。わたし、ばかで、いじわるで、ずるくって、わがままだけど、もし、ないとが、それでもいいって、いってくれるなら、ずうっと、ずうっといっしょにいてあげるよ。だれかをころしたりするのなんかやめて、いっしょに、ずうっと、ずうっとたびをして、」

　ナイトのプライドは、高すぎた。

　突然に言葉が途と切ぎれ、イーヴァの表情が苦く悶もん一色に満たされた。目の前にあるナイトの顔から目をそらし、ゆっくりと自分の身体からだを見下ろす。

　ナイトの左手が、イーヴァのわき腹をつかんでいる。

　ナイトの左手の、イーヴァの腕ほども太さのある親指と人差し指が、わき腹の大穴に突き刺さっている。

「……あ……うあ……」

　KNIGHT-RES(004)：お前に聞きたいことがある。なぜ顔を変えた？　あの人間のガキと同じ顔をしているのはどういうわけだ？　：EOS

　ナイトは、指をさらに奥へとこじ入れる。でたらめな信号が神経を飛び交かい、イーヴァは身体を反そり返らせてもがき苦しむ。

　KNIGHT-RES(005)：マイクロマシンはどうやって手に入れた？　溶液を注射するときは恐こわかっただろう？　シンクロ中にバグって、細胞自殺アポトーシスがミストリガーでもされたらそれまでだもんな。：EOS

　臓物をかき回していた指が、ついに、目的のものを探り当てた。

　KNIGHT-RES(006)：見上げたもんだ。涙ぐましい努力だよ。：EOS

　湿った音と共にナイトの左手が引き抜かれ、むしり取った小さな臓器を、ナイトは無む造ぞう作さに投げ捨てた。その小さな肉の塊かたまりは糸を引いて床に転がり、たちまち砂と埃ほこりにまみれた。

　その臓器は、三十年前までは、「液体デバイス囊のう」と呼ばれていた。

　外部から注入されたマイクロマシンを寄生させるための組織だ。

「そ、それかえして!!　かえしてぇ──────────────────────っ!!」

　動かないはずの手足を動かし、イーヴァは必死の形ぎよう相そうで身を起こし、冷たい石の床を這はいずろうとした。

　ナイトは、イーヴァの悲痛な叫びを無視した。無視して、イーヴァに背を向けて歩き、納骨堂の出口まで来て、振り返った。イーヴァは、何メートルも先に落ちているデバイス囊に、懸命に手を伸ばしている。

　そして、イーヴァは異常に気づいた。

　伸ばした手が、熱い。

　動かない足が、熱い。

　血と涙に濡ぬれた顔が、熱い。

　両手を目の前にかざし、背せ筋すじが凍こおった。

　両手の皮ひ膚ふが、目を見張るほどの速度で爛ただれていく。

　液体プログラムに異常が起こっている。自分の容よう貌ぼうをハルカのそれに固定していたマイクロマシンたちが、正常なコマンドを断たれて一斉に反逆を起こしている。空気中の雑ざつ菌きんと結けつ託たくして、全身の肉が、

　KNIGHT-RES(007)：腐れ。：EOS

　長い髪かみが束になって抜け落ちる。腐敗ガスが立ちのぼり、液化した肉があごから滴したたる。

　暗い納骨堂の中に、イーヴァの絶ぜつ叫きようが満ちる。

　その絶叫は、突然の落雷の響きに飲み込まれる。




　ナイトは、納骨堂を後にした。

　もう、戦うことしか考えていなかった。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　嵐あらしが来た。

　滝のような雨が降っている。身体からだに当たる雨の粒を「痛い」と感じるほどの、顔を空に向ければ呼吸が苦しくなるほどの雨だ。

　戦いは、トレーラーのエンジン音で幕を開けた。

　ハルカの家の一階に突き刺さっていたトレーラーが猛然とバックし始めた。壁を砕き、柱を裂き、十六輪の巨体を軋きしませて大通りに飛び出し、大だい蛇じやのようにゆっくりと方向を変える。




　落雷。




　０２と０７のセンサーから送り込まれてくる赤外視覚の中、十六輪の装甲トレーラーが降りしきる豪雨に身をさらし、轟ごう々ごうたる水煙を蹴立てて大通りを疾しつ走そうしていく。西へ。

　ポーンの聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくが雨音と雨う滴てきに攪かく乱らんされている。おまけに、感心するほど強力な電でん磁じ迷めい彩さいがエフェクトされており、トレーラーの内部の様子はほとんど何もわからない。それでも、光学映像を力学的に解かい析せきすれば、トレーラーのコンテナの中にはかなりの大荷物が積み込まれていることがわかる。運転席のウインドウにはミラーフィルムが張りめぐらされ、運転席の中の状況はやはり不明だった。

　あれは、脱出組だ──ナイトはそう思った。

　あの人間のガキを逃がそうというのだろう。取り巻きのロボット連中もあのトレーラーのコンテナの中にいて、ハリネズミのように武装していることだろう。住処すみかを捨てる覚悟でいるのかもしれない。ルークの勝ちに賭かけてひとまずは街から脱出し、万が一の場合にはそのままトンヅラを決め込む。ルークと三機のポーンの位置は確認できないが、トレーラーからそう遠くへは離れはしないはずだ。こちらが動くのを待っているのか。守りを固めて先手を打たせるつもりか。おそらく、ルークがロードしている定石フオーメーシヨンは「カロカン・ディフェンス」、あるいは「キングスギャンビット・ドラゴン」。

　いいだろう。

　誘いに乗ってやる。

　定石フオーメーシヨンロード、「ツーナイツ・ディフェンス」。０２と０７が路地から大通りへと飛び出し、濃密な雨を貫いて跳ちよう躍やくした。トレーラーの正面。運転席のフロントウィンドウめがけ、二機のポーンは40Ｇを遥はるかに越える大加速で突撃する。装甲に大量の雨滴が衝突し、摩ま擦さつ熱ねつに蒸発して、水蒸気と水煙が彗すい星せいの如き長大な尾を引いた。武装など、さしあたっては必要ない。これだけの運動エネルギーがすでに、強力すぎるほどの兵器だった。このまま正面衝突すればいい。それだけで、トレーラーは原形を留とどめまい。

　ルークは、上から仕掛けた。

　ステルスエフェクトを解いたポーン０１と０３と０８が、トレーラーの直上に忽こつ然ぜんと出現し、螺ら旋せん状じようの軌道を描いてナイトのポーンに襲いかかった。０１が先行し、０３が０１とトレーラーの両方を視野に収め、０８がさらにその後方につく。やはりカロカン・ディフェンスだ──とナイトは思う。０１がナイトのポーン二機の進路上に割り込み、単分子モノフィラメントを振り回して、巧みに乱戦を誘ゆう発はつした。総勢五機のポーンが大加速で豪雨の中を飛び交かい、水蒸気爆発のような水煙がビルよりも高く立ちのぼった。

　トレーラーは爆走する。

　０２、０７が追う。

　０１、０３、０８がさらにその後を追う。

　──ルークはどこだ？

　ナイトは、大胆な一手を打った。

　トレーラーのコンテナめがけ、０２で強行突撃をかけた。単分子モノフィラメントに装甲を剝はぎ取られ、手足を切り飛ばされ、それでも０２は35Ｇで跳ちよう躍やくし、トレーラーのコンテナの上に飛び乗ることに成功した。攻撃肢しを振り上げる。コンテナの天てん井じようを斬きり裂いて突入できれば、中にいる連中など一秒で皆殺しだ。

　王手チエツク。

　その瞬間、攻撃肢を振り上げた０２の頭の先から腹部の先までを、銀色の糸が走り抜けた。

　──!!

　絞しぼり出すような音と共に、切断面から真しん紅くの体液が噴ふき上がった。機能の九割九分が一瞬で失われ、０２はゆっくりとコンテナから滑り落ちた。

　ナイトは、にたり、と笑う。

　──そこにいたか。

　見み紛まがいようもない。一撃のもとに０２を屠ほふった斬ざん撃げきの主は、ルークだ。

　やつを片づければ勝ちも同然なのだ。それでルークの居場所を特定できるのなら、ポーンなど何機くれてやっても惜しくはない。

　ナイトは、移動を開始した。




　落雷。




　コンテナの天てん井じようを叩たたく雨音を聞きながら、ルークはナイトの接近を感じていた。

　三つ隣の大通りの地下。下水道の中だ。

　トレーラーと並へい走そうしている。

　やはり、やつも雨を嫌っている。

　０２を撃破した瞬間、ナイトは接近を始めた。身を隠そうともしていない。地の底を這はいずり回るその存在を示すものは、ナイトが障害物を「透とう過か」する直前直後に発生するＸ線フレアと重力レンズ現象だった。触覚がうそ寒くなるような速度で、まっすぐに近づいてくる。

　０１と０３と０８を、トレーラーから離脱させた。

　雨の尾を引いて大通りを外れ、めまぐるしい速度で路地を走り抜け、マンホールのフタを突き破って下水道に突入する。追いすがる０７を無視して、蟻ありの巣のような迷路を疾しつ走そうする。

　支道から、道路下の本道へと飛び出した。０１と０３が、ナイトとの衝突コースに乗った。

　王手チエツク。

　正面から突っ込んできたはずのナイトの姿を、ルークは、ポーンのセンサーで捉とらえることができなかった。

　１００Ｇを越える加速だったと思う。

　ナイトは、すでに手て駒ごまを捨てていた。この位置なら０７が邪魔になって攻撃できまいと思っていた０３が、まず真っ先にやられた。０７ごと真っ二つにされた。一瞬だけ遅れて、０１も同じ運命をたどった。０８だけでも逃がそうとした。あっけなく追いつかれ、ナイトの右手に頭部をつかまれ、装甲の表面に霜しもが、

　知覚できたのは、そこまでだ。

　ルークのネットから、０８へのリンクが忽こつ然ぜんと消滅した。

　コンテナの闇やみの中で、ルークはナイトの位置を再計算する。

　ナイトは、もう、すぐそこまで来ている。

　──ぼくは、

　ルークは、思う。

　──ぼくは、ナイトと一緒に行くなら、さびしくないよ。

　トレーラーは爆走する。降りしきる雨の中を、西へと走り続ける。




　落雷。




　ナイトはトレーラーを真下から追い抜き、マンホールを突き破って天高く跳ねた。

　手駒はすでに尽きている。邪魔者はいない。トレーラーのコクピットを叩たたき漬せば終わりだ。

　全身を重力減げん損そんし、直上から襲いかかろうとした。すべてにケリがつくはずの一瞬だった。

　そして、まさにその一瞬に、トレーラーが、右に、無む謀ぼうなまでの急ハンドルを切った。

　──!?

　車体が傾き、巨大なタイヤが高々と持ち上がり、コンテナとのジョイントがジャックナイフのように折れ曲がった。スティームブレーキの轟ごう音おん、濡ぬれそぼった路面になお黒々と残されるタイヤの跡から、蒸気がもうもうと立ち昇る。

　トレーラーは、ついに横転し、横倒しになって路面を滑った。

　轟音が廃はい虚きよを揺るがせた。枯れ木のような街灯をへし折り、空あき家やのような電話ボックスが叩き潰された。墓標の列のようなパーキングメーターが次々に弾はじき飛ばされ、遺い跡せきのようなアスファルトにコインの雨が降った。

　ナイトが反射的に落下速度をゆるめた。

　横倒しになったコンテナのサイドハッチが吹っ飛び、首からポシェットを下げた一匹の毒どく虫むしが、すばらしい速度で跳ちよう躍やくしてきた。

　ルークだった。

　そして、その次の瞬間に、ルークの背後にすさまじい閃せん光こうが巻き起こった。

　トレーラーが、爆発した。

　両側に立ち並ぶビルを砕くほどの、いまだ空中にいるナイトを呑のみ込むほどの、発電風車の丘おかから肉眼で確認できるほどの、ヤケクソな大爆発だった。

　熱。

　閃光。

　雨に耳と鼻を潰され、唯一の頼みの綱つなであった光学系のセンサーが、真っ白く染まった。

　ナイトは、これ以上はあり得ないほどに意表を突かれた。

　そして、これだけ意表を突いてもなお、完全に捨て身になる以外にルークに勝機はなかった。

　ナイトとは、それほどの相手だった。

　ナイトが張り巡めぐらせたフィラメントのディフェンスを、ルークはかわそうともしなかった。

　ただ一いつ散さんに突撃し、ナイトの頭部めがけて必殺の斬ざん撃げきを叩たたき込むまでだった。




　落雷。




　トレーラーが爆発した地点から南東に約半キロ。海へと続く坂道の中ほど、ベイエリアとの境さかい目めのあたり。

　叩たたきつけるような雨の中、歩道のすぐわきのマンホールのフタが「ばこん」と持ち上がった。

　細く開いた隙すき間まから、小指ほどの太さのセンサーが「にゅっ」と突き出た。

　センサーは、周囲ぐるりを丹たん念ねんに見回した。

　さしあたって危険がないことが確認できたのか、センサーは引っ込み、フタが跳ね飛ばされるように開け放たれた。

　マンホールの中の下水道には、「イーヴァ救出班」がいた。イソギンチャクなトリガーと、スパイクを背負ったリーブスと、ミスター電子戦のクレリックと、防弾少女ハルカ十三歳（推定）である。

　アンジェラは、ここにはいない。

　プログラムコントロールのトレーラーを丸ごとオトリに使い、ナイトの注意を引き離し、ルークとの戦闘が始まったのを確認した後に家の地下ガレージの床を指し向こう性せい爆薬でぶち抜き、下水道へと侵入し、救出班はこのマンホールの真下までやってきた。

　ここまでは計画通りだった。

　下水道の増水が予想以上で、ハルカの手にしていた魔法の杖つえが流されてしまったことを除けば、さしたるトラブルもなかった。が、救出班の危険はここからなのだ。総員アタマを寄せ合い、通信ケーブルで数じゆ珠ずつなぎになって、有線でひそひそと会話を交わす。

　CLERIC-RES(001)：スクイドにリターン、クロスチェックもデータ照合も終了しました。イーヴァの反応です。まず間ま違ちがいありません、ルークがＸ線フレアを観測した地点ともぴったり重なります。ここから四時方向に１００、下方向に５。つまり、：EOS

　スクイドのモードを切り替え、航空写真を元にして作った地図を重ねて、

　CLERIC-RES(002)：大聖堂の地下、ということになりますね。：EOS

　HARUKA-RES(001)：Ｘ線フレアってなに？　：EOS

　CLERIC-RES(003)：つまりですね、活動銀河核かくとかブラックホールとか高エネルギー・ジェット天体なんかに見られる強力なＸ線放射のことで、本来は天文学用語なんですが、ナイトが壁抜けをやるときに、：EOS

　SPIKE-RES(001)：そんな話はともかく、下に５ってどういうこと？　この下水道よりまだ５メートルも深い場所ってことだよね？　：EOS

　TRIGGER-RES(001)：よお、あそこに地下室なんてあったか？　：EOS

　CLERIC-RES(004)：さあ、わたしも見たわけではありませんから。ただ、資料によれば、あそこはもともと、キリスト教のとある異い端たん宗派がつくったカタコンベがあった場所なんです。大聖堂そのものは、ずっと後になってから別の宗派によって建立されたものですし。：EOS

　HARUKA-RES(002)：カタコンベってなに？　：EOS

　CLERIC-RES(005)：つまりですね、早い話が地下につくられた共同墓地で、壁にアルコーヴという凹くぼみがいくつもあってそこに棺かん桶おけを、：EOS

　SPIKE-RES(002)：いや、だからそういう話はともかく、イーヴァの他ほかに反応は？　ブービートラップみたいなものとか、侵入者を探知するためのセンサーとか、：EOS

　CLERIC-RES(006)：それらしいものは確認できません。イーヴァのすぐそばにひとつだけ、熱音響ジャマーみたいな物が転がっているようですが、まともに機能していませんね。：EOS

　LEAVES-RES(001)：でも、そんなことってあるかしら？　なんだか胡う散さん臭くさくない？　いくらなんでも無防備すぎる気がするんだけど──：EOS

　CLERIC-RES(007)：いやいや、「電子回路の反応は確認できない」というだけです。強力なステルスデバイスにスクイドが攪かく乱らんされているのかもしれないし、センサーやトラップというのは必ずしも電気仕掛けであるとは限りませんから。野犬の見張りがいるとか、ガソリンでいっぱいのマッチ棒ぼうつき落とし穴とか、強力な腐ふ食しよくガスを詰めたコンドームとか、：EOS

　HARUKA-RES(003)：コンドームってなに？　：EOS

　CLERIC-RES(008)：つまりですね、おしべとめしべとコウノトリが、：EOS

　SPIKE-RES(003)：そ、そんな話はともかく！　位置がわかったんなら早く

　ひときわ近いどこかに、雷が落ちた。シールドされているはずのケーブルにもノイズが走り、全員の言葉を叩たたき潰した。

　クレリックが「ですね」とつぶやいて、ケーブルを引き抜いた。

「では、トリガー君がハルカ様のガードに付いてください。マンホールを出たら、そのまま坂を下って、まっすぐに大聖堂に向かいましょう。無防備な気がして不安になっても、絶対に路地に入ったりしないこと。狭くて見通しのきかない場所はむしろ危険です。路地に逃げ込むのは、万が一の事態が発生してからです」

　万が一の事態とは──

　ルークとアンジェラが敗北し、ナイトが自分たちを殺しにきた場合、ということだ。

　そして、そんな場合のことを考えても仕方がなかった。

　その場合は、自分たちも確実に皆殺しにされるだけの話だ。

　ルークとアンジェラは、絶対に負けない。

　そう信じて、やるべきことをやる以外にない。

「いくぜぇっ!!」

　ライフルのセフティを外し、トリガーはひと声叫んだ。そのまま、ロケットのような勢いで垂直に上昇して地上に飛び出した。地上４メートルあたりでぴたりと停止、くるりと全周囲を見回す。

　トレーラーが爆発した地点から南東に約半キロ。

　何よりも、その近すぎる距離が恐ろしい。

　のっそりと立ち上がる爆煙が、この場所からでもよく見えた。

　クレリックが、その次にハルカが、最後にスパイクを背負ったリーブスが、なまぬるくて安全なマンホールの中から、危険が荒れ狂う嵐あらしの中へと踏み出していく。豪雨の舞う空に雷光が閃ひらめき、五人の姿を写真のように切り取る。




　落雷。




　炎ほのおは、降りしきる雨にあっけなく踏み潰された。雨はなおもトレーラーの残ざん骸がいを叩たたき、轟ごう音おんと共に気化していく。濃密な水蒸気の雲が膨ふくれ上がり、津波のような白い壁が瞬またたく間に大通りを埋めた。

　トレーラー爆破に使用されたのはトリガーいち押しのブツ、「ヘテロ・デキテクス」の名で総称される液体炸さく薬やくだ。衝撃を加えようが火を点つけようがウンともスンとも言わないくせに、単三を四本も直列して電気を流せば突如としてやる気を出す。

　あれほど大きかったトレーラーの、骨しか残らなかった。

　立ち込める水蒸気が嵐に追い散らされるまでには、長い時間がかかった。熱に焼き焦こがされた残骸と、圧力に砕かれた大通りの光景が、その形と色をゆっくりと取り戻もどしていく。そして、一匹の毒どく虫むしの姿がようやく明らかとなる。

　ナイトだ。

　その黒い巨体が、ぐらりと傾かしいだ。

　胸部にも腹部にも大きな損傷はなく、手も足も欠けてはいない。

　ただ一点、頭部に、くの字にねじ曲った大きな裂傷があった。

　見事な刀かたな傷きず、とは言い難い。「引き」がコントロールされていない。単分子モノフィラメントの痕こん跡せきとしては良くない例である。おそらく、フィラメントをナイトの頭部に食い込ませ、引き斬きろうとした瞬間のルークに何かが起こったのだ。その数ピコセカンド後、制御を失ったフィラメントがただ単純にすっぽ抜け、くの字にねじ曲った無ぶ様ざまな裂傷を残したのだろう。

　が。

　言うまでもないが、無様であろうが見事であろうが、最終的に問題となるのは、その攻撃の結果として生じる被害の深刻さである。

　ナイトは雨に打たれ、いまだに立ち上がれずにいる。手足が微かすかに痙けい攣れんしている。苦しげに首を振り、そのとき、頭部の傷口から、柔らかい何かがどろりとあふれて落ちた。

　ナイトは、それを見た。

　自分の、脳組織だった。
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　廃はい虚きよを揺るがせて、ナイトが咆ほえた。精神の狂乱がすべてのエラーを沈ちん痛つうした。ナイトは背後を振り向きざまにランチャーの一撃を放った。その射線上、およそ10メートルほどの距離に、アスファルトに突っ伏したまま動かないルークの横よこっ面つらがあった。

　神経毒にまみれたフレシェットが、ルークのこめかみに、根元まで突き立った。

　着弾の衝撃に、ルークの身体からだが弾はじけ飛んだ。泥水を盛大に跳ね上げ、水溜まりの中に顔から転げ込む。焼けこげだらけになったポシェットが首から外れ、ばしゃりと音を立てて路面に落ちた。

　立ち上がろうとする。が、できない。

　ルークは、満まん身しん創そう痍いだった。

　ナイトのディフェンスに真っ向から突入した、当然の結果だった。

　いちいち挙げていけばキリがない。おそらくは当のルークがもはや、損傷のひとつひとつを意識してなどいないだろう。そんなまともな機能はとっくに失われているはずだ。満身をフィラメントに斬きり裂かれ、フレシェットを突き立てられ、しかし、ルークはまだ生きていた。

　それが証拠に、触覚が動いている。

　無意味な痙攣ではない。

　意志をもって、まっすぐにナイトを指し示している。

　それが、ナイトの癇かんに障った。

　刻きざんでやる──とナイトは思う。フィラメントのアンカーを腕うでから引き出し、ナイトはゆっくりとルークに近づいていく。ルークは動かない。身動きひとつしない。が、ルークの触覚は、まるで羅ら針しん盤ばんのように、ナイトの位置を指し示すことをやめない。

　ナイトが、気づいた。

　──おれの、位置、だと？

　ルークが、思考した。

　──定石フオーメーシヨン変更、「オランウータン」。

　そして、あと一歩だった。

　ナイトが頭上を見上げるのがもう一瞬遅れていたら、ポーン０９アンジエラは、その最初の一撃でナイトを屠ほふり去っていたかもしれない。

　トレーラーが吹き上げる水蒸気にまぎれ、ポーン０９アンジエラはナイトの直上から雨う滴てきと共に落下してきた。暗い空に閃ひらめく隻せき眼がんｉシールドのレーザー光。水滴ににじむ「九太郎」の文字。

　そして、両手に構えた、物もの干ほし竿ざおの如き大おお槍やり。過冷却された長大な刃先がまとう白い冷気。

　ナイトが、逃げた。

　のろくさした動きだった。が、たったそれだけのことで、ギリギリのタイミングで仕掛けていたポーン０９アンジエラは、最初に狙ねらい定めていたナイトの首の付け根をトレスしきれなくなった。

　急所は、外した。

　急所を外す代わりに、大おお槍やりはナイトの胸部の中心を真上から捉とらえた。刃先の生み出す力場が装甲を貫き、ポーン０９アンジエラはナイトの背中の上に腹ばいになって、全力で、さらに槍を深くねじ込んだ。
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　すぐそこにあるナイトの触覚にささやきかける。

「ハルカが面白おもしろいこと言ってたよ。なあ、お前マンガ読むか？」

　ナイトの背から体液が吹き出し、防ぼう刃じんギアが血色に染まった。

「ポーンが三機だけだと思ったろう、あたしが見えなかったろう？　──憶おぼえとけ。オバＱのたったひとつの取とり柄えは、姿を消すことだ」

　ナイトが、怪物のように咆ほえ、身をもがいた。

　振り飛ばされるよりも早く、ポーン０９アンジエラは槍をナイトの背中に残して跳ちよう躍やくする。毬まりのように身体からだを丸め、雨う滴てきの散り乱れるアスファルトにひざを突いた。防刃ギアにふりかかった返り血が、たちまちのうちに雨に洗い流されていく。

　ナイトが苛立いらだたしげに腕うでを振るった。背中に突き出た槍の柄えを、単分子モノフィラメントで切断する。

　ポーン０９アンジエラは、腰こしの二本の短刀を、逆さか手てに、十文字に抜き放つ。

　──あたしは右だと思う。お前は？

　ルークは答えない。

　次の瞬間、ルークからのリンクが溶けるように消えた。

　──ルーク？

　そして、その一瞬の思考の空白が、アンジェラの命取りになった。

　ナイトは、左から回り込んできた。顔を上げたとき、野獣のように躍りかかってきたナイトの牙きばがすでに目前にあった。

　相打あいうちに持ち込むのが精いっぱいだった。右の短刀をナイトの首関節にぶち込んだ瞬間、ナイトの牙がアンジェラの左腕を捉とらえていた。

　牙が筋肉にめり込み、その万力のような力に骨格フレームが簡単に砕けた。




　牙の隙すき間まから、レイジ溶液が噴ふき上がった。




　アンジェラは残された右腕を背中に回す。新たな短刀を逆さか手てに抜き、左腕に食らいついたままのナイトの頭めがけて振り下ろす。

　一秒。

　次の短刀を抜き、今度は顎あぎとから延えん髄ずいを狙ねらって突き上げる。それでもナイトは牙をゆるめない。左腕の神経がレイジに犯されていく。ナイトの顎からはみ出た左手から短刀が落ち、狂ったような痙けい攣れんが始まる。

　二秒。

　次の短刀を抜く。視覚センサーに突き下ろす。背中の短刀は残り二本。

　三秒。

　さらにもう一本。それでも、ナイトはまだ生きている。

　四秒。

　最後の一本を抜き、

　五秒。

　覚悟を決めるのに、一秒かかった。

　六秒。

　叫んだ。

「よそのオンナに手ぇ出すんじゃねえよこのクソ犬があっ!!」

　最後の短刀で、アンジェラは、自分の左腕を根元から切断した。

　返す刀でナイトの頭をどやしつけてやろうとしたが、無駄な努力だった。ナイトの左腕に弾はじき飛ばされ、アンジェラは背中からビルの壁面に叩たたきつけられ、ずるりと歩道に沈む。切り離されてなおびくびくと動き続ける左腕を、ナイトはあっさりと嚙かみ潰した。攻撃肢しを振り上げ、追い撃つようにアンジェラを照準し、ランチャーをトリガーした。

　射出されたクラスターが空中で多弾頭化し、無慮数百本のフレシェットとなって弾はじけた。

　一瞬で、ビルの壁面も、アンジェラも、針はり山やまのようになった。

　両手に余る数のフレシェットが、アンジェラの全身に突き立った。衝撃に転げまわることもできなかった。フレシェットの一本が、隻せき眼がんｉシールドを貫き、視覚センサーを砕き、頭ず蓋がいフレームを突き通して、アンジェラの頭を背後の壁に縫いつけていた。

　アンジェラの思考が遠のく。半分に削られた視界が、たちまち霞かすんでいく。

　──なあ、ルーク、ルークってば。聞いてんのか？　返事くらいしろって。

　アンジェラは左の裸ら眼がんで、目の前のナイトを見つめる。

　──やっぱ強つええわ、こいつ……。がんばったけどさ、とても敵かなわないや……。

　ナイトが自分を見つめている。

　──なあ、あたし、がんばったよな。おいルーク、聞いてんのかよ？　それとも、

　自分を見つめて、せせら笑っている──とアンジェラは思う。

　──もう、逝いっちまったのか……？

　思考が、途と切ぎれた。




　落雷。




　ナイトは、ビショップのことが大嫌いだった。

　──昔はそうじゃなかったんだけどな。まだ、おれたちに、毛皮も尻しつ尾ぽもあったころ。

　今でもたまに思い出すことあるけど、実験体だったころのビショップは、いいやつだった。おまけに、あいつはルークに気があった。あいつが変わったのは、機械化処理を受けて、実戦に投入されてからだ。それでもはじめのうちはかわいいもんだったし、ルークの前でいいとこ見せたいっていう気持ちもあったんだと思う。でも、戦いが続くうちに、あいつは人間の血の臭においに取とり憑つかれちまった。手段と目的なんて、簡単にひっくり返るもんだよな──

　そして、ナイトは、我に返った。

　困こん惑わくし、周囲を見回す。雨。大通り。トレーラーの残ざん骸がい。

　ここはどこだ？　いつの間に雨なんか降った？

　──何をしようとしてたんだっけ？

　思い出した。ちょっと探し物をしていたのだ。今はその帰りだ。人間の生き残りってのは、たいていが食料倉庫つきのシェルター群の近くに住んでいる。だから、この街にもそういうのがあるだろうと思っていたけど、やっぱりあった。街の北に、いくつもの階層に分かれたでっかいやつが。あの中には、食料だけじゃなくて、本当に色々な物があった──

　ナイトは、震える足を動かして、大通りをうろうろと歩き回った。頭部から大出血していることに気づくが、そんなものは大した問題ではないように思えた。バッグを見つけなくてはならない。カンヅメ鉱山から掘り出してきた戦利品を詰め込んだバッグである。さっきまで手に持っていたはずなのに。どこかそのへんにあるはずだ。

　──ああ、あそこにあった。

　しかし、どうなってんだおれの足は？　思うように動かないな。まあいいや。早くあの納骨堂に戻もどろう。しかしあのシェルターには、本当に色々な物があったな。色々ありすぎて目移りした。人間の文字なんか読む気もしないけど、子供向けのものっていうのは色でわかる。適当に選んできちまったけど、あれでよかったのかな？　やっぱ子供向けって言ったって色々あるわけだろう、本当に小さい子向けとか、もうちょっと大きい子向けとか。人間の顔を見てもぴんとこないけど、あのＥＧ７は、おれたちの年齢で言えばいくつくらいなんだ？　適当に選んできちまったけど、あいつが喜ぶようなものあるかな？──

　降りしきる雨の中、ふと、ナイトは立ち止まる。

　黒い身体からだに、鮮やかな赤の閃せん光こうが揺らめく。

　──いや、ちがう。そうじゃない。

　おれは、あいつに喜んでもらいたいわけじゃない。あいつは人ひと質じちで、要するにエサで、つまりは捨て石だ。その、あいつに逃げられたり大騒ぎされたりしたら面倒だから、だからおれは、あいつの食べ物を探しに出たのだ。つまり、ごほうびだ。いい子にしていれば分けてやる。逃げようとしたり騒いだりしたら、分けてやらん。お仕置きをする。そういうことだ。アメとムチだ。実に明快だ。アメをやればあいつは喜ぶかもしれんが、それはおれには関係のないことで、それについておれが何か特別な感想を持ったりすることはない。そうとも、おれは、あいつに喜んでもらいたいんじゃない。恐こわがる顔じゃなくて笑った顔が見たいとか、そんなことは考えていない。そんなつもりはない──

　やっとたどり着いた。遠かった。

　ナイトは、足元の水溜まりに落ちているバッグを見つめた。

　疑問が頭をかすめる。

　──こんなバッグだったっけ？

　なぜ焼け焦こげがついているのかわからなかったし、もっと大きかった気がするし、色ももっと黒っぽかった気がするし、

　フタのところに、ウサギのマンガなんかついてなかった気がする。

　まあいいや──とナイトは思った。

　それ以上考えるのはつらかった。

　雨に打たれているバッグを、口にくわえて拾い上げた。雨の降りしきる大通りに立ちすくみ、ナイトは周囲のビルを見回した。

　──大聖堂は、どっちだっけ




　落雷。




　ルークの触覚が、羅ら針しん盤ばんのように、歩き去るナイトを追って動いていた。

　──返せ、それはぼくのだ、返せ、かえせ──
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　イーヴァ救出部隊は、大聖堂内部への突入に、充じゆう分ぶんすぎるほどの時間をかけた。

　ほとんど１メートル刻みで進んだ。クレリックは考えつく限りのセンサーを動員して、あるはずの罠わなの存在を嗅かぎ出そうとした。

　が、それらしい反応は、ついにつかめなかった。

　一階中央の広間に侵入する。

　薄暗い。天てん井じようが高い。生きものの気け配はいに頭上を見上げれば、天井の梁はりや柱の頭の上に無数のカラスがいた。突然の嵐あらしを避けてこの場所に逃げ込んできたのだろうが、それにしても大変な数だ。

　救出部隊の五人は、広間のベンチの陰に身を潜ひそめている。

「マズいですね」

　クレリックが小声でつぶやく。スパイクがそれを聞きつけ、

「何が？」

「このカラスの大群ですよ。大きな音を立てたり、急激な動作をしてはだめです。間ま違ちがっても刺激しないように。これだけの数に騒がれたらコトです」

「ねえ、やっぱりあの床の穴かしら？　あれ以外に地下に通じてる所なんてないし、」

　リーブスがこっそりと指差したのは、広間の中ほどに口を開けた大穴だった。

「でしょうね。ただ、穴っていうのが少し気になります。ナイトは物質透とう過かができるのに、物を隠そうとしてどうして穴なんか」

「ごちゃごちゃうるせえんだよ。なもん中に入って確かめりゃわかんだろ」

「ですね。リーブスさんとスパイク君は、ハルカ様と一緒にここにいてください。トリガー君、援えん護ごお願いします」

　ハルカが抗議しようとした瞬間、クレリックはきっぱりと言った。

「足手まといです」

　ハルカを振り返り、

「勘かん違ちがいしないでくださいね、ハルカ様は宙に浮くことができない。だからです。ここから先は、リーブスさんやスパイク君でも足手まといなんです」

　ハルカは口を尖とがらせてうつむき、こっくりとうなずいた。

「おい、さっさと行ってさっさと終わらせようぜ」

　ライフルを構えたトリガーがベンチの陰から漂い出る。クレリックがそれに続いた。広間を大きく回り込んで、穴のふちへと近づいていく。

　TRIGGER-RES(118)：オレ様が先に入る。ちゃんとくっついてこいよ。：EOS

　CLERIC-RES(129)：気をつけてくださいね、この先にはイーヴァがいる可能性が高い。：EOS

　TRIGGER-RES(119)：誰だれにむかって言ってんだコラ。：EOS

　クレリックをギロリとにらみ、トリガーは穴の中に身を躍らせた。

　暗い。石造りの壁に囲まれた狭せま苦くるしい空間。正面には半円形のアーチがあり、そのむこうは本物の闇やみだ。トリガーの背後に、クレリックが背中合わせにふわりと降りてくる。

　CLERIC-RES(130)：やはりカタコンベですね。大した文化財だ。：EOS

　雑ざつ菌きん臭くさい空気の中、微かすかに、

　TRIGGER-RES(120)：なあ、何だこの臭におい？　：EOS

　クレリックは一瞬の間をおいて、

　CLERIC-RES(131)：タンパク質の腐ふ敗はい臭しゆうのようですが──とにかく奥へ進みましょう。：EOS

　トリガーが、そしてクレリックが、ゆっくりとアーチをくぐった。闇を漂って進み、

　突然、トリガーが頭の横に左の拳こぶしをかざした。

　クレリックが空中でぴたりと制止する。

　トリガーが左の拳の人差し指を立てた。

　クレリックが、ディスポーサルポーチを点火して床に放った。黄色っぽい明かりが、細長い空間をぼんやりと照らし出す。

　納骨堂の最深部で、何かが、闇やみの中に逃げ込もうとするかのように、もそりと動いた。

　その何かが、脅おびえきった声で言った。

　だれ──？

　イーヴァの声だ。

　イーヴァの声に思えた。

「──おい、イーヴァか!?　無事か!?　なあ、ここらにトラップは」

　トリガーは思わず大声を出し、ライフルのバレルに取り付けたライトを点灯して、納骨堂の奥へと向けた。

　納骨堂の最深部には、鮮血に濡ぬれた石畳の床があった。

　そこには、壁から砕けて落ちた積み石と、カバーの割れたオイルランプと、底の抜けたバッグと、色とりどりのお菓子と、スケッチブックとぬり絵と色えんぴつと、電話帳の如き厚さの少女マンガ雑誌と、クマのぬいぐるみと、黒ヒゲ危き機き一いつ髪ぱつと、着きせ替かえ人形の着せ替えセットと、ケーブルと、ガムテープと、四散する肉片が、あった。

　光に追い払われた闇が壁に縮こまり、顔を隠して、叫んだ。

　見ないで──!!。




　トリガーと、クレリックは、イーヴァを、見た。




　イーヴァの絶ぜつ叫きようは瞬間的に広間を満たし、カラスたちをざわめかせ、ハルカとリーブスとスパイクの思考を凍こおりつかせた。

　呆ぼう然ぜんの一瞬が過ぎ去った後には、その反動としての混乱がやってきた。ハルカはベンチの陰から飛び出し、まっすぐに穴を目指して走った。

　五歩も進まないうちに、背後から伸びてきた大きな腕うでに捕つかまった。

　ハルカはその腕から逃れようとして全身で暴れた。その腕がリーブスの腕であることも、スパイクが自分を落ち着かせようとして何か言っていることも、自分がまた馬ば鹿かな真ま似ねをしていることも、心のどこかではわかっていた。

　それでも、自分を抑おさえ切れなかった。

　イーヴァが、そこにいるのだ。

「イーヴぁあっ!!　ごめんね、ごめんねっ!!　助けにきたよっ、みんなが、みんなが助けにきてくれたんだよっ!!　ごめんね、ケガしてない!?　痛いことされなかった!?　ひどいことされなかった!?　放してっ!!　イーヴァがいるんだもん!!　あの中にイーヴァがいるんだもん!!　放してよ、放してばかあっ!!」

　ハルカは身をもがき、リーブスの腕をぼかぼか叩たたき、指に嚙かみつき、足を踏んづけて暴れた。それでもリーブスはハルカを放さず、穴の底からわき上がる沈黙に言葉をなくしていた。

　SPIKE-RES(102)：──クレリック？　トリガー？　：EOS

　スパイクの呼びかけにも、二人は答えない。ハルカの叫び声にカラスたちが興奮し、大聖堂の広間は黒い翼の羽ばたきに満たされていく。

　リーブスも、スパイクも、この沈黙の意味に気づいていた。

　イーヴァは、ケガもしたし、痛いこともされたし、ひどいこともされたのだ。

　そして、異常が起こった。

　突然、カラスたちの狂乱が爆発的に高まったのだ。大声でわめき続けていたハルカですら、言葉を呑のみ込んで天てん井じようを見上げたほどだ。羽音と鳴き声が大聖堂を満たし、耳を聾ろうする轟ごう音おんとなって反響を繰り返す。

「なんだよ、これ──」

　スパイクは頭上を見上げてつぶやく。

　カラスたちは、いっせいに広間から逃げだそうとしているのだ。

　マズい、早くここから出たほうがいい──そう考え、スパイクは肩越しにリーブスを振り返ろうとして、ナイトが交こう差さ廊ろうの壁をすり抜けて広間に入ってくる瞬間を見た。

　撃った。

　12ゲージスラグの直撃を受けても、ナイトは平然としていた。見み憶おぼえのあるポシェットを口にくわえ、見憶えのある短刀が突き立てられた首をふらふらと動かして、その場に突っ立っている。スパイクのほうを見もしない。

　穴の中から飛び出してきたトリガーが、スライム弾頭をナイトの顔面にぶち込んだ。

　それでもナイトは、さしたる反応を見せなかった。

「逃げろっ!!」

　トリガーの叫びにリーブスが反応し、ハルカの身体からだを抱え、ベンチの列を飛び越えて、飛ぶような早さで広間を走った。事態をまだ理解できないハルカと、ナイトの目が合った。

　──カエセ。ソノこハおれノものダ。

　ナイトは、そう思った。

　黒い身体が毒どく虫むしの色に染まった。

　一秒もかからずに追いつける。もう一秒あれば、この盗ぬす人つとどもを皆殺しにできる。後脚に力が込められ、ナイトはハルカを追って跳ちよう躍やくした。腕うでを振り上げ、単分子モノフィラメントの曲線が宙に舞い、




　ステンドグラスを突き破って広間に飛び込んできたルークが、空中でナイトをぶん殴なぐった。




　ナイトはハエのように叩たたき落とされ、ベンチの列に突っ込んだ。ルークは危なっかしく着地し、よろめきながらも振り返った瞬間に、怒り狂ったナイトの体当たりを受けて壁まではじけ飛んだ。

　ROOK-RES(001)：──そのポシェットはぼくのだ。イーヴァがぼくにくれたんだ。：EOS

　ＩＦＦを抹消してしまった以上、ルークの言葉はナイトには届かない。が、ルークにはもうそんなことはどうでもよかった。朦もう朧ろうとする思考の中で、ポシェットを取り戻もどすことだけを考えていた。

　ナイトがつかみかかってくる。触覚がむしり取られ、装甲が引き剝はがされそうになる。片腕だけではしのぎ切れない。ナイトの右手に頭をつかまれ、装甲の表面に霜しもが、

　──脳を抜かれる!!

　原始的な恐怖が、ルークに力を与えた。単分子モノフィラメントでナイトの右腕を切断した。

　それでも、ナイトは止まらない。

　ルークを見つめて笑う。五本の短刀に串くし刺ざしにされたその顔で、三日月のように笑う。顎あぎとの下に突き立った一本を引き抜き、ルークの頭頂部めがけて振り下ろした。

　躱かわせなかった。

　冷たい刃がルークの装甲を突き通し、ぎりぎりで脳膜を破り、内部の組織に達した。

　その瞬間、ステンドグラスのなくなった窓から飛び込んできた雷光が、大聖堂の広間を白く染め、ルークの思考を白く染めた。




　倉庫を出ると、朝焼けの空に大きな雲が動いていた。ときおり、雲間に雷光が閃ひらめく。

　嵐あらしが来る──と飛ひ車しや丸まるは思う。

　倉庫の入り口を、何台もの軍用車両が遠巻きに取り囲んでいた。「くすりのにおいがするやつら」がその間を虫のように走りまわり、飛車丸を指差しては互たがいに何事かを話している。

　飛車丸は、その囲みの中へゆっくりと踏み込み、耳と尾を使ったサインで「降伏」の意志を伝えた。

　男が三人、飛車丸の前に歩み出た。真ん中のひとりが、飛車丸を見つめてひと言。

「戻もどるぞ」

　飛車丸は、「肯」と答える。

「犬小屋に連絡。飛車丸は押さえたから、角かく千ち代よと駒こま之の守かみは寄よ越こさんでいいと伝えろ」

　──あの二人まで使うつもりだったのか。

　飛車丸は暗い驚きを覚え、次いで安あん堵どを感じた。これでよかったのだ──と思う。

「来い」

　真ん中の男は踵きびすを返し、左右のふたりもそれにならった。飛車丸も、その後に続こうとした。

「ひしゃまる──────────────────────────────────っ!!」

　全身の毛皮が逆さか立だった。飛車丸は飛び上がるように背後を振り返り、倉庫の入り口から走り出てくるハルカの姿を見た。

「くそっ、まだ突入してなかったのか!?　あのガキを押さえろ!!　薬を使っても構わんから、これ以上あのガキに名前を呼ばせるな!!」

　野獣の如き突入要員たちの手によって、ハルカはあっという間に取り押さえられた。抵てい抗こうは無意味だった。地面に突き転がされ、首ねっこを踏みつけられてハルカは泣き叫んだ。突入要員のひとりが注射器をかざし、別のひとりがハルカの髪かみをつかんで頭を引き起こす。

　たすけて、ひしゃまる。

　飛ひ車しや丸まるの中で、何かがキレた。

　待て、と叫ぶ声を背後に聞いたように思う。飛車丸は全力で走り、ハルカを取り押さえている突入要員たちに襲いかかった。これまでずっと抑え込んできた衝動をすべて解放し、飛車丸は嵐あらしを呑のんだように暴れ狂った。

　五発の銃弾を身体からだに受けた瞬間のことは、あまりよく憶おぼえていない。

　銃声を聞いた憶えもなく、気がついたときには身体が地面に沈んでいた。足が痙けい攣れんし、自分の血の臭においが濃密に立ち込めた。

　男が喋しやべっていた。最優先で処理車を呼べ。──ああ、かまわんさ。あのガキのおかげで、どうせ開頭して記憶を洗わにゃならんのだしな。

　温かい闇やみに包まれていく。

　自分の名を叫ぶハルカの声だけを、遠くに聞いていた。




　──ハルカを、いじめるな。

　それが、犬だったころの、飛車丸の最後の記憶だ。




　ナイトに殴なぐり飛ばされた。

　いいように吹っ飛ばされたルークの身体が、突然、体勢を立て直した。五本の脚で床を滑りながら、身体を低く沈めていく。牙きばをむいて唸うなる。

　ぐるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる。

　頭上を見上げ、襲い来るナイトの軌道を計測し、単分子モノフィラメントの切断面を決定する。この軌道直交ヘツド・オンで最後だ。どのみち、まともに動き回れる時間は、あと何秒もない。

　──思い出した。

　ナイトの牙が目前に迫る。ポシェットのストラップが牙に引っかかっている。何もかも呑のみ込もうとするかのような大口の中で、短刀の刃が交差しているのが見える。

　──思い出したよ。

　ナイトの軌道は破壊的で、ルークの位置は致命的だ。ここから先は引き返せない。

　斬きった。

　ナイトが床に激突して転がった。ルークの胸部がばっくりと裂け、まだこんなに残っていたのかと思えるほどの体液が噴出して身体からだ中じゆうを赤く染めた。

　ルークの背後、カラスの羽がひらひらと舞う天てん井じようまで跳ね上がり、床に落ちて高くはずんだものがある。

　それは、ポシェットを口にくわえたナイトの、首だ。

　ルークの脚が、がくりとくだける。

　うずくまる。もう、指一本動かせなくなる。意識が闇やみに沈んでいく。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　それから、どれくらいの時間がたったのか、わからない。

　泣き声が聞こえたように思って、ルークは、体液中にもう残り少ない酸素を知ち覚かく系けいに回した。視し覚かくと聴ちよう覚かくだけが、かろうじてまともなレベルにまで蘇そ生せいした。

　ハルカが、ルークの腕うでに抱きついて、泣いている。

　わあわあ泣きながら、「ごめんね、ごめんね」と繰り返している。

　ハルカが謝ることなんて何もないのに──とルークは思った。

　──思い出したよ、ハルカのこと。

　ルークは微かすかに首をもたげ、センサーで周囲を見回し、ナイトの首のそばに落ちているポシェットを見つけた。

　──そうだ、

　ルークの脚が動いた。懸命に起き上がろうとする。死んだ筋肉が、生きている筋肉に引きずられて動くときの、みりみりといういやな音がした。全身の装甲の裂け目から、再び、滝のような出血が始まる。

「ルークっ!!　だめだよルーク動いたら死んじゃうよっ!!　だめだってば!!　お願いだからじっとしてて!!　こんなにいっぱい血が出てるよっ!!　もう動いちゃだめだようっ!!」

　ハルカがルークの腕にとりすがって、悲鳴のような声を上げた。傷口から吹き出す体液を浴びて、ハルカは全身血みどろになった。それでもルークは動くのをやめない。思うように動かない脚をあやつり、身をくねらせ、どうにか起き上がろうとあがく。

　──なくなっちゃったって、ハルカはそう言ったよね。もう見つからない、あきらめようって、ハルカはそう言ったよね。でも、やっぱり、そんなわけなかったんだ。探したら、ちゃんとあった。あの操車場を探して、見つけたんだ。

　ハルカのフリスビーを見つけたんだ。

　あのポシェットの中に入ってる。ずうっと、あの中に大事にしまっておいた。ごめんね、ハルカが投げてから三十年もかかっちゃったけど、ぼくはちゃんと取ってきたんだ。あのポシェットの中に入っているんだ。ほめてくれる？　三十年もかかっちゃったけど、ぼくは、ぼくはちゃんとフリスビーを取ってきたんだ。

「クレリックさあんっ!!　誰だれかあーっ!!　お願い、ルークが死んじゃうよお!!　ねえルーク聞こえる!?　いい子だから動かないでじっとして!!」

　──!!、

　限界は、あっけないほど簡単にやってきた。

　突然、全身の筋肉から力が失うせ、ルークはつんのめるように前に倒れた。知ち覚かく系けいのダウンが始まり、目の前の光景も、ハルカの泣き声もゆっくりと遠のいていく。

　ポシェットは、すぐそこにあるのに。

　届かないのを承知で腕うでを伸ばそうとしたが、腕どころか指一本だって動かせはしなかった。

　──ハルカ、ぼくは、ハルカに謝らなくちゃいけないことがある。

　やけに狭い視し覚かくの中を、神経ケーブルのドラムを抱えたリーブスがこっちに駆かけ寄ってくる。それを最後に視覚が途と切ぎれる。遠からず、意識もその後を追うだろう。

　最後に、ハルカの顔を見ておきたかったな──と、ルークは思う。




　ぼくは、ハルカに謝らなくちゃいけないことがある。

　ごめんね、ぼくは、ハルカとの約束を守れなかった。がんばったけど、だめだった。




　ぼくは、いい子じゃいられなかったよ。

























　ゲルの詰まった滅めつ菌きんバッグの中に押し込まれるとき、イーヴァはこうつぶやいた。

　──お願い、最後のわがまま。ルークとハルカにだけは、見られたくないから。

　クレリックとトリガーは、その願いを聞き入れた。アンジェラが救出され、ルークの搬はん送そうが終わり、「イーヴァに会わせて」と泣きわめくハルカを大聖堂の外に連れ出してから、イーヴァの身体からだは納骨堂から運び出された。




　どこまで話したっけ。

　ルークと一緒に旅をするようになって、操車場にたどり着いて、フリスビーを見つけたところまでだよね。

　じゃあ、そこから。

　あのフリスビーで、わたしはぴんときたの。ルークには、わたしの他ほかに、誰だれか好きな人がいるんだって。しかもそれは、人間の、たぶんわたしとそう歳としの違ちがわない女の子なんだって。

　だから、ルークは、わたしを助けてくれたんだろう、って。

　自分は研究所生まれの研究所育ちだってルークは言ってたけど、そんなのはうそだってわたしは思った。だって、どう考えてもおかしいもの。フリスビーのこと、説明がつかないもの。でもね、最初のうちは、そんなに心配してなかった。その女の子が戦争を生き延びてる可能性なんて、ほとんどないはずだから。その子はもうとっくに死んじゃってる、人間なんてひとり残らず死んじゃったに決まってる──そう思ってた。

　でも、そんなのは、最初のうちだけ。

　なんとなくわかってきちゃったの──ルークは、ナイトとビショップから逃げ回るために旅をしてるわけじゃない、っていうこと。ルークは、その女の子を探す旅をしていて、わたしはただの道連れだっていうこと。それに、気がついちゃった。ルークがそう言ったわけじゃないし、ルークは自分でもそのことに気がついてなかったと思う。でも、ずうっと一緒に旅をしてれば、やっぱりわかっちゃうよ、そういうこと。

　毎日毎日、死ぬほど不安だったよ。

　だって、わたしは足手まといだもの。ルークはいつか、わたしのことなんか放って、その女の子を探しにひとりでどっかに行っちゃうかもしれない。わたしは、また、ひとりぼっちになっちゃうかもしれない。そんなことばっかり考えた。だから、あのころのわたし、ルークにべたべたに甘えたり、一生懸命ルークの世話を焼いたりした。またひとりぼっちになるのは、どうしてもいやだったから。

　またひとりぼっちになるくらいなら、死んじゃったほうがましだから。

　用心棒の仕事を始めたのも、そのころ。

　わたしが言い出したの。廃はい虚きよの中を探すばっかりじゃなくて、仕事をして、そのお礼としてパーツを分けてもらおう、って。そんなこと言い出したのもね、ほんとは、ルークと一緒に何かをして、ルークともっと仲良くなりたいっていう下した心ごころがあったんだと思う。最初は、工事の手伝いとか届け物とか、そういう仕事ばっかりしてたけど、すぐに危ない仕事も引き受けるようになった。そっちのほうが、同じ日数でいっぱいお礼をもらえるから。殺し屋とか、強盗の手伝いとかもやったことあるよ。そういう危ない仕事をやるようになってからしばらくして、ルークはわたしに、メンテ用の暗あん号ごう鍵かぎをくれた。

　お前は相あい棒ぼうだから、って。

　ぼくがケガしたときには修理を頼む、って。

　眠れないくらいうれしかったよ。でも、ルークがケガするなんていやだって思ったし、ルークはむちゃくちゃ強いから、ずいぶん長いこと、その鍵を使うことなんてなかった。

　光化門クアンフアムンって、知ってる？　ここから１０００キロくらい北にある街なんだけど。

　そこで、わたしとルークは、罠わなにひっかかった。あの街にいた連中って、ずっと前にルークが殺した誰だれかの仲間か何かだったんだと思う。誰の仲間だったのかは、今でもよくわかんないんだけど。心当たりが多すぎるから。

　ルークがぼこぼこにやられたのは、そのときが初めて。

　そこにいた連中だって、結局、ルークに皆殺しにされちゃったけどね。でも、ルークのほうも身動きができないくらいにやられて、わたしは初めて暗あん号ごう鍵かぎを使って、ルークの傷の手当てをすることになった。

　手当てをしてる最中にね、いきなり、思ったの。

　鍵を使って、ルークの記憶を吸い上げられるかもしれない、って。

　そうすれば、ルークの心の中にいる女の子のこと、くわしくわかるかもしれない、って。

　だから、わたしは、それをやった。ルークの頭の中をのぞき見した。

　そう。

　その女の子が、ハルカだった。

　ルークの記憶は、軍隊がルークの脳みそをいじってつくった、いんちきな記憶だったの。犬だったころのルークはハルカだけを主人と思ってたし、それは、軍隊にとっては都合が悪いことだったんだと思う。ほんとの記憶にはすごいプロテクトがかかってたけど、ルークはもう何年も軍隊のメンテを受けていないし、そのプロテクトがゆるんでどんどん外れていることもわかった。

　あと何年かすれば、ルークの記憶のプロテクトはぜんぶ外れちゃうこともわかった。

　あのときのわたしの気持ちは、誰だれにもわからないと思う。

　ルークの主人だったあの人間の女の子は、もう戦争でとっくに死んじゃってる──そう思ったりもしたけど、ルークはそんなことじゃ絶対に納得しないもの。あの子が生きている可能性がほんの少しでもある限り、ルークは死ぬまで、あの子を探し続けるに決まってるもの。

　ルークがわたしと一緒にいるのは、記憶のプロテクトが中途半端に外れて、わたしの中にあの子の姿を見てるからだもの。

　ほんとの記憶が戻もどったら、ルークはきっと、足手まといのわたしなんか放り出して、あの子を探しに行っちゃうもの。

　あの日から、わたしは、夜になっても眠らなかった。眠ってるうちにルークの記憶が戻って、わたしを置いてどっかに行っちゃうかもしれない、って思った。ちょっとルークの姿が見えないだけで、泣きたいくらい恐こわくなった。

　あの気持ちは、絶対、誰にもわからないと思う。

　ハルカになりたい、って思った。

　ルークの心の中に住んでいる、あの人間の女の子になりたい、って思った。

　それから、わたしは、用心棒の仕事をむちゃくちゃいっぱい引き受けるようになった。ルークは不思議に思ってたみたいだけど、もちろん理由はないしょにした。わたしは、パーツをいっぱいため込んで、目的のものを持っているひとを探した。

　それを手に入れたのは、一年くらい前のこと。

　わたしは、そのひとから、たくさんのパーツと引き換えに、それを手に入れたの。

　生体組織の配列操作をするための液体プログラム。

　わたしを、あの人間の女の子に変えてくれるプログラム。

　──わたしは、いんちきしてでも、ルークに振り向いてほしかった。




　そろそろ、あの物語にとどめを刺そう。

　誰だれもいなくなってしまったこの星の、語られるべき物語のあまりなかったあの頃ころの、雨が降り、風が吹くばかりだった荒野の物語の、最後の一幕だ。

　イーヴァは、どうしても、人間になりたかった。

　どうしても、どうしても、ルークの心の中に隠れ住む、あの人間の女の子になりたかった。

　ご想像願えるだろうか。それは、凄せい惨さんな光景だ。

　時刻は夜明け、とある廃はい虚きよの街の、崩くずれかかったとあるビルの、三十年間使う者のいなかった、遺い跡せきのような個室のトイレ。ぼろぼろに崩れたタイルと、思いがけなく白い便器と、押さえていないと開いてしまいそうな木製のドア。

　薄うす闇やみにきらめく注射器の針。その切っ先から飛び散る溶液の飛ひ沫まつ。

　恐怖に震えるイーヴァの横顔。

　出来合いのプログラムなんか信用できない。自分でプログラムし直して、何度も何度もデバッグした。しかし、それでも混入するのがバグだ。プログラムだけの話ではない、過程のどこかにひとつでも間違いがあったら、九割以上の確率で細胞自殺アポトーシスがミストリガーされる。そうなったら最後だ。ふた目と見られぬ姿となり果てた後に、恐らくは唯一の救いである機械脳の死が訪れる。

　あまりの恐怖に、イーヴァは目から塩水を垂れ流す。

　どうしても、人間になりたかった。

　どうしても、どうしても、ルークの心の中に隠れ住む、あの人間の女の子になりたかった。

　それは、凄惨な光景だった。

　ご想像願えるだろうか、注射器を自ら首筋に突き立てるときの、針が皮ひ膚ふをすり抜けてもぐり込んでくる感触を。注射器のプランガーを押し込むのに必要だった、途方もない絶望とすがるような希望を。誰もいなくなってしまったこの星の、誰もいない廃虚の街の、とある崩れかけたビルのトイレの光景を。液状の死の確率を己おのが首に注入する、泣き虫な目をしたＥＧ７の姿を。

　どうしても、どうしても人間になりたかった。

　ニセモノでもいんちきでも構わなかった。

　イーヴァは、ルークに、振り向いてほしかったのだ。
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　どこでこすっても火が点つくマッチを１ダース、ハルカの部屋のドアの前に置いた。

　本当はもうちょっと気の利きいたものをあげたかったのだけれど、自分が持っていてハルカが持っていないものは、もうこれしか思いつかなかった。それに、この１ダースをぜんぶ使って練習すれば、いくらハルカがぶきっちょでも、きっと爪つめで火を点けられるようになると思う。

　部屋に戻もどり、荷物をまとめた。

　いちばんお気に入りのバックパックに、持っていく物を詰め込んだ。マッチ、ナイフ、携けい帯たい用のガスコンロとカートリッジ、紅茶の葉っぱを詰めた缶かんとステンレスのマグカップ、替かえの下着、毛布、そして絆ばん創そう膏こう。マントをはおり、古ぼけたショットガンを腰こしに吊つるし、防ぼう塵じんゴーグルを首に下げた。廊ろう下かに出てドアを閉め、「おせわになりました」と書いた張り紙をした。

　廊下を見渡す。

　あれから一週間が過ぎて、後片付けの済んだ家の中は、初めて来たときと同じくらいにきれいになっていた。今日はカンヅメ鉱山へ宝探しの日で、夏の昼下がりの家の中には誰だれもいない。

　誰にも会わずに、誰にも姿を見られないうちに出て行くには、格かつ好こうの日だった。

　廊下を歩き、高い角度から日の差し込む階段を、ゆっくりと降りた。一階の廊下はまだ修理が途中で、あっちこっちに建材が積み重なっている。

　まだガラスの入っていないドアを抜けて、家の外へと、夏の光の中へと踏み出した。

　その少女は、ハルカよりも拳こぶしひとつ分ほど背が低かった。

　髪かみも、ハルカよりもずっと短い、肩までのショートだった。

　ハルカよりも、二つ三つは確実に子供っぽかった。

　少女は、情けないほど小さな手をかざして日差しを見上げた。生意気そうな顔をしかめる。くしゅ、と鼻をすすり、泣き虫な感じのする瞳ひとみを東へと向ける。

　短い歩幅で、大通りの歩道を歩き出す。泣きべそを我慢して、ぐいぐいと歩いていく。歩くにつれて風が強まり、両側に立ち並ぶビルがまばらになり、足元が砂っぽくなって、ついには街の果てる場所までたどり着いた。

　荒野の始まる場所だった。

　立ちすくみ、そのつかみどころのない広大さに脅おびえた。正面の遥はるか彼方かなたに発電風車の丘おかが見えた。

　イーヴァは、最後に一度だけ、背後を振り返った。

　十階建てのハルカの家は、乱立するビルに隠れて、この場所からではもう見えなかった。

　挑いどみかかるように荒野を振り返り、発電風車の丘のてっぺんでハルカがやったのを真ま似ねして、呼吸の底からイーヴァはいきなり大声で叫んだ。

「わあ────────────────────────────────────っ!!」

　荒野はその叫びを苦もなく呑のみ込み、こだまひとつ返しはしない。

　行くべきだ。

　ひとりで。

　ルークは、この街で、ハルカと一緒に暮らせばいいのだ。それがいちばんいいのだ。ルークは、離れ離れになった主人を探し求めて、三十年間も旅を続けて、やっと帰るべき場所に帰り着いたのだ。あの戦争を生き残り、なくしてしまったフリスビーを探し出し、荒野をさ迷った果てに、三十年ごしの「取ってこい」を完成させた、すごいやつなのだ。

　自分は、空気と水と光さえあれば生きていける。

　自分の物語は、この先、ヘタをすれば百年以上続く。

　──また、ひとりぼっちになっちゃったな。

　そして、イーヴァは、荒野へと続く道を歩き出した。この街は、周囲から地形的に孤こ立りつした位置にある。車もなしでは、どこかにたどり着く前にミイラになってしまうかもしれない。機械歩兵に見つかって、逃げ切れずに捕つかまって、木こっ端ば微み塵じんのばらばらにされてしまうかもしれない。

　しかし、それは、あのころだって同じだった。

　振り出しに戻もどっただけだと思えばいい。

　突然、イーヴァは身をこわばらせた。荒野のずっと先に、動くものを見つけたのだ。

　とっさに、道路のわきにある給水タンクの残ざん骸がいの陰に隠れた。──まさか、

　違ちがう。

　犬だ。

　白と黒と茶色だ。

　──あ、あいつら、無事だったんだ……!!

　転げまろびつ、イーヴァは給水塔の陰から飛び出した。小さな両手をぶんぶん振って、声を限りに叫ぶ。

「お───────────い!!　わたしだよぉっ!!　こっちおいで──────っ!!」

　イーヴァは、必死だった。

　三匹は、こっちに気づいている。何か食べ物──そう考えて、あっという間に絶望する。バックパックには、食べられるものなんか入っていない。それでも、あきらめきれずに、バックパックを猛もう然ぜんとあさった。入れっぱなしのまま忘れている何かがあるかもしれない。

　癇かん癪しやくを起こして、開けられるフタはみんな開けて、中身を砂の上にぶちまけた。

　ない。

　食べられるものなんか、ひとつもない。

　もういっぺん呼んでみようと思って顔を上げたとき、白黒茶色は、イーヴァのことなど知らぬげに、荒野の彼方かなたへと歩き去ろうとしていた。

　足元には、投げる石さえも無かった。

　小さな右手に砂をいっぱいにつかんで投げ、叫んだ。

「ばかあ───────────っ!!　絶交なんだからっ!!　犬なんかもうぜんぶと絶交してやるんだからっ!!　もう、ぜったい、ぜったい、食べ物なんか分けてあげないんだからあ───────────────────────────────────────っ!!」

　投げつけたつもりだった砂は風に吹き散らされ、イーヴァの顔に降りかかって目や口に入った。「わぷっ」という声を上げて顔をそむけ、イーヴァは両手で目をこすり、ぺっぺっとつばを吐いた。

　その顔が、見る見るうちに泣きべそに歪ゆがんでいく。

　ROOK-RES(001)：ほんとに、犬ぜんぶと絶交？　：EOS

　凍こおった。

　ROOK-RES(002)：いくら犬だって、風かざ上かみでこんなに距離があったら匂においを嗅かぎ分けるなんて無理だよ。あいつら、びっくりしてるだけ。あれは誰だれだ、知らないやつがいるぞ、って。：EOS

　ゆっくりと、背後を振り返った。

　給水塔の残ざん骸がいの上に、ルークがいた。

　右腕と左前脚もちゃんと修復されている。大きなバッグをいくつも背負っている。

[image: ]

　そして、首からさげているのは、大きなジッパーが縦たてについた、それまでのポシェットとは比べ物にならないくらい大きさの、丈夫そうなカーキ色の袋だった。

「──どうして、だって、」

　それだけ言うのが精いっぱいだった。

　ROOK-RES(003)：思い出したよ。ぜんぶ。：EOS

「じゃあ、」

　ROOK-RES(004)：じゃあ、なに？　：EOS

　イーヴァは、いきなりのビンタを食らったような顔で、ルークを見つめた。

　ROOK-RES(005)：ハルカのことなら大だい丈じよう夫ぶだよ。ハルカには、みんながいるから。あの五人がついてるから。でも、ぼくにはイーヴァしかいない。ぼくは、ハルカと過ごした時間よりも何倍も何倍も長い間、イーヴァと一緒に歩いてきたんだ。昔の記憶がよみがえったら、その代わりにそれまでのことをぜんぶ忘れちゃうとでも思った？　：EOS

「──でも、でもさ、わたしは、」

　ROOK-RES(006)：うん。イーヴァは、ばかでいじわるでずるくてわがままだよ。そんなのは、ぼくは誰だれよりもいちばんよく知ってる。ハルカのほうがよっぽどいい子だ。でも、そんなのはぼくだって一緒。だってぼくは、人殺しでロボ殺しで放火魔で爆ばく弾だん魔までハッカーで辻つじ斬ぎりだもの。ぼくの名前はルークだ。飛ひ車しや丸まるっていうのは、ぼくの思い出の名前だよ。：EOS

　思い出の名前だ──と、ルークは思う。

　それは、頭をなでられたときの小さな手の感触の名前だ。頰ほおを舐なめたときの味の名前であり、鬼ごっこをするときの身体からだに感じた風の名前であり、背中に乗せたおしりの頼りないくらいの軽さの名前だ。

　もちろん、それは、宝石のような思い出だ。

　やっと思い出したのだ。その思い出を捨てることなどできないし、捨てるつもりもない。望むと望まざるに拘かかわらず、この先もずっと、自分は、その思い出をいつまでも胸に抱いて生きていくだろう。

　犬でもロボットでもない存在として、自分はこれから先も生きていくのだ。

　犬として共に過ごしたハルカの記憶を捨てることができないように、今の自分とずっと一緒に歩いてくれたイーヴァの記憶を捨てることもできない。

　飛車丸は思い出の名前にすぎない。

　我が名は、ルークだ。

　そして、脳組織を鉄くろがねで鎧よろった今の自分を、丸ごと受け止めてくれるのは、ハルカではない。

　ROOK-RES(007)：いまさら、捨て犬は、あんまりだよ。：EOS

　イーヴァは、ルークのその言葉に、自分のよく知っている脅おびえの影を見た。

　同じものが、自分の心の中にもあったのだ。

　ROOK-RES(008)：──一緒に、連れていってくれる？　：EOS

　言葉は忘れた。

　うなずいた勢いに涙がこぼれ落ち、砂に吸い込まれて消えた。

　それは、安あん堵どの涙だ。プログラムにキックされて、涙るい腺せんから分ぶん泌ぴつされる塩水だ。が、それは人間とて同じことだ。その奥に何があるのかは、神さましか知らない。

　それはイーヴァの涙であり、正しよう真しん正しよう銘めいの涙だった。

　給水塔から降りてきたルークがイーヴァの傍かたわらに歩み寄り、首から下げた大きな袋のファスナーを開けた。

　ROOK-RES(009)：これ、リーブスさんがつくってくれた。防ぼう刃じん防ぼう弾だんで難なん燃ねん。：EOS

　イーヴァはバックパックを背負い、不思議そうな顔でその袋の中を見つめる。

「からっぽ？」

　ROOK-RES(010)：うん。：EOS

　ルークがイーヴァの手を引いて、その小さな身体からだを抱き上げ、

　ROOK-RES(011)：入って、中からジッパーを閉めて。：EOS

「こ、これ、わたしが入るの？」

　ROOK-RES(012)：うん。トラックがなくなっちゃったしね。：EOS

　イーヴァの身体は、その袋の中にすっぽりと収まった。袋の口にはフードを兼ねているらしいフタがついていて、頭にかぶることもできるし、身体ぜんぶを袋の中に入れてフタを閉じてしまうこともできる。有ゆう袋たい類るいの親子のようだ。

　イーヴァの頭がフタを押し上げてぴょこんと飛び出し、すぐ上にあるルークを見上げて、はしゃいだ笑顔を見せた。

　やっと笑ってくれた、とルークは思った。

　この笑顔のために、自分は生きていこう。




　ルークは顔を上げ、両の触覚を、広大な荒野に向けた。

　ROOK-RES(013)：──じゃあ、どっちへ行く？　：EOS
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　あいつらはどっかへ行っちまったよ、とトリガーは言った。




　誰だれにも秘密の準備を三日がかりで整え、まだ夜中のうちに、誰にも内ない緒しよで家を出た。

　まずは街を走りまわって、この三日で隠した装備を回収した。トランスポンダーはもちろん、バスケットコートの自じ販はん機きの取り出し口の中だ。まあこれは、半なかば冗じよう談だんのようなものであったのだけれど。

　電動バイクを走らせ、街を出て、遺い跡せきのようなハイウエイを東へと走った。

　ハルカが、である。

　たったひとりで、である。

　スパイクが聞いたら卒倒しかねない、かつてない暴ぼう挙きよである。

　明け方の薄うす闇やみに閉ざされた荒野は、思いがけない優しい表情をしていた。

　道中で発生したアクシデントは、全部で三回。その内訳は、転倒すること一回、タイヤのパンクが二回。これにより約一時間のロス。加えて、食事も含めた小休止が十回にバッテリー交換が四回。これらは予定のうちの行動ではあったが、必要な工具を忘れたせいでバッテリー交換にひどく手間取り、さらに時間をロスした。

　発電風車の丘おかにたどり着いたのは、午後四時近くになってからだった。

　バイクをその場にばたんと倒して、ハルカは草の中に大の字にひっくり返った。

　疲れた。

　巨大な風車の羽が、ごうごうと音を立てて遥はるかな高みを横切っていく。

　気持ちよかった。このまま眠り込んでしまいそうだ。

　何だか不機嫌そうな顔で、ハルカはむっくりと身を起こした。立ち上がり、「うん──」と身体からだ中じゆうを伸ばして背伸びをする。

　こんな遠くまで、わざわざ昼寝をしにきたのではない。

　予感に導かれて、ここまでやってきたのだ。

　折りたたみ式のスコップをバイクから降ろし、ハルカは草を踏み踏み歩き出す。

　キャンプの跡地には、色々な物が撤てつ収しゆうしきれずに放置されたままになっている。ルークが切り倒した楡にれの木と、斜面を転がって潰れた小屋の残ざん骸がいがすぐそばにある。嵐あらしに吹きさらされたためか、小屋の残骸は砕けて草に埋もれ、何年も前からそこにそうしてあったもののように思えた。

　森を見上げる。

　ヘビなんか恐こわくない。ドラキュラに出くわしたって平気だ。

　なぜなら、ポケットには──

　ハルカは気き合あい一発、スコップを手に、鬱うつ蒼そうとした森へと単身踏み込んでいく。道なき道をたどり、倒木を踏み越え、小川の流れをじゃぶじゃぶと突破して、丘おかの頂上を目指してぐいぐいと上っていく。疲れた身体からだが「休もう休もう」とささやきかける。

　やっとの思いで、ハルカはついに頂上へと登りつめた。

　汗だくになっていた。座り込んで息を整える。振り返れば、眼下に広がるのは、イーヴァと見下ろしたあのときと同じ光景だ。

　キーホルダー型のミニゲームを取り出して、時間を確認した。五時半を過ぎている。あわてて空を見上げれば、夏の太陽はまだ充じゆう分ぶん高い位置にあったが、雲の色にはほんのかすかな夕焼けの気け配はいが漂っていた。

　急ごう。

　ハルカは位置の確認にかかる。

　強い風に吹かれ続けてヒネた木。

　靴くつのような形の岩。

　それを結んだ線の上の、ちょうど真ん中の地点。

　ここだ。

　ハルカはスコップの先をざくんと突き立て、大きな深呼吸をする。

　自分は、予感に導かれてこの場所に来た。ぜったい間違いない。自分は魔法使いである。

　足元の地面を猛もう然ぜんと掘り始めた。

　掘って掘って掘りまくった。

　あれっぽっちのマッチだけを残して、イーヴァとルークがどこかへ行っちゃうはずは絶対にないのだ。心当たりの場所はみんな探した。もうここしか残っていない。何かがあるとすれば、絶対にここなのだ。

　その何かが見つかるまで、どこまでもどこまでも、唐から天てん竺じくまでも掘るつもりだった。

　がち

　鼓こ動どうが早くなる。スコップを投げ出し、穴に顔を突っ込んで両手で土を取り除のける。

　クッキーの缶かんが、そこにあった。

　缶を引っぱり出して地べたにしゃがみ込み、フタに手をかける。

　目をぎゅっと閉じた。

　鼓動がどくどくと早まる。魔法で大事なことその一。自分の魔法を信じること。自分の予感は正しい。きっとこの中には、何かがある。

　目をぎゅっと閉じたまま、フタを、開けた。

　覚悟を決めて、目を開けた。缶の中をのぞいた。

　缶の中には、地球最後のノートとえんぴつとチューブに入ったノリと、緑色の円盤が入っていた。

　ハルカは息をつめ、その緑色の円盤を手に取った。プラスチック製で、火に炙あぶられたみたいにぐにやぐにゃに歪ゆがんでいて、手に取ってみるまで、それが何なのかわからなかった。

　フリスビーだった。

　──これだ。

　ハルカは、身体からだのしぼむような大きなため息をついた。

　間違いなく、自分が探していたのはこれだ。なぜなら、

　なぜなら──




　なぜなら、フリスビーの表に、見み憶おぼえのある絆ばん創そう膏こうが貼はりつけられているから。




　遙はるかな高みから落ちてきたしずくが、「ぽつり」とフリスビーに当たってはじけた。

　──雨？

　空を見上げて、息を呑のんだ。

　切れ切れな雲が、見たこともない早さで空を流れていた。

　雲の切れ目から日の光が差しているのに、雨のしずくが空から落ちてくる。しずくは、たちまちのうちにその大きさと密度を増していく。

　ハルカはフリスビーとクッキーの缶かんを抱えて立ち上がり、強い風に吹かれ続けてヒネた木の根元へと走った。雨足はどんどん強まっていくくせに、空には切れ切れな雲が速い速度で流れ、相変わらず日が差していた。どの雲から落ちてくるのかわからないような雨だ。雨は木の葉を縫ぬい、枝からつたい落ちて、雨あま宿やどりをしているハルカの頭にも降りそそいだ。どうせ雨宿りをするならこんなヒネた木ではなくて、もっと大きな木の根元にすればいいのに、ハルカはその場を動こうとしない。ごつごつした根にしゃがみ込み、大して太くもない幹に背中をあずけて、絆創膏の貼られたフリスビーをじっと見つめている。

　これは、きっと、掘り出してはいけないものだったのだ──と思う。

　見つけただけで、満足な気がした。

　これは、ここにずっと埋まっているべきものなのだ。

　雨が止んだら、あのクッキーの缶に入れて、埋まっていた場所に戻もどして土をかけよう。土をかけたら、「さよなら」ってお別れの挨あい拶さつを一回だけして、後ろを振り返らずにこの丘おかを降りよう。シュラフにもぐり込んで少しだけ眠って、夜中になったらバイクに乗って、みんなのいるあの街に戻ろう。言い訳をあれこれ考えながら。叱られるのは承知の上で。オヤツ抜きに居残り勉強にバツ当番も覚悟して。

　誰だれもいなくなってしまったこの星の、大きな風車が立ち並ぶこの丘の、そのてっぺんのこの場所に、クッキーの缶に入った、絆創膏が貼りつけられたフリスビーが埋まっている。

　それは、イーヴァと、ルークと、わたしだけが知っている秘密だ。

　この場所に埋めたクッキーの缶は、イーヴァやルークやわたしが掘り出さない限り、ずうっとずうっと、街と荒野と丘の緑を見下ろせるこの場所に埋まっているのだ。このクッキーの缶は、ひょっとしたら、何十年も、何百年も、この場所に埋まっているかもしれない。何十年も何百年も経たって、わたしもイーヴァもルークも、スパイク君もアンジェラさんもリーブスさんもクレリックさんもトリガー君も、誰も彼もいなくなっちゃってからもずうっと、この場所に埋まっているのかもしれない。

　いつの日か、誰かがこの缶を見つけるだろう。

　ひょっとしたら、それは、何千年も先のことかもしれない。

　そのとき、この丘おかからは一体何が見えるだろう。廃はい虚きよの街のあった場所には、緑の島が見えるかもしれない。なんにもない荒野じゃなくて、林と川と草原が見えるかもしれない。丘のふもとには、とっくの昔に動くのをやめた発電風車が、ツタをいっぱいにからめた緑色の巨人みたいに立ち並んでいるのかもしれない。

　いんちきな雨が、ゆっくりと上がっていく。

　ハルカは木の葉の間から空を見上げ、フリスビーを手にして立ち上がった。風が枝を揺らし、いくつものしずくがハルカの顔に降りかかる。

　終わりはしない。

　ハルカの夏休みは終わらない。

　それは、いつまでも、いつまでも続く。




　頰ほおを伝い落ちるしずくは、熱かった。
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　８がつ　26にち　　（はれ）




　さぼってはいけないとおもっていえでをしたあとも日記はちゃんとつづけようとおもって書きます。

　わたしはひしゃまるといっしょにいえで中です。パパとママが、ひしゃまるをどっかにつれてっちゃうそうだんをしていたので、わたしはひしゃまるといえでをしたのです。今日きようのあさのまだくらいときにうちをこっそりぬけだしてひしゃまるといっしょにしっぱつしました。行き先は、ぼうをたおしてみなみにきめました。わたしはまいごになったときにもぼうをたおしてママをさがします。そのへんにおちているぼうはだめで、雨の水をびんにあつめて中にぼうをいれて一日したら出してかわかしてなまえをきめます。こうすればぼうがたおれたほうにはいいことがあります。だからわたしはいつもかばんにぼうを入れています。わたしのぼうのなまえは、ぼうたろうです。

　きょうは一日あるいてばっかりでつかれました。ひしゃまるはへっちゃらだってゆうけど、わたしはつかれてくたくたくたくたくたくたくたくたです。わたしとひしゃまるは今いるのはしらないまちのハンバーガーやさんです。お金はママのおさいふをもってきたので、わたしはお金もちです。そとのテーブルはいぬがいっしょでもだいじょぶなので、ひしゃまるもいっしょです。ハンバーガーを食べおわって、テーブルで日記を書いてます。わたしはエビバーガー２ことポテトフライを食べました。ママといっしょのときは１こしかだめですなぜかとゆうとばんごはんがたべられなくなるからです。ひしゃまるはチーズバーガーを３こも食べました。わたしが１こめのエビバーガーをぜんぶ食べおわらないのに、ひしゃまるはチーズバーガーを３こぜんぶ食べてしまいました。あんまりはやぐいするとバカになるってパパがゆっていたので、わたしはひしゃまるにバカになるよってゆったのにひしゃまるはしらんかおです。これはないしょだけど、ハンバーガーといっしょにコーヒーもちうもんしました。いつもパパとママばっかのんでわたしにはのましてくれないのでいつもずるいっておもっていました。でてきたコーヒーはいいにおいがして、のんだらにがくてびっくりしました。あんなにあまそうなにおいがするのにほんとはにがいなんていんちきです。さとうとミルクをいっぱいいれてはんぶんくらいのんだときにひしゃまるがほしがったので、ひしゃまるにあげたらすぐにみんなのんでしまいました。いまはひしゃまるはテーブルの下でカップに口を入れてぐるぐる回っています。コーヒーのせいでバカに
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　夜。広大な麦畑の中を二つに区切る幹線道路。対向車も後続車もいない、空からっぽでまっすぐな道をぶっ飛ばすオンボロトラックが一台。

　その運転席でハンドルをにぎっているジジイが「だあーっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは!!」と笑った。のどちんこ丸出しで大口を開け、顔をそっくり返らせて、ハンドルを手のひらでがんがん叩たたきながらいつまでも笑っている。ハンドルがとれちゃうんじゃないかとハルカは思う。

「お嬢じようちゃんを追っかけ回すようなヒマなスパイなんざいねーよ！　そらお前、店員にチクられたに決まってんべーや！」

「チクられたってなに？」

　ジジイはハルカを横目でにらんで「うひひひひひひひひひ」と笑い、

「早い話がよお、お嬢ちゃんみたいなちんちくりんのガキが、禁煙タイムも終わろうかって頃ころにこのクソでっかい犬連れて現れてだなあ、どぉーお見てもてめーのじゃねえ財さい布ふからゼニ出して、ぬかしたセリフが『コーヒー飲ましてくれろ』ときたもんだ！『わたしは家出少女です』って看かん板ばん背負って歩いてるようなもんだったろうよ!!」

　ジジイの言い回しはいちいち難しかったが、要するに自分の行動があまりにも不ふ審しんだったので、店員が警察に通報したのだろう──ということまでは、なんとなく理解した。それに、ハルカはこういう口の利き方をする大人おとなを決して嫌いではない。大人の言葉で話しかけられると、自分が一人前として認められているような気がするからである。猫なで声で「おじょうちゃああぁ～ん、ごきげんいかがでしゅかあ～？」なんて言われると、蹴りの一発もぶち込んでやりたくなるのだ。飛ひ車しや丸まるもこの謎なぞのジジイには好感を抱いているらしく、シートの背後の物おきにおとなしく収まって、バックレストのすきまから頭を突き出して話を聞いている。

「お巡まわりさんが二人きたの。だから飛ひ車しや丸まると逃げたの。だから日記はまだ書きかけなの」

「で、走り走って道路に飛び出して、あとちびっとのところでこの『ロシナンテ』のタイヤの藻も屑くずになっちまうトコだったてえわけかい。それにしてもよお、さすがのおれ様もびっくらこいたぜえ、いきなり『お願い乗せて』はねえよなふつー。映画じゃねっつの」

　ものすごく念のために断っておくのだが、「トリガーも実はサイボーグでその正体はこのジジイでした」などという伏ふく線せんはない。それはちがう。荒っぽい言葉が不思議と周囲を威圧しない──そんな雰ふん囲い気きが、確かに、トリガーと似ていなくもないけれど。

「でもって、こいつがそのスーパードッグ『飛車丸』号かい。ぅおいっす！」

　ジジイは妙なポーズをつけて飛車丸に挨あい拶さつをする。が、飛車丸は、やはりこれを無視した。

「んでえ、無ぶ愛あい想そうな野郎だな。お嬢じようちゃんよお、こいつほんとに天才犬なのかい？」

「──知らない人の前だと、いつもそうなの」

　ハルカはそれだけ言って、ちょっと沈んだ。このおじいさんはひょっとしたら信じてくれるかもしれない──そう思わぬではなかったが、ハルカはこれまでに何度となく同じ努力を試こころみ、満身に傷を負って、すっかり臆おく病びようになっていた。

「──なあ、約束してくれるか」

　ハルカが顔を上げる。ジジイはギアをガリガリいわせながら三速に落とし、

「こう見えてもな、おれ様も、ここいらのドブじゃあちったあ知られた顔だ。おめえさん方をポリ公に売るような真ま似ねあしたかねえ。だがよ、おれ様ぁ朝グソきばりながら朝刊読むのがたったひとつの道楽でな、そこにおめえさん方の写真が載のってた日にゃあ出るもんも引っ込んじまわあ。まずひとつ、」

　真しん剣けんな話をするからよく聞け──と言っているのだ、そうハルカは理解した。

「車にゃ気をつけろ。ふたつ、知らねえやつがむこうから話しかけてきても相手にすんな。みっつ、無理はすんな。こりゃもういけねえと思ったら、素す直なおに、どっかそのへんのマトモそうな大人おとなに助けを求めな。そういうのも勇気だぜ。この三つに三つともうんと言えるなら、おまえさん方を好きなところで降ろしてやる。さもなきゃあ、最も寄よりのポリ箱に直行する」

　ハルカは、真剣に、こっくりとうなずいた。

「やくそくする」

「よお─────────────っし！　やっぱりおれ様の目に狂いはなかったな！　お嬢ちゃんのツラ見たときぴーんときたぜえ、はばかりながらこのおれ様も若わけえ頃ころあ」

　そこでジジイは押し黙り、ミラーをじっと注ちゆう視しして舌した打うちをする。

「くっそ、ウワサをすりゃあ何とやらかよ」

　次の瞬間、バックウインドウからサイレンとパトライトの赤い閃せん光こうが飛び込んできた。ハルカと飛車丸はそろって背後を振り向く。

　からっぽの荷台の向こうから、パトカーがぐいぐいと追いすがってくる。

　──どうしよう……!?

「なあ、」

　ハルカは振り返ることができない。

　このおじいさんは、わたしと飛ひ車しや丸まるを警察に引き渡すつもりだろうか──？

「笑ったりして悪かったな、さっきのスパイの話だがよ」

　こんなときに何を言い出すのかと驚き、ハルカはジジイのほうを振り返った。ジジイは、天てん井じように取り付けられた無線機を片手で操作し、鋭い目つきでパネルの表示を見上げていた。

　そう言えば、再三のサイレンにも停車を命ずる拡声器の声にも、ジジイの足はアクセルを踏み込んだままだ。

「あいつら、ポリじゃねえ」

「──え、だって、」

「車の見てくれは確かにパトカーだがよ、乗ってる連中は違ちがう。少なくともマトモなポリじゃねえこた確かだ。無線の暗あん号ごう変へん換かんが普通じゃねえし、見てみな、車体がちびっとだけ右に傾かしいでるだろ。何か妙なロボット乗っけてんぞ」

　どうしよう、どうするの!?──そう叫ぼうとしたとき、

　飛車丸がハルカの袖そでをくわえて引いた。

「おじいさん、」

「まかせんかーい!!　瘦やせても枯かれてもこのロシナンテ、ちんけなポリ車の一台や百台、」

「時速八十キロまでスピード上げて。そしたら飛び降りるから」

「あんだあ!?」

「だいじょぶ。そのくらいなら、わたしを乗っけて飛び降りても平気だって」

　誰だれが、と言いかけて振り返り、

　ジジイの目の前には、ぬっと顔を突き出してきた飛車丸の鼻はな面づらがあった。

　つぶやく。

「マジかよ……」




「よっしゃいけえ────────────────────────────っ!!」

　ジジイの号令いちばん、ロックを外したドアに体当たりして、飛車丸は夜の中へと飛び出した。

　ハルカはその背中にしがみついている。目を固く閉じているが、豊かな毛皮に押しつけられたその顔に恐怖の色はない。飛車丸の力を信じている。

　飛車丸はその巨おおきな身体からだを存分に伸ばし、長々と宙を舞い、衝撃を最大限に殺す確度を計算して、道路から十メートル以上も離れた麦畑の中へと着地した。その勢いを殺さずに再び跳ちよう躍やく、闇やみに沈む黄金こがね色いろの海を水切りの石のように跳ねて飛ぶ。ようやく疾しつ走そうに移ったころ、背後の道路から急ブレーキの音が響いた。

　ハルカは顔を上げ、後ろを振り返る。

　オンボロトラックがつんのめるように急停車した。パトカーはトラックを危なっかしく避け、トラックよりもずいぶん先にまで横滑りして、ばすん、とエンストして止まった。

　トラックのヘッドランプの光の中に、雪ゆき男おとこのようなシルエットが走り出た。

　ジジイだ。

　ハルカを背に乗せたまま、とんでもない速度で走り去る飛ひ車しや丸まるの影を見つめ、ジジイは拳こぶしを振り回して声を限りに叫んだ。

「がぁんばれよおぉぉおおおおおおおおおお────────────────っ!!」

　身体からだをひねって背後を振り返り、遠ざかるジジイの姿を見つめ、ハルカは右手を大きく大きく振り回して答えた。身体の下で、飛車丸の筋肉が力強くうねる。

　ハルカは信じている。棒ぼうの倒れた先には、きっといいことがある。

　飛車丸とずっと一緒に暮らせる場所が、きっとある。

　飛車丸はハルカを乗せて、海うな原ばらのような麦畑の中を、飛ぶような早さで駆かけ抜けていく。

　それは、軍ぐん靴かの足音が、ようやく聞こえ始めたころの物語。

　それは、この星が、すみからすみまで広告され、照明されていた時代の物語。

　それは、西せい暦れきがいつまでも続くと思われていた、あのころの物語。行く先にあるはずの輝く未来を誰だれでも信じることができた、あの時代の物語。

　それは、ハルカの血が憶おぼえている物語だ。













あとがき







　本のあとがきというのは大たい抵てい、本文を読み終わって転げ込んでくる読者と足並みをそろえて書いていくものでありまして（あとがきを先に読む読者も計算に入れる場合はちがうけど）、だから「さて、鉄コミュニケイション第二巻、お楽しみいただけましたでしょうか？」なあんて書き出しでおっ始めたりするわけです。うまい人が狙ねらってやれば、あたかも「わたしが書き終えた瞬間があなたの読み終えた瞬間よ」みたいな顔して現れるから、読み手はその術じゆつ中ちゆうに見事ハマって「おれもがんばったが、お前もよくがんばったあ！」的雰囲気にひたることができるわけですね。

　もちろん、この雰囲気というのはマジックなのでありますな。テンションの温度差を読者に見せないわけでありますよ。

　が。

　実はこのあとがき、「生なま」で書いております。

　わたしもたった今まで、飛ひ車しや丸まるの走る夜の麦畑にいたのです。徹夜徹夜の夜が明けて、つい今し方、原稿をアップして担当峯さんに渡したばっかりなのです。予定に押しまくられて、あとがきを今すぐ書けとの発注を受けて、エディターで開きっぱなしだった原稿ファイルのケツにまんま殴なぐり書きしておるのです。

　天てん然ねんで、めちゃくちゃテンション高いです。

　こんな至近距離であとがき書くのなんて初めてだよう。あああ、なんにも書けない。アタマがビタいち切り替わらない。デスクトップのカレンダーをふと見れば、九八年も今日きようを入れてあと四日。もー目に映るものすべてが最終回。

　おれこのまま死ぬんじゃないかしら。

　あーあー、こんなメチャクチャなこと書いちゃって、後になって読んだら恥ずかしさのあまり転げ回るに決まってるんだけどなあ。




　半はん端ぱじゃなく遅れてしまった原稿をずっとまってくれた、担当の峯さんに感謝です。

　ハルカを連れてきてくれた、たくま先生とかとうひでお先生に感謝です。

　これからこの「鉄２」の原稿に関わっていただくすべての方々、よろしくお願いします。

　その先の製本や流通や販売に関わっていただくすべての方々、よろしくお願いします。

　そのずっと先の、この本を手に取るはずのすべての読者の方々。おまかせしました。

　そこから先は、あなた方の想像力が頼りです。
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